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きがしは

北新町遺跡は昭和60年に当地に所在する府営大東北新町住宅 (当時の名称は大東四条畷

住宅)の建替え工事がきっかけで発見された遺跡です。これによって建替え工事には、事

前の発掘調査が必要であることがわかり、以後北新町遺跡調査会によって順次発掘調査が

実施されており、多大な成果が得られています。

今回報告を致 しますのは、平成 2年12月 から平成 4年 3月 まで実施 しました住宅敷地の

南側部分を対象とする第Ⅲ期調査に関するものであります。調査結果の詳細につきまして

は本文を参照していただければ幸いと存 じますが、今回の調査におきましても前回、前々

回と同様に、当遺跡が縄文時代から近世に至る複合遺跡であることが再確認できました。

その中でも特に注目されるのは、中世 (平安時代末～鎌倉時代前半)の遺構が濃密に検出

されたことで、井戸、土坑、そして建物に伴う柱穴などが多数見つかっています。これ ら

の遺構から推定 しますに、当時この場所にはかなりの規模の集落が営まれていたと考えら

れます。加えて出土 した遺物には、和泉地方や大和地方そして枚方楠葉で焼かれた瓦器椀、

京都産の緑釉陶器、東播磨地方の須恵器、常滑焼、九州地方で産する石鍋や当時東大寺を

再建するために吉備地方で焼かれた瓦など各地方のものが見られる他、青磁、白磁など当

時の中国から輸入されたものも出土 しています。これらの遺物からは、当時の人々の活発

な活動を窺い知ることができます。また、当時集落の西側一帯には深野池が広がっており、

想像の域を出ませんが、これら各地の製品は池を利用 した舟運によって、この集落に運ば

れてきたのでしようか。そしてさらに言うなら、この集落は水上交通の要所としての役割

を果たしていたのかも知れません。少々話が飛躍 しましたが、このように想像をするだけ

でも、今まで遠い存在であった歴史が身近なものになったような気がします。今回の調査

結果が大東の歴史の解明に、役に立てば幸いと存 じます。

最後になりましたが、今回の調査にご協力いただいたすべての方々に対し、記して感謝

の意を表 します。

平成 9年 3月

大東市北新町遺跡調査会

委員長 大 東 元 二
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例

北新町遺跡の略称は、KSM(KITASHINMACHIsite)で ある。

調査区名は建て替え計画順にローマ数字で表記している。 (I～Ⅳ期 )

調査名は遺跡の略称と調査区名を組み合わせて表記しており、出土遺物の註記はこ

れに従っている。 (例 :KSMm)さ らに調査年次順を調査名の後に「―」 (ハ イフ

ン)を付 しアラビア数字で表記している。 (例 :KSMⅢ -1、 KSMⅣ -2)

各調査区において設定した地区 (ト レンチ)名は、住宅敷地の北から南に向かって

アルファベット順で表記している。尚、調査年次と調査名、地区名との関係は、第 1

章第 1節 調査に至る経過のなかで詳しく述べている。

遺構及び断面図中の標高は、東京湾標準潮位 (T,P。 )を基準としてm単位で表示

している。

遺構等の実測図作成の測量基準については国土座標第Ⅳ系を使用 しており、挿図中

の北はすべて座標北を基準としている。座標の記載はkm単位で表示している。

各地区の区害Jり については、座標のメッシュとは関係なく独自に設定 しており、地

区名 (ア ルファベ ット)の後に「 ―」 (ハイフン)、 アラビア数字の順に表示 してい

る。 (例 :K-1区 )地区割りの詳細については第 1章第 2節 調査の方法で記述 し

ている。

本書で使用する遺構名については、アルファベ ットとアラビア数字の組合せで表記

しており、アルファベットは遺構の種類を、アラビア数字は遺構番号を表 している。

本書で登場する遺構の種類については以下に示す通りである。

SA

SD

SF

S」

SM

SP

ST

棚

濤

焼土坑

堰

水田、畑

ピット

池、落ち込み

SB        建物

SE        井戸

SI        土器集積

SK        土坑

SN        畦畔

SR        河,II

8.

なお、遺構検出段階においてSK(土坑) としたものの中には、遺構内掘り下げ後



9.

SE(井戸)であることが判明したもの (そ の逆の場合もある)があり、遺構記号は

そのまま使用 しているが、このような場合には、遺構番号の後に実際の遺構の名称記

すことにした。 (例 :SK-06(井 戸))

本書で使用 している基本層序、遺構面、遺構番号等については、これまで実施され

た I期、H期の調査のものとは関連しておらず、Ⅲ期の調査で独自に設定 したもので

ある。各遺構番号の付 し方については、m期調査の中で連番で、調査年次順 (M区→

K区)に付 しているが、本文での各地区の遺構の説明は、調査年次順とは関係なく、

アルファベット順に記述をしているため、本文中に出てくる遺構は必ず しも順番には

なっていない。また、濤などの遺構で 2箇所以上の調査区にわたり検出されて、同一

の遺構と判断出来るものについては、なるべく同じ遺構番号を付すようにしている。

遺物の実測図の縮尺は、土器が1/4、 石器2/3、 木器1/4を基本としているが、一

部の遺物についてはそれぞれの大きさに応 じて縮尺を変えている。各スケールを参照

されたい。遺物の断面は、須恵器・陶磁器類を黒塗りで、土師器類を白抜きで、瓦器・

瓦質土器 。瓦をスクリーン トーンで表現 しているが、土器の種類がわかりにくい場合

はその種類を実測図中に表示している。 (例 :黒色土器A類 (黒A),緑釉陶器 (緑))

土色は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』農林省農林水産技術会議事務局

監修・財団法人日本色彩研究所色標監修による。
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SK-06(北 より)/SK-06(東 より)

SK-08(東より)/上 。SK-14(西 より)、 下 。S

K-14(南 より)、 上 。SK-09(南より)、 下 。SK―

15(西 より)

SK-21(西 より)/SK-21(南 より)

SK-25(北より)/SK-27(南 より)

SI-01(耳ヒより)//SD-42(北東より)

SF-01(西 より)/SF-01焼土 (南より)

SP-157下駄出土状況 (北より)/SP-157柱根、礎

石出土状況 (北より)

SP-244(南東より)/SP-244緑釉出土状況 (南東

より)

図版51 M・ N区第 2遺構面上層  上 。SP-106(西より)、 下・ SP-210(南東よ

り)、 上 。SP-320(北西より)、 下 。SP-359

(北西より)/SP-711(西 より)

図版52 M区第 2遺構面上層  上 。SP-436(南西より)、 下・ SP-451(西 より)、

上 。SP-757(南より)、 下・ SP-799(南より)/

上 。SP-803(北より)、 下 。SP-812(西より)、 上・

SP-326(南 より)、 下 。SP-1134(南 西より)

図版58 N区第 2遺構面上層・下層  N-5区 第 2遺構面上層全景 (東より)/N-5

区第 2遺構面下層全景 (東より)

図版54 M区第 2遺構面下層  SB-06(北 より)/ST-01(北 より)

図版55 M区第 2遺構面下層  ST-01(北 東より)/上・ ST-01石積み出土状況

(西より)、 下 。ST-01下駄出土状況 (東より)、 上・

ST-01栓 出土状況 (東 より)、 下 。ST-01板材出土

状況 (南西より)



図版56 M区第 2遺構面下層  SE-16(南 西より)/SK-35(南 より)

図版57 M区第 2遺構面下層  SK-36(西 より)/SK-36(南 より)

図版58 M区第 2遺構面下層  SK-39(西 より)/SK-39(南 東より)

図版59 M区第 2遺構面下層  SK-41(北 西より)/SK-41(東 より)

図版60 M・ N区第 2遺構面下層  上・ SP-1153(北西より)、 下 。SP-1173(南

より)、 上・ SP-1176(北 東より)、 下・ SP―

1189(西 より)/上 。SP―■93(北西より)、 下・

SP-1406(西より)、 上・ SP-133(南 西より)、

下 。SP-1509(西より)

図版61 N区第 2遺構面下層  N-1～ 4区全景 (北より)/N-6～ 8区全景 (南 より)

図版62 M・ N区第 2遺構面下層  全景 (北東より)/全景 (北西より)

図版63 M区第 3遺構面    全景 (東より)/全景 (西より)

図版64 M区第 3遺構面    SE-17(南 より)/SE-17(南 西より)

図版65 M区第 3遺構面    SE-18(北 西より)/SE-18(南 より)

図版66 M区第 3遺構面    SD-45(南 西より)/SD-45漆器椀出土状況 (南より)

図版67 M区第 3遺構面    ST― o4、 SE-18(北より)/ST-04、 SE-20・

21(北西より)

図版68 M区第 3遺構面    SE-20(北 より)/SE-20(北 東より)

図版69 M区第 3遺構面    SE-21(東 より)/SE-21(東 より)

図版70 M区第 3遺構面    SP-1221～ 1222(東 より)/SP-1239(北西より)

図版71 M区第 3遺構面    足跡検出状況 (東より)/足跡検出状況 (南西より)

図版72 M区第 4遺構面    全景 (西より)/同上 (東より)

図版73 P区出土遺物     SE-32

図版74 K区出土遺物     SE-34・ 35・ 38

図版75 K区出土遺物     SE-39・ 42

図版76 K区出土遺物     SE-43・ 45・ 46・ 47

図版77 K区出土遺物     SK-94・ 96・ 97

図版78 K区出土遺物     SK-108・ 111・ 131

図版79 K区出土遺物     SD-59

図版80 K区出土遺物     SD-59



図版81 K区出土遺物

図版82 K区出土遺物

図版83 K区出土遺物

図版84 K区出土遺物

図版85 K区出土遺物

図版86 L区出土遺物

図版87 L区出土遺物

図版88 L区出土遺物

図版89 L区出土遺物

図版90 L区出土遺物

図版91 L区出土遺物

図版92 L区出土遺物

図版93 L区出土遺物

図版94 L区出土遺物

図版95 L区出土遺物

図版96 L区出土遺物

図版97 L区出土遺物

SD-68

SR―-01・ 02

SP-2505。 2506・ 2510・ 2675

遺構及び包合層出土青磁、包含層出土白磁

包含層出土銭貨、 SD-59、 SP-2702、 包合層

ST-02、 SE-28、 SR-01、 SP-1847、 包合層

SE-28・ 31

SK-56

SK-56

SK-56

SK-70・ 80・ 84、  SD-39

SE-31・ SK-84、 包含層

SR-01

SR-02

SR-01・ 02

SR-02005、 包合層

SP-1677・ 1845・ 1937・ 1939・ 2016・ 2105、  SE-31

貨 )、 SP-1593(銭貨 )

(銭

図版98 L区出土遺物   SP-1604・ 1608・ 1792・ 1880。 1896・ 2098

図版99 L区出土遺物   遺構及び包合層出土緑釉、包合層出土白磁

図版100L区出土遺物   遺構出土青磁、包合層出土青磁

図版101L区出土遺物   包合層出土土師器鉢、土馬、勾玉、縄文土器

図版102M区出土遺物   ST-01

図版103M区出土遺物   ST-01

図版104M区出土遺物   ST-01

図版105M区出土遺物   ST-01

図版106M・ N区出土遺物 ST-01・ 02

図版107M・ N区出土遺物 ST-02・ 04005

図版108M区出土遺物   SE-08

図版109 M o N区 出土遺物 SE-02・ 04・ 08・ 10。 13



図版■OM区出土遺物

図版■lM区出土遺物

図版■2M区出土遺物

図版113M区出土遺物

図版114M区出土遺物

図版115M区出土遺物

図版■6M区出土遺物

図版117M区出土遺物

図版■8M区出土遺物

図版119M区出土遺物

図版120M区出土遺物

図版121M区出土遺物

図版122M・ N区出土遺物

図版123 M o N区 出土遺物

図版124M・ N区出土遺物

図版125M区出土遺物

図版126M区出土遺物

図版127 M o N区 出土遺物

図版128M区出土遺物

図版129M・ N区出土遺物

図版130M区出土遺物

図版131M区出土遺物

図版132M区出土遺物

図版133M・ N区出土遺物

図版134M区出土遺物

図版135M区出土遺物

図版136M・ N区出土遺物

図版137M区出土遺物

図版138 M o N区 出土遺物

図版139M区出土遺物

SE-11・ 12

SE-16・ 17

SE-17

SE-17・ 18

SE-18

SE-20

SK-06・ 10

SK-06

SK-06

SK―∝・08・ 10・ 12・ 16、 SK-08(銭 貨 )、 SP-146(銭貨 )

SK-10・ 14・ 16

SK-21・ 25。 26。 28

SK-21・ 22・ 27・ 29・ 34・ 35・ 46・ 55

SK-10・ 55、  SD-31・ 33・ 45

SD-29・ 30・ 31・ 32・ 33・ 39・ 40・ 42

S I-01

SP-244、 遺構出土灰釉、緑釉

SP-106。 200・ 203・ 26CJ

SP-269・ 280・ 320・ 322・ 408・ 433・ 434

SP-436・ 439・ 593。 721・ 770

SP-436・ 593・ 823

SP-757

SP-799

SP-37・ 38・ 203・ 8030805・ 812・ 823・ 326・ 883

SP-919・ 1078・ 1164

SP-1189

SP-1193・ 1440・ 1583

遺構出土青磁、遺構出土白磁

SE-05・ 06、 ST-01、 SP-43・ 6114、 包含層

包合層出土青磁 (表裏 )



図版140M区出土遺物   包合層出土灰釉、包合層出土緑釉

図版141M区出土遺物   包合層出土白磁

図版142M・ N区出土遺物 包含層、 SP-436・ 672・ 681・ 1142・ 1305

図版143M区出土遺物   包合層

図版144K区出土木製品  SD-87、 SE-34・ 36・ 4

図版145K区出土木製品  SE-41・ 42

図版146K区出土木製品  SE-42

図版147K区出土木製品  SE-43・ 44

図版148K区出土木製品  SE-44・ 46、 SK-98

図版149L区出土木製品  S」 -01、 SK-61・ 68、 SP-1847・ 2108

図版150L区出土木製品  SP-1714・ 1904・ 1905・ 2084・ 2214・ 2230

図版151L区出土木製品  SP-2164・ 2173、 SR-02

図版152M区出土木製品  ST-01

図版153M区出土木製品  ST-01・ 05、 SE-07・ 11

図版154M区出土木製品  SE-11

図版155M区出土木製品  SE― ■

図版156M区出土木製品  SE― ■

図版157M区出土木製品  SE-11

図版158M区出土木製品  SE― ■

図版159M区出土木製品  SE― ■ 013

図版160M区出土木製品  SE-13

図版161M区出土木製品  SE-18、 SD-45、 SK-10・ 14

図版162 M o N区 出土木製品  SP-157。 515・ 619・ ■04・ 1152・ 1327
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付図 1 第 1遺構面全体図

付図2 第 2遺構面上層全体図

付図 3 第 2遺構面下層全体図

付図4 第 3遺構面全体図

付図 5 第 4遺構面全体図



第 1章 調査の概要

第 1節 調査に至る経過

昭和60年大阪府建築部 (以下府建築部)よ り、JR学研都市線四条畷駅西側にある府営

大東北新町住宅 (以前は大東四条畷住宅)建替え工事の計画が出された。その内容は、既

存の平屋住宅を順次中層の住宅に建替えていくもので、まず第一期工事分として、全敷地

面積約42,a10ぽのうち北側の約12,CX10ぼ について実施されることになり、これを受けて大

阪府教育委員会 (以下府教育委員会)では建替え工事に先立ち、同年 7月 に試掘調査を実

施 し、その結果、府営住宅を中心に遺跡の存在することが確認された。試掘調査の結果に

基づき、この遺跡を北新町遺

跡と命名し新規の遺跡として

登録する一方、府建築部に対

しては、第一期工事はもちろ

んのこと、今後の建替え工事

についても事前の発掘調査が

必要であることを説いた。府

建築部も調査の必要性を認識

し、大東市教育委員会 (以下

市教育委員会)を含めた三者

で具体的な調査方法について

協議を重ねた結果、三者によ

る北新町遺跡調査会 (以下調

査会)を新たに設立し、その

調査部長に帝塚山短期大学田

代克巳教授を迎え調査を委託

して実施することで合意に達

した。早速、第一期建誉え工

事に伴う調査に対応すべく、

昭和60年11月 25日 に市教育委 第 1図 大東市位置図

-1-

■

ゝ

＼

ヽヽド

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

丼

】
ノ

鴻
ゞ
り
芍
″ノ

／
　
〉



員会社会教育課内に事務局を置く調査会を設立し、府教育委員会文化財保護課技師辻本武

が調査指導員として調査を担当することになった。

第 I期調査は、敷地北側の第一期工事分約12,000げのうち住棟部分、浄化槽及び受水槽

設置部分、埋設管部分などを対象としてA～ F区の トレンチを設定 して、総面積約4,236

だの発掘調査を実施 した。調査は外業調査を昭和60年12月 ～翌61年 5月 まで実施 し、引き

続き内業整理作業を行い、同年10月 にすべての作業を完了して、報告書の刊行をもって調

査会を解散 している。

第 H期調査は、第 1期工事区の南側の第 2期工事分約12,000ぽ のうち住棟部分、浄化槽

及び受水槽設置部分、埋設管部分に加え水路付け替え部分などを対象としてG～ J区の ト

レンチを設定 して、総面積約3,700だの発掘調査を実施 した。第 I期調査と同様に、三者

による調査会を昭和62年 9月 大東市立歴史民俗資料館に事務局を置いて設立し、調査部長

を田代教授に依頼 し、調査指導員は府文化財保護課技師松岡良憲が担当した。調査は外業

調査を昭和62年9月 から翌63年11月 まで実施 し、引き続き内業整理作業を行い、平成元年

7月 に終了し、報告書の完了をもって同年に調査会を解散 している。

今回の第Ⅲ期調査は、第 2期工事区の南側の第 3期工事分約12,000ぽのうち住棟部分、

浄化槽及び受水槽設置部分、埋設管部分、水路付け替え部分、道路拡幅部分などを対象と

してK～Q区の トレンチを設定して、総面積約6儀9だ について発掘調査を実施することに

なり、これに伴い平成 2年 9月 4日 に前回と同様に調査会を設立 した。調査は平成 2年■

月27日 に南側のM区から順次行い、平成 5年 3月 3日 にK区の調査が終了し、外業調査を

完了した。その後引き続いて第 4期工事に伴う第Ⅳ期調査が開始されるが内業調査はこれ

と並行 して行い、平成 9年 3月 31日 をもってすべての作業を完了した。

第 2節 これまでの成果

前節で記述したように、府営住宅敷地内ではこれまでに調査会による発掘調査が実施さ

れ、その成果が公表されている『
)ま

た、第Ⅱ期調査区と第皿調査区の間の敷地約2118ぱ を

対象として、都市計画道路四条畷駅前西線建設工事に伴い、平成 2年 5月 から平成 5年12

月の間 5次にわたり、大東市教育委員会によって実施されている。ここではこれまでの各

調査における成果の概略を簡単に述べておく。

第 I期調査

中世 (鎌倉時代)、 奈良時代、古墳時代中期に対応する遺構面が検出されている。古墳

時代の遺構では自然河川とそれに伴う堰が検出された。古墳時代中期の遺構では、建物跡、
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自然河川などが検出されているが、遺構の規模や密度は低かった。奈良時代では自然河川

と水田が同一面で検出され、それに伴う護岸の杭や、河川から水田に水を取り入れるため

の堰が検出されている。中世では建物跡、柵列、井戸などが検出され、出土遺物から13世

紀前半頃の時期が考えられる。主な出土遺物として、自然河川内から縄文時代中期土器、

同後期土器が出土 している。古墳時代の自然河川内から庄内式、布留式の土師器が出土 し

ている。注目すべきものとしては、奈良時代の自然河川内より、人面墨書土器 2点が出土

したことである。

第H期調査

近世、中世、古墳時代前期、古墳時代後期の遺構面が検出されている。第 I期調査に比

べると各時代の遺構の密度は高く、出土遺物の量も多くなっている。古墳時代では調査区

のほとんど全域で水田跡が検出されており、その所属時期は明確ではないが、前期のもの

と考えられている。また、中期の倉庫群と推定される大型の掘立柱建物が検出されており、

同時代に属する井戸からは、井戸枠材に転用されていた木製の戸日装置一式が出上してい

る。中世では建物跡や井戸が検出され、鎌倉時代頃に集落が存在 したことが判明した。遺

物としては中世の遺物が多く出上 したのであるが、古墳時代では初期須恵器、韓式糸土器

や古墳の竪穴式石室に使用されたのではないかと推定される紅簾石片岩や絹雲母片岩など

の石材が出上した。

都市計画道路調査

第 H期調査と同様に近世、中世、古墳時代の遺構面が検出された。各遺構面の遺構の検

出状況もよく似ており、遺構面が連続 して広がっていることが確認された。また、注目さ

れる出土遺物としては、「美濃」の刻印入り須恵器や、ピットと推定される遺構から12世

紀前半頃と考えられる和鏡 (花枝双蔦文鏡)が出土 したことである。

第 3節 調査方法

調査 トレンチについてであるが、まず住棟部分については各種の埋設管工事が予想され

る外周部分を考慮 して、約 lm余分に設定 した。また前回と同様に、浄化槽や貯留槽など

の付随施設が設置される場所についても調査対象となった他、今回の調査では、敷地西側

の水路付替え部分、南側の道路拡幅部分についても調査対象となり、住棟部分とこれらを

合めた トレンチを設定している。調査は基本的に、単年度で住棟 1棟分とその付随施設部

分を調査するものとした。各 トレンチ名は第 2図に示すとおりこれまでの調査のA～ J区

にに続 くK～Q区を大割りの名称として使用 した。
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[正三]今回調査地

レ域域∞前回調査地

第 2図 調査区位置図

掘肖J方法は、これまでの調査結果に基づきGL―約0.5mま での盛土・ 旧耕作上部分を

バックホウによる機械掘削を行い、GL―約 2～2.2mの地山面まで人力掘削を行なった。

記録作業は、従来の実測作業とクレーンによる空中写真測量との併用で図化を行い、作

業時間の短縮化を図った。今回対象となった府営住宅の敷地は、ほぼ国土座標のメッシュ
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に合致 しており、測量などの基準については、国土座標第Ⅳ系をそのまま使用 した。区割

りについては第 3図に示す通 り、各 トレンチを約10m単位で区切る新たなものを設定 して

アラビア数字を付 し、これに大割 りの調査区名のアルファベ ットを冠 して表示 し (例  :

K-1区 、L-3区 など)、 遺物の取り上げ、本文中の記述もこれに従っている。

註

(1)『大東市北新町遺跡第 1次発掘調査概要報告書』1986大東市北新町遺跡調査会

『北新町遺跡第2次発掘調査概要報告書』1991大東市北新町遺跡調査会

(2)『北新町遺跡発掘調査報告書』1994大東市教育委員会
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

北新町遺跡の所在する大東市は大阪府の中部にあり、河内平野のほぼ中央部に位置して

いる。市域の周囲は東南端の 1部で奈良県生駒市と接するほか、東から北にかけては四篠

畷市と寝屋川市、西北は門真市、西は大阪市、南は東大阪市に接 している。市域の面積は

約18,058財で、人口約13万人 (1997年現在)を数える。当地域は旧国名で河内国にあたり、

その北部に位置することから枚方、交野、寝屋川、門真、守日、四條畷の各市を合わせて

北河内と呼称されることが多い。

市域の地形を概観すると、山地、丘陵地、平地の主な3地形に分類され、山地、丘陵地

で市域のほぼ東半分を占めている。山地は生駒山地が南北に走っている。生駒山地は南か

ら信貴山、生駒山と高度を上げるが、山頂から北に向かって一旦高度を下げ、大東市竜間

付近から再び高度を上げて、市域の東にある飯盛山に続いている。飯盛山も山頂の標高

314mを ピークとして、清滝峠に向かって高度を下げており、北西の枚方丘陵へと続いて

いる。山塊の切れる竜間、清滝は古来から河内と大和を結ぶ重要な山越えのルー トであり、

竜間越え、清滝越えなどと呼ばれて来た。現在も阪奈道路、国道163号線がほぼ旧道に沿っ

て走り、大阪と奈良を結ぶ主要幹線道になっている。山地から西側に向かって張り出した

尾根は急激に高度を下げて丘陵地に続いており、丘陵地は山地と平地の間にあり、緩やか

な傾斜で平地へと続いている。山地、丘陵地には一部大阪層群がみられるが、大部分が領

家花簡岩類で構成されている。市域の西半分を占める平地は沖積地で、山裾には、山地よ

り流れだす中小河川にっよって小規模な扇状地が形成されており、それから西はほとんど

高度を変えることなく平坦で、かつては低湿地であったところであり、表上の下には粘土、

シル ト、砂などの水性堆積の起因による層が堆積 している。平地のほぼ中央部である住道

で、北から流れてくる寝屋川と南から流れてくる恩智川が合流 し西に向かって流れている。

これが現在の大東市の地形であるが、ここに至るまでは大古より自然的、人為的影響を受

けて地形を変遷させてきたのであり、遺跡の立地と分布はその時代の地形の変遷に深く関

係 してるものと考えられる。

第 2節 歴史的環境

市域の遺跡について述べるとき、地形の変遷が深 く係わっていることは前節で述べた通
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りであるが、それは大阪平野の変遷、歴史そのものを指 している。大阪平野の歴史につい

ては梶山彦太郎、市原実両氏の研究によって明らかにされつつある。ここでは大阪平野の

変遷を辿りつつ、市域の遺跡について時代を追って説明していくことにする。

旧石器時代

今から約 2万年前はウルム氷期の最盛期で、両極での氷河の発達により地球的規模で海

水面が約150m低下 し、海岸線の後退が起こっていた。当時の大阪の海岸線は現在のそれ

よりもずっと沖にあったと考えられており、大阪湾はもちろんのこと瀬戸内海も陸地化 し

ており、現在の大阪平野よりも広い平野が広がっていたことが推定され、大阪湾を合むこ

の平野は「古大阪平野」と呼ばれている。約 2万年前といえば後期旧石器時代の終り頃に

相当するが、市域では北条遺跡、宮谷古墳群で後期に属すると考えられる有舌尖頭器が出

土 しているのみであり、今のところこの時代の生活面は検出されていない。

縄文時代

約 1万年前にかけて、地球規模での気候の温暖化が進み、海水面の上昇が起こった。そ

れでも現在の海水面より約20mは低かったと推定されており、海岸線はまだ沖にあったも

のと考えられている。南北に伸びる今の上町台地の両側に広がっていたこの陸地は、「古

河内平野」と呼ばれている。この時代は考古学的には縄文時代早期に相当するが、市域で

は鍋田川遺跡で早期末の土器が出土 しているのみである。その後も温暖化は進み、約600Cl

年前の縄文時代中期頃には最も海水面が上昇し、古河内平野は上町合地を除き海域となり、

「河内湾」と呼ばれる内湾が形成されるに至った。いわゆる縄文海進とと呼ばれる現象で、

市域のほとんどは海水域となり、飯盛山西麓まで海岸線が迫り山地との間にわずかに陸地

を残すのみであったと考えられている。それ以前の遺跡は水没することになりその後の堆

積作用により沖積層の下に埋没することになる。結果として旧石器時代も含めた早期から

前期の遺跡の発見は、水没を免れた丘陵地以外は期待できない状況となっており、市域で

は今のところ上方からの流れ込みによる土器の出土はあるが、遺構は検出されていない。

その後晩期頃までは湾の状態が続き、前者は「河内湾 I」 、後者は「河内湾 H」 と呼ばれ

ている。中期から晩期まででは本遺跡で奈良時代の自然河川から中期～後期、晩期末の土

器が出上しており、丘陵上に立地する城ケ谷遺跡では晩期末の船橋式土器が、鍋田川遺跡

でも晩期の土器が出土 しているが、いづれも遺構に伴うものではなく上方からの流れこみ

によるものである。中垣内遺跡では、土坑と推定される浅い窪地状の遺構から中期の北白

川C式土器が出上 しており、海岸線に近い水際に集落の存在が推定される。
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弥生時代

河内湾はそこへ流れこむ河川などの堆積作用により、次第に外海と隔てられるようにな

り、縄文時代晩期末～弥生時代前期頃には、湾から「河内潟」となる。その後外海とは完

全に隔てられ、弥生時代後期までには「河内湖」と呼ばれる淡水湖が形成される。この時

代の遺跡としては、河内潟の水際に立地 していたと考えられる中垣内遺跡や北条西遺跡、

野崎条里遺跡などがある。特に中垣内遺跡では現在の関西電力東大阪変電所内で集落跡が

検出されており、東大阪市鬼虎川遺跡や四條畷市雁屋遺跡と並び前期の拠点的集落であっ

たと考えられている。中期では、河内潟の中の低湿地で一時的に特異な立地を見せる西諸

福遺跡や、前述の中垣内遺跡でも引き続き集落が営まれていたことが判明している。後期

では丘陵部にも立地をするようになり、各遺跡から遺物が出土 している。北条遺跡ではこ

の時期の竪穴住居が検出されており、手焙り形土器が出土 している。

古墳時代

河内湖形成以後も堆積作用により湖の規模は縮小するが、以前として市域の大半が水域

に覆われていた。飯盛山から派生する丘陵上には古墳が造営され、その西麓の河内湖縁辺

部では集落が営まれたようである。古墳に関しては、調査例が少ないため不明な点が多い

が、市域では今のところ前期に属するものは確認されていない。中期に入ると三角板皮綴

短甲、衝角付冑、鉄刀、鉄鏃などをはじめとする多量の鉄製武器・武具類が出土 した堂山

1号墳が造営される。この古墳は標高約100mの尾根上にあり、径25mを測る円墳で、出

土遺物の内容などから首長墓的性格の強い古墳であると考えられている。このほかに、円

筒埴輪が採集された峯垣内古墳、また瓦堂寺院跡では堂山 1号墳より遡る5世紀前半の円

筒埴輪が採集されている。後期古墳では北条 1～ 3号墳、多量の形象埴輪が出土 し、横穴

式石室を主体部にもつ官谷 1号墳、横穴式石室基底部が残存 し、鉄刀、玉類などの副葬品

が出土 した城ケ谷 1・ 2号墳、円筒埴輪が10数本出上したと伝えられる六地蔵古墳のほか、

群集墳では堂曲古墳群、墓谷古墳群、宮谷古墳群、北条古墳群、寺川古墳群、大谷古墳群

などが知られており、後期に入ると数多くの古墳が造営されたと推定されている。集落に

関しては、祭祀色の強い前期の中垣内遺跡、鍋田川遺跡があり、本遺跡では中期の倉庫群

と推定される掘立柱建物を検出している。また、鍋田川遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、メ

ノコ遺跡、北新町遺跡、堂山下遺跡等で韓式土器、陶質土器、初期須恵器などが出土 して

おり、渡来糸の人々との関連が考えられる。

奈良時代～平安時代
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この時代は各遺跡より遺物の出土をみるが、具体的な遺構の検出例は少なく 不明な点

が多い。北新町遺跡では奈良時代の自然河川が検出され、そこから人面墨書土器が出上 し

ている。

中世

中世に入るとこの地域は、古代河内湖がそこへ流れ込む河川の堆積作用により徐々にそ

の範囲を狭められ、勿入渕 (広見池)と呼ばれる湖に姿を変え、そして、池の東縁には東

高野街道が生駒山麓を南北に走るという水陸両交通の出会う重要な場所であった。この時

代の遺跡は東高野街道沿いから湖までの間の低地上に立地 していると考えられる。その代

表的なものが本遺跡で、鎌倉時代の集落跡が広い範囲で検出されており、この時代の集落

の景観を復元するのに大変重要な遺跡となっている。また最近、北新町遺跡の西方に位置

し、これまで遺物の採集はあたっものの、湖の中の低湿地と考えられていた御領遺跡で、

北新町遺跡より時期の下る鎌倉時代終わりから室町時代の集落跡が発見されている。この

頃になると勿入渕も、河川の堆積作用などにより水深が浅くなり池の陸地化が進行 し、こ

のようにして形成された微高地に新たに集落が営まれたのであろう。他に同様な立地を示

す遺跡には灰塚遺跡、灰塚堂田遺跡、西諸福遺跡などがある。また、この時代は各所で開

墾、開発が行なわれたようで、丘陵部に立地する城ケ谷遺跡でも開発の跡を残す段状遺構

と杭列が検出されている。東高野街道以東の丘陵地には、遺構は検出していないものの、

中世の遺物が各所に散布 しており、開発が盛んに行なわれたことを物語っている。時代が

少し下降して中世後半には、眼下に東高野衡道と池を見下ろすという絶好の交通の要衝に

あり、戦国時代に一時的に畿内支配に成功 した三好長慶の居城となった飯盛山城や宣教師

ルイス・ フロイス記述の「 日本史」に登場する、キリシタン大名三箇サンチ ョの居城であっ

た三箇城が存在 した。三箇城は池に形成された島に存在 したと伝えられており、このこと

から、当時の池はさらに堆積作用が進行 し、微高地から発達 した島が池のあちこちに点在

していた光景が浮ぶ。残念ながら、今のところ三箇城に関連づけられる遺構・遺物は検出

されていない。

近世

近世になると、池は深野池とその西方にある新開池となり、二つの池が形成され、池同

士は、一本の川でつながっていた様子が古地図に描かれている。近世の遺跡としては、徳

川家により元和六年 (1620)か ら始まる、大坂城再築に伴う石垣用石の採石場が、生胸山

中の竜間に存在する。石切場跡遺跡や国見高地性遺跡がそれで、刻印石、矢穴石等が今も
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残 っている。 また、石の運搬経路であ った、麓 の中垣 内 1丁 目には大坂城残石 と呼ばれ る

巨石が存在す るが、 これ にも石垣工事 を請け負 った諸藩の刻印が なされ ている。 この場所

は竜間山中で切 り出され、谷筋 を利用 して麓 まで運ばれた石 を、 ここか ら船 に引か して、

深野池、新開池 を通 り大坂城 に運んだ中継地 と考え られている。近世 も中頃に入 ると、宝

永元年 (1704)に 大和川の付替 え工事が行 なわれ、 これ以後古代河 内湖 の名残 で ある深野

池、新開池等の池沼は新 田開発によ り陸地化が進み、ほぼ現在の大東市 に近い姿 になる。
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第 3章 基本層序

河内平野の沖積層の上に立地 している本遺跡の土層は、太古から幾層もの層が複雑に重

なり合い堆積 して現在に至っている。調査で確認された土層をその層位、土色、土質など

で分類すると数百にも及ぶので、全調査区の上層断面を図示することは煩雑になり、かえっ

て層序と遺構面の関係を理解 しにくくすることになる。したがって、ここではこれらの層

を所属時期ごとにまとめた基本層序を設定 して各遺構面との関係を示 し、各調査区におけ

る基本層序を柱状図 (第 5図)で表すことにする。なお、この基本層序は今回の調査で独

自に設定したものであり、府営住宅敷地内で実施されているこれまでの調査 (第 I期、第

Π期、市教委都計道路)の層序と関連 していないことを断っておく。

基本層序 I層

建替え前の平屋の府営住宅建設時の盛土とそれ以前の地表面であった旧耕作土より成る。

盛土表面の標高はそれぞれK区でT.P.+5.2～ 5.4m、 L区でT.P.+4,7～ 4.9m、 M区

でToP.+4.2～4.7mを測る。旧耕作土は黒灰色を呈し、後世の削平により消失 している

場所もあるが、層厚約10～30cmを測り、第 H期調査区でほぼ全体に認められる層で、府営

住宅が建つ以前は、水田や畑として利用されていたことがわかる。含まれる遺物などから、

近世～近代にかけて形成された層である。

基本層序H層

旧耕作土の下に堆積する灰白色～青灰色砂混 じり粘質土で水田の床土となっていた層と

その下に堆積する黄灰色～黄橙色粘質土から成る。南北方向、東西方向に走る無数の耕作

痕 (鋤濤)が観察され、分層をしづらいものとなっている。間層として薄いシル トや砂層

の堆積が認められるが、一時的なものであり、完全に冠水して長期間池や沼地の状態であっ

たわけではなく安定した耕作地として利用されていたようである。第 1遺構面のベースと

なっている層で、合まれる遺物から中世末～近世に形成された層であると考えている。

基本層序H層

調査で認識した層の中で最も遺物を多く含む層であるが、その堆積状況は調査区の西側

で明確に認識できるのに比べると、東側ではほとんど認められない。この層の上面で中世

の遺構面、下層で奈良時代末～平安時代の遺構面が存在したが、調査では明確に時期別に

遺構面を分けて検出することができなかった。含まれる遺物から奈良時代～鎌倉時代に形
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成された層であると考えている。

基本層序Ⅳ層

第 3遺構面の水田面のベースである褐灰色粘土層が主体となっており、場所によっては

上面に砂が薄く堆積 している所もある。調査区の南へ行くに従い薄くなる傾向がある。遺

物は小片が少量含まれる程度であるため、所属時期を今一つ明確にし得ないが、水田が古

墳時代と考えられているので、弥生時代末～古墳時代にかけて形成されたものと考えてい

る。

基本層序 V層

Ⅳ層直下の推積層で調査地区によって層厚は異なるが、調査区全域で認められる砂、シ

ル トを主体とする層である。遺物はほとんど含まれていないので所属時期を明確にし得な

いが、弥生時代前期～末にかけて形成されたものと推定している。

基本層序Ⅵ層

最終遺構面である第 4遺構面のベースとなる黒色粘土層を合む下位の堆積層である。O

区で実施 した最終面からの土層確認 トレンチでは、黒色粘土層から下位では砂、シル ト、

黒色粘上がほぼ水平に交互に堆積を繰り返 している状況であった。従来からいわれている

ように河内潟、河内湖によって形成された堆積層と推定される。K区では下位の砂層から

摩減の著しい縄文土器が出上 しているが、生活面の存在がほとんど期待できない層であり、

今回の調査ではいわゆる考古学で言う “地山"と考えた。
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第 4章 遺構

第 1節 K区の遺構

K区は第Ⅲ期調査区の北側に位置し、調査前の地表面の標高は トレンチの東側でT.P.

+5,4m、 西側でT,P,+5。 2mを測り、東から西への傾斜が認められた。

1.第 1遺構面 (付図1)

近世の水路と考えられる東西方向及び南北方向に走る濤や鋤濤などが検出され、水田や

畑などの区画を兼ねた潅漑用の水路と考えられる。検出面は東側でT,P.+4.5m、 西側

でT.P.+4.2mを測る。

濤

SD-03

K-4・ 14区で検出された。南北方向に走 り、北端、南端は トレンチ外に続 く。幅1.2

m、 深さ0.2mを測り、埋土は基本層序 I層の旧耕作土に類似する黒灰色土、灰オ リープ

色砂混 じり粘質土を主体としており、底部付近に細砂が堆積 していたので、水が流れてい

たことがあったようである。遺物は少量であるが、主に近世の染付を中心とした陶磁器類

が出土 している。さらに南へ続いておりL・ M区でも検出された。

SD-55(第 6図)

K-8・ 18区で検出された。南北方向に走り、北端は トレンチ外に続き、南端はL区に

続いている。18区で東西方向のSD-90に 合流する。幅1,3m、 深さ0。 2mを測るが、18区

ではその幅を半分程度に縮小している。東側には杭の跡、石が残っていた。埋土は黒灰色

上で、遺物は少量で、近世の陶磁器類の他、瓦器椀や土師器皿の小片が出土 している。

SD-87

K-1・ ■区で検出された。南北方向に走 り、北端、南端は トレンチ外に続 く。幅1.7

m、 深さは0,1～0,3mを 測る。埋土は暗灰黄色砂混 じり粘質土、黄褐色砂混 じり粘質土を

主体としており、底面に細砂が堆積 していた。遺物は少量で、近世の染付を中心に陶磁器

類が出土している。

SD-88

K-1。 2区で検出された。東西方向に走り、東端はSD-87に合流 し、西端は トレン

チ外に続く。幅1.2m、 深さは0.1～0.3mを測る。埋土は暗褐色砂混 じり粘質土、灰黄褐
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色砂混 じり粘質土が堆積 しており、遺物は近世

の染付を中心とした的磁器類が少量出土している。

SD-89

K-3。 13区で検出された。南北方向に走り、

南端はSD-88に合流 し、北端は トレンチ外に

続いているが、途中で東西方向に走るSD-91

を分岐している。幅0,8m、 深さは0,lmを測る。

埋土は灰黄褐色砂混 じり粘質土が堆積 しており、

遺物は近世の染付を中心とした陶磁器類が少量

出上している。

SD-90

K-14～18区で検出された。東西方向に走り、

東端はSD-03に 、西端はSD-55に それぞれ

合流する。幅0.5m、 深さは0.lmを 測る。埋土

は灰色砂混じり粘質土が堆積 しており、遺物は

近世の染付を中心とした陶磁器類が少量出土 し

ている。

SD-91

K-11～12区で検出された。東西方向に走り、

東端はSD-87に 、西端はSD-89に それぞれ

合流する。幅0.4m、 深さは約0.lmを 測る。埋

土は暗灰色砂混 じり粘質土が堆積 しており、遺

物は近世の染付を中心とした陶磁器類が少量出

土 している。

2。 第 2遺構面上層 (付図2、 第7図 )

トレンチの西側半分で、中世の濤、井戸、土

坑、ピットなどを検出しているが、 トレンチの

中央で検出した南北方向に走る濤 SD-68か ら

東側では遺構を検出しておらず、鋤濤が見られ

る程度であった。ピットは多数検出されており、

9       1m    l

第 6図  SD-55平 面図

|
-141K200

x=-141K205
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建物、棚が復元されている。検出面は東側でT.P,+4,3m、 西側でT.P,+4.lmを測る。

井戸

SE-34(第 8図 )

K-18区で検出された。平面形は0.8× 0.9mの楕円形を呈 しており、深さは0.5mを測

る。断面形は逆合形状で、底面はほぼ平坦である。底には水溜用の曲物が 2段で置かれて

おり、小型の縦板が曲物を取り囲むようにしてあった。埋土の状況は層位の乱れはないの

で、当時のそのままの状況で埋没 しているものと考えられる。曲物内の上部でほぼ完形の

瓦器椀が 2個出土 しており、井戸廃絶時に人為的に埋納されたものと考えられる。遺物は

と与を丑こ港璽全亀C港うと言む二拷 瑞 1 
武

られる。

SE-35(土坑 )

K-19区で検出された。平面形は 1

×1,2mの不整円形を呈 しており、深

さは0。 5mを測る。断面形は矯鉢状で、

底面はほぼ平坦である。底から、須恵

器の壺底部が出土 している。曲物やそ

の他の板材などは出土していないので、

井戸ではなく土坑と考えた方が良さそうである。

遺物はその他土師器皿、土師器脚付皿、瓦器椀片

などが出上 している。時期は12世紀末～13世紀初

め頃と考えられる。

SE-36(第 9図 )

K-18区 で検出された。平面形は0,9× lmの

不整円形を呈 しており、深さは0.7mを測る。壁

は検出面からほぼ垂直に掘り込まれており、底面

は播鉢状を呈する。底面の中央やや西側寄りに、

北側に傾いた状態で水溜用の曲物が 1段置かれて

いた。本来の位置ではなく、井戸廃絶時の埋め戻

し時に移動したものであろう。曲物内には灰色粘

第 8図  SE-34平面、

A

11剛 甜 卿 鯉醐

T P   2 黄褐色砂混じり粘賃上12 5YSI●

+40m 3 
黄将色格質土e SY50)

4 暗票灰色砂混じり祐賃上

『 需VVl)

0              1m

断面、土層断面図
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上が堆積 しており、曲物上部からは板材が重なり合った状態で出土 している。これも廃絶

時のものであろう。遺物は小片ばかりで図化 し得るものがなかったが、瓦器椀、土師器皿、

須恵器甕などが出土 している。時期は明確にし難いが、12世紀末～13世紀初め頃と考えら

れる。

SE-38(土坑)(第 10図 )

K-8区で検出された。

平面形は 1× 1.3mの不

整円形を呈しており、深

甕

―  引熱

さは0.8mを測 る。 SD  A

-59と 重複するが、前後

関係は明確ではない。断

面形は逆合形状で底面は

ほぼ平坦である。底には   A

完形の瓦器椀が 1個正立

した状態で置かれてあっ

た。井戸に関連するよう

なものは認められなかっ

たので、土坑と考えた方

が良さそうであるが、井戸の抜き取り跡の可能性

も否定できない。遺物は瓦器椀の他に、土師器皿

や、須恵器、白磁などの小片が出土している。時

期は12世紀後半頃と考えられる。

SE-39(土坑)(第 11図 )

K-7区 で検出された。平面形は 1× 1.lmの

不整円形を呈 しており、深さは0.4mを測る。断

面形は逆合形状で底面は平坦である。井戸に関連

するようなものは認められなかったので、土坑と

考えた方が良さそうである。遺物は土師器皿の小

片の他、瓦器椀が完形品も合め 5個体まとまって

出土しており、12世紀末～13世紀前半頃の時期を

第10図  SE-38平面、断面、土層断面図

‖罰

黒
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0              1m
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第11図  SE-39平面、断面、土層
断面図
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不 している。

SE-41(第 12図 )

K-19区で検出された。平面形は一辺約1.1

mの隅丸方形を呈 しており、深さは0.8mを測

る。壁は検出面から約0.5mま で斜めに掘り込

まれており、後は底面まで垂直に下がる。水溜

用として大小 2段の曲物が置かれており、井戸

側として縦板が方形に曲物を囲んでいた。縦板

は上部が欠落 していたが、実際は検出面まで存

在 したのであろう。埋土は掘り形が黄灰色粘質

上で、曲物内にはオリープ黒色粘土が堆積 して

おり、上部に割 り石が 1個置かれてあった。遺

物は土師器皿片、黒色土器B類、砥石などが出

土 しているが、図化 し得た

ものはない。時期は明確に

断定できないが、黒色土器

B類を混入品とするならば、

13世紀前半頃と考えられる。

SE-42(第 13図 )

K-8区で検出された。

平面形は2.3× 2.5mの 隅丸

方形を呈 しており、深さは

1.2mを測る。 SD-59と

重複するが、調査時の遺構

検出段階ではSD-59を切っ

ていることが確認できた。

断面形は逆合形で、底部は

ほぼ平坦であるが、そこか

らさらに掘り下げた状態で、

水溜用として曲物が 3段置

A

}恐続をよ将1ぢ猛普こ■|■

“9配Y5,1)

3 緑灰色砂混じりお質土(10GY 5/1)

4 緑灰色シルト混じり落質土(7 5GY6/1)

5 緑灰色粘質上(10GY5'1)

0              1m

第12図  SE-41平面、立面図

目|

‖■

Y=
-32K959

A′

第13図  SE-42平 面、立面、土層断面図

―- 23 -一



かれてあった。井戸側はすでに崩壊 していたが、四隅に隅柱を据え、柄を切って横桟を組

み、側板には縦板を使用 していたと考えられる。曲物と井戸側の間には、曲物底板、折敷

を敷板として使用 していた。遺物は瓦器椀、土師器皿などがまとまって出上 しており、13

世紀前半頃の時期を示 している。

SE-43(第 14図 )

K-8区 のSE-42の北側で検出された。平面形は1.4× 2.lmの東西軸が長い隅丸長方

形を呈しており、深さは約 lmを測る。SD-59と 重複 しているが前後関係は明確ではな

く、調査時の検出面はSD-59の底面からであった。底には水溜用の曲物が 1段置かれ、

周りには割り石が散在 していたが、割り石は曲物を固定させるためと土圧から保護するた

めののものと考えられる。四隅に隅柱を立て、納を切り横桟を組み、側板として縦板を使

十

用する方形の井戸側が作られていた。埋土は

主に 3層 に分かれているが、緑灰色シル ト混

じり粘質土や暗オ リーブ褐色粘質土のプロッ

クが混ざっているので、廃絶時に埋め戻され
A′

たものと考えられる。遺物は瓦器椀、土師器

皿、瓦器釜、瓦器鍋などが出上 しており、12
B′

Y=   世紀末～13世紀前半頃の時期を示 している。
-32K958

SE-44(第 15図 )

K-18区のSK-97の 南側に接 して検出さ

TP
+39m

TP
+30m

||II:|::||:||:|:IIII:IⅢ
――

1 暗オリープ穏色砂混しり落質土(2 50YVl)緑 褐色ンルト混しり落買土(7 5GY

5/1)の ブロックが混しる

2 オリーブ褐色砂混じり雅質と(5GY 5/1)暗オリーブ褐色粘質と(2 5GYVl)の

淵と,営琶常皇蜘)9    1n
第14図 SE-43平面、立面、土層断面図

れた。平面形は1.5× 1.9mの ほぼ隅丸方形を

呈 しており、深さは約0.8mを測る。 SK―

97と 一部重複するが、前後関係は明らかでは

ない。また、SD-59と も重複するが前後関

係は明らかではなく、調査時の検出面はSD

-59の底面であった。断面形は逆台形を呈し

ており、底面はほぼ平坦である。掘り形のほ

ぼ中央の底に水溜用の曲物が 2段置かれてあ

り、北東隅に花闘岩の割り石が 1個残存 して

いた。埋土は人為的に埋め戻された様相を呈

し、井戸廃絶時のものと考えられる。遺物は

―- 24 -―



瓦器椀、土師器皿などが出土 して

おり、13世紀前半頃の時期を示 し

ている。

SE-45(第 16図 )

K-18区で検出された。すぐ東

側にSD-59、 南側にSK-94・

97が あり遺構が密集 している場所

である。平面形は1.6× 1.7mの不

定形を呈 しており、深さは0.5m

を測る。埋土は 3層 に分かれ、上

層から灰黄色砂質土、灰色砂質土  …_

の混じる緑灰色砂混 じり粘質土、

緑灰色砂混 じり粘質土がほぼ水平

に堆積 している。内部には割り石

が 1個残 っていただけで、素掘 り 9       1m

の状態であった。遺物は瓦器椀、

土師器皿、土師器高台付皿、白磁椀片

などが出上 しており、時期は13世紀前

半頃と考えられる。

土坑

SK-92(第 17図 )

K-19区 で検出された。平面形は

1.4× 1.6mの ほぼ円形を呈しており、

深さは0.6mを測る。断面形は楯鉢状

で、底面はほぼ平坦である。埋土は検

出面か ら約1/2ま で暗オ リーブ灰色砂

混 じり粘質上、暗青灰色粘土、褐色砂

質土が主として堆積 し、以下底面まで

は灰色砂混 じり粘質土が堆積している。

遺物は瓦器椀、土師器皿、自磁片など

止 騨

第15図 SE-44平面、断面図

2 緑灰色砂混じり粘質土(7隠Y5/1)灰 色砂質土(75Y4/1)が混じる

缶 緑灰働 混♭り粘質よ 配 予VD I

0        1m

第16図  SE-45平 面、立面、土層断面図
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lm

1 オ リーブ褐色砂質土 (25Y4/4)

が出上 しており、時期は13世紀初め頃と考

えられる。

SK-94(第 18図 )

K-8区 で検出された。平面形は1.3×

1.4mの不定形を呈 しており、深さは0。 2m

を測る。断面形は浅い播鉢状で、埋土はオ

リーブ灰色砂質上が堆積 していた。掘り形

の北東壁際から瓦器椀、土師器皿、土師器

釜などが出土 している。遺物はこの他青磁

片が出土 している。時期は13世紀後半頃考

えられる。

SK-95(第 19図 )

K-9区 で検出された。平面形は2.1×

2.7mの 隅丸長方形を呈しており、深さは1.4

mを測る。壁は検出面から約0.5mま で斜め

にに掘り込まれているが、後は底面までほぼ

垂直に下がる。底面の南北端に、柴状の枝、

自然木が束ねられた状態で埋まっており、南

側にはそれ らの東を支持するように杭が打ち

込まれていた。出土遺物はなく、時期は不明

である。

SK-97(第 20図 )

K-18・ 19区で検出された。平面形は一辺

約2.7mの 隅丸方形を呈 しており、深さは0.5

A

1 褐色砂質上(10YR4/6)

2 暗言灰色粘土(5BG 3/1)

3 暗オリーブ色砂混しり粘賃上(75Y4/3)

4 暗緑灰色お質ゆ層(ЮGⅥ /1) ヤ:1秩と5活i与韓暑:1紹拷)

0         1m

、断面、土層断面図

一ＴＰ的

第17図

＼

面

卜ｏ罰
即
‐

平
　
　
“

SK-92

第18図  SK-94平面、断面、土層断面図 mを測る。 SD-59と 重複 しているが前後関

係は明確ではなく、調査時の検出面はSD-59の底面からであった。南側でSE-44に接

するが、切り合い関係はなさそうである。断面形は播鉢状で底面はほぼ平坦である。底面

の西側約半分に菰状の植物遺体が約 2～ 4 cnの厚さで堆積 し、東側には割り石が散在 して

いた。植物遺体は観察するところ、人工的に編んだものではないようである。遺物は埋土

内からも出土 しているが、菰状植物遺体の下からも出土 している。瓦器椀、土師器皿、須
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B′
TP
+40m

0                         2m

第19図  SK-95平面、立面図

恵器甕、土師器合付き皿などが出土 しており、時期は12世紀末～13世紀前半頃と考えられ

る。

SK-98(井戸)(第21図 )

K-3・ 9・ 18・ 19区にまたがって検出された。平面形は1,9× 2.2mの 不定形を呈 して

おり、深さは0.2mを 測る。断面形は矯鉢状で底面はほぼ平坦である。底面のほ|ぎ中央に

水溜用の曲物が置かれてあった。大小 2段で構成されており、上段に径の大きいものを載

せていた。曲物を囲むように花闘岩の割り石が置かれており、曲物を固定させるためのも

のであろう。石には熱を受けたような形跡があった。埋土は人為的に埋め戻された土のよ

うで、緑灰色シル トや灰色粘上のブロックを含む土が堆積 していた。遺物は瓦器椀片、土

師器皿片が出上している。

濤

SD-59(第 22図 )

一町的
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K-8 ・ 9 ・ 18・ 19

区で検出された。 トレ

ンチを横切る形で南北

方向に走り、北端は側

濤に切られるが トレン

チ外へ続いていること

が予想され、南端は ト

レンチ外に続き、L区

で検出され、西に向き

を変えST-01に つな

がっている。平面形は

幅の広いところと狭い

ところの差が大きいた

めいびつになっている。

深さは約0.04～ 0。 2m

と割合浅 く、埋土は暗

黄灰色砂混 じり粘質土

の一層であった。遺構

内からは瓦器椀、瓦器

皿、土師器皿などが散

在 して出土しており、

時期は13世紀頃と考え

られる。その後遺構内

を掘り下げたところ、

底面を検出面として、

北からSK-97、 SE

-44、 SE-43、 SE

-42、 SE-38が検出

され、平面形がいびつ

なのはこれらの遺構と

A

TP
+40m

ぞ
刑

X=
-141 K l的

一ＴＰ鉤

第20図  SK-97平 面、立面、断面図
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1 オリーブ色粘賃■(Ы6κ)

2 灰色お質土(5V6/1)

3 オリーブ灰色砂避じり粘質と(25Y5/1)

緑色シルト(7 5GY6/1)の プロックを合む

の重複によるものであった。時

期的にはSD-59と大差なく、

同時期に存在 していたと考えら

れ、排水のための濤と考えられ

る。

A′
と
輸  SD-68(第

22図 )

K-6・ 16区で検出された。

トレンチを横切るように南北方

向に走り、北端は側濤に切られ

てるが トレンチ外へ続いている

TP+39m ことが予想され、南端は トレン

チ外へ続き、L区で検出されて

いる。幅は広い所で約1.8mで

深さは0.1～0.2mと 浅い。濤内

猾:簡讃1幣能)の

カックを含む からは瓦器椀、土師器皿などが
EELオ リーブ灰色粘土(2 5GY 5/1)

9       1m散 在 して出上 しており、時期は

第21図  SK-98平面、立面、土層断面図    12世紀末～13世紀前半頃と考え

られる。この濤を境に東側は遺構の数が激減し耕作痕 (鋤濤)が 日立つようになり、屋敷

地と耕作地を区画する濤と考えられる。

建物・ 糾 (第 7図 )

多数のピットの中から建物15棟、棚 5列が復原された。さらに多くの建物、棚の存在が

考えられるが、復原は困難であった。

SB-16

K区の西側で検出された。 SB-17・ 19・ 20と 重複 し、SB-17・ 20よ りも旧いが、 S

B-19と の前後関係は明らかではない。 トレンチ隅での検出のため全体の規模は明らかで

はないが、西側のN区ではこの建物に対応する柱穴は検出されていないので、南北 2間

(5.2m)× 東西 2間 (4.8m)の 建物と考えた。主軸方向はN-8° 一Eである。柱間は

南北が2.6mの等間隔で、東西が2.3～ 2.5mで、柱穴の規模は25～ 55cn、 深さは20～ 45cn

を測る。遺物は土師器皿、瓦器椀などの小片が出土 している。

SB-17
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SB-16・ 18と 重複 し、SB-16よ りも新 しいが、SB-18と の前後関係は粥らかでは

ない。東西は 2間 (4.3m)で あるが、 トレンチ隅での検出のため南北の規模は不明であ

る。主軸方向はN-8° 一Eを示 し、SB-16と 一致する。柱間は 2～ 2.3mで、柱穴の

規模は20～40cm、 深さは12～43cmを 測る。遺物は土師器皿、瓦器椀、東播系須恵器鉢、瓦

器足釜などの小片が出土 している。

SB-18

SB-17と 重複するが、前後関係は明らかではない。 SB-17と 同様南北の規模は不明

であるが、東西は 2間 (4.8m)で、主軸方向はN-8° 一Eを示し、 SB-16・ 17と 一

致する。柱間は2.3～ 2.5mで、柱穴の規模は25～ 40cn、 深さは38～48caを 測る。遺物は土

師器皿、瓦器椀などの小片が出土している。

SB-19

SB-16・ 20・ 21。 と重複するが、前後関係は明らかではない。規模は推定で東西 1間

(3.3m)× 南北 2間 (3.9m)と 考えられるが、東西の柱間が長いので、 2間であった可

能性もある。南北の柱間は1.9～ 2mの ほぼ等間隔である。主軸方向はN-5° 一Eで、

柱穴の規模は30～ 35c■ 、深さは15～38cnを 測る。遺物は出土 しなかった。

SB-20

SB-16・ 19。 21・ と重複 しSB-16よ りも新 しいが、 SB-19・ 21と の前後関係は明

らかではない。規模は推定で東西 2間 (5.2m)× 南北 1間 (2.2m)である。東西の柱間

は2.3m～2.9mと 一定ではない。主軸方向はN-90° 一Eで、柱穴の規模は25～ 35cm、 深

さは18～41 cmを測る。 SP-2927には礎石を使用 していた。遺物は瓦器椀、土師器片が出

上している。

SB-21

SB-16の東側で検出された。 SB-19・ 20と 重複するが前後関係は明らかではない。

規模は東西 2間 (4.9m)× 南北 4間 (8.2m)で、主軸方向はN-5° 一Eを示し、SB

-19と一致する。東西の柱間は2.3～2.6m、 南北の柱間は南端 1間が2.2mと 長くなる他

は2mの等間隔で、柱穴の規模は15～50cm、 深さは 8～ 52caを測る。 SP-2586・ 26941こ

柱根が残存 していた。遺物は瓦器椀、土師器皿、須恵器、黒色土器A類などの小片が出土

している。

SB-22

SB-21の東側で検出された。 SD-92、 SB-23と重複するが前後関係は明らかでは
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第22図  SD-59・ 68平面、断面、土層断面図
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1 暗灰黄色砂混 じり粘質上 (25Y5/2)

#■■評Ⅲ
1 暗灰黄色粘質土(25Y5/2)

TP+38m
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ない。規模は東西 2間 (4.2m)で、南北は トレンチ外のため不明であるが 2間 (4.6m)

を検出している。西側南北列の北端はSK-91に切 られている。主軸方向はN-5° 一E

を示し、 SB-19・ 21と 一致する。東西の柱間は2.lmの等間隔で、南北の柱間は2.2～

2.4mである。柱穴の規模は25～55ca、 深さは4～ 32cnを測り、 SP-2549に は礎石が使

用されていた。遺物は瓦器椀、土師器皿、須恵器の小片が出土 している。

SB-23

SB-22と 重複するが前後関係は明らかではない。東西 1間 (1.8～ 2m)× 南北 1間

(3.lm)で、主軸方向はN-4° 一Eを示 し、 SB-19・ 21・ 22と ほぼ一致する。柱穴

の規模は30～55cn、 深さは15～32cnを測る。 SP-2690に礎石が使用されていた。遺物は

土師器皿、須恵器などの小片が出上 している。

SB-24

SB-23の 東側で検出された。 SK-92と 重複するが前後関係は明らかではない。北西

隅の柱穴は検出されなかったが、推定で東西 2間 (2.5m)× 南北 1間 (2.2m)の 建物と

考えた。主軸方向はN-15° 一Eである。東西の柱間は1,7mの等間隔で、柱穴の規模は

30～ 65cm、 深さは25～42cnを測る。遺物は瓦器椀、瓦器釜、土師器皿などの小片が出土 し

ている。

SB-25

SB-24の 南側で検出された。内部にSE-41を 合み、井戸の覆屋の可能性もあるが、

建物の規模が大きいので関連はなさそうである。前後関係は明らかではない。東西 2間

(4.5m)× 南北 2間 (4.4m)の ほぼ正方形で、主軸方向はN-15° 一Eである。東西の

柱間は2.1～2.4mと 一定ではなく、南北は2.2mの等間隔で、柱穴の規模は30～50cn、 深

さは25～38cnを 測る。 SP-2676には礎石が使用されていた。遺物は土錘が一点出上 して

いる他は、瓦器椀、土師器皿、須恵器甕などの小片が出土 している

SB-26

SB-25の 南側、SB-21の東側で検出された。内部にSE-37を合み、建物の規模か

ら丼戸の覆屋 と考え られる。北東隅の柱穴は検出され なか ったが、推定で東西 1間

(1.7m)X南北 1間 (1.9m)の 建物と考えられる。主軸方向はN-3° 一Eを示 し、柱

穴の規模は28～ 30cm、 深さは15～28cnを 測る。遺物は出土 していない。

SB-27

SD-59の東側で検出された。東西 2間 (4.3～4.6m)× 南北 1間 (2.3m)で、柱の
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通りは悪い。主軸方向はN-86° 一Wである。東西列の柱間は北側が2.3mのほぼ等間隔

であるが、南側は1.9～ 2.4mと 一定ではい。柱穴の規模は20～ 50cn、 深さは15～28cnを 測

る。遺物は瓦器椀、土師器皿などの小片が出上 している。

SB-28

SB-27の 東側で検出され、南西隅の一部で SB-27と 重複するが、前後関係は明らか

ではない。東西 1間 (4.6～4.8m)× 南北 1間 (3.2m)で あるが、東西列の北側、南側

それぞれの間にピットがあり、柱間は一定ではないが、東西 2間であった可能性もある。

主軸方向はN-80° 一Wを示し、柱穴の規模は20～30cm、 深さは13～ 24 cnを測る。遺物は

土師器皿などの小片が出上している。

SB-29

SB-28の 東側で検出され、SB-28・ 30と重複 しており、 SB-30よ り旧いが、SB

-28と の前後関係は明らかではない。東西 2間 (4.7m)× 南北 3間 (7.4m)で、主軸方

向はN-5° 一Eである。東西の柱間は2.4mで、南北は1.8～ 3.2mと 一定ではなく、柱

穴の規模は30～50cn、 深さは 8～39cmを 測る。 SP-2754・ 2760に 柱根が残存していた。

遺物は瓦器椀、灰釉陶器、土師器皿などの小片が出土 している。

SB-30

SB-29と SD-68の 間で検出された。 SB-29と 重複するが、SB-29よ り新 しい。

東西 1間 (2.7m)× 南北 1間 (2.6m)のほぼ正方形で、主軸方向はSB-29と 同じくN

-5° 一Eを示す。柱穴の規模は25～ 44cEl、 深さは18～26cnを 測る。 SP-2841には礎石

が使用されていた。遺物は瓦器椀、土師器皿、須恵器甕、瓦器釜、土師器釜などが出土し

ている。

SA-23

SB-24の東側、 SD-59と の間で検出された。方位はN-3° 一E、 2間で長さは

5.5m、 柱間はほぼ等間隔で2.7mを測る。柱穴の規模は35～ 40cn、 深さは22～28caを測る。

SP-2662は柱根が残存 していた。遺物は瓦器椀、土師器皿、東播糸須恵器片日鉢などの

小片が出上 している。

SA-24

SB-25・ 26の東側、SD-59と の間で検出された。方位はほぼ南北方向に一致 し、2

間で長さは4.7m、 柱間はほぼ等間隔で2.4mを測る。柱穴の規模は25～40c■ 、深さは24～

32cnを 測る。遺物は瓦器椀、土師器皿などの小片が出上 している。
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SA-25

SB-26の南側で検出された。方位はN-84° 一W、 2間で長さは4.6m、 柱間は等間

隔で2.3mを測る。柱穴の規模は15～ 40cn、 深さは22～ 41 cmを 測 る。遺物は瓦器椀、土師

器皿、東播系須恵器片 口鉢などの小片が出土 している。

SA-26

SB-27の 北側で検出された。方位はN-6° 一 E、 2間で長さは 4m、 柱間は等間隔

で 2mを測る。柱穴の規模は20～23ca、 深さは12～21cnを 測る。遺物は出土 していない。

SA-27

SB-29。 30の北側で検出された。方位はN-86° 一W、 2間で長さは4.3m、 柱間は

ほぼ等間隔で2.2mを測る。柱穴の規模は20～ 25cn、 深さは12～37cnを測る。 SP-2856

には柱根が残存 していた。

3。 第 2遺構面下層 (付図 3)

井戸、土坑、ピット、自然河川などが検出されている。第 2遺構面上層で未検出の遺構

も含まれているが、 トレンチの東側では新たに中世の上坑、ピットなどが検出された。し

かし、第 2遺構面上層のように、建物を

復原するまでには到らなかった。基本的

には中世の遺構面と考えられるが、古墳

時代の上坑、自然河川も検出されている。

検出面は東側で ToP.+4.2m、 西側で

T.P.+3.9mを測る。

井戸

SE-46(第 23図 )

K-18区で検出された。平面形は1.4

×1.9mの不定形を呈 しており、深さは

1.lmを測る。掘 り形内の北寄りに曲物

が 5段重ねた状態で検出されており、検

出時は南側に傾いていた。曲物は5段以

上存在 したと推定され、土層断面を見る

と井戸廃絶時に上部の曲物を抜き取った

ようであるが、かなり無理に抜き取った 第23図  SE-46平面、立面、土層断面図

3 オリーブ黒色粘質と

03Y〃 1)

歩
撒 輻鵡0_lm 141TⅢ
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ためか途中で曲物が破損 している。井戸側などの施設は存在 しないので、水溜用の曲物が

井戸側を兼ねていたものと考えられる。遺物は瓦器椀、土師器皿、瓦器釜などが出上 して

おり、時期は13世紀前半頃と考えられる。

上坑

SK-99(第 24図 )

K-15区で検出された。平面形は
   浜

1.4× 1.7mの長円形を呈 しており、深

さは0.4mを測る。断面形は播鉢状で

底面はほぼ平坦である。遺構内には約

×mの花闘岩製の礎石が据えてあった。  A

石の上部は面を取りほぼ平坦に加工さ

れ、ほぼ中央に径約20cm、 深さ 8 cnの

穴が穿孔されおり、形状からして塔心

礎ではないかと考えられるが、周辺に

与:撓督嶽阜獣:号盤暑三[彎平
°
,

は関連するような遺構は検出されてお

らず、遺物もほとんど出上 していない。

掘り形内からの出土遺物も少量で、土  第24図  SK-99平面、立面、土層断面図

師器皿片、瓦器足釜の脚部片などが出土 し

A′

′ミ

懃 物

ているにすぎないため、時期は明らかでは

ない。

SK-111(第 25図 )

K-20区で検出された。平面形は1.4×

1.6mの不整円形を呈しており、深さは0,6

mを測る。壁は検出面からほぼ垂直に掘り

込まれており、底面は平坦であった。埋土

は暗赤褐色～灰色の粘質上が堆積 している。

遺物は掘り形の中央で土師器甕が破砕され

た状態で出土 し、そのす ぐ東側で、ほぼ完

形に近い土師器甕が口縁部を南側に向けて

横置きの状態で出上 している。時期は古墳

7 灰色砂混じりお質土(75Y4/1)

8 灰色砂質と(75Y5/1)

9 オリーブ灰色粘土(2 5GY4ア 1)

A′

TP
+30m

●I● ●I● ― i‐   0         1m

SK-111平面、立面、土層断面図

川
汁
十

A

第25図

暗赤樗色粘買土(5YR

灰再tFp質■9観馳″)

掲灰色お質土にばR5/1)

灰色粘質土(10Y5/1)

A

5 灰色粘土(10Y4/1)

6 灰色砂混じり粘質土(10Y4'1)

勤⑮
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時代前期と考えられる。

自然流路・ 河川

SR-01

K-7・ 17区で検出された。南側にあるL区で検出された北東から南東方向に走るSR
-01の続きと考えられ、K区では向きを変えほぼ南北方向で検出された。、幅1.5～ 5m、

深さは0.5～0.3mを測る。北端は側濤に切られるが、さらに トレンチ外に続いていると考

えられる。埋土は粗砂、細砂、シル トなどが堆積 しており、自然河川と考えられる。遺物

は古墳時代の須恵器杯身、杯蓋などが出上しており、古墳時代後期の 5世紀後半～ 6世紀

初め頃と考えられる。

4.第 3遺構面 (付図4)

土坑、自然河川が検出されている。 SR-02の 出土遺物から古墳時代前期の遺構面と考

えられるが、他の遺構からは遺物が出土 していないので、各遺構の時期は明確ではない。

これまでの調査で検出されている、古墳時代の水田面は検出されなかったが、 トレンチの

東側で北東から南西方向に走る畦状の高まりと濤が検出された。水田面のベースとなる粘

土層が認めらず、削平されたか流失 したものと考えられ、大型の畦畔がかろうじて残った

ものと推定される。検出面は東側でT.P.+4.lm、 西側でT.P,+3,7mを測る。

上坑

SK-126

K-20区で検出された。平面形は l X2.5mの隅丸長方形を呈するが、北東の短辺が少

し膨 らんだ形状をしている。深さは0.5mを測るが、調査時に掘り過ぎてしまったため、

実際の底面は、オ リープ灰色粗砂の上面であると考えられ、深さは0。 3m程度である。断

面形を見ると2段掘りになっており、埋土はにぶい黄褐色砂混じり粘質土が堆積 している。

遺物は出土 していないので時期は特定できないが、形状から土墳墓の可能性もある。

自然流路・ 河川

SR-02(第 26図 )

K-7・ 17・ 18区で検出された。南北方向に走り、第 2遺構面下層で検出された SR―

01と 重複 しており、同一の流路と考えられる。北端は側濤に切られるが、さらに トレンチ

外に続いていると考えられる。南側にも続いており、L区では北東から南西方向に走る形

で検出されている。幅約 7m、 深さは0.3mを 測る。埋土は砂層やシル トが堆積 しており、

ラミナが認められた。中央部に杭が打ち込まれており、そこから菰状の植物遺体が検出さ
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日
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キ
“

争

1 明黄褐色粗砂(豪混しり)(25Y76)
2 浅黄色微砂砲朗 7/0

3緑灰色シルト9記Y6/1)

灰色砂混しり粘質土(N4/)

灰色粘質上(N5/)

明オリーブ灰色中砂(2爵 Y7/1)

オリープ灰色粘質上(2昭 Y5/1)

黒褐色砂混じり粘質土(lωR3/2)

灰色粘質シルト(5Y4/1)

10 オリーブ灰色シルト混じり粘質土(2 XN5/1)

■ 灰色砂礫混じり上(10Y4/1)

12 オリーブ灰色微砂(爵Y6/1)

13 灰白色粗砂(5Y7/2)～ オリーブ灰色微砂(2'い F6/1)

14 オリーブ灰色ンルト混じり祐質土(10Y6μ )

15灰 色シルト9朗 5/1)

16 明オリーブ灰色狙砂(際混しり)12 5GY7/1)

17 オリーブ灰色砂混じり粘質土(2 5GY 5/1)

18緑灰色砂質土(10GⅥ/1)

閉 緑灰色ンルト混じり粘賃上(7 5GY6/1)植物遺体

21 オリーブ灰色砂混じりお質土(2爵 Y5/1)

2 明オリーブ灰色粗砂(2爵 Y7/1)

囲 オリーブ灰色細砂(2隠 Y6/1)

蟄 灰白色中砂(「r8/2)

25 オリーブ灰色砂混じり粘質土(盗Yγl)

26 浅黄色砂質土(朗 7/3)

" 
にぶい黄色(2'rV3)

第26図  SR-02平面、土層断面図

れた。菰は厚さ約 2～ 4 caを測り、杭と一緒に川の中央部に敷かれていたようで、堰など

の施設と考えられる。遺物は少量であるが、古墳時代前期の土師器が出土 している。

5,第 4遺構面 (付図 5)

基本層序Ⅵ層の黒色粘土をベースとする最終遺構面である。 トレンチ全面に黒色粘上が

検出され、蛇行をしながら南北に走る畦状の高まりが検出された。遺構検出当初は畦状遺

構として理解 していたが、調査区壁の断面観察したところ、黒色粘上の下に灰白色の砂が

レンズ状に堆積 しているのが認められたため、自然河川の跡であることがわかった。この

自然河川は上面の黒色粘土を堀込んで流れていたのではなく、黒色粘土は河川が埋没 して

から堆積 しているので、検出面とは時間的にかなりの差があるものと考えられる。遺物は
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まったく出土 していないので時期は明らかではないが、この黒色粘土は「河内潟」、「河

内湖」起因によるものと考えられるので、時期は弥生時代以前として考えている。この高

まりを河川として掘削したのはK区おいてだけで、他の トレンチでは高まりのままで調査

を終了している。検出面は東側でT.P,+3,3m、 西側でT.P.+2.8mを 測り、かなりの

高低差がある。

自然流路・ 河川

SR-11

K-3・ 13・ 14区で検出された。蛇行をしながら南北方向に走り、両端は側濤に切られ

るが、 トレンチ外に続いている。幅約 2m、 深さはα5mを測 り、埋土は灰白色砂層が堆

積 しており、自然河川と考えられる。遺物は出土していない。

SR-12

K-1・ 2。 11区で検出された。蛇行をしながら南北方向に走り、両端は側濤に切られ

るが、 トレンチ外に続いている。幅3.8～4.3m、 深さは0.3mを測り、埋土は灰白色砂層

とオリープ灰色微砂が堆積 しており、自然河川と考えられる。遺物は出上 していない。
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第 2節 L区の遺構

L区はK区の南側に位置しており、調査前の地表面の

標高は東側でT,P.+4.9m、 西側でT.P.+4.7mを測

り、東から西への傾斜が認められた。

1.第 1遺構面 (付図 1)

近世の水路と考えられる東西方向及び南北方向に走る

濤や鋤濤などが検出された。水田や畑などの区画を兼ね

た用水路と考えられる。検出面は東側で4。 3m、 西側で

4.lmを 測る。

濤

SD-03

L-1・ 7区で検出された。 トレンチを横切るように

南Jし方向に走り、北はK区から続いており、南はさらに

M区へと続いている。幅0.3～0.5m深さ約0。 lmを測り、

埋土はは灰黒色土で遺物は近世の染付など陶磁器類が出

上 している。南端で東西方向に走るSD-54と 交差する

ようである。

SD-54(第 27図 )

L-1～ 6区で検出された。東西方向に走り、東端は

側濤に切 られるがO区へ続いており、西端はN区に続く

ようである。 トレンチの南側側濤に沿って検出されてい

るために、遺構の全体幅を検出するに至らなかった。検

出幅は 1区で約1.2mを 測り、深さは約0.lmを 測る。北

側には杭と石が残っていた。埋土は黒灰色土で、遺物は

近世の染付などの陶磁器類が出土 している他、土師器皿

片や瓦器椀片が混入 している。

SD-55

L-4・ 14区で検出された。南引ヒ方向に走り北はK区

から続いており、南端で東西方向に走るSD-541こ 合流

していた。幅約1,3m、 深さは0,1～0.3mを測る。埋土

→

|

SD-54平面図
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は黒灰色土で、遺物は近世の染付などの陶磁器類が出土 している他、土師器皿片や瓦器椀

片が混入している。

2.第 2遺構面上層 (第28図、付図 2)

K区と同様に、 トレンチの西側半分で、中世の濤、井戸、土坑、水路、ピットなどを検

出しているが、東側半分では鋤濤が見られる程度であった。ピットは多数検出されており、

建物、概が復原できた。検出面は東側でT,P.+4.2m、 西側でT,P.+3.9mを測る。

井戸

SE-22(第 29図 )

L-12区で検出された。平面形は0.5× 0,6mの精円形を呈 しており、深さは0.5mを 測

る。検出面からほぼ垂直に掘り込まれており、底面は平坦である。底には水溜用の曲物が

1段置かれており、検出時には上部は花闘岩の割り石によって塞がれていた状況であった。

割 り石は井戸廃絶時に埋め戻されたものと考えられるが、石積みの井戸側に使用されてい

た可能性も否定できない。出土遺物は少なく、土師器皿、須恵

器甕などがあり、時期を特定するのは難 しいが、13世紀後半頃

と考えている。

SE-23

L-12区で検出された。平面形は0。 9× lmの不整円形を呈

しており、深さは0,7mを測る。検出面からほぼ垂直に掘り込

まれており、底面はほぼ平坦である。埋土は 3層 に分かれてお

り、上から灰黄褐色土、褐灰色砂混 じり粘質土、オリーブ黒色

砂混 じり粘質土が水平に堆積 していた。遺物は瓦器椀、土師器

皿などの小片が少量出上 しているだけで、時期は明らかではな     立面図

い。まったくの素掘りのため、井戸とは断定できないが、抜き取り跡の可能性も否定できない。

SE-28(第 30図 )

L-6区で検出された。平面形は2.2× 2.4mの楕円形を呈 しており、深さは1.2mを測

る。断面形は播鉢状で、底面はほぼ平坦である。底には水溜用の曲物が 2段置かれており、

その東側には曲物を取り囲むように割り石が散在 していた。埋土は 3層に分かれており、

中層、下層はブロックの混入する上であり、人為的に埋め戻された堆積状況を示す。割 り

石は井戸側に使用されていたものと考えられ、元々は検出面まで石積みの井戸側が存在 し

ていたことが推定される。井戸廃絶時に、ある程度上部の石を抜き取り、底部の石と曲物

Y=-32K978

◎
―

８ω】て〒・‐‐‐胡利　　一碑輛

0        1m

第29図 SE-22平面、
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を残 した状態で埋め戻されたと考えられる。遺物は瓦器椀、瓦器皿、瓦器釜、白磁片、な

どが出土 している。瓦器皿は破片も合めて約 5個体を出土 している。その他混入品と考え

A

I 灰黄穏色粗砂混じり上(10YR 4/つ )

2 暗灰黄色砂混じり粘質土(25Y4/2)黄 褐色粘質土(2

3 緑灰色砂混しり猫質土(lmY6/1)、 明灰色砂混しり

4 明緑灰色ンルト混しり祐質土(lmY7/1)

一―一 A

⌒

Y=
-32K940

A′

0              1m

第31図 SE-30平面、立面、
土層断面図

られる縄席文が施された須恵器甕片が

出土 している。時期は12世紀前半頃と

考えられる。

SE-30(SK… 62)(第31図 )

L-3区で第 2遺構面下層の遺構と

して検出された。検出面での平面形は

0。 8× 0.5mの長円形を呈しており、深

さは0.5mを測る。断面形は台形で、

底には水溜用の曲物が 1段置かれてあっ

た。 しかし、第 2遺構面上層で検出し

たSK-62と 重複 しており、同一遺構

と考えられるため、実際の平面規模は

0.8XO。 9mと大きくなり、断面形は二

段掘りとなっていたようである。遺物

は小片ばかりで図化し得るものはなかっ

たが、土師器皿、須恵器、青磁、黒色

土器A類などが出土している。

上坑

A′

Y=
-32K97J

5/4)がプロックで混入する

土(N3/)が プロック状に堆康

全
′
 TP
+40m

L-3区で検出された。東側を攪乱によって切られてお

り、検出規模は1.8× 3mで、平面形は不定形を呈 し、深

さは約lmを測る。検出面から約20～ 40cmの間に堆積する

炭化物、焼土の混 じる灰色砂混 じり粘質土から瓦器椀、土

師器皿がまとまって大量に出土 している。その数量は図化

可能なものでも瓦器椀28個体、土師器皿243個体あるが、

実数はさらに多い。また検出面から約40cm下 には、菰状の

植物遺体が約0.8× 1.8mの 範囲で約 l cmの厚さで堆積 して

いた。径約 3血の植物の茎からなるが、 1本 1本の方向は

-44-
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0               1m

第30図  SE-28平面、立面、土層断面図
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り上

(10YR7お)の
ブロックと炭を含む

A



不揃いであるため人

工的に編まれたもの

ではなさそうである。

土器は破砕 している

ものが多く見られる

ことから、使用でき

なくなったものを廃

棄した土坑であろう。

時期は13世紀初め～

後半と考えられる。

遺物としては他に青

磁、白磁片や、混入

品と考えられる須恵

器杯身などが出上 し

ている。

SK-61(第 33図 )

L-3区で検出さ

れた。北側でSP―

郷鈎に切られており、

平面形は 1× 1.9m

の不定形を呈 してお

り、深さは0.6mを

測る。遺構検出時で

は土坑と考えていた

が、遺構内を掘り下

げたところ、礎板と

礎石とが底面で検出

され、これらの出土

位置から少なくとも

3個のピットが重複

上上■■■工■・f士上土■)
Ｖ

ツ

のが等
め氏

2 灰色微砂混しりお質土(N51～31)炭、焼とが混じる      7 暗言灰色砂混じりな質土(llX1 4/1)

3 灰オリーブ色祐質圭(5YV2)焼 上の推積層、         8 緑灰色砂混しり冶質土15GS/1)

笹色絡賃上6望■616)の プロック炭が混じる         9 暗灰色砂質と(N3/)黒色(N2/)の植物遺体(ワ ラ)の堆積
4 灰構色土(75W■ 42)能 との大きいブロック         lα 灰白色砂質土(75Y7/2)

ちK9u

5 オリープ灰色砂混しり粘質土(2 5GY6/1)

6 費灰色土(25Y5/1)

■ 灰色粘賽土(75Y4/1)

12 灰オリーブ色砂質と(5Y6/2)と灰色格資土(5YS/1)と の混金上

第32図  SK-56平 面、立面、土層断面図
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枠

しているものと考えられ、平面形がいびつなのはこ

のためであろう。各 ピットどうしの前後関係は明ら

かではないが、遺物は瓦器椀、土師器皿などが出土

しており、時期は13世紀前半頃を示す。

SK-67(第 34図 )

Y=
-32K944

SP-2020

A′   L-10区 で検出された。平面形は3.3× 4.4mの 不

定形を呈しており、深さは0.12mと 浅い。 SK-69、

SP-1852に切 られてお り、底面では複数のピット

_ が検出されているが、前後関係は明らかではない。
TP
+40m埋

土は焼上の混 じる褐灰色砂混 じり上で、特に中央

で検出した土器片の周囲に、焼土が多く混入してい

性 十
一 ― ― 一

二 菫
常・ … …      た O遺 物 は 土 師 器 皿 、 東 播 糸 須 恵 器 鉢 な ど が 出 上 し

第33図  SK-61平面、断面図  ており、時期は13世紀前半頃と考えられる。

SK-68(井戸)(第35図 )

L-12区で検出された。平面形は径約0,7mの ほぼ円形を呈 しており、深さは0.3mを 測

る。検出面から垂直に掘り込まれており、底面はほぼ平坦であった。底面には完形の柄杓

が日を下にして伏せた状態で置かれてあった。遺物は土師器皿、瓦器椀の破片が出土して

おり、時期は13世紀前半頃と考えられる。水を汲むための柄杓が出土 しているので、この

遺構は素掘りの井戸の可能性も否定できない。

水路・ 落 ち込み

ST-02(第 36図 )

L―■・ 12区で検出された。東西方向に走り、幅約 3m、 深さは0。 7mを測る。東端は

幅が狭くなってSD-59と なり、直角に方向を変えて北に向かい、側濤に切られるが トレ

ンチ外へ続き、K区でもその続きを検出している。北からはSD-61が 合流する。西端も

側濤に切られるが、 トレンチ外へ続いておりN区でも検出されており、さらに西側へ続い

ている。埋土は上層が灰黄褐色土、灰色砂混じり粘質土で下層には灰色粘上、底面付近に

はオリーブ灰色砂質土が堆積 しており、埋上の状況からかつては水が停滞 した状態にあっ

たと考えられる。東西方向に直線的に走ることから、人為的に開削された水路と考えられる。

建物・ 概列 (第28図、付図 2)

建物7棟、棚3列が復原された。さらに多くの建物、棚の存在が考えられるが、復原は
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下 TT‐
SP‐ 2〃76

X=
A′  _141K235

引 1 1褐 灰色砂混 じり虫 1∝■VD焼 土が混 じる

TP+4 klm

第34図  SK-67平面、土層断面図

困難であった。

SB-07

L区の西側で検出された。規模はN区で検出 した柱穴を含めて、東西 4間 (9.lm)×

南北 2間 (4.2m)で 、主軸方向はN-86° 一Wを示す。東西の柱間は1.7～ 2.5mと 間隔

にば らつきがあり、南北は2.lmのほぼ等間隔であるが、N区で検出した 2間は柱の通 り

が悪い。柱穴の規模は40～57cmと 大型で、深さは12～50cnを測る。 SP-1594には礎石が

使用されていた。遺物は瓦器椀、土師器皿、青磁碗、白磁、須恵器などの小片が出土している。

SB-08

2m

-47-



L区の西側、SB-07の南側で検出された。規模はN区で検出した柱穴を合めて、推定

で東西2間 (5.9m)× 南北 2間 (4.9m)であると考えた。主軸方向はN-86° 一Wを示

し、SB-07と 一致する。東西の柱間は2.8～3,lmと 広めで、南北は1.9～ 2mの ほぼ等

間隔である。柱穴の規模は35～ 50cn、 深さは20～33cmを 測る。 SP-2244に は柱根が残存

していた。遺物は瓦器椀、土師器皿、白磁、須恵器など

の小片が出土 している。

A′

   sB_09

lm

一Ｗ輛

L区の中央よりやや西側で、 SD-31と SD-58の 間

で検出された。SB-10と 重複するが、前後関係は明ら

かではない。規模は東西 2間 (4.3m)× 南北 2間 (4。 4

m)の正方形で、主軸方向はN-4° 一Eである。東西

の柱間は北側で2.6～2.7mと 一定ではなく、南北は2.2

mのほぼ等間隔である。柱穴の規模は大型のものが多く

30～ 100cm、 深さは35～64 cnを 測る。 SP-1849に は柱

|

第35図 SK-68平面、立面図

→

1 灰黄構色土(10YR4/2) f=
2 明オリーブ灰色微砂混じり粘

質土(訊3Y7/1)

3 灰色砂混じり落質土(10Y5/1)

4 灰色砂温しり粘質上(75Y5/1)

5灰色粘上α餌 5た )

6 灰色お圭(75Y4,1)

第36図  ST-02平面、断面、土層断面図
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根が残存 し、SP-1775・ 1791に は礎石が使用されていた。遺物は瓦器椀、土師器皿、瓦

器釜、須恵器の小片の他に、各柱穴から焼土塊が出土 している。

SB-10

L区の中央よりやや西側で、SD-31と SD-58の 間で検出された。 SB-9・ 11と 重

複するが、前後関係は明らかではない。規模は東西 2間 (4.9m)× 南北 1間 (3.3m)で 、

主軸方向はN-90° 一Eである。東西の柱間は北側で2.4～ 2.5mで、柱穴の規模は大型の

ものが多く22～ 80cm、 深さは21～53cmを 測る。遺物は瓦器椀、土師器皿、瓦器足釜、黒色

土器A類の小片が出上 している。

SB-11

L区の中央よりやや西側で、SD-31と SD-58の 間で検出された。 SB-10と重複す

るが、前後関係は明らかではない。 トレンチの端のため全体の規模は不明であるが、推定

で東西 3間 (6.3m)× 南北 1間以上で、南側に続 くものと考えられる。主軸方向はN一

4° 一Eである。東西の柱間は2.3mの 等間隔で、柱穴の規模は28～ 101cn、 深さは 8～45

cmを測る。 SP-1972に礎石が使用されていた。遺物は瓦器椀、土師器皿、須恵器などの

小片が出土 している。

SB-12

L区の中央よりやや東側で、 SD-39と SD-58の間で検出された。規模は東西 2間

に 2m)× 南北 3間 (5.6m)で、主軸方向はN-2° 一Eである。東西列の北側の中央のピッ

トはSK-61と重複 しており、掘り方は検出されなかったが、礎石が残存 していたので柱

とみなした。南北の柱の通りは悪く、柱間は1.9～2.4m、 柱穴の規模は20～ 88cm、 深さは

20～37cmを測る。 SP-2026には柱根が、 SP-2098には礎板が、 SP-2103には柱根と

礎板が残存していた。遺物は瓦器椀、土師器皿、土師器、須恵器などの小片が出土している。

SB-13

L区の中央よりやや東側で、SB-12の南側で検出された。 トレンチの端で柱穴が 3個

東西に等間隔で並ぶため、建物とした。全長は3.lmを 測り、主軸方向はN-2° 一Eで、

SB-12と 一致する。柱間は1.6mの 等間隔で、柱穴の規模は34～66cn、 深さは10～46cm

を測る。 SP-2004には礎板が残存 し、 SP-2010・ 2060に は礎石が使用されていた。遺

物は瓦器椀、土師器皿、須恵器などの小片が出土 している。

SA-10

L区の西側で検出された。方位はN-5° 一E、 2間で長さ4。 3m、 柱間は2～2.3mを

一 増 一



測る。柱穴の規模は22～ 45cm、 深さは13～27cnを 測る。遺物は出土 していない。方位は西

側で検出された SB-07・ 03の主軸とほぼ一致する。

SA-11

L区の西側、SA-10の南側で検出された。方位はN-4° 一 E、 2間で長さ5.2m、

柱間は約2.6mの 等間隔であるが、さらに南側へ続くようである。柱穴の規模は34～ 40cm、

深さは21～29cmを測る。遺物は瓦器椀、土師器皿の小片が出土 している。方位は西側で検

出された SB-07・ 08の主軸と一致する。

SA=12

L区のほぼ中央で検出された。方位はN-89° 一Eでほぼ東西方向に並び、 7間で長さ

16.lm、 柱間は2.2～2.5mで 、柱穴の規模は34～ 65cm、 深さは2～ 50cmを測る。 SP―

2128・ 2179を 除くすべての柱穴に礎石や礎板または柱根が残存 していた。遺物は瓦器椀、

土師器皿、東播系須恵器片口鉢、瓦器足釜の小片が出土 している。方位は西側で検出され

た SB-07・ 08の主軸と一致する。

3.第 2遺構面下層 (付図 3)

井戸、土坑、ピット、自然河川などが検出された。 トレンチの東側では中世の土坑、ピッ

トが検出され、建物、棚を復原することができた。基本的には中世の遺構面と考えられる

が、古墳時代の上坑、自然河川も検出されている。検出面は東側で ToP。 +3.9m、 西側

でT,P,+3.6mを測る。

衿

A

2 灰色砂混じり粘質土(N4/)

3 暗緑灰色砂質土(1∝ 4/1)

にぶい裾色ンルト

混じり粘質土

(75W■ 5/4)

・・     0            1m

第37図  SE-29平面、立面、土層
断面図

井戸

SE-29(第 37図 )

L-3・ 4区で検出された。平面形は径約1.3

mの円形を呈しており、深さは0。 7mを測る。壁

は検出面からほぼ垂直に掘り込まれており、北側

には段がある。底面のほぼ中央に水溜用の曲物が

2段置かれてあった。埋上の状況は、上層の上は

プロックを含む層で、人為的に埋め戻された土の

ようであるが、下層は曲物の両側に縦方向の上層

の境が認められ、これが井戸掘削時に掘り込まれ

た曲物を据えるための掘り形であろう。遺物は小

片ばかりで図化 し得るものはなかった。
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SE-31(第 38図 )

L-3区で検出された。平面形は1.4× 1.7mの 不定形を呈しており、深さは0.5mを 測

る。断面形は逆台形で、底面はほぼ平坦である。埋土を見ると、縦方向の上層の境があり、

掘り形の中央に径約0.6mの 円形の穴が、底まで掘り込まれていたようである。かつては、

ここに水溜用の曲物が据えてあったと推定され、井戸廃絶時に曲物が抜き取られた跡と考

えられ、側板の木片が残っていた。遺物は底部外面にそれぞれ「□福」、「西」の墨書が

ある黒色土器A類椀や土錘などが出上している。時期は10世紀前半頃と考えられる。

土坑

SK-70(第 39図 )

L-3区で検出された。平面形は径約1.7mの ほぼ円形を呈しており、深さは0.6mを 測

る。掘り形の中央で菰状の植物遺体と炭化材が検出されている。遺物は掘り形の東寄りで、

土師器壺が破砕された状態で出土 している他、そのすぐ隣で小型の壷が出土 している。ま

た埋土内から滑石製の臼玉が 1点出土 している。時期は古墳時代前期頃と考えられる。

自然流路・ 河川

SR-01(第40図 )

L-5・ 6・ 10。 11区で検出された。北東から南西方向に走り、幅約1.7m,深さ0。 4～

季 い 一

オリーブ灰色砂混じり上

(6GY 6/1)

灰色ンルト混じりお土

(10Y4/1)

暗緑灰色砂混じり粘質土(7昭 Y4/1)

黒色粘土(N2/)

3 灰褐色粘質土(7 5YR6/2)

橙色粘土(7 5YR6/6)が混じる

A

4 褐灰色砂混 じり粘質土(7 5YR5/1)

5 褐灰色粘質上(10YR 5/1)

6 灰色微砂混じり粘土(N5/)
7 暗灰色粘上(N3/)炭 混じる

8 黄灰色砂混じり粘質土(25Y6/1)

lm o         l五・.I●II

第39図  SK-70平 面、土層断面図
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第38図  SE-31平 面、土層断面図



0,7mを測る。埋土は主に明黄褐色や黄褐色の細砂～粗砂が堆積 している。遺物は古墳時

代の須恵器杯蓋、杯身が出土 している。時期は古墳時代後期である。

建物・ L00列 (付図3)

建物2棟、棚5列が復原された。

SB-14

L区の】ヒ東隅で東西 2間 (3.3m)、 南北 2間 (3.2m)を 検出しており、建物と考えた。

トレンチ外に続 くものと考えられるが、全体の規模は不明である。柱間は1.1～ 1.6mで 、

主軸はN-3° 一Eを示す。柱穴の規模は18～ 52cn、 深さは5～29cnを 測る。遺物は瓦器

椀の小片が出土しているが、全体としては少量である。

SB-15

L区の東端で東西 2間 (4.4m)、 南北 2間 (1.7m)を検出してお り、建物と考えた。

さらに東側へ続 くものと考えられるが、全体の規模は不明である。柱間は2.2mの等間隔

で、主軸はN-3° 一Eを示す。

柱穴の規模は20～ 36cn、 深さは14～29cnを測る。遺物は土師器皿、黒色上器A類などの小

片が出土 している。

SA-13

L区の西側で検出された。方位はN-37° 一W、 3間で長さ6,9m、 柱間は1.2mでほぼ

等間隔である。柱穴の規模は30～ 57cn、 深さは 4～ 20cェ を測る。遺物は出土 していない。

SA-14

L区の西側で検出された。方位はN-75° 一 E、 2間で長さ2.3m、 柱間は1.8～ 2.2m

である。柱穴の規模は20～ 39cm、 深さは13～30caを 測る。遺物は出土 していない。

SA-15

L区の西側で検出された。方位はN-11° 一W、 2間で長さ4.5m、 柱間は2,1～ 2.4m

である。柱穴の規模は23～ 36cm、 深さは3～ 19cnを測る。SP-2331には柱根が残存して

いた。遺物は出上していない。

SA-16

L区の西側で検出された。方位はN-82° 一Eである。 6間で長さ8.5mを検出してい

|       るが、さらに トレンチ外に続 くものと考えられる。柱間は 1～1.8mで、柱穴の規模は15

1       ～29cn、 深さは10～ 21 cmを測る。 SP-2348には柱根が残存 していた。遺物は土師器皿、

1       須恵器の小片が出土 している。
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第40図 SR-01平面、土層断面図
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SA-17

L区の西側、SB-14の 南側で検出された。方位はN-87° 一Eで、SB-14の方向と

一致する。 2間の長さ4。 3mを検出しているが、さらに トレンチ外に続 くものと考えられ

る。柱間は2.1～2.2mで、柱穴の規模は31～46cm、 深さは28～35cmを 測る。遺物は土師器

片が出土 している。

4.第 3遺構面 (付図4)

土坑、自然河川などが検出されているが、その数は少ない。古墳時代前期の遺構面と考

えられるが、水田面は確認することはできなかった。検出面は東側でToP,+3.7m、 西

側でT.P。 +3.5mを測る。

土坑

SK-80(第41図 )

L-3区で検出された。北側と東側を攪乱によって切られており、平面形は推定で0。 9

×lmの長円形を呈しており、深さは0.2mを測る。断面形は矯鉢状で、埋土は上層から

灰褐色砂混じり上、暗灰色細砂の2層が堆積している。遺物は古墳時代前期に属する土師

器高杯が出上した。

千
A

SK… 84(第42図 )

L-9・ 10区で検出された。東側をSK-82

に切られており、平面形は 7× 10mの不定形を

呈しており、深さは0.4mを測る。埋土はシル

トや微砂、細砂などが堆積 しており、堆積状況

は自然河川の埋土に近い。掘り形内の東側で菰

状の植物遺体が検出された。厚みは約0.5～ 1

cm程で、その周囲と下には杭が打ち込まれてお

り、人為的に造られた何らかの施設であり、そ

の用途を明確にし得ないが、す ぐ西側を SR―

暉
唾
強
川
潔
‐

ヽ
ｍ

・|■■■|||||=■ 1 灰褐色9 5YR4/2)砂 混

0              1m     じり上(やや粘性あり)

2 暗灰黄色(25Y5/2)組 砂

第41図  SK-80平面、立面、土層
断面図

02が流れていたと考えられ、川に関連するものと想像される。出土遺物は少なく、古墳時

代前期の上師器の破片が出土している。

自然河川・ 流路

SR-02(第 43図 )

L-5・ 6・ 10。 11区で検出された。】ヒ東から南西方向に走り、幅2.5～3.8m、 深さは
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SK… 84平面、立面図 (拡大)
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1 黄褐色砂混 じり上 (25Y5/4)

2 にぶい黄色砂層 (25Y6/4)

3 灰オ リーブ色シル ト混 じり上 (5Y6/2)

4 灰黄色粗砂 (2 5YG/2)

5 灰オ リープ色粘質土 (5Y5/2)

6 オ リープ黄色砂混 じり上 (75Y6/3)

7 灰オ リーブ色シル ト(5Y6/2)

第43図  SR-02平面、上層断面図及び土器出土状況図

8 明青灰色ンル ト(やや粕性あり)

(5BG 4/1)

9 灰黄色粗砂～細砂(25Y6/2)

10 暗青灰色粘質ンル ト(10BG 4/1)

11 黄灰色微砂(25Y6/1)

12 灰色シル ト(75Y5/1)

13 灰白色微砂(75Y7/2)
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0.1～0,7mを 測る。上面で検出したSR-01と 同一の流路であり、幅は広くなっている。

遺物は古墳時代前期の土師器を中心に出上しており、北東端の底の浅い地点から手焙り形

土器がほぼ 1個体分破砕された状態で出土しているほか、敲き石、凹石がセットで出土 し

ている。掘り形内の東側壁には所々に杭列が見られ、人為的に護岸が為されているようである。

堰・ 糾

SJ-01(第 44図 )

L-5区で検出された。平面形は2.5× 3.5mの不定形を呈しており、深さは0.5mを測

る。掘り形内には杭が打ち込まれ、板材や棒などの木製遺物が散在した状態で検出されて

いるが、大半が自然木である。なかには一部に人為的に加工が施されているものも認めら

れるが、用途は不明である。人為的に何らかの施設が築かれていたと考えられるが、不明

である。土器は出土しなかった。時期はSR-02と 同様に古墳時代前期頃と考えている。

5。 第 4遺構面 (付図5)

トレンチの東側で蛇行しながら南へ続く畦状の高まりを検出されたが、K区の項でも述

べたように自然河川であり、K区から続いていると考えられるSR―■が検出された。

第44図  SJ-01平面、立面図
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第 3節 M・ N区の遺構

M区は第Ⅲ期調査区の南側に位置しており、N区は西側に位置する。調査はMoN区 を

一つの トレンチとして掘削したが、N区は水路改修部分にあたり、掘削の深度はGL一約

1.5mま でで、第 2遺構面下層で調査を終了している。調査前の地表面の標高は、M区の

東側でT.P,+4.7m、 西側でT,P.+4.2mを 測り、N区の北側でT,P,+5.lm、 南側

でT,P.+4.lmを測る。

1.第 1遺構面 (付図1)

近世の水路と考えられる東西方向及び南北方向に走る濤や鋤濤、土坑などが検出された。

濤は水田や畑などの区画を兼ねた潅漑用の水路で、土坑は水溜用の野井戸と考えられる。

検出面はM区の東側でT.P,+4.Om、 西側でT.P.+4.lmを測り、ほぼ平坦であった。

濤

SD-01

M-9区 で検出された。南北方向に走り、南端は トレンチ外へ続いているものと考えら

れるが、北端はO区で検出されなかったので、途中で終わっているようである。幅0.9m、

深さは0.2mを 測る。埋土は灰色土で、遺物は染付の小片が出上している。

SD-02

M-10区で検出された。東西方向に走り、検出長6.4m、 幅0,3m、 深さは0,lmを 測り、

埋土は灰色上である。遺構検出段階では濤としたが、 トレンチ全体で見られた耕作痕 (鋤

濤)の一つで、深度が深かったために濤のように検出されたものである。 SD-02の他に

SD-04・ 06・ 08～23がそれに該当し、 SD-22・ 24・ 25な ども幅は広いものの、複数の

鋤濤が集まったものと考えられ、水路としての濤とは区別されるべきものである。

SD-03

M-2・ 11区で検出された。南北方向に走り、両端とも側濤に切 られ、北側は トレンチ

外へと続いており、 L・ O区でも同一遺構と考えられる濤が検出されている。南側もさら

に トレンチ外へ続いているものと考えられる。幅は0.8～1.6mを測るが、途中SD-05に

合流する地点からその幅を半分に狭めている。埋土は灰色土及び灰色砂質土で、遺物は染

付などの陶磁器類が少量出上 しているだけである。

SD-05

M-11～17区で検出された。東西方向に走り、東端はSD-03に合流し西端は側濤に切

られるが、 トレンチの西側に続いているようである。途中の15区でSD-07が合流してい
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る。幅0.4～ 0。 3m、 深さは0.3mを測り、埋土は黒灰色土で、遺物は少量の上師器皿や瓦

器椀の小片が混入するが、近世の陶磁器類を中心に出土 している。

SD-07

M-6・ 15区で検出された。南北方向に走り、北端はSD-05に合流 し南端は側濤に切

られるが、 トレンチの南側に続いているようである。幅0。 6～1.2m、 深さは0,3mを 測り、

埋土はオリープ黒色土で、遺物は少量の土師器皿や瓦器椀の小片が混入するが、近世の陶

磁器類を中心に出土 している。

SD-26

N-4・ 5区で検出された。東西方向に走り、検出長2.6m、 幅2.2m、 深さ0.2mを測

る。西端は舌状に終わり東側は トレンチ外へ続いているが、L区では検出されておらず途

中で終わっているようで、全長は3m未満と推定される。幅広の濤で、畝状遺構と考えら

れる。埋土は黄灰色土が推積 しており、遺物は染付の他、瓦器椀、土師器皿などの小片が

混入 して出土 している。

SD-26

N-5区 、SD-26の北側で検出された。 SD-26に平行 して東西方向に走り、検出長

2,7m、 幅1.6m、 深さ0.lmを測る。検出状況、形状、規模、埋土、出土遺物はSD-26

と同様の状況を示 しており、畝状遺構と考えられる。

土坑

SK-01

M-1区 で検出された。平面形は径約0.3mの 円形を呈しており、深さは0.8mを 測る。

埋土は灰黒色土で、遺物は出土しなかった。用途は不明であるが、耕作地に水を供給する

ために雨水などを一時的に貯めておく水溜用の野井戸と考えられる。

SK-02

M-13区で検出された。平面形は0.8× 1.2mの 精円形を星 しており、深さは0.6mを測

る。埋土はオリーブ黒色土で、遺物は出土 しなかった。水溜用の野井戸と考えられる。

SK-03

M-6区 で検出された。平面形は0.6× lmの隅丸長方形を呈 しており、深さは0.5mを

測る。埋土は灰黒色土で、遺物は出土 しなかった。水溜用の野井戸と考えられる。

SK-04

M-15区で検出された。平面形は0.6× 1.5mの 楕円形を呈 しており、深さは0.5mを測
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る。埋土は灰黒色土で、遺物は出土しなかった。水溜用の野井戸と考えられる。

2.第 2遺構面上層 (第46図、付図2)

M区の西側、N区の全域で中世の濤、井戸、土坑、ピットなどが検出され、M区の東側

では遺構は検出されておらず鋤濤が見られる程度であった。ピットは多数検出されており、

建物、柵が復原できた。検出面はM区の東側でT,P.+3.8m、 西側でT.P.+3.7mを測

り、N区の北側でT,P.+4.lm、 南側でT,P.+3.7mを測る。

井戸

SE-03(第 45図 )

M-17区で検出された。平面形は2.1× 2.2mの隅丸方形を呈しており、深さは0,9mを

測る。断面形は矯鉢状で、底面はほぼ平坦である。掘り形の中央に水溜用の山物が底面か

らさらに掘り下げて 1段置かれており、その上部には曲物が隠れないように花闇岩の割り

石が山物の周囲を取り囲んでいた。石は井戸側に使用されたものと考えられ、元々は石積

みが検出面まで存在 していたと推定され、井戸廃絶時に上部にあった石を抜き取り、埋め

戻されたものと考えられる。遺物は瓦器椀、土師器皿の小片が出土しており、時期は13世

紀

箪
鷲

ら

生 謁    s卜 囀 守酌

M-6・ 7区で検出された。

平面形は径約1.8mの 円形を呈

しており、深さは1.8mを測る。

断面形を見ると、上段は検出面

から垂直に近い傾斜で掘り込ま

れており、下段は掘り形が一辺

約1.2mの隅丸方形となり、そ

こから底面まで、西壁以外の壁

は垂直に掘り込まれている。上

第45図  SE-03平面、立面、土層断面図

早∴m 段と下段の境はテラス状を呈し

ている。四隅に隅柱を立て、横

桟と縦板を使用した方形の井戸

側であるが、検出時は南側と西

側の縦板が、土圧により傾いた
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状態であった。井戸側の底には水溜用の

曲物が 1段置かれており、曲物の上部は

井戸の廃絶時に入れ られたと推定される

花開岩の割り石で塞がれていた。遺物は

土師器皿、瓦器椀、常滑甕、砥石などが

出上しており、土師器皿は■世紀前半の

時期を示 し、瓦器椀は13世紀初の時期を

示している。出土遺物の年代幅が広いが、

井戸の廃絶時期を13世紀初～前半頃と考

えている。

SE-06(第 48図 )

N-1区 で検出された。 SE-01・ 07

のすぐ東側で検出されており、 3個の井

戸が集中 して存在 している。平面形は

1.1× 1.4mの やや隅丸方形に近い不定形

を呈 しており、深さは0.6mを測る。断

A′
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卿
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2 暗オリーブ毎色上(25Y3お )

3 灰色砂混じ19お質と(5Y4/1)

4 灰白色中砂175Y7/1)

面形は矯鉢状で底面は平坦である。掘り  第47図

形の底には水溜用の山物が 1段置かれてあった。

遺物は瓦器椀、土師器皿などの小片が出土して

おり、時期は明確にし得ないが、13世紀代と考

えられる。

SE-07(第 49図 )

N-1区 で検出された。 SE-01東側で検出

されており、切 られている。平面形は1.7× 2

mの不定形を呈 しており、深さ1.4mを測る。

断面形は逆合形で、底面は平坦である。底面か

らさらに掘り下げた所で水溜用の曲物が 3段重

ねて置かれてあった。井戸側は隅柱を立て、横

桟と縦板で方形に囲んでいたようであるが、遺

A

■■411::″
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第48図  SE-06平面、立面、土層

断面図

土師器皿、常滑甕などが出上 して

SE-04平面、立面、
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存 していたのは東側部分だけであった。遺物は瓦器椀、
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いるが、出土量も少なく、破片ばかり

で図化 し得たものはない。時期は特定

し難いが SE-01と の切 り合い関係か

茎丞984 
ら13世紀初頭～前半頃と考えている。

SE-08(第 50図 )

M-15区で検出された。平面形は

2.2× 2.3mの不整円形を呈 しており、

深さは0,7mを 測 る。断面形は括鉢状

TP で、底面はほぼ平坦である。水溜用の
+35m

曲物が底面の中央やや東寄りに置かれ

ていたが、遺存状況は悪く曲物の上部

は既に破損 していた。土層断面を見る

+25mと 、井戸廃絶時に埋め戻す前に曲物を

!       Im 
抜き取った跡があり、少なくとも2段

以上の曲物が上に重ね られていたと推

十    三島そ:≧昂警掃
「

警極モ想吾

破片が出土 しており、瓦器椀に

は古い形態の特徴が見られるの

で、時期は11世紀末～12世紀前
A′

≡:IK264  頃と考えられる。
SE-09(第 51図 )

1 黒褐色砂混じ

り■(5YR 3/1)

2 掲色砂混 じり上(7 5YR4/3)

3 灰色砂質上(5Y4/1)

4 黒色砂混じり粘質生(lllY 2/1)

5 灰色細砂(75Y4/1)

0            1m

第50図  SE-08平面、土層断面図

M-14区で検出された。北側

はSP-1040・ 1041の 2個のピッ

トに切 られているが、平面形は

2× 2.2mの 長 円形を呈 してお

り、深さは0,7mを測る。断面

形は播鉢状で、底面はほぼ平坦

である。水溜用の曲物が 3段置

かれていたが、掘 り形の南壁に

第49図  SE-07平面、立面、断面図
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寄せられており、井戸廃絶時の埋め

戻 しの際に移動されたものと推定さ

れる。検出時は素掘りの状態であっ

たが、掘り形がが大きいので井戸側

などの上部施設が存在 した可能性も

考えられる。遺物は瓦器椀、土師器

皿、常滑甕と混入品と考えられる須

恵器杯身が出土しており、時期は12

世紀後半～13世紀初め頃と考えられ

る。

SE-10(土坑)(第 52図 )

M-14区で検出された。平面形は

1.2× 1.4mの 長円形を呈しており、

深さは0.6mを測る。埋土は 3層 に

1 灰黄褐色土(10YR 5/1)

2 オリーブ灰色砂混じり粘質土

(2 5GY6/1)

3 灰色砂混じり粘質土(75Y5/1)

A

→

Y=
-32K948

A′

緑灰色砂混じり粘質上(7 5GY6/1)

緑灰色砂質土(7 5GY6/1)

オリーブ黒色粘土(10Y3/1)

僚
Ｎ
常
「
ヾ
出
―

＝
＊

TP
+36m

分かれており、上層、中層は炭化物 9       1m
を合み、黄褐色土、明緑灰色上のブ 第51図  SE-09平面、土層断面図

ロックが混ざるので人為的に埋め戻された土で、

下層は灰色粘質土で、底面近 くに細砂が堆積 して

いる。遺物の出土状況を見ると、底面付近に瓦器

椀と白磁碗が重なり合い、白磁碗の上に砥石が置

いてあった他、上層の掘り形の南東寄りから、土

師器脚付き鍋、瓦器椀、瓦器足釜などが出土 して

いる。遺構検出時では井戸としていたが、井戸と

決定づけるようなものは検出されず、土坑と考え

た方が良さそうである。時期は12世紀初頭～13世

紀初頭頃と考えられる。

SE-11(第 53図 )

M-15区で検出された。平面形は一辺が約1.7

mのほぼ方形を呈しており、深さは1.4mを測る。

掘り形の壁は検出面から約1.2m程度まで斜めに

→

０
ド
§
▼
Ｈ
ｗ
【
―

＝
Ｘ

A

2 灰色砂混 じり粘質土 (10Y4/1)黄褐色土 (25Y5/4)
と明緑灰色粘質土 (10G.Y7/1)の ブロ ックと炭が混入

3 灰色粘質上 (5Y4/1)灰 白色 (5Y7/1)の 細砂が混入

第52図 SE-10平面、土層断面図

TP
+35m

蝉重灘 _h蜃
そ吾at穐蒜

5夕;    m

SP-1040

SE-09

ぞ
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掘り込まれており、そこから底面まではほぼ垂直に下がり、底面は平坦である。方形の井

戸側とその内部の底には水溜用の曲物が置かれていた。井戸側は四隅に角材で隅柱を立て、

それに穴を切り横桟を組んでおり、縦板を立て並べて囲んでいる。南側、西側では、さら

にその外側に縦板を充てて、補強 している部分も見られる。底面には水溜用の曲物が置か

れており、底板として板材が 2枚合わせて敷かれていた。曲物内には小型の曲物容器が入っ

ており、水汲み用として使用されていたものであろう。曲物上部の外側には、土圧か ら曲

物を保護するため箱枠をかぶせ、箱枠を支えるように北側と南側に縦板を当てている。検

出面では割り石が井戸側を囲むようにして残っており、上部施設として石積みによる井桁

が存在 していたと推定される。井戸側内の埋土は灰色粘質土の 1層で、井戸廃絶時の埋め

戻 しの土である。また、井戸側の外側を囲むようにして、隅柱を立て縦板を立てた別の井

戸側が存在 していたようであるが、残念ながら調査時にはそのような問題意識はなく、土

A

1灰酬蝕げ如 l___キ
2 オ リーブ灰色シル ト混 じり粘質上 (2 5GY5/1) .

3 暗オ リーブ灰色砂混 じり粘質土 (配 Y4/1)

4 オ リーブ灰色砂層 (2 5GY5/1)

5 オ リープ灰色砂層 (5GY5/1)黒色粘土 (75Y2/1)の プロ ックを合む

6 緑灰色ンル ト(7 5GY5/1)黒色粘土(75Y2/1)の プロックを含む

TP+35m

0             1m

第53図  SE-11平面、立面、土層断面図

層断面でも確認することはできなかっ

た。 しかしながら、井戸側は 1度作

り換えられてると考えられ、最初に

作られた井戸側の内側に、 2度 日の

井戸側が作られていたようである。

遺物は土師器甕、須恵器壷、須恵器

甕、緑釉陶器、黒色土器A類・ B類

椀、土師器皿、土師器椀など出土 し

ているが、掘り形内、井戸側内の遺

物とも10世紀末～11世紀初頃の時期

を示 してる。黒色土器A類椀の底部

外面に「廣正 ?」 の墨書がされてい

た。

SE-12(第54図 )

M-15区で、SE-08の 西側で検

出された。平面形は1。 9× 2.4mの 不

定形を呈 しており、深さは0。 8mを

測る。断面形は括鉢状で、底面はほ

ぼ平坦であるが、底面検出時に掘 り

胞

洲
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下げ過ぎてしまったようで、実際の底面は土層断面図のオリーブ灰色砂層の上面であった

と考えられる。井戸であったことを示すような施設は検出されなかったが、板材や木片な

どが残っており、また底面の中央部が窪んでいるのは、水溜用の曲物が置かれていたため

と推定されるので、井戸の抜き取り跡と考えられる。遺物は瓦器椀、瓦器皿、土師器皿、

土師器高合付き皿、自磁片などが出上 しており、井戸の廃絶時期は12世紀末～13世紀初頃

と考えられる。

SE-13(第 55図 )

M-13区で検出された。平面形は上

部を攪乱によって削平されていたため

不明であるが、推定で径約1.8～ 2m

の円形を呈 していたと考えられ、深さ

は約1.2mを測る。掘り形は 3段掘 り

になっており、上段は播鉢状に検出面

から斜めに掘り込まれており、中断は

袋状に壁を扶るように掘 られ、下段は

曲物が入る程度の穴を垂直に掘り込ん

でいる。隅柱と縦板を使用 した方形の

井戸側であるが、上部は朽ちており、

横桟はなかった。水溜用の曲物は4～

5段で構成されており、井戸側の縦板

と曲物の間には石が充填されていたよ

うで、割り石が数個残存 していた。遺

物は曲物内底部で完形の土師器皿が出

土 している。時期は11世紀中頃～後半頃と考えられる。

土坑

SK― o6(井戸)(第 56図 )

M― W区で検出された。北側の一部分をSD-29と重複するが、前後関係は明確にし得

なかった。平面形は2× 2.5mの 不定形を呈 しており、深さは1.3mを測る。南側の壁は検

出面から斜めに掘り込まれ、北側は垂直に掘り込まれている。遺構検出時は土坑と考えて

いたが、掘り形内で常滑甕の上半部とその下から水溜用の曲物が検出されたため、井戸で

ガぐ>く
守 与

／

■
Υ

メ
|,μ

マ塊

刀
汁
十

Ｘ〓
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一　
〆

一

A

1 暗灰黄色砂質土 (25Y5/2)

:1憂提自畝盪し維醤至bX75加
|

4 ォ リーブ灰色砂質土 (2 5GY5/1)

黄灰色砂質土 (25Y5/1)
オリーブ灰色砂質土 (5GY 5/1)

オリーブ灰色砂層 (2 5GY6/1)

TP
+37m

0        1m

第54図  SE-12平面、土層断面図
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(75Y3/2)         ●
■||■■

オリーブ黒色粘質土(5Y3/1)

オリーブ灰色中砂～組砂(2 5GYν l)を 含む

オリーブ黒色中砂(5恥 /1)

あることが判明した。井戸の構造は、

底面からさらに掘り下げた最下部に

水溜用の曲物を置いていた。曲物の

=  外側には土圧による曲物の変形を防
2K942

ぐためか、 3枚の平瓦を密着させた

状態で曲物を囲んでいたが、平瓦は

その内 1枚が完形で、 3枚の瓦でで

きる円弧と曲物の円弧はよく符合 し

ていた。曲物の上には底部を欠く常

滑大甕が載せられていたが、崩壊 し

TP  て】ヒ東へずれた状態で検出された。
+35m

甕内部にも曲物があり、その径は下

の曲物のそれとほぼ一致するので、

元々真上に載っていたものが、井戸

廃絶時の埋め戻 しの際に移動 したと

考えられる。さらに甕の上部には、lm

第55図  SE-13平面、立面、土層断面図   甕の口縁部を取り巻くように径の大

きい曲物があり、これが井筒の最上部になっている。また、その曲物を囲むように、周囲

に割り石が残っていたので、検出面まで石積みによる井戸側が存在 していた可能性も考え

られる。遺物は前述の平瓦、常滑甕の他に、東播糸須恵器片回鉢、瓦器鍋、土師器皿、鉄

釘などが出土している。この中で注目されるのは、最下部の曲物を囲んでいた平瓦の 1枚

に「東大寺」の刻印が施されていたことである。この瓦は平安末から鎌倉時代初頭にかけ

て、東大寺再建のため岡山県瀬戸町にある万富瓦窯で焼かれたものであることはほぼ確実

であり、12世紀末～13世紀初頃のものである。他の2枚の瓦も刻印はないものの、タタキ

メの文様の特徴から同窯産と推定され、どの時期で井戸に使用されたかは明確ではないが、

土器の時期は13世紀前半頃を示している。

SK-08(第 57図 )

M-16区で検出された。平面形は1.5× 1.8mの不定形を呈 しており、深さは0.6mを 測

る。断面形は矯鉢状で、埋土は中央が窪む レンズ状の堆積をしており、底部には灰色砂層

の堆積が認められた。遺物は瓦器足釜、土師器皿、土師器高合付き皿などが出上している。

-68-



時期は13世紀中頃～後半頃と考え

られる。

SK-09(第 58図)

M-16区で、SK-08の北東に

接 して検出された。北側を側濤に

より切られているため半円形で検

出されているが、平面形は推定で

径約1.4mの ほぼ円形を呈 してい

るものと考えられる。深さは0.2

mと浅く、掘り形内で花闘岩の割

り石がほとんど隙間なく置かれた

状態で検出された。石を除去 して

底面を調べたが、何も検出されな

かった。遺物は瓦器椀や土師器皿

の小片が出上 しているが、時期は

特定 し難い。

1 黒褐色土(101R3/1)

2 黄灰色砂混しり上(25Y4/1)

3 灰色粘土(75Y4/1)

4 灰色中砂～細砂(5V4/1)

5 黒色砂混しり粘質上(2 5GY 2/1)

第56図  SK-06平面、

TP
+25m

0            1m

立面、土層断面図

黒色砂混じり粘質土(2確Y〃 1)

オリーブ黒色粘質土(1叫 yl)

A A′

Y=-32K971

―

|

_1   
吼

0 lm0             1m

第57図  SK-08平面、立面、土層断面図
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SK-14(井戸)(第59図 )

M-15区で検出された。北側を側濤に切られており、平面形は推定で1,7× 1.3mの ほぼ

円形を呈 しており、深さは1.lmを測る。壁は検出面から約0.6m程までは垂直に、そこか

ら底面までは斜めに掘り込まれている。底面はほぼ平坦で、中央に水溜用の曲物が 5段置

かれてあった。最上段の曲物の周りには枕を打ち込み、曲物を固定 してい.た ようである。

また、割り石が囲んでおり、石積みの井戸側が存在 した可能性がある。埋土はおよそ 5層

に分かれており、褐色砂混 じり上、暗褐色上の混 じる灰色砂混 じり土、焼土や炭化物の混

じる青灰色土が堆積 しており、井戸廃絶時に人為的に埋め戻された土であり、下層の曲物

の掘り込まれている砂質土は、湧水層と考えられる。遺物は瓦器椀、土師器皿、瓦器釜な

どが出土 しており、時期は12世紀末～13世紀前半頃と考えられる。

SK-15(井戸)(第 60図 )

M-15区で検出された。平面形は0.9× lmの精円形を呈しており、深さは0.6mを 測る。

断面形を見ると東壁は検出面からほぼ垂直に掘り込まれるが、西壁は検出面から約0.2m

程まで斜めに掘り込まれた後、底面まで垂直に下がる。底面はほぼ平坦である。掘り形の

北寄りの底面に、水溜用の曲物が 2段

X=
-141K260

A′A

―

止

】:髄
:ヒ与逹軒甕!|

3 青灰色土(5BG 5/1)焼土炭を含む

オ リープ灰色土 (2 5GY5/1)4 オ リープ灰色砂層

矮鮪篭[耗堅
7°

| 
は5GY朗 )

(10GY 5/1)

4 緑灰色砂質土(10GY 5/1)

5 黒褐色砂質土(25Y32)暗 灰黄色中砂

(25Y4/2)灰 色ンルト(10Y6/1)を 合も

6 灰色シルト(10Y6/1)

A′

TP
+37m

TP
+27m

0            1m

第59図  SK-14平面、立面、土層断面図

0         1■     :

第60図  SK-15平面、立面、土層
断面図

X=
-141K261
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+37m
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置かれてあったので井戸と考えられる。

遺物は少量の瓦器椀、土師器皿が出土

しており、時期は13世紀前半頃と考え

られる。

SK-21(井戸)(第61図 )

M-14区で検 出された。平面形は

1.7× 1.3mの 不整円形を呈 しており、

深さは1.3mを測る。断面形は矯鉢状

を呈し、底面の南寄りに、水溜用の曲

物が 5～ 6段置かれていたので井戸と

考えられる。検出面から曲物の約上半

部まで黄橙色粘質上、緑灰色砂混 じり

粘質土のプロックが混入する灰褐色土、
1 灰褐色上(10Yn 4/2)

灰色粘質土、オ リーブ黒色砂混 じり粘 2携銘吾[与奪暑と‖∵淵
のカックを訂ⅢⅢ

質上の3層が水平に堆積しており、井 3驚 :;鷺と舵号i好駅熱好
ロツクを含む

戸廃絶時の埋め戻 しの土と考えられる。         m

曲物内上部には土師器皿10数枚がまと  第61図  SK-21平面、

まって出土 しており、井戸廃絶時に人為的に埋納  _1創
されたものと考えられる。遺物はこの他に瓦器椀

が出上 しており、時期は13世紀前半～後半頃と考

えられる。

SK-22

M-14区で検出された。平面形は 1× 1.3mの

隅丸方形を呈 しており、深さは0.6mを測る。断

面形は矯鉢状で、底面はほぼ平坦である。埋土は

灰色上、オリーブ灰色砂混 じり粘質上が堆積 して

いる。検出面から約0.3mの深さ北壁寄りの所で、  第62図  SK-25平面、断面図

土師器皿、瓦器足金の破片がまとまって出土 している。時期は13世紀前半頃と考えられる。

SK-25(井戸)(第62図 )

M-14区で検出された。平面形は 1× 1.lmの不定形を呈しており、深さは0.5mを測る。

5 ォリーブ灰8シルト(5GYVl)

6 現オリーブ灰色中砂～箱,(RY7/1)

7 黒栂色砂混じり粘質と(25Y3/1)

8 暗オリープ灰色砂質と(2 5GY4/1)

9 灰色租ゆ～中砂lSY5れ )

立面、土層断面図
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壁は検出面から垂直に掘り込まれており、底面は北側でやや深 くなっている。底面の南寄

りで水溜用の曲物が 1段置かれており、井戸と考えられる。曲物内は灰色粘上が堆積 し、

上部から曲物の破片や割り石が検出された。瓦器椀、土師器皿などが出上 しており、時期

は13世紀前半頃と考えられる。

SK-27(井戸)(第63図 )

M-14区で検出された。平面形は0,7× 0.8mの不定形

を呈 しており、深さは0,7mを測る。掘り形の壁は検出

面からほぼ垂直に掘り込まれており、底面は平坦である。

底面には水溜用の曲物が 1段置かれており、井戸と考え

られる。曲物内からは瓦器椀が完形で出土 している他、

土師器皿、瓦器釜片が出土 しており、時期は13世紀中～

後半頃と考えられる。

濤

SD-42(第 64図 )

M-6区 で検出された。北西から南東方向に走り、南東側は側濤に切 られ、中央をSD

-33に切 られている。南東端はさらに トレンチ分へ続いているものと考えられるが、北西

端はSD-32に切られて終わっている。幅は約1.3mで、深さは0.1～0.2mを測る。遺物

は瓦器椀、土師器皿が点在 して出土しており、時期は13世紀前半頃と考えられる。

焼土坑

SF-01(第 65図 )

M-7・ 8区で検出された。平面形は

3.6× 4mの不定形を呈 しており、深さは

0.3～0,4mを測る。断面形は播鉢状で底面

は平坦である。埋土には暗赤褐色やにぶい

黄褐色を呈する焼土のプロックと炭化物が

含まれており、特に土坑内の西北側に多く

見られた。また、東側には花闇岩の割り石

がかたまって検出されている。遺物は土師

器、黒色土器A類杯などの小片が出上して

いる。

＼
Ａ一　
ノ，
あ
了
蜘
一
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0             1m

第63図  SK-27平面、断面図
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第64図  SD-42平面図



土器集積・ 土器群

SI-01(第 66図 )

M-7区 で検出された。約0.8× lmの範囲で、遺構の掘り形を伴わずに割 り石と土器

が集積 していた。その内容は黒色土器A・ B類、瓦器椀、土師器皿、土師器釜、土師器鍋

などで、10世紀末～11世紀前半頃の時期を示 している。

SI-02(第 67図 )

M-6区 で検出された。遺構の掘り形を伴わずに割り石の集積と伴に土器が出土 してい

る。その内容は瓦器椀、土師器皿、瓦器足釜などで、時期は12世紀後半頃と考えられる。

1 灰オリーブ色砂混じり上(5Y4/2)暗赤褐色焼上(5YR 3/4)を合む(微量)

オ リープ黒色砂混 じり上 (5Y3/2)暗褐色焼土 (10YR 3/4)と 木炭を含む (少量 )

暗灰黄色土(25Y4/2)赤 褐色焼土(5YR 4/6)を 合む (微量)

灰黄褐色砂質土(101t4/2)黒 色焼土(5YR 1 7/1)、 黒褐色焼土(7 5YR2/2)、 暗褐色暁土 (5YR 3/6)を 含む (少量)

オリーブ黒色土(5Y3/2)黒 色焼土(5YR1 7/1)明赤褐色焼土(5YR 5/8)、 にぶい褐色焼土(7 5YR5/6)暗 褐色焼土(75R3μ )、

にぶい黄褐色焼上(10YR 5/6)、 にぶい赤褐色焼土(5YR 4/4)含 む (多量)0                         2m

第65図  SF-01平面、土層断面図
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建物・ 糾列 (第45図、付図2)

多数のピットの中から建物 5棟、柵 9列、

らに多くの建物、棚の存在が考えられるが、

た。

SB-01

が復原された。さ

復原は困難であっ

一

Ａ

一

―

綾
|M区の西側で検出された。焼土坑 SF-01と重複 しており、

その前後関係は明らかではないが、SF-01を 囲むようにして

あるので、同時期に存在 し、関連するものと考えられる。規模

は東西 3間 (7.6m)× 南北 4間 (8.4m)で、主軸はN-2°

一Eを示す。柱間は東西が2.1～2.9m、 南北が1.8～ 2,9

泳ヨ覆[二E10写l撓§盪2量二辱岳::馨塚:登各至 |
器A類、緑釉陶器、須恵器、土師器などの小片が出土 し

~

ている。

SB-02

A

0

幣
　ヽ
口）
ｒ一碑輛‐ｍ

第66図  SI-01平面、
断面図

SB-01の南側で検出された。規模は東西 2間 (3.8__Aか′与9- 。A′

TP
m)×南北 2間 (3m)で、主軸はN-90° 一日である。      9     +374m

柱間は南北が1.9m、 東西が 2mのほぼ等間隔であるが、 第67図  SI-02平面、断面図

西側の南北列は 1間の検出である。柱穴の規模は19～ 33cm、 深さ6～ 37cmを測る。遺物は

瓦器椀、黒色土器A類、須恵器、土師器などの小片が出土 している。

SB-03

M区の中央やや西寄りで検出された。SE―■と重複するが、前後関係は明らかではな

い。規模は東西 2間 (3.9m)× 南北 2間 (4.6m)で、主軸はN-3° 一Eである。柱間

は東西が1.9～ 2mの ほぼ等間隔であるが、南北は1.9～2.4mで一定 していない。柱穴の

規模は24～38cm、 深さ4～31 cmを 測る。遺物は黒色土器A類、須恵器、土師器などの小片

が出上している。

SB-04

M区の中央やや西寄りで検出された。攪乱の影響を受けて北側の東西列の柱穴を検出し

ていないが、南北列と南側の東西列との組合せから、推定で東西 3間 (6.3m)× 南北 2

間 (3.9m)の建物と考えた。主軸はN-85° 一Wである。柱間は南北が1.9mの ほぼ等間
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隔であるが、東西は1.9～ 2.2mで一定 していない。柱穴の規模は22～ 55cm、 深さ15～34cn

を測 り、 SP-767・ 807・ 981・ 1025に は柱根が残存 していた。 SK-19と 重複するが、

前後関係は明らかではない。遺物は瓦器椀、土師器皿、黒色土器A類などの小片が出土 し

ている。

SB-05

M区の中央やや西寄 りで検出された。 SD-37と重複するが、前後関係は明 らかではな

い。規模は東西 3間 (5.2m)× 南北 2間 (4.7m)で、主軸はN-88° 一Wである。柱間

は1.5～ 2.3mで、柱穴の規模は34～52cm、 深さ4～36cnを 測る。 SK-19と 重複するが、

前後関係は明らかではない。遺物は瓦器椀、土師器皿、土師器金、東播系須恵器片 口鉢、

黒色土器 B類、白磁などの小片が出上 している。

SA-01

SB-04の西側で検出された。方位はN-3° 一 E、 4間で、 SB-03004の主軸の方

向と一致する。長さ8.9m、 柱間は2.2～2.4mのほぼ等間隔である。柱穴の規模は20～37

Cn、 深さ 6～ 37c■ を測る。 SP-995。 996に は礎石が使用されていた。遺物は瓦器椀、土

師器皿の小片が出上 している。

SA-02

SB-05の西側で検出された。方位はN-3° 一 E、 2間で長さ5.5m、 柱間は2,7～

2.8mのほぼ等間隔である。柱穴の規模は20～30cn、 深さ12～ 20o■ を測 る。遺物は出土 し

ていない。

SA-03

SB-04と SB-05の 間で検出された。方位はN-83° 一W、 4間で長さ10。 8m、 柱間

は1.9～ 3.2mと 間隔が一定ではない。柱穴の規模は22～ 36cm、 深さ 3～29cnを測る。 SP

-943に礎石が使用されていた。遺物は瓦器椀、土師器皿が出土 している。

SA-04

SA-03の東側で検出された。方位はN-84° 一E、 3間で長さ6.4m、 柱間は 2～2.2

mで一定ではない。柱穴の規模は32～45cm、 深さ24～36cnを測る。遺物は瓦器椀、土師器

皿、黒色土器A類、須恵器の小片が出土 している。

SA-05

SB-05の東側で検出された。南北 3間 (4.9m)、 東西 1間 (1.8m)の L字状に柱穴

が並ぶ。方位は東西南北の方向に一致 し、柱間は1.8～2.2mである。柱穴の規模は34～35
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cn、 深さ11～31cnを測る。遺物は瓦器椀、土師器皿、須恵器の小片が出上 している。

SA-06

N区の中央やや南寄りで検出された。検出状況からトレンチの東側、西側に続いている

ものと考えられる。方位はN-82° 一E、 4間で長さ3.9m、 柱間は短いが0.9～ lmで等

間隔である。柱穴の規模は30～34cn、 深さ4～27cnを 測る。遺物は瓦器椀、土師器皿、黒

色土器A・ B類、須恵器の小片が出上 している。

SA-07(第 28図 )

N区の中央やや南寄りで検出された。方位はN-4° 一]、 5間で長さ11.2m、 柱間は

1.9～2.4mである。柱穴の規模は23～45cn、 深さ8～43cmを 測る。遺物は土師器皿、土師

器釜、緑釉陶器、東播糸須恵器鉢の小片が出上している。

SA-08(第 28図 )

N区の中央やや北寄りで検出された。方位はN-83° 一W、 東側のL区で検出された柱

穴を含めて、 3間で長さ5。 lm、 柱間は1.7～2.6mである。柱穴の規模は31～45cn、 深さ

5～45cmを測る。遺物は瓦器椀の小片が出土している。

SA-09(第 7図 )

N区の】ヒ端で検出された。方位はN-49° 一E、 2間で長さ3.4m、 柱間は1.7mで ある

が、 トレンチ外へ続くものと推定され、 2間以上の規模を持つと考えられる。柱穴の規模

は4～50cn、 深さ27～38cnを測る。遺物はいずれの柱穴からも古墳時代前期の上師器甕、

高杯が出土しており、中世の遺物がまったく含まれていないので、古墳時代前期の遺構と

考えられる。
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3.第 2遺構面下層 (付図3)

MoN区で中世の濤、井戸、土坑、ピット、落ち込み、水路などが検出された。M区で

は西側に遺構が集中している。検出面はM区の東側でT.P.+3.3m、 西側でT,P.+3.7

mを測り、N区の北側でT,P.+3.9m、 南側でT,P.+3.7mを測る。

落ち込み・池

ST-01

M-4～ 6区で検出された。南側を側濤に切 られるが トレンチ外に続いており、検出規

模は約10× 16.7mで 、深さは0.8mを測る。埋土は上層に黒色砂混 じり粘質土や黒色砂混

じり粘質土が見られるが、下層は完全な粘土が堆積 しているので、ST-01は常時水が停

滞 した状態で存在 したと推定され、池のような遺構と考えられる。遺物は廃棄されたもの

と考えられ、瓦器椀、瓦器皿、土師器皿、須恵器、鬼瓦など、この時期のほとんどの種類

のものが大量に出土 しており、土器類の他に木製品も多く出土 している。遺物が示す時期

は、11世紀末～13世紀後半頃と年代幅があり、これがST-01の存続した期間と考えている。

井戸

SE-14

M-6区 で検出された。平面形は径約1.5mのほぼ円形を呈しており、深さは0,3mを測

る。断面形は逆合形で、底面はほぼ平坦である。素掘りで、井戸側や水溜用の曲物などが

検出されていないので、井戸と断定 し難いが、井戸の抜き取り跡と考えている。遺物は小

片ばかりで、また出土量も少ないため時期は

特定できない。

SE-16(第 68図 )

M-15区で検出された。北側で SK-16と

重複するが、前後関係は明らかではない。平

面形は1.4× 2.4mの 不定形を呈しており、深

さは0.6mを測る。壁は検出面か ら扶るよう

に掘り込まれており、底面は平坦である。掘

り形の東寄りに水溜用の曲物が 3段置かれて

あった。遺物は瓦器椀、土師器皿、瓦器釜、

瓦器鍋などが出土 しており、12世紀初～13世

紀初頃と考えられる。

川
汁
＋

lm
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第68図  SE-16平面、断面図



土坑

SK-35(ピ ット)(第69図 )

M-5区 で検出された。平面形は径0.6mの 円形を呈 し

ており、深さは0.5mを測る。断面形は橋鉢状で、底面は

ほぼ平坦である。検出面から約0.3mの下で、完形の東播

糸須恵器片日鉢が正立の状態で検出された。平面形と規模

からピットの可能性が高く、須恵器鉢は礎板に使用されて

いたと考えられる。時期は12世紀末～13世紀初頭頃と考え

られる。

SK-39(井戸)(第 70図 )

第69図 SK-35平面、

M-6区 で検出された。平面形は0.8× lmの精円形を      断面図

呈しており、深さは0,7mを測る。断面形は信鉢状で底面は平坦である。底面のほぼ中央

で水溜用の曲物が 2段検出されているので、井戸と考えられる。曲物の真上には花開岩の

割り石が検出されており、井戸廃絶時に入れ られたものであるが、曲物との間には距離が

あり、曲物がある程度埋められてから置かれたようである。遺物は瓦器椀、土師器皿が出

土 している他、黒色土器A類が混入 していた。時期は13世紀前半頃と考えられる。

SK-41(井戸)(第 71図 )

M-6区 で検出された。平面形は1.1× 1.2mの不定形を呈しており、深さは0,8mを測

る。壁は検出面から約0.4mま でほぼ垂直に掘り込まれ、そこから底面までは斜めに掘 り

Y=堅9説 キ

lm

量| →

A
Y=―

A′
32K963

(2 5GY4/1)

第71図  SK-41平 面、立面、土層
断面図

一- 78-―

TP
+33m

〇



込まれており、断面形は播鉢状を呈する。底面のほぼ中央に水溜用の曲物が 3～ 4段重ね

られて置かれてあった。遺物は瓦器椀、土師器皿が少量出土している程度で、時期は明確

ではないが、13世紀頃と考えている。また、掘り形内の南東寄りで柱根が検出されており、

重複するピットのものと考えられるが、前後関係は明らかにし得なかった。

建物

SB-06

M区の中央北端で検出された。南西隅の柱穴は攪乱の影響で未検出であるが、東西列は

3間 (6.4m)で 、南北列は 2間 (4m)を 検出 しているが、さらに トレンチ外へ続 くも

のと考え られる。柱間は 2～ 2.2m、 主軸はN-2° 一Eを示す。柱穴の規模は30～ 85cn、

深さは14～47cmを 測る。遺物は土師器甕、甑、黒色土器A類などの小片が出上 している。

4。 第 3遺構 面 (付図 4)

土坑、井戸、濤、水田跡を検出している。水田跡は遺存状況が悪く、 トレンチの西側で

かろうじて、水路と考えられる濤が伴う大型畦畔と小畦畔が、また、南東隅では、足跡が

無数に残る畦畔が検出された。出土遺物が少ないので時期は明確ではないが、古墳時代前

期と考えられる。基本的には古墳

時代の遺構面であるあが、同一面

で中世の井戸や落ち込み、奈良時

代の井戸を検出している。検出面

は,調査区の東側でT.P.+3.4  A

m、 西側でT.P.+3.3mを測る。

井戸             f

SE-17(土坑)(第 72図 )

M-2区 で検出された。 トレン

チの東側にあり、遺構の密集する

西側と異なり、周囲にはこれ以外

に遺構は検出されておらず単独で

孤立 した状態で検出された。平面

形は径約1.9mの ほぼ円形を呈 し

ており、深さは約0.4mを測る。

断面形は情鉢状で、底面はほぼ平

乱    ォ

、デ袈
920

止
ｆ
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土層断面図



坦である。埋土は 3層に分かれるが、最下層の灰色中砂～細砂は底面検出時の掘り下げ過

ぎによるもので、遺構内の埋土とは考え難い。遺物は完形に近い瓦器椀、瓦器皿などが出

上しており、瓦器椀には古い形態の特徴があり、時期は11世紀後半から12世紀初頃と考え

られる。

SE-18(第 73図 )

M-5区 で検出された。平面形は2.2× 2.3mの長円形を呈しており、深さは0.5mを測

る。東側を平面形2.8× 3.2mの 不定形の遺構と重複 しているが、前後関係は明らかではな

い。断面形は播鉢状で、底面は平坦である。底面に水溜用として隅丸長方形の曲物が置か

れ、その内部には北寄りの位置に円形の曲物が置かれていた。曲物の東側には土師器甕が

ほぼ 1個体が破砕された状態で出上している他、曲物内より「○」の墨書の入った須恵器

蓋付や鉢などが出上 している。時期は8世紀後半頃と考えられる。

SE-20(第 74図 )

M-4区 で検出さ

れた。東側を ST―

04、 西側をSD-45

の双方の遺構に上部

を切られており、検

出規模は1.6× 1.7m、

深さは0.6mを測り、

底面は平坦である。

平面形は下部の検出

面での形状から推定

すると隅丸方形を呈

しており、深さは約

lmはあったであろ

うと考えられる。埋

土は上層に灰色砂混

じり土、下層に黒褐

色粘土、オリープ黒

色粘上が堆積 してい

1 黒色粘土(75Y2/1)

2 暗灰黄色砂質土(25Y5/2)

3 オリーブ黒色粘土(5Y3/1)

4 オリーブ黒色粘土(10Y3/1)

5 灰色砂質土(75Y4/1)

6 暗灰黄中砂(25Y5/2)

B

0           1m

第73図  SE-18平面、断面、土層断面図

TP
+31m

TP
+31m
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る。井戸の抜き取り跡と考えられ、掘り

形内には土器の他、花闘岩の割り石や、

井戸側に使用されていたと考えられる板

材や木片などが散在 して出土 している。

遺物は瓦器椀、瓦器皿、土師器皿、白磁

碗などが出土 しており、時期は11世紀末

～12世紀前半頃と考えられる。

SE-21(第 75図 )

M-4区 のST-04内 で重複 して検出

された。前後関係は明確ではないが、S

T-04の検出時ではSE-21の遺構の輪

郭は確認されておらず、ST-04を底面

まで掘り下げた段階で初めて検出するこ

とができたので、ST-04よ りも前か、

0             1m

A′

勢 "7

TP
+27m

同時期に存在 していたと考えられる。平面形は

径約1.3mの 円形を呈 しており、深さはST―

04の底面か ら0.5mを測る。北側の壁はほぼ垂

直に掘り込まれているが、南側は傾斜をもって

平坦な底面に続く。底部には水溜用の曲物が 1

段置かれており、その上には掘り形内を隙間な

く埋めるようにして、花闇岩の割り石で覆われ

ていた。割り石は石積みの井戸側に使用されて

いたもので、井戸廃絶時の際にこのような状態

で埋め戻されたものであろう。遺物は出上 して

いないので時期は明らかではないが、12世紀代

と考えている。

5.第 4遺構面 (付図 5)

調査区を蛇行 しながら南北方向に走る、畦畔

状に高まりが検出されたがK区、L区の項でも

述べたように、自然河川の跡と考えられる。

第74図  SE-20平面、断面図

|

緑灰色ンル ト(7 5GY5/1)

0          1hi‐ ●■‐

第75図  SE-21、 ST-04平面、
立面、土層断面図

TP
+28m

|―
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第 4節 O区の遺構

O区はK区の東側に位置しており、調査前の

地表面の標高はT,P.+約4.9mであった。

1,第 1遺構面 (付図1)

水路と考えられる濤を 1条検出している以外

は、南北方向に走る鋤濤が見られるだけであっ

た。

濤

SD-54(第 76図 )

O-3・ 6区で検出された。東西方向に走り両

端は側濤に切 られるが、西側へさらに続いてK

区でも検出されており、東側もさらに トレンチ

外へ続いている。幅約1.2m、 深さは0,1～ 0。 3

mを測り、埋土は灰色土が堆積する。濤の底面

中央部に杭列の跡が残っていた。遺物は近世の

陶磁器類の破片が出土 している。近世から近代

にかけて利用されていた農業用の水路と考えら

れる。

2.第 2遺構面上層 (付図2)

南北方向に走る鋤濤が検出されただけで他に

遺構は検出されなかった。中性の面に相当する

と考えられるが、居住地ではなく耕作地として

利用されていたようである。

3.第 2遺構面下層 (付図3)

土坑、ピットが散在的に検出されており、柵

を復原することができたが建物は復原すること

ができなかった。

上坑

SK-76

0-3区 で検出された。平面形は径約0,7m

→

A

0         1m   l 灰色砂質土(75Y5/1)

一A降 絲撤ぽ
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の不整円形を呈 してお り、深さは0。 3mを測る。埋土は黄灰色砂混 じり粘質土で、遺物は

出土 していない。

SK-78

0-4区 で検出された。平面形は0.7× 0.8mの隅丸方形を呈 しており、深さは0.6mを

測る。埋土は黄灰色砂混 じり粘質土で、遺物は出土 していない。

糾列

SA-18

0区の北側で 4間の長さ6.4mを検出しているが、さらに トレンチの北側に続 くものと

考えられる。方位はN-7° 一Wである。柱間はほぼ等間隔の1,6mを測る。柱穴の規模

は18～26cn、 深さは 6～ 14cmで ある。遺物は出土 していない。

SA-19

0区の中央、西側で検出された。方位はN-4° 一 E、 3間で長さ1lm、 柱間は3.7m

とやや広めで、ほぼ等間隔である。桂穴の規模は23～50cn、 深さは 8～ 17cmを測る。遺物

は出土 していない。

SA-20

SA-19の西側で検出された。方位はN-3° 一 E、 5間で長さ12.3m、 柱間は2.2～

2.8mで一定ではない。柱穴の規模は31～ 95cn、 深さは 9～25cnを測る。遺物は土師器皿、

土師器などの小片が出上 している。

SA-21

0区のゴヒ西隅で、 SK-98を コの字形に囲むように検出している。東西 2間 (2.lm)、

南北 1間 (lm)で 、主軸はN-5° 一Eを示す。柱間は0.9～1.2m、 柱穴の規模は15～

35c皿 、深さは19～ 30cnをはかる。遺物は出土 していない。

SA-22

0区の南側で 4間の長さ12.3mを検出しているが、さらに トレンチ外へ続 くものと考え

られる。N-81° 一Wである。柱間は3.5mであるが、東側の 1間分が5,9mと 広 くなって

いる。間に柱穴が 1個存在 したようであるが、攪乱の影響で消失 している。柱穴の規模は

24～ 48cm、 深さは 9～25cnを 測る。遺物は出土 していない。

4.第 3遺構面 (付図4)

自然河川と土坑、濤が散在的に検出された以外は遺構は検出されていない。
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土坑

SK-85

0-6区 で検出された。平面形は1.2× 1.3mの 不定形を呈 してお り、深さは0.4mを測

る。埋土は暗緑灰色砂質土が堆積 しており、遺物は出土 してない。

SK-86

0-5区 で検出された。西側は側濤に切 られており、平面形は1.2× 1.3mの 不定形を呈

しており、深さは0,4mを測 る。埋土は暗緑灰色砂質上が堆積 してお り、遺物は出土 して

ない。

自然流路・ 自然河川

SR-03

0-1・ 2・ 4区で検出されており、大きく蛇行をしながら北西方向から南東方向に走

る。幅約2.6m、 深さは0.6mを測り、埋土は灰オリーブ色～オリーブ黄色砂層が堆積 して

いる。遺物は土器片が 1点のみ出土 しているが、磨耗が激 しく種類、時期などは特定でき

ない。検出状況から自然河川と考えられ、北端は側濤に切 られるが トレンチ外に続いてお

りK区でも検出されている。また東端も側濤に切 られているが、さらに トレンチの東側ヘ

続いているものと考えられる。

SR-04

0-1区で検出された。 トレンチ北東隅での検出のため規模は不明であるが、埋土はオ

リーブ灰色砂層が堆積 しており、SR-03と 同様に自然河川と考えられる。両端とも トレ

ンチ外へ続いていると考えられ、北側でSR-03と合流しているようである。

SD-73

0-6区 で検出された。北東から南西方向に走る濤で、幅0.4m、 深さは0.03～0.08m

と浅い。埋土は灰オ リーブ色微砂、オリーブ色シル トが堆積 しており、自然流路と考えら

れる。

5。 第4遺構面 (付図 5)

第4遺構面は基本層序Ⅶ層の黒色粘土をベース面として、蛇行しながらほぼ南北方向に

走る畦状の高まりが検出された。幅約 1～ 2m、 高さ約15～20cmを 測る。両端は側濤に切

られるが、さらにトレンチ外へ続いているものと考えられる。北側、南側の土層断面を観

察すると、ちょうどこの高まり部分の下層には、灰色砂層がレンズ状に堆積しているのが

認められるので、自然河川が埋まった跡であると考えられる。畦状の高まりは、この砂の
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堆積に起因するもので、河川が埋まった後水没 して、上層に黒色粘上が堆積 しても高まり

が残ったようである。ここでは砂層を掘削しなかったが、K区では自然河川として検出し

ている。

第 5節  P区の遺構

P区は第Ⅲ期調査区の北西隅にあり、K区の北側に位置する。調査前の地表面の標高は

T.P.+4.9m前後であった。

1,第 1遺構面 (付図 1)

近世の水路と考えられる東西方向に走る濤を 1条検出した以外は、他に遺構は検出して

おらず、東西方向に走る鋤濤が見られる程度である。

SD-81

P-2区で検出された。東西方向に走る濤で、幅2.4m、 深さ0.5mを測る。両端は側濤

に切られるが、さらに トレンチ外に続いているものと考えられる。埋土は灰色上で、遺物

は近世～近代の陶磁器類が少量出土 しているだけで、図化 し得るものはなかった。水田、

畑などに伴う水路と考えられる。

2.第 2遺構面上層 (付図2、 第77図 )

調査区北半分で濤、土坑、ピットなどが検出されており、中世の面に対応する。

SD-81

P-1区で検出された。ほぼ南北方向に走る濤で、幅0.5m、 深さ約0.lmを測る。南端

はSK-89に切られて終わっており、北端は側濤に切られるがさらに トレンチ外に続いて

いるものと考えられる。埋土は灰色土で、遺物は瓦器椀、土師器皿などの小片が出土 して

おり、時期は13世紀前半頃と考えられる。

SD-83

P-1区で検出された。 SD-82の東側に接 し、平行 してほぼ南】ヒ方向に走る。幅0,6

m、 深さ0,4mを測る。南端はSK-89に切 られて終わっており、北端は側濤に切られる

がさらに トレンチ外に続いているものと考えられる。埋土は灰色上で、遺物は瓦器椀、土

師器皿などの小片が出土 しており、時期は13世紀前半頃と考えられる。なお、掘り形内で

複数のピットと重複するが、前後関係は明確ではない。

SD-34

P-2区で検出された。東西方向に走る濤で、幅0.5m、 深さ0.lmを測る。東端はSK
-38・ 89に切 られて終わっており、西端は側濤に切られるがさらに トレンチ外に続いてい
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るものと考えられる。掘り形内で 2個のピットと重複するが前後関係は明らかではない。

遺物は出土 しておらず、時期を明確にすることはできないが、SD-83と 同様の13世紀前

半頃と考えられる。

SK-38

P-2区で検出された。東側を側濤に切られるが、平面形は推定で1.6× 1.6mの不定形

を呈しており、深さは0.3～0.4mを測る。断面形は播鉢状で、底面はほぼ平坦である。掘

り形内では板材が散在 した状態で検出されており、井戸の抜き取り跡とも考えられるが、

検出面から底面までが浅いためその可能性は低 く土坑と考えた。遺物は土師器皿、土師器

釜、東播糸須恵器片口鉢、足釜の破片が出上しており、時期は13世紀前半頃と考えられる。

SK-89

P-1区で検出された。東側を側濤に切られるが、平面形は推定で1.3× 1.7mの不定形

を呈 しており、深さは約0。 lmを測る。断面形は矯鉢状で、底面はほぼ平坦である。埋土

は褐灰色砂混 じり粘質上で、遺物は瓦器椀、土師器皿などの小片が出土 しており、時期は

13世紀前半頃と考えられる。

ピッ ト

この面において確認されたピットは17個を数えるが、調査範囲が限られているため建物

を復元するまでには至らなかった。

3.第 2遺構面下層 (付図 3、 第77図 )

濤とピットが散在 して検出された。

SD-85

P-4区で検出された。 トレンチ隅での部分的な検出のため詳細は不明であるが、】ヒ東

から南西方向に走る濤のようである。深さは0.1～0。 2mを測る。埋土は褐灰色粘質上の 1

層で、遺物は出上 していない。

SD-86

P-2区で検出された。東西方向に走る濤で、両端は側濤に切られるがさらに トレンチ

外へ続いているものと考えられる。幅 lm、 深さは約0.2mを 測る。西端付近ではSP―

2508に 切られている。埋土は褐灰色砂混 じり粘質土の 1層で、遺物は土師器皿、須恵器な

どの小片が出土しているが、その出土量は少なく時期を明確にすることはできない。

ピッ ト

この面において確認されたピットは17個を数え、SP-23051こ は柱根が、SP-2508・
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2509。 2512。 2513に は礎石が残っていたが、調査範囲が限られているため建物を復元する

までには至らなかった。また、土師器皿が埋納されたピット (SP-2505)が検出された。

SP-2505

P-4区で検出された。平面形は径約0,3mの円形を呈 しており、深さは0。 2mを測る。

掘り形内部に完形の上師器皿が 4～ 5枚重ねられた状態で置かれていた。時期は13世紀前

半頃と考えられる。

4。 第 3遺構面 (付図4)

自然河川と考えられる遺構と井戸が検出された。

SE-32

P-2区で検出された。平面形は径約 lmの円形を呈しており、深さは約0。 3mを測る。

本来ならば上面の第 2遺構面上層或いは下層で検出されるべき遺構であったため、実際の

平面規模と深さはさらに大きくなるものと推定される。内部には水溜用の曲物が 2～ 3段

で置かれていたようであるが、上部は欠落している。遺物は曲物内から瓦器椀、土師器皿、

土師器高台付き皿などが出土 しており、時期は13世紀前半頃と考えられる。

SR-06

P-1・ 2区で検出された。北東から南西方向に走り、幅 lm、 深さは約0.2mを 測る。

埋土は褐灰色中砂が堆積 しており、自然河川と考えた。遺物は出上 していない。

5,第 4遺構面 (付図5)

基本層序Ⅵ層である黒色粘上の上面まで掘削したが、この面での遺構は検出されなかった。

第6節 Q区の遺構

Q区は第Ⅲ期調査区の南東隅にあり、M区の東側に位置する。調査前の地表面の標高は

T,P.+4.8m前後であった。

1.第 1遺構面 (付図1)

近世の水路と考えられる濤が2条検出されている。それ以外の遺構は検出されておらず、

南北方向の無数の鋤濤が見られるだけであった。

SD-74

Q-4区 で検出された。南北方向に走る濤で、両端は側濤により切 られるが、さらに ト

レンチ外へ続いているものと考えられる。幅1.7m、 深さ0。 3mを測り、埋上には旧耕作土

に類似する灰色土が堆積 していた。遺物は近世～近代の陶磁器類の他に、瓦器椀、土師器

皿などが混入して出上しているが、小片ばかりで図化できるものはなかった。水田、畑な
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どに伴う用水路と考えられる。

SD-75

Q-3区で検出された。南北方向に走る濤で、両端は側濤により切られるが、さらに ト

レンチ外へ続いていると考えられる。幅1.8m、 深さ0.2mを測り、この濤を境にして東側

の検出面は、西側よりも約 5 cm程高くなっており、段差があるようである。埋土には旧耕

作土に類似する灰色上である。遺物は近世～近代の陶磁器類の他に、瓦器椀、土師器皿な

どが混入して出土しているが、小片ばかりで図化できるものはなかった。SD-74と 同様

で用水路と考えられる。

2.第 2遺構面上層 (付図2)

中世の面に対応すると考えられるが、土坑を 1基検出した以外は遺構は検出されておら

ず、検出面全体に南北方向に走る鋤濤が見られるだけで、集落の範囲からは外れているよ

うである。

SK-87

Q-2区で検出された。平面形は径約 lmの 円形を呈しており、深さは0,3mを測る。

壁は検出面からほぼ垂直に掘り込まれており、底面は平坦である。埋土は緑灰色砂混じり

粘質土の1層で、遺物は出土しなかった。

3.第 2遺構面下層 (付図3)

第 2遺構面上層と同様で鋤濤が走り、 遺構は南北方向に走る濤が検出されているだけ

である。

SD-76

Q-3区で検出された。南北方向に走る濤で、幅2.3m、 深さは0,9mを測る。両端は側

濤により切られているが、さらに トレンチ外へ続いていると考えられる。埋土は明黄褐色

～褐色粘土のプロックが混じる灰色砂混じり粘質土や明オリーブ灰色～灰色砂質上、灰黄

色～オリープ灰色粘土が堆積する。上層堆積状況はST-02と よく似ており、常時水が滞

水していたような状況を示している。遺物はほとんど出上しておらず、瓦器椀、土師器皿

の小片が散見する程度で時期を確定するのは難しいが、中世前半頃と考えられる。

4.第 3遺構面 (付図4)

自然河川と考えられる北東から南西方向に走る濤が2条検出された以外は、遺構は検出

されていない。

SD-78
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Q-4区 で検出された。幅3.3m、 深さは0.3mを測る。北東から南西方向に走り、両端

は側濤により切られているが、さらに トレンチ外へと続いていると考えられる。埋土には

灰色砂層やシル トが混ざり、ラミナも認められるので自然河川と考えられる。遺物が出土

していないため時期を確定するのは難 しいが、今のところ古墳時代頃と考えている。

SD-79

Q-3区 で検出された。幅2.4m、 深さは0.3～0.5mを 測る。北東から南西方向に走り、

両端は側濤により切 られているが、さらに トレンチ外へと続いていると考えられる。埋土

はSD-78と 同様の様相を呈するので自然河川と考えられる。遺物は出土 していないが時

期は古墳時代頃と考えられる。

5。 第 4遺構面 (付図 5)

第 3遺構面と同様で、自然河サ||と 考えられる北東から南西方向に走る濤が検出されたが、

これ以外には遺構は検出されなかった。

SD-80

Q-4区で検出された。幅2.4m、 深さは0,1～0,2mを測る。両端は側濤により切られ

ているが、さらにトレンチ外へと続いていると考えられる。第3遺構面で検出したSD―

79と ほぼ重複しており、同一河川の下層部分を検出したものと考えられる。遺物は出土し

ておらず、時期を明確にするのは難しいが、弥生時代以前に形成された自然流路と考えて

いる。

第 7節 ピッ ト

1.埋納ピット

ここで取り上げるのは、何らかのの理由により明らかに人為的に土器を埋納 しているピッ

トで、その性格は建物柱穴とは異なると考えられるものである。以下調査で検出された埋

納ピットについて、主なものを報告する。

SP-244(第 78図 )

M-16区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は径約0.6mの円形を呈 しており、深

さは0.3mを測る。ピット内から洛北産の緑釉陶器が出土 している。出土状況は、底面で

東に少し傾きながら底部を上に向けた状態で埋納されていた。埋上の上層断面を見ると、

柱が抜き取られた様相を示しており、建物の柱穴を兼ねていたようである。土器の出土位

置から推定すると、土器は柱を立てる際に埋納された可能性が高い。また、近くで検出さ

れた SP-172か ら同一個体の破片が出土 しており、接合することができたことは興味深
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い。建物の柱を立てる時に

何らかのの理由で埋納され

たものと考えられる。時期

は 9世紀末～10世紀前半頃

と考えられる。

SP-320(第 79図 )

M-7区 、第 2遺構面上

層で検出された。平面形は

径約0.5mの ほぼ円形を呈

してお り、深さは0.2mを

測る。ピット内からは鉄製

の鍬先が出土している。出

土状況を見ると、底面の中

央で刃先を南西に向け水平

に置かれていた。攪乱の底

面で検出しているため、上

部は削平の影響を受けてい

るが、削平の分を差 し引い

ても深さは0,3mと浅いので柱穴とは

異なるピットと考えられる。

SP-436(第 80図 )

M-16区、第 2遺構面上層で検出さ

れた。平面形は一辺が約0。 6mの隅丸

方形を呈 しており、深さは0.3mを測

る。検出面からほぼ垂直に掘り込まれ

ており、底面は平坦である。ピット内

からは土師器甕、土師器杯、黒色土器

A類椀、土錘などが出土している。出

土状況を見ると、土器は完形ではなく

破砕された状態で出上しており、その
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ぐ
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第78図  SP-244平面、立面、土層断面図
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内容は甕三点、黒色土器八点、

「廣」の線刻が刻まれていた。

坑と考えた方が良いかも知れ

ない。時期は10世紀前半～後

半頃と考えられる。

SP-799(第 81図 )

M-14区、第 2遺構面上層

で検出された。平面形は径約

0.4mの 円形を呈 しており、

深さは0,lmを 測る。 ピット

内からは土師器皿が約25点 出

土 している。出土状況を見る

限り、土器は正立 して置かれ

るものや底部を上に向けたも

のなど、埋納のされ方には規

則性ないようである。後世の

削平や検出過程の削平のため

上部の土器が破砕されている

が、埋納時は完形品だけを入

れたと考えられる。時期は13

世紀前半頃と考えられる。

SP-312(第 81図 )

杯二点であった。黒色土器の中の一点には、底部外面に

完形品の埋納がないので埋納 ピットというよりも、廃棄土

k―_=μ野

室
ム
＃

第80図  SP-436平面、断面図

M-14区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は一辺が約0.5mの隅丸方形を呈 して

おり、深さは0,3mを測る。検出面からほぼ垂直に掘り込まれており、底面は平坦であっ

た。ピット内からは瓦器椀、瓦器釜が出土 しているが、完形で出土 したのは瓦器椀一点だ

けである。出土状況を見ると、掘り形内の北寄りに破片が集まり、その上に完形の瓦器椀

が正立 して出土 した。時期は13世紀前半頃と考えられる。

SP-826(第 81図 )

M-14区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は径約0.2mの不整円形を呈 しており、

深さは0.lmを測る。 ピット内からは土師器皿が 5点出上 している。出土状況を見ると、

一騨３７ｍ
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正立に置かれたものや、垂直に近い縦置きのものがあり、全体では南に傾いた状態で出土

している。この状況が埋納時の上器の原位置を示 しているとは考え難 く、元々は垂直に重

ねられていたと考えられる。時期は13世紀前半頃と考えられる。

SP-1189(第 81図 )

M-6区 、第 2遺構面下層で検出された。平面形は径約0.3mの不整円形を呈 しており、

深さは0.lmを測る。底面はほぼ平坦である。ピット内からは土師器皿が12点 出土 してい

る。出土状況は完形品も含めて破片が重ねられており、正立に置かれるものと、底部を上

向きにして置くものが半々である。時期は13世紀前半頃と考えられる。

SP-1193(第 81図 )

M-15区、第 2遺構面下層で検出された。平面形は径約0.2mの不整円形を呈 しており、

深さは0.2mを測る。 ピット内からは土師器皿が10点 出土 している。出土状況は10点 の内

7点が垂直方向に重ねられており、 3点がその隣で傾いた状態で出上 している。垂直方向

に重ねられた 7点の内 5点が正立に置かれ、 2点が底部を上に向け置かれてあった。残り

の 3点の検出状況をみると、この 3点は元々は底部を上に向けた状態で垂直に重ねられて

いたものが、移動 したものと推

定される。 したがって埋納時の

状況は、底面から5点の皿を正

立の状態で重ね置き、残りの 5

点を底部を上に向けて被せるよ

うに置かれていたものと推定さ

れる。時期は回縁端部に「て」

の字状の形態が見られるので、

10世紀末頃と考えられる。

SP-106(第 82図 )

N-2区、第 2遺構面上層で

検出された。平面形は0.5× 0.6~

mの不定形を呈 しており、深さ

は0.5mを測る。断面形は括鉢

状を呈 し、底面はほぼ平坦であ

る。 ピット内か らは土師器皿と 第82図  SP-lo6平 面、断面図
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礎石と考えられる花闇岩の割り石が出土 している。出土状況を見ると、土師器皿は南西隅

にかたまって出土 しているが、柱を立てる際,同時に埋納されたものと考えられる。時期

は13世紀前半頃と考えられる。

SP-1677(第 83図 )

L-12区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は径約0.5mの円形を呈 しており、深

さは0.3mを測る。検出面からほぼ垂直に掘り込まれており、底面は平坦である。ピット

内からは瓦器釜が大小 2点出土 している。出土状況を見ると、径の大きい瓦器釜を正立の

状態で置き、その内側に小さい瓦器釜を置いてあった。遺構検出時ではピットと考えたが、

両方の瓦器釜には底部が残存 していなかったので、曲物の代わりに瓦器釜を水溜用に転用

した井戸であった可能性もある。時期は13世紀後半頃と考えられる。

SP-1779(第 83図 )

L-3区、第 2遺構面上層で検出された。北側を側濤に切られているが、平面形は推定

で径約0.3mの 円形を呈しており、深さは0.4mを 測る。土器は完形ものはなく須恵器甕片、

黒色土器B類片、瓦器椀片が出土 している。破片 しか出上していないので埋納 ピットとい
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うよりも破片を転用 して礎板に使用 していたものではないかと考えられる。時期は■世紀

後半頃と考えられる。

2.礎 石・ 礎板・ 柱根 を伴 う ピッ ト

建物の柱穴には、柱の沈み込みを防ぐため下に敷かれた礎板や、礎石を伴うものや、柱

の抜き取りが行なわれずに、柱根がそのまま残っている柱穴が検出されている。調査では

多数検出されており、ここでは一部であるが紹介する。

SP-133(第 34図 )

M-17区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は0.4× 0.5m楕円形を呈しており、深

さは0.3mを測る。断面形は播鉢状で、底面は平坦である。平瓦の破片を礎板として転用

していた。時期は13世紀前半頃と考えられる。

SP-451(第 34図 )

M-15区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は0.4× 0.6m隅丸長方形を呈しており、

深さは0.5mを 測る。穴を切った板材を半分に縦割りにしたものを礎板に使用 していた。

SP-879(第 34図 )

M-13区、第 2遺構面下層で検出された。平面形は径約0.5mの円形を呈 しており、深

さは0.3mを 測る。花闘岩の割り石の上面を平坦に加工 して、礎石にしている。

SP-1176(第 34図 )

M-15区、第 2遺構面下層で検出された。平面形は径約0.4mの円形を呈しており、深

さは0.4mを 測る。壁は検出面からほぼ垂直に掘り込まれており、底面はほぼ平坦である。

掘り形内には柱根が斜めに倒れた状態で、その傍 らには礎板と考えられる板材と花開岩の

割り石が出土 している。出土状況から礎板を底に敷き柱を立て、その周りを石によって囲

み柱を固定させていたものと推定される。

SP-1509(第 34図 )

M-17区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は径約0。 3mの円形を呈 しており、深

さは0.4mを測る。断面形は播鉢状で、底面は平坦である。平瓦の破片を礎板として転用

していた。時期は13世紀前半頃と考えられる。

SP-157(第 85図 )

M-17区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は0,7× 0.9mの長円形を呈しており、

深さは0.5mを測る。礎石の上に柱根が載っている状態で、柱根の周りには、固定させる

ための割り石が置かれてあった。
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879・ 1176・ 1509平面、立面、断面図
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SP-1239(第 85図 )

M-6区 、第 2遺構面下層で検出された。平面形は0.2× 0,8mの 不定形を呈しており、

深さは0.2mを測る。長い板状の材が底に敷かれていた。このような形状の遺構が果た し

て柱穴であるのかどうかは、疑間が残る。

SP-1221～ 1222(第85図 )

M-6区 、第 2遺構面下層で検出された。遺構検出時はには2個のピットが重複 してお

り、ピット内を掘り下げたところ図のような平面形0.3× 0.9mの 不定形の掘り形となった。

2個のピットの前後関係は明ではないが、それぞれのピットには底面に長い板状の材と角

姿

第86図  SP-2214・ 2068平面、立面図
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材が置かれており、礎板として考えた。を呈 しており、深さは0.2mを測る。長い板状の

材が底に敷かれていた。 しかしSP-1239と 同様、柱穴であるのかどうかは疑問が残る。

SP-1406(第85図 )

M-16区、第 2遺構面下層で検出された。平面形は0.3× 0.5mの 楕円形を呈しており、

深さは0.4mを測る。底面に柱状の材が横たわり、その隣に角材が立った状態で出土 した。

底面はほぼ平坦である。 SP-1221～ 1222、 1239と 同様、柱穴であるのかどうかは疑間が

残る。

SP-2劉 4(第86図 )

L-9区 、第 2遺構面上層で検出された。平面形は径約0.5mの円形を呈 しており、深

さは0.5mを測る。壁は検出面からほぼ垂直に掘 り込まれており、底面に礎板と考えられ

る板材が敷かれ、その上に柱根が載せられている状態で検出された。

SP-2068(第86図 )

L-3区、第 2遺構面上層で検出された。平面形は径約0.3× 0.4mの ほぼ円形を呈して

おり、壁は検出面からやや斜めに垂直に掘り込まれており、掘り形内には円柱形の柱根が

残存 していた。

―-101-―



第 5章 遺物

第 1節 出土遺物の概要

調査では中世の遺物が大量に出土 しているが、それ以外にも各時代の出土遺物が見られ

る。木製品については次章の第 6章に説明を譲り、ここではそれ以外の出土遺物について

概略を述べる。

陶磁器類

近世～近代までのものが、第 1遺構面で検出した濤 (水路)や基本層序 H・ 皿層から出

土 している。染付が中心で、出土量は少なく破片ばかりで、図示できるものはなかった。

瓦器椀

中世を代表する土器である瓦器椀は「楠葉型」、「大和型」、「和泉型」があり、それぞ

れ特徴を持った出土の仕方をしている。「楠葉型」は当遺跡から生産地が近 く出土量も多

いと考えられたが、予想に反 して出土量は少なかった。瓦器椀の初現期である11世紀から

13世紀末頃までのものが見られるが、量的には主流を占めるまでには至っていない。これ

に対 して「大和型」は12世紀後半頃から多くなるようで、12世紀末～13世紀代に入ると当

遺跡では完全に主流となるようである。「和泉型」はその生産地が遠いためか流通圏外と

なっているようで、やはりその出土量は少なかった。

瓦器皿

瓦器椀と同じ焼成法で作られたもので、形態的には日縁部に強いヨヨナデが施されたた

めに端部が外反するものと、そのまま斜め上方に向かって終わるものと、大きく2つに分

類されるようである。見込みの暗文は、ジグザグを見込み全体に隙間なく施すもの、粗い

ジグザグ状、ジグザグの方向を変えて格子状に施されるもの、 2条の幅狭のジグザグを直

交させて十字状に施されるものなどがあり、その手法は瓦器椀のそれと同じである。概観

すると12世紀後半～13世紀初頭頃までの間で見られるようである。

上師器皿

土師器皿は11世紀代の「て」の字状日縁を呈するものもあるが、12～ 13世紀代のものが

圧倒的に多く出土 している。日径の大きさで、小皿と中皿に分類できるが小皿の出土量が

多い。小皿では日縁端部を内側に折り曲げるものが、少数ではあるが出上している。また、

小皿の底部に高合を付けるものもあり、中には高い高合が付いている高杯のような形態を
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呈するものもある。

上金

口縁部付近に鍔をめぐらす煮炊き道具で、羽釜とも呼ばれる。その材質によって瓦器釜、

土師器釜に分けられる。完形での出土はなくそのほとんどが破片であるが、日縁部と鍔の

形態の特徴により「河内型」、「大和型」、「摂津型」、「 山城型」があり、それぞれ出土

している。「河内型」、「大和型」の出土量が多いようである。

瓦器足金

扁平球状の瓦質の体部に短い太めの鍔をめぐらし、三方に棒状の脚が付くもので、その

形状から三足とも呼ばれる。破片も合めて個対数は多い。底部の下で直接火を焚いて使用

されたため、出土時は全体に煤が付着 しているのが通常である。

土師器足付き鍋

形状は足釜によく似るが、日縁の形態が受け口状を呈するものである。出土数は少なく

調査では 1点 しか確認されていない。

須恵器

時代的には古墳時代～中世のものまで幅広 く出土しており、古墳時代のものには、破片

ではあるが初期須恵器も数点合まれ、また、韓式系土器も少量であるが出上 している。奈

良時代の須恵器では、蓋杯に「①」の墨書が記されたものが出土 している。中世では13世

紀代の東播系須恵器片口鉢の出土が日立つ。

常滑

甕の破片がほとんどで、12世紀代～13世紀代のものが出土 している。

緑釉陶器

破片で出土量はさほど多くないが、洛北産、近江産のものが見られる。

輸入陶磁器

白磁、青磁が出土 しており、白磁は玉縁日縁を呈する碗が多く、一部外反するものも見

られる。青磁は碗、皿ともに見られ、同安窯糸、竜泉窯系のものが出土 している。

瓦類

井戸側 (井筒)、 礎板に使用されていた平瓦と、鬼瓦などがあるが、概 して出土量は少

ない。井戸に使用されていた平瓦の 1枚には、「東大寺」の刻印が施されていた。

黒色土器

A・ B類とも出土 しているが、その出土量は少ない。A類の方の出上が目立つ。A類で
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は「廣」の線刻、「西」の墨書が記されていたものが出土 している。

上師器

皿以外の器種では、古墳時代～中世まで幅広く出上 している。古墳時代では前期の庄内

式～布留式期に比定されるものが少量出上 しており、奈良時代の上師器も少量ではあるが

出上 している。上師器杯では「廣」の墨書が記されているものが出上 している。

弥生土器

前期～後期のものが少量出上 しているが、自然河川や包含層からの出土であり、上方か

らの流れ込みによるものがほとんどである。

縄文土器

遺構からの出土はなく、破片が少量出土 しているが、上方からの流れこみによるもので

ある。中期～後期のものが出上 している。

その他

土器以外の遺物として、土錘、土馬、紡錘車などが出土 しているが、量は少ない。土錘

には中央に孔が貫通する紡錘形のものと、両側に濤を切る「工」字形のものがある。金属

製品も出土量は少なく、銅銭、鉄製鍬先、鉄製刀子などが出土 している。石製品ではヒス

イ製勾玉、碧玉製臼玉やサヌカイ ト製石鏃、剣片が出土しているが量は少ない。また、敲

き石、凹み石がセットで出土 している。その他第Ⅱ期調査で出土 していた絹雲母片岩、紅

簾石片岩、石英安山岩などの石片も量は少ないが出土している。
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第 2節 K・ P区の出土遺物

SE-32(第 87図 )

楠葉型瓦器椀 (1～ 3)と土師器高合付皿 (4)が出上している。瓦器椀は橋本編年の

I-3～ H-1期 (以下 I-3～ H-1と 記す)に属 し、外面に分割ヘラミガキ、内面に

は細 く密な圏線ミガキが施され、見込みの暗文は連結長楕円状、連結輪状が主体を成す。

SE-34(第 87図 )

楠棄型瓦器椀 (5・ 6)が出上している。内面の圏線ミガキは比較的粗くなっており、

外面には分割ヘラミガキが施されるが省略化の傾向が見られる。見込みには連結輪状の暗

文が施されている。H-3に属する。

SE-35(第 87図 )

土師器高合付皿 (7)、 須恵器壷底部 (3)が出上している。 7は 日縁端部にヨコナデ

を施す他は脚部、杯部には指押さえの痕が顕著に残る。

SE-38(第 87図 )

瓦器椀 (9)が出上 している。楠葉型で内面は密な圏線ミガキ、外面は底部付近まで分

割ヘラミガキが施される。見込みには連結輪状の暗文が施されている。H-2に属する。

SE-39(第 87図 )

大和型瓦器椀 (10～ 12)、 楠葉型瓦器椀 (13・ 14)が出土 している。大和型は川越編年

の第Ⅲ段階A型式 (古)以下 (Ⅲ ―A(古)と記す)に属すると考えられ、見込みの暗文

は連結輪状で、外面には粗い分割ヘラミガキが施されている。楠葉型はH-3に属する。

13は内面にハケメの上から圏線 ミガキが施され、外面のヘラミガキは口縁部付近に施され

るのみで、省略されている。見込みには連結輪状の暗文が施されている。14も 同様で外面

のヘラミガキはほとんど見られない。

SE-40(第87図 )

大和型瓦器椀 (15)が出上している。内面には粗い圏線ミガキが施され、外面のヘラミ

ガキはほとんど見られない。見込みの暗文は磨耗のため不鮮明であるが、連結輪状であろ

う。皿―A(新)に属する。

SE-42(第 39図 )

大和型瓦器椀 (30～32)、 土師器皿 (33～39)が 出土 している。瓦器椀は30に見込みの

暗文の省略化が見られる。いずれもⅢ―Bに属する。土師器皿は34が 日縁端部を外側に開

いた状態で終っている。
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SE-43(第38図 )

大和型瓦器椀 (16～ 21)、 土師器皿 (22～ 27)、 瓦器鍋 (23)、 瓦器釜 (29)が 出土 して

いる。瓦器椀は退化 した高合を持ち、器高も低くなる傾向を示している。17には暗文の省

略化が見られる。16・ 17・ 20が Ⅲ―A(新)で、18。 19・ 21が Ⅲ一Bに属すると考えられ

る。29は 日縁端部を内側に折り返すのが特徴で、菅原編年の大和Bl型に属する。

SE-44(第39図 )

土師器皿 (40・ 41)、 大和型瓦器椀 (42・ 43)が 出土 している。421よ 高合の退化と暗文

の省略化が見られ、42は皿―B、 43は Ⅲ―A(新)に属する。

SE-45(第89図 )

大和型瓦器椀 (44～46)、 土師器皿 (47～53)が 出土 している。瓦器椀はいずれも見込

みの暗文の省略化が見られ、内面の圏線ミガキも隙間が出来る程、粗くなっている。皿―

A(新)に属する。

SE-46(第39図 )

大和型瓦器椀 (55)が出上 している。m― A(新)に属 し、外面のヘラミガキは省略化

され、見込みには連結輪状の暗文が施されている。

SE-47(389図 )

土師器高合付皿 (54)が出土 している。

SK-92(第90図 )

大和型瓦器椀 (56)が出土 している。Ⅲ―A(新)に属 し、外面は体部上半部まで分割

ヘラミガキが施されている。

SK-94(第 90図 )

瓦器椀 (57)、 青磁片 (58)、 土師器釜 (59)が出土 している。57は楠葉型で法量が縮小

し、内面の圏線ミガキは粗 く、外面にはヘラミガキはほとんど施されていない。Ⅲ-2～

3に属する。58は青磁碗日縁部片で、内面に櫛状もしくはヘラ状工具による花文が施され

ている。龍泉窯糸青磁と考えられ、横田・森田編年の碗 I-2類に属する。59は 内外面と

もハケメによる調整が施され、日縁端部は直立気味にたちあがり、河内Bl型に属する。

SK-95(第 90図 )

土師器の円筒形製品 (61)が出土 している。形状は丸瓦に類似 しており、同形のものを

連続 して差 し込んで使用 したようである。樋のようなものか。
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SK-96(第 90図)

瓦器椀 (60)が出土 している。和泉型で外面のヘラミガキはほとんど省略化れ、内面の

圏線ミガキもやや粗い。見込みの暗文は粗い平行線状である。尾上編年のH-3期 (以下

H-3と 記す)に属する。

SK-97(第 90図 )

須恵器甕 (62)、 土師器高合付皿 (63～65)、 瓦器椀 (66～ 71)、 土師器皿 (72～83)な

どが出土 している。63～65は、底径の大きい「ハ」の字状に開くしっかりとした高合が付

く。瓦器椀は大和型で、型式的にはいずれもⅢ―A(新)～ B相当するようである。

SK-100(第 91図)

瓦器椀 (84)が出土 している。大和型で外面のヘラミガキは省略化され、見込みには連

結輪状の暗文が施されている。皿―Bに属する。

SK-101(第 91図 )

瓦器椀 (85)、 土師器皿 (86・ 87)、 青磁皿 (38)が出土 している。85は大和型で見込み

の暗文は省略化されている。Ⅲ―A(新)に属する。88は 同安窯糸で、内面に片彫りの花

文が施されている。皿 I-1類に属する。

SK-103(第 91図 )

瓦器椀 (89・ 90)、 土師器皿 (91)、 が出土 している。89は大和型でH一 A～ Bに属 し、

90は楠葉型でH-2～ 3に属する。

SK-111(第 91図 )

土師器甕 (92・ 93)が 出土 している。いずれも器壁の薄い球形の体部から「 く」の字状
I        

に屈曲する短い口縁部が付き、日縁端部は内側に肥厚 して終る。92に は体部の2箇所に穿

孔が施されている。布留式に属する。

I        SK-120(第 91図 )

1        弥生土器底部 (94)が出上している。

I        SK-131(第 91図 )

瓦器椀 (95～97)が 出土 している。いずれも大和型で、見込みには連結輪状の暗文が施

されている。Ⅲ一Aに属する。

I        SD-59(第 92図 )

瓦器皿 (98～ 102)、 瓦器釜 (103)、 土師器釜 (104)、 瓦器椀 (107～ 112)、 土師器皿

|       (113～ ■5、 118～ 139)、 鉄製刀子 (105)、 土錐 (106)、 瓦 (■6)、 小型壺 (117)な どが
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出上 している。瓦器皿は見込みの暗文がジグザグ状のもの (98～100)と ジグザグの方向

を変えて 2度施 した十字状のもの (101)、 暗文の施されないもの (102)が ある。103は大

和Bl型で12世紀後半～13世紀前半頃の時期を示す。104は河内Bl型か。瓦器椀はいずれ

も大和型であるが、型式は皿一A(新)～Ⅲ―Eの範囲で、時期的には12世紀末～14世紀

初頃と広い年代幅を示 している。土師器皿は113～ ■5が中皿である。118は 日縁端部を内

側に折り返 している。

SD-68(第 93図 )

瓦器椀 (140～ 147)、 白磁碗 (148)、 土師器皿 (149～ 151、 153～ 156)、 瓦器皿 (152)、

土師器釜 (157)、 常滑甕 (158)な どが出土 している。瓦器椀はいずれも外面のヘラミガ

キが省略化の傾向を示し、見込みには連結輪状の暗文が施されている。141・ 142は楠葉型

で、H-3～ Ⅲ-1に属 し、140、 143～ 147は大和型でⅢ―A(新)～皿―Bに属する。

白磁碗は底部のみの出土であるが、厚くて低い高合を持ち碗Ⅳ-1類に属する。土師器釜

は短い鍔を持ち、日縁端部は内側に肥厚 して終る。大和Bl型に属する。

SR-01(第94図 )

須恵器 (160・ 161・ 163)が 出土 している。160。 161は須恵器杯蓋で、中村編年のH型

式 1段階 (以下H-1と 記す)に属する。163は須恵器杯身で、■-1に属する。

SR-02(第 94図 )

須恵器 (159・ 162・ 164)と土師器 (165・ 166)が 出土 している。159は須恵器提瓶で、

把手は欠損している。日縁部は直立気味に立ち上がり、外反 して後端部は肥厚 し丸く終る。

162は須恵器高杯蓋で、 I-5に属する。164は須恵器杯身で、H-1に属する。165は土

師器杯で、外面にヘラケズリが施されている。166は布留式甕である。体部外面には不定

方向のハケメが施されており、内面にはヘラケズリの痕が認められる。

SP-2505(第 94図 )

瓦器椀 (167)、 土師器皿 (168～171)が 出上 している。167は大和型でⅢ―A(新)に

属する。

SP-2506(第 94図 )

土師器中皿 (172)と 大和型瓦器椀 (173)が 出土 している。Ⅲ―A(新)に属する。

SP-2510(第 94図 )

球状の上錘 (179)が出土 している。
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S Pi2硝1(第94図)

土師器皿 (174・ 175)が出上している。

SP-2640(第 94図 )

上師器皿 (17① んミ出土している.。

SP-2675(第盟図)

黒色上器A類 (170が出土している。森編撃の畿内系皿類―に属する。

SP-2702(第 94図)

紡錐形の土錐.(180)が 出上している。

SP-2828(第 94図)

大和型瓦器擁 (173)が 1出としている。IⅢ 一A(新)に属する。その他、包含層 (m唐)

からも紡錐形の上錐 (180)が出土している。
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第3節  L・ O・ Q区の出土遺物

ST-02(第 95図 )

瓦器椀 (182～ 187)、 土師器皿 (188～ 196)、 瓦器皿 (199)、 瓦器足釜 (197)、 砥石

(198)な どが出土 している。瓦器椀は184が和泉型、187が楠棄型で、その他は大和型で

ある。182は大和型で、外面のヘラミガキが日縁部付近に施される程度で、内面の圏線 ミ

ガキも粗く隙間がある。Ⅲ一Cに属する。183も 大和型瓦器椀で、法量の縮小化見られ内

面の圏線ミガキもさらに粗 くなっている。Ⅲ一Dに属する。184は和泉型瓦器椀で、外面

のヘラミガキは施されずほとんど省略化され、内面の圏線ミガキも下部に粗 く施されてい

る。Ⅳ-1に属する。186は大和型瓦器椀で、法量の縮小化がが見られ、外面にはヘラミ

ガキが施されず、内面は粗い圏線 ミガキと見込みに渦巻き状の暗文が施されている。Ⅲ一

Eに属する。187は楠葉型瓦器椀で、外面のヘラミガキはほとんど省略化され、内面の圏

線ミガキは粗く、見込みの暗文も粗いジグザグ状である。Ⅲ-3に属する。瓦器皿 (199)

は、見込みにジグザグの方向を変えた十字状の暗文が施されている。

SE-22(第 95図 )

土師器皿 (206)が 出土 している。底部の外側から径約 2 dulの 穿孔が施されている。

SE-28(第 95図 )

瓦器皿 (200～ 203)、 瓦器椀 (204)、 須恵器片 (205)が出土 している。200は 内面に密

な圏線 ミガキが施され、見込みにも密なジグザグ状の暗文が施されている。20Jよ見込み

に複雑なジグザグ状の暗文が施されている。202・ 203は粗いジグザグ状の暗文が施されて

いる。204は大和型で、外面は粗い分割ヘラミガキ、内面は粗い圏線 ミガキと見込みには

ジグザグ状の暗文が施されている。 H― Bに属する。205は混入品の須恵器片である。甕

の体部と推定され、外面には縄席文と圏線が施されている。

SE-31(第 95図 )

土錘 (207)、 黒色土器A類 (208・ 209)が出上 している。208は太めのヘラ ミガキを密

に施 しており、底部外面に「□福」の墨書があるが、 1文字は読解不能である。2091ま細

いヘラミガキを密に施 しており、見込みには螺旋状の暗文が施されている。底部外面に

「西」 1文字の墨書がある。いずれも畿内糸Ⅲ類に属する。

SK-56(第 96。 97・ 98・ 99・ 100図 )

廃棄上坑と考えられるこの遺構からは、大量の遺物が出土した。種類別には土師器皿が

最も多く出上しており、型式的には大体13世紀代の時期に相当すると考えている。そのう
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ち216の底部外面には、意味不明の記号の墨書がされていた。土師器皿の他には瓦器椀 (2

14・ 215、 336～ 341、 362～ 365、 373～ 376、 426～ 432、 448・ 449、 466～468)、 白磁 (217)、

青磁 (403)や混入品の遺物として須恵器杯身 (213・ 447)な どが出土 している。瓦器椀

は214が楠葉型で、外面のヘラミガキはほとんど省略化されており、内面は粗い圏線 ミガ

キと、見込みには連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ-1に属する。215は大和型瓦器椀

で、外面のヘラミガキは口縁部付近に限られ省略化され、内面は粗い圏線ミガキが施され

ている。Ⅲ―Cに属する。386～ 341は いずれも大和型瓦器椀で見込みの暗文が連結輪状の

もの (336～ 338、 341)、 長楕円状のもの (339)、 省略されるもの (340)がある。圏線ミ

ガキは338・ 340が粗 く、隙間が大きい。336がⅢ―B～ C、 337が皿―B、 338が皿―C～

D、 339がⅢ―B、 340が Ⅲ―C、 341がⅢ―Bに属する。362・ 363は 大和型瓦器椀で見込

みに連結輪状の暗文が施されており、Ⅲ―Bに属する。364は 外面のヘラミガキは省略さ

れ、内面には粗い圏線ミガキが施されている。見込みの暗文は渦巻き状である。形態的に

楠葉型と考えられ、皿-1～ 2に属する。365は大和型瓦器椀で、外面は日縁部付近に粗

いヘラミガキが施される程度で、内面の圏線ミガキも粗い。見込みには連結輪状の暗文が

施されている。Ⅲ―Cに属する。373は外面のヘラミガキはほとんど省略されており、内

面には粗い圏線ミガキ、見込みには連結輪状の暗文が施されている。楠葉型と考えられ、

Ⅲ-3に属する。374～3761ま大和型瓦器椀で、374は Ⅲ―B、 375・ 376は外面のヘラミガ

キと内面の圏線ミガキの省略化が大で、皿―C～Dに属する。426は外面のヘラミガキが

省略され、内面には粗い圏線ミガキ、見込みにも簡略化された連結輪状の暗文が施されて

いる。楠葉型と考えられ、Ⅲ-2に属する。427～432は大和型瓦器椀で、外面のヘラミガ

キ、内面の圏線ミガキ、見込みの暗文が省略化の傾向を示す。427・ 429。 430がⅢ―C～

Dに属 し、423・ 431・ 432がⅢ―B～ Cに属する。448・ 型9、 466～468は大和型瓦器椀で、

いずれもⅢ―Cに属する。2171ま 白磁碗で、底部は欠損するが日縁部を外反させ端部を水

平に伸ばす。碗Ⅷ-1類に属する。408は青磁碗底部で、器壁が厚く断面四角形の高台を

「ハ」の字状に削り出している。見込みには草花文と推定される文様が施されている。龍

泉窯糸碗 I-2類に属する。213は 須恵器杯身で断面四角形の高合がやや内傾気味に付い

ており、Ⅳ型式の範疇に入ると考えられる。447は無高合で、底部外面は未調整であるⅣ

-4に属する。

SK-58(第 101図 )

土師器皿 (469～ 471)、 瓦器釜 (472)が出土 している。471は 日縁部を内側に折り返 し
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ている。472は河内Bl型に属する。

SK-61(第 101図 )

土師器皿 (473)、 大和型瓦器椀 (474)が 出上 している。474は外面のヘラミガキが日縁

部付近にのみ施され、内面にはやや粗い圏線ミガキが、見込みには連結輸状の暗文が施さ

れている。皿―A(新)に属する。

SK-64(第 101図 )

深めの形態の土師器皿 (476)が 出上している。

SK-66(第 101図 )

土師器皿 (475)が出土 している。

SK-67(第 101図 )

土師器皿 (477・ 478)、 東播糸須恵器片日鉢 (479)が 出土 している。

SK-70(第 101図 )

古墳時代の土師器壷 (480)、 土師器甕 (481)、 碧玉製臼玉 (482)力式出土 している。

SK-80(第 101図 )

古墳時代前期に属する土師器高杯 (484)が出土 している。

SK-32(第 101図 )

韓式糸土器 (485)が出土 している。日縁部近 くの体部の破片で、全面に格子タタキメ

が施されている。

SK-83(第 101図 )

碧玉製臼玉 (483)が出土 している。

SK-84(第 102図 )

古墳時代前期に属する土師器を中心に出上 している。486は重回縁部で二重回縁を呈す

る。487は弥生時代中期の壷口縁部で、日縁部は受け口状に段を成 し、端部外面には櫛描

き烈点文が施されている。Ⅲ様式に属する。488は布留式の甕である。491は重回縁部、

492は壷の体部である。489は丸石で用途不明品。片側に凹面があリー部に熱を受けた形跡

がある。490は土錘で、円柱形を呈し中心からやや外れた位置に径約 7 malの 孔が貫通する。

SD-39(第 102図 )

土師器皿 (498～ 495)、 瓦器椀 (増6・ 497)、 丸瓦 (498)、 滑石製石鍋 (499)が出上 し

ている。瓦器椀はいずれも大和型で、496は外面のヘラミガキが省略され、内面には粗い

圏線 ミガキが施されている。Ⅲ―C～Dに属する。497は外面に葉文 (シ ダか ?)が付い
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ている。内面には粗い圏線 ミガキが施されており、皿一B～ Cに属する。498は磨耗が激

しいため調整は不明である。

SD-56(第 102図 )

滑石製石鍋 (499)、 瓦器椀 (500)が出土 している。瓦器椀は楠葉型で、外面のヘラミ

ガキが省略され、内面には粗い圏線 ミガキ、見込みには連結輪状の暗文が施されている。

H-1に属する。

SR-01(第 103図 )

須恵器、土師器など、主に古墳時代の遺物が出上 している。須恵器には杯蓋 (502～ 504、

508～ 510)、 杯身 (505・ 506・ 511・ 512)んミぁる。杯蓋は稜が短 く日縁端部には明確な段

があり、器高は日径に対 して比較的高く、天丼部の約1/2に 回転ヘラケズリが施されてい

る。杯身は立ち上がりが比較的高く内傾気味で、端部は蓋と同様に内傾する明確な段を成

す。 I-5～ H-1に 属する。501は土師器の甕で、内面にヘラケズリによる調整が施さ

れ、口縁端部は内側に肥厚 し折り曲げて終る。513は土師器壺で、扁平な体部に逆「ハ」

の字状に開く日縁部が付き、底部は僅かに平坦な面を残す。体部には沈線と波状文が施さ

れている。514・ 515は底部のみの出土で、515に はタタキメが残る。516は土師器器合で、

脚部に円形の透か し孔がある。517は砥石で、砂岩製である。使用により両面に凹面を持

SR-02(第 104・ 105図 )

古墳時代前期の上師器の他、弥生土器、石製品が出土 している。。518・ 519は 甕で、球

形の体部に短い口縁が付く。519は端部が内側に肥厚する。520は器合の脚部で、四方向か

ら円形の透か し孔が施されている。522は ミニチュアの甕。521は底部のみの出土でタタキ

メが残る。523～525は高杯、528は小型の甕、529も 甕である。532は手焙り型土器で、天

井部は欠損する。体部に貼り付けによる刻 目突帯が付 く。526は石英安山岩の板石で、表

面に使用痕が認められるので砥石と考えられるが、古墳の石室石材に使用されていた可能

性も考えられる。530は敲き石で、尖端部に使用痕が認められる。角礫岩製で非常に堅緻

である。531は凹石で530と のセットでの使用が考えられる。円盤状で、両面の中央に凹面

があるが、一方の窪みが深い。砂岩製で軟らかい。

SR-05(第 105図 )

石匙 (533)が 出上 している。
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SP-1608(第 106図 )

瓦器釜 (534)が出上 している。河内Dl型に属する。

SP-2047(第 106図 )

韓式系土器片 (536)が出土している。

SP-2054(第 106図 )

韓式系土器片 (535)が出土している。

SP-1604(第 106図 )

土師器皿 (537・ 540)が出土 している。

SP-1939(第 106図 )

土師器皿 (538)が出土 している。

SP―劉05(第 106図 )

土師器皿 (539)が 出上している。

SP-1781(第 106図 )

土師器皿 (541)が 出上している。

SP-1820(第 106図 )

土師器皿 (542・ 543)が出上している。

SP-1917(第 106図 )

土師器皿 (544)が出土 している。

SP-1939(第 106図 )

土師器皿 (546・ 547)が出土 している。546はやや深めの形態を呈する。

SP-1842(第 106図 )

鉄釘 (548)が出土 している。断面は角形で頭部は欠損 している。

SP-1858(第 106図 )

鉄釘 (549)が出土 し【いる。断面は角形で両端は欠損 している。

SP-1920(第 106図 )

鉄製品 (550)が 出土 している。断面は円形に近 く両端は欠損 している。用途不明品。

SP-2044(第 106図 )

鉄製品 (551)が出土 している。円形で厚さは薄 く傘型を呈する。用途不明品。何かの

飾り金具か。
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SP-2038(第 106図 )

鉄釘 (552)が出上している。断面は角形で両端は欠損 している。

SP-2150(第 106図 )

鉄釘 (553)が出土 している。厚さは薄く、形状からしてノミのような工具の刃先のよ

うである。

SP-2181(第 1∝図)

鉄釘 (554)が出土 している。断面は角形で折り返しにより頭部を作り先端部は欠損 し

ている。

SP-2049(第 106図 )

上師器皿 (555)が出上 している。

SP-2105(第 106図 )

土師器皿 (556・ 557)が出土 している。

SP-2121(第 106図 )

土師器皿 (558)が出上している。

SP-2122(第 1∝図)

土師器皿 (559)が出土している。

SP… 2158(第 106図 )

土師器皿 (560～562)が出土している。

SP-2265(第 106図 )

土師器皿 (563)が出上している。

SP-1880(第 107図 )

土師器甕 (564)が出土 している。外面に指押さえの痕が顕著にのこる。

SP-1896(第 107図 )

土師器甕 (565)カミ出上 している。

SP-1937(第 107図 )

土師器皿 (545)と 大和型瓦器椀 (566)が出上している。566は法量は縮小 し、外面に

はヘラミガキが施されず、内面には粗い圏線 ミガキが施されている。III― Eに属する。

SP-2016(第 107図 )

大和型瓦器椀 (567)が出土 している。皿―Eに属する。

―-135-―



ミミ【〔〔:::::::Sg::::号ララそ4!7

∞
�

Ｆ
ｒ
喩

翠

ロ

一

0                  10cm

第107図  LttS P出土遺物 (2)

-136-



SP-1845(第107図 )

大和型瓦器椀 (568)が出土 している。外面にはヘラミガキがほとんど施されず、内面

には粗い圏線ミガキが施されている。見込みの暗文は簡略化された連結輪状のようである。

m― A(新)～ Bに属する。

SP-1847(第107図 )

砥石 (569)の破片が出土 している。

SP-1792(第107図 )

瓦器釜 (570)が出土 している。短い鍔と屈曲する日縁部を持ち、端部は肥厚 し内側に

折り返 している。大和 Bl型に属する。

SP-1677(第107図 )

瓦器釜 (571・ 572)が出土 している。571は短い鍔と屈曲する日縁部を持ち、端部は肥

厚 し内側に折り返 している。大和Bl型に属する。572はやや上向きに短い鍔が付き、日縁

部は内傾 して端部は内側に面を持つ。摂津E型に属する。

SP-2098(第107図 )

瓦器製の重底部 (573)が出上 している。

包含層出土遺物 (第108図 )

574は ヒスイ製勾玉である。青緑がかった乳白色を呈 し、線刻により装飾が施されてい

る。575は土馬で、頭部、脚部、尾部は欠損 している。576は土錘。577は有茎式石鏃で、

やや大型である。578～587は縄文土器である。588・ 589は 緑釉陶器椀である。588は貼 り

付けの有段輪高合で、589は 削り出しの平高台である。590は白磁碗で、玉縁日縁を呈し、

碗Ⅳ類に属する。591・ 592。 開4は須恵器で、591は皿で、底部に高台が付いていたものと

推定される。592は杯蓋で、Ⅳ-2に属する。594は甕の日縁部である。593は土師器鉢で

ある。
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第 4節 M・ N区の出土遺物

ST-01(第 109。 110・ 111・ 112図 )

池状の遺構で、種々の遺物が出土 している。595～ 617は土師器皿、618～626が土師器中

皿である。またこの他に高合が付くもの (674～677)、 日縁を内側に折り返すもの (678)

が出土 している。677は 瓦質である。627は滑石製紡錘車で、細い線刻により花文を表現 し

ている。628は鬼瓦で、形式的には13世紀中頃のものと考えられる。629～659は瓦器椀で

ある。629は大和型で、外面は全体の約1/2の範囲に分割ヘラミガキが施され、内面の圏線

ミガキは割合密で、見込みには連結輪状の暗文が施されている。 H― A～ Bに属する。63

0も 同様で大和型のH― A～ Bに属する。631は大和型で、外面のヘラミガキはほとんど省

略されているが、内面には密な圏線ミガキが施されている。見込みの暗文は二重の輪を大

きく描 く程度である。H― B～Ⅲ―A(古)に属する。632は大和型で、深い椀形態を呈

し、外面には分割ヘラミガキ、内面は密な圏線ミガキが施されている。見込みには連結輪

状の暗文が施されている。 H― Aに属する。6331よ楠葉型で、外面は分割ヘラミガキ、内

面は密な圏線ミガキで、見込みには太めの連結輪状の暗文が施されている。H-1～ 2に

属する。634も 同様で、楠葉型のH-1～ 2に属する。635は大和型で、外面は分割ヘラミ

ガキ、内面に密な圏線ミガキが施され、見込みには連結輪状の暗文が施されている。 H―

B～皿―A(古)に属する。636も 同様で、大和型のH― B～皿―A(古)に属する。637

は楠葉型で、外面の分割ヘラミガキは省略化傾向にあり、内面は割合い密に圏線ミガキが

施され、見込みは連結輪状の暗文が施されている。H-2に属する。638は大和型で、外

面の分割ヘラミガキは底部付近まで施され、内面は密な圏線ミガキで、見込みにはジグザ

グ状の暗文が施されている。H― Aに属する。639は楠葉型で、外面の分割ヘラミガキは

底部付近まで施され、内面には密な圏線ミガキと見込みには連結輪状の暗文が施されてい

る。H-1に属する。640は大和型で、外面の分割ヘラミガキは省略化されており、内面

の圏線 ミガキもやや粗いものとなっており、見込みの暗文は簡略化された輪状になってい

る。皿一A(古)に属する。641は 大和型で、外面には密な分割ヘラミガキが施され、内

面も密な圏線ミガキで見込みには斜格子状の暗文が施されている。 I― Cに属する。642

は大和型でⅢ―A(古 )、 643も大和型で、H― B～Ⅲ―A(古)属する。644～ 646は楠葉

型で、644は外面の分割ヘラミガキが底部付近まで施され、H-2に属 し、645・ 646は外

面の分割ヘラミガキが省略化傾向にあり、H-2～ 3に属する。647～654は大和型で、外

面の分割ヘラミガキがほとんど省略化され、内面の圏線ミガキも隙間が空く程度に粗くなっ
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ている。見込みの暗文も簡略化れた輪状のもが施されている。皿―B～ Cに属する。655

は底部の破片で、しっかりした高合が付き、見込みの暗文は斜格子状である。大和型か。

I― D～ H― Aに属する。656も 底部の破片で、断面三角形のしっかりした高合が付き、

見込みの暗文はジグザグ状である。補葉型か。H-2に属する。657は外面の分割ヘラミ

ガキが底部付近にまで施され、内面の圏線ミガキも密である。見込みには連結輪状の暗文

が施されている。大和型で H― Bに属する。658は外面に分割ヘラミガキ、見込みには連

結輪状の暗文が認められる。大和型でⅡ―Bに属する。659は大和型で、日縁部は強いナ

デにより外反 している。外面の分割ヘラミガキは省略化され、内面にはやや粗い圏線ミガ

キが施されている。Ⅲ―Bに属する。660・ 661は須恵器甕口縁部である。660はには平行

タタキメが残る。662～666、 670～ 673は瓦器皿で、見込みの暗文はジグザグ状が主流であ

るが、671のようにジグザグの方向を変えて斜格子状に施 したものや、673の ような不定方

向のものがある。667は白磁碗で、玉縁口縁を成 し、碗Ⅳ類に属する。668は土師器鍋で、

外面全体に煤が付着 している。669は瓦器釜で、山城 F型に属する。679は瓦質で底部のみ

の出土で、器種は不明である。680・ 681は砥石である。682は瓦器火鉢である。外面にヨ

コ方向のミガキ、内面は割合密なミガキが施されている。

ST-02(第 113図 )

大和型瓦器椀 (683・ 684・ 689・ 690)、 瓦器皿 (687)、 土師器釜 (685・ 686)、 須恵器甕

(688)、 土師器中皿 (691)が 出土 している。683は外面の分割ヘラミガキが省略されてお

り、内面は密な圏線ミガキで、見込みには連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ一Bに属す

る。684は法量が縮小化 し、内面には粗い圏線ミガキが施されている。H― Cに属する。

6891よ粗い分割ヘラミガキが体部全体の約1/2を超える程度に施されており、内面はやや密

な圏線 ミガキが施されている。Ⅲ―B～ Cに属する。690は法量の縮小化が見られ、外面

のヘラミガキはほとんど省略されており、内面には粗い圏線ミガキが施されている。Ⅲ一

Dに属する。685は摂津 E型である。686は鍔が欠損 しているが、大和 Bl型に属 している

と考えられる。

STと 03(第■3図 )

土師器皿 (692・ 693)が出土している。

ST-04(第 113図 )

土師器皿 (694・ 698・ 699)、 瓦器椀 (695)、 土師器釜 (696)、 須恵器甕 (697)、 瓦器火

鉢 (700)な どが出土 している。695は大和型で、外面のヘラミガキは日縁部付近に施され
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る程度で、内面は圏線ミガキが施されている。Ⅲ―B～ Cに属する。696は直立する日縁

に短い鍔が付く。摂津Cl型に属する。697は器壁は厚く外面に格子タタキが施されている。

700は奈良火鉢の破片で、平面形は六弁ないし、八弁の輪花形をを呈するものと推定され

る。外面に花文のスタンプを押捺している。

ST-05(第■3図 )

土師器中皿 (701)、 土師器皿 (702～ 706)、 瓦器椀 (707・ 708)な どが出上 している。

瓦器椀はいづれも大和型で、707は外面のヘラミガキがほとんど省略されており、内面に

は粗い圏線 ミガキと、見込みに連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ一Cに属する。708は

外面のヘラミガキが日縁部に限られており、内面には粗い圏線ミガキが施されている。見

込みの暗文は連結輪状である。Ⅲ一Cに属する。

SE-01(第■4図 )

瓦器釜 (709)が出土している。直立する日縁に短い鍔が付く。摂津E型に属する。

SE-02(第 114図 )

土師器皿 (710。 711)、 瓦器皿 (712)、 東播糸須恵器片口鉢 (713)、 大和型瓦器椀 (714)

などが出上 している。712は見込みにジグザグの方向を変えた格子状の暗文が施されてい

る。714は外面のヘラミガキがほとんど省略されており、内面も粗い圏線ミガキが施され

る程度である。Ⅲ一B～ Cに属する。

SE-03(第■4図 )

上師器皿 (715・ 716)が 出上している。

SE-04(第 114図 )

上師器皿 (717～ 720、 722)、 瓦器椀 (723・ 724)、 砥石 (721)な どが出上している。土

師器皿では717が 日縁部が強いナデにより外反 して終る。722は いわゆる「て」の字形口縁

を呈する。723は 大和型で、外面のヘラミガキに省略化が見られ、内面は割と密な圏線 ミ

ガキが施されており、見込みの暗文は連結輪状である。皿―A(新)に属する。724は 小

型の瓦器椀で燻 しが足らないせいか全体に灰白色を呈する。

SE-08(第 115図 )

瓦器椀 (725～ 727)、 土師器皿 (728～730)が出土 している。725は楠葉型で、外面の分

割ヘラミガキは密で、内面には密な圏線ミガキが施されており、見込みの暗文はジグザグ

状である。 I-3に属する。726は大和型で、外面のヘラミガキは底部付近まで施され、

内面は密な圏線ミガキと、見込みには間隔の大きなジグザグ状の暗文が施されている。 I
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―Dに属する。727は 楠葉型で、外面にはヘラミガキがほとんど施されないが、内面には

密な圏線ミガキと、見込みにジグザグ状の暗文が施されている。H-1～ 2に属する。

728・ 730は 日縁部が外反気味に終る。

SE-09(第 115図 )

常滑甕 (731)、 須恵器杯身 (732)、 土師器皿 (733・ 734)、 瓦器椀 (735)な どが出土 し

ている。732は無高合の杯身で、混入品である。735は大和型で、皿―A(新)に属する。

SE-10(第■5図 )

土師器皿 (736)、 瓦器足釜 (737)、 土師器足付き鍋 (738)、 瓦器椀 (739・ 740)、 白磁

碗 (741)な どが出土 している。737は体部内面にハケメ調整、全体に煤が付着する。738

は日縁部が受け口状で内外面ともハケメによる調整が施されている。739は大和型で、外

面には体部上位の約1/21こ 分割ヘラミガキが施され、内面には圏線ミガキが施されている。

見込みの暗文は連結輪状文であろう。Ⅲ―A(古)に属する。740は楠葉型で、外面は底

部付近まで密な分割ヘラミガキ、内面には密な圏線ミガキが施されている。見込みの暗文

は格子状である。H-1に属する。741は玉縁日縁で、幅広の削り出し高台を持つ。碗Ⅳ

-2類に属する。

SE-11(第■6図 )

上師器甕 (742・ 743・ 745)、 須恵器甕 (744)、 須恵器瓶 (746)、 須恵器壺 (748)、 緑釉

陶器椀 (747)、 土師器皿 (750。 751)、 土師器杯 (752)、 黒色土器A類 (7埼)な ど主に10

世紀末～■世紀頃のものが出土 している。須恵器746・ 748は V-2に属 し、748は 長頸重

か。749は畿内系Ⅲ類に属する。752に は底部外面に「廣正 ?」 の墨書がある。750・ 751は

「て」の字状口縁を呈する。

SE-12(第 116図 )

瓦器椀 (753・ 754)、 土師器高合付き皿 (755)、 土師器皿 (756)、 瓦器皿 (757)な どが

出上 している。7531よ大和型で、外面のヘラミガキは省略化されつつも、内面の圏線 ミガ

キは割と密に施されている。見込みには連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ―Bに属する。

754も 同様でⅢ―A(新)に属する。757は 見込みにジグザグ状の暗文を施 している。

SE-13(第■6図 )

土師器皿 (758)が出土 している。体部下半には指押さえの痕が顕著に残り、上半は 2

段ナデにより、端部は外反 している。煤の付着が認められる。
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SE-16(第 117図 )

土師器皿 (759～ 767)、 瓦器椀 (768)、 瓦器釜 (770～ 772)、 瓦器鍋 (773)な どが出土

している。768は 大和型で、外面にはヘラミガキが僅かに施され、内面の圏線 ミガキはや

や粗い。見込みには連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ一B～ Cに属する。770。 772は 日

縁部を直立気味に外反させるもので、河内Bl型に属するものと考えられる。771は屈曲す

る日縁部で、端部を肥厚させており、大和Bl型に属する。
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SE-17(第 117図 )

「て」の字状日縁を呈する土師器皿 (774～ 779)、 土師器杯 (780)、 楠葉型瓦器椀 (769、

781～783)、 大和型瓦器椀 (785)、 瓦器皿 (784)が出上している。769は楠葉型で、外面

にはヘラミガキが認められなかったが、内面には圏線ミガキが密に施されている。見込み

にはジグザグ状の暗文が施されている。 I-2～ 3に属する。781は体部外面の約2/3程度

まで密なヘラミガキが、内面には底部まで密な圏線ミガキが施され、見込みの暗文はジグ

ザグ状である。 I-2に属する。782・ 783も 同様であるが、見込みの暗文は連続長楕円状

である。 I-2～ 3に属する。785は 外面に密な分割ヘラミガキが施され、内面には密な

圏線ミガキと、見込みにはジグザグの方向を変えた斜格子状の暗文が施されている。 I―

Cに属する。

SE-18(第 118図 )

須恵器杯蓋 (786)、 杯身 (787)、 須恵器鉢 (788)、 土師器甕 (789)、 土師器盤 (790)

などが出土 している。須恵器786・ 787は Ⅳ-4に属 しており、786の外面と787の底部外面

に墨書で「○」の記号が書かれている。788は鉄鉢形をしている。789は体部の上半部は粗

いハケメ、過半部は細かいハケメによる調整が施されており、内面上半部にもハケメによ

る調整が施されている。790は内面に放射状の暗文が施されている。

SE-20(第 118図 )

自磁碗 (791)、 瓦器椀 (792～795)、 土師器皿 (796～800)、 瓦器皿 (801～803)な どが

出土 している。791は碗Ⅳ-1類に属する。瓦器椀はいずれも大和型である。792は外面の

底部付近まで分割ヘラミガキが施され、内面にも密な圏線ミガキが施されている。見込み

にはジグザグの方向を変えた格子状の暗文が施されている。 I― C～Dに属する。793も

同様であるが、見込みの暗文は隙間の広いジグザグ状である。 I― D～ H― Aに属する。

794も 見込みにジグザグ状の暗文が施されており、 I― Dに属する。795は外面のヘラミガ

キは底部付近まで施されるが粗く、内面は密な圏線ミガキが施されている。見込みには連

結輪状の暗文が施されている。 H― Aに属する。301は 回縁端部が外側上方向に伸び、見

込みにはジグザグの方向を変えた格子状の暗文が密に施されている。802・ 803は強いヨコ

ナデにより回縁部が外反 しており、見込みにジグザグ状の暗文が施されている。

SK-06(第 119・ 120図 )

平瓦 (804～806)、 東播系須恵器片日鉢 (307・ 808)、 瓦器鍋 (309)、 常滑甕 (310)、 鉄

釘 (319)、 土師器皿 (811～818)な どが出土 している。804は完形で、凸面は菱形文に縦
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線と横線が菱形の交点で交差するタタキメが施されており、凹面には板ナデの痕が残る。

805は804と 同様の菱形文であるが、縦線がなく横線だけを配するタタキメである。凹面に

は板ナデの痕が残る。806は805と 同様のタタキメが施されており、凹面には板ナデの痕が

残り、「東大寺」の刻印が上部に施されてあった。この瓦はタタキメの文様の特徴から、

岡山県瀬戸町の万富東大寺瓦窯で焼かれたもので、平安時代末から鎌倉時代初めにかけて

行なわれた、重源による東大寺再建のために焼かれた瓦である。804・ 805も刻印はないも

ののタタキメの文様から、同窯の産と考えられる。807・ 808は 日縁端部が上方に向かって

伸びている。13世紀前半頃の時期を示す。3101よ井筒に転用されていたので底部は欠くが、

形態的には13世紀前半頃の時期を示す。

SK-07(第 120図 )

「て」の字状口縁を呈する土師器皿 (320)が出土 している。

SK-08(第 120図 )

土師器皿 (321～ 830)、 土師器椀高台 (831)、 瓦器足金 (832・ 833)な どが出土している。

SK-10(第 121図 )

瓦器椀 (834～ 836)、 土師器皿 (337～ 840)、 土師器釜 (841)な どが出土 している。瓦

器椀はいずれも大和型で、834・ 835は外面に省略化された分割ヘラミガキが施され、内面

に圏線ミガキ、見込みには連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ―A(古)～ (新)に属す

る。886も 同様でⅢ一A(新)に属する。839は 日縁部を内側に折り曲げている。841は顕

部に幅広の鍔が水平に伸び、短い日縁が外側に開き気味に立ち上がる。体部は肩が張り気

味に下部へ続き、体部器壁は口縁部に比べると薄い。体部の器形は長胴形と推定され、10

世紀頃の大和型 Bl型と考えられる。

SK-11(第 121図 )

砥石 (842)が 出土 している。

SK-12(第 121図 )

灰釉陶器合子 (843)の破片が出土している。

SK-14(第 121図 )

土師器皿 (844・ 845、 849～851)、 瓦器椀 (846～848)、 瓦器釜 (852)が出土 している。

瓦器椀はいずれも大和型で、外面のヘラミガキはほとんど省略化され、内面にはやや粗い

圏線ミガキが施されている。見込みには連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ一A(新)～

Bに属する。852は内面に細かいハケメが施されている。河内Dl型に属する。
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SK-15(第 121図 )

大和型瓦器椀 (353)が出土 している。外面のヘラミガキはほとんど省略化され、内面

にはやや粗い圏線ミガキが施されている。皿―A(新)～ Bに属する。

SK-16(第 121図 )

土師器皿 (854～ 857)、 瓦器椀 (858・ 859)、 土師器釜 (860)な どが出土 している。土

師器皿は856・ 857が中皿である。瓦器椀はいずれも大和型で外面のヘラミガキは省略化さ

れ、内面には粗い圏線ミガキが施されている。見込みの暗文も簡略化された連結輪状であ

る。Ⅲ―Cに属する。860は短い鍔が上向きに付き、内側には細かいハケメ調整が施され

ている。河内Dl型に属する。

SK-21(第 122図 )

土師器皿 (861～874)、 瓦器椀 (375)が 出土している。土師器皿は871～874が中皿であ

る。瓦器椀は大和型で、外面のヘラミガキはほとんど省略化され、内面には粗めの圏線ミ

ガキが施されている。見込みには簡略化された連結輪状の暗文が施されている。Ⅲ―Bに

属する。

SK-22(第 122図 )

瓦器足釜 (878)が出土している。内面にはハケメによる調整が施されている。

SK-25(第 122図 )

土師器皿 (876)、 瓦器椀 (877)が出土 している。瓦器椀は外面に省略化されたヘラミ

ガキと、内面にやや粗い圏線ミガキが施されている。見込みの暗文は連結輪状である。Ⅲ

―A(新)～ Bに属する。

SK-26(第 122図 )

土師器甕 (879)が出土 している。体部から「 く」の宇に屈曲する日縁部を持ち、日縁

端部上部には平坦面がある。外面にハケメによる調整、内面は板状によるナデが施されて

いる。

SK-27(第 122図 )

土師器皿 (880)、 瓦器椀 (881)が 出上している。881は大和型で、外面のヘラミガキは

省略化され、日縁部にわずかに施される程度で、内面は粗い圏線ミガキが施されている。

皿―Cに属する。
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SK-28(第 122図 )

瓦器椀 (382)、 土師器甕 (383)が 出土している。882は大和型でⅢ―A(新)に属する。

883は球形の体部に短い口縁部が外側に開いて付き、端部は上面に平坦面を持つ。内外面

とも指押さえの痕が顕著に残る。

SK-29(第 122図 )

大和型瓦器椀 (884)が出土している。内面に粗い圏線ミガキが施され、皿一Cに属する。

SK-34(第 122図 )

土師器皿 (385・ 886)が出上 している。

SK-35(第 122図 )

東播糸須恵器片口鉢 (887)が 出土 している。

SK-40(第 122図 )

鉄釘 (388)が 出土 している。断面は長方形で、頭部は折り返している。

SK-46(第 123図 )

大和型瓦器椀 (889)が出土 している。Ⅲ―A(新)に属する。

SK-54(第 123図 )

瓦器皿 (390)が出土 している。日縁部は強いヨコナデにより外反する。見込みにはジ

グザグ状の暗文が施されている。

SK-55(第 123図 )

瓦器椀 (891～895)、 土師器皿 (896～900)、 瓦器釜 (901～903)が出土 している。瓦器

椀は大和型で、Ⅲ―A(新)～ Bに属する。90とは肩部のやや下方に短い鍔を付け、日縁

部は「 く」の字状に屈曲し端部は内側に折り返す。大和B2型に属する。902は 日縁部を欠

くが901と 同様の形態を示し、大和 B2型に属する。903は直立気味の日縁部に幅の狭い鍔

を水平にめぐらしている。山城F型に属する。

SD-29(第 124図 )

土師器皿 (904)が出土 している。

SD-30(第 124図 )

土師器皿 (905)が出土 している。

SD-31(第 124図 )

平瓦片 (906)、 土師器釜 (907)、 土師器皿 (908)、 土師器脚付き皿 (909)な どが出土

している。906は 凹面に布目、凸面に縄目が残る。907は日縁部に続けて厚い鍔を水平にめ
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ぐらしている。11世紀頃の摂津C2型に属する。909は破片での出土であるが、底部が三足

の形態を呈するものと推定される。

SD-32(第 124図 )

瓦器皿 (910)が出土 している。見込みにはジグザグ状の暗文が施されている。

SD-33(第 124図 )

土師器皿 (911・ 912)、 灰釉陶器椀 (913)が 出土 している。

SD-39(第 124図 )

土師器皿 (914～ 917)、 大和型瓦器椀 (918)な どが出土 している。918は見込みの暗文

はほとんど省略され、内面に粗い圏線ミガキが施されている。Ⅲ―B～ Cに属する。

Ⅷ
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第125図  SI-01・ 02出土遣物

一-163-―



SD-40(第 124図 )

上師器皿 (919・ 920)が出上している。

SD-42(第 124図 )

土師器皿 (921～923)、 瓦器椀 (924～926)が 出土 している。924は大和型で、外面のヘ

ラミガキは省略され、内面に粗い圏線 ミガキが施されている。m― B～ cに属する。925

は外面のヘラミガキは省略されるが、内面には割と密な圏線ミガキが施されている。楠葉

型か。HI-1～ 2に属する。926は大和型で、外面のヘラミガキは省略化されており、内

面には粗い圏線ミガキと、見込みには連結輪状の暗文が施されている。III― Cに属する。

SD-45(第 124図 )

土師器皿 (927・ 923)、 土師質不明品 (929)カミ出土 している。929は中空状で脚部の破

片か。全体に熱を受けているようで、赤味を帯びている。

SI-01(第 125図 )

黒色土器B類 (930。 931)、 土師器皿 (932～ 935)、 瓦器椀 (936)、 土師器釜 (937～ 939)

などが出上 している。980・ 931と も強いヨヨナデにより日縁部は外反する。畿内糸 V類に

属する。932～ 935は「て」の字状回縁を呈する。986は大和型で、体部全体の約1/2に粗い

ヘラミガキが施され、内面にはやや粗い圏線ミガキと、見込みには連結輪状の暗文が施さ

れている。Ⅲ―Cに属する。937・ 938は 日縁部に続けて厚い鍔をめぐらし、外面にはハケ

メが残る。両者とも摂津C2型に属する。939は「 く」の字状に外反する日縁部に細い鍔を

水平にめぐらしている。河内Bl型に属する。

SI-02(第 125図 )

1        瓦器足釜 (940)カミ出土 している。

SP-37(第 126図 )

1        平瓦 (941)が出土 している。にぶい橙色を呈し、凸面に縄目が残る。

I       SP-75(第 126図 )

大和型瓦器椀 (942)が出上している。Ⅲ―Bに属する。

SP-118(第 126図 )

瓦器足釜 (943)カミ出土 している。

SP-106(第 126図 )

埋納 ピットと考えられる遺構から瓦器皿 (944・ 945)、 土師器皿 (946～953)な どが一

1       括 して出土 している。944は 見込みの暗文はジグザグ状で、945は ジグザグの方向を変えて
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十字状に施されている。

SP-38(第 126図 )

土師器高合付皿 (955)が出土 している。

SP-43(第 126図 )

滑石製紡錐車 (954)カミ出上 している。

SP-75(第 126図 )

土師器皿 (956)が 出土 している。

SP-131(第 126図 )

瓦器皿 (957)が出土 している。日縁端部はヨコナデにより外反 している。見込みの暗

文はジグザグの方向を変え十字状に施されている。

SP-157(第 126図 )

土師器皿 (958)が出土 している。

SP-161(第 126図 )

土師器皿 (959)が出土 している。

SP-200(第 126図 )

土師器皿 (960)が出土 している。「て」の字状日縁を呈するも

SP-203(第 126図 )

土師器甕 (961)、 瓦器椀 (962)が出土している。961は短い顕部が直立気味に立ち上が

り口縁部は外反 している。日縁端部の上面は平坦面を成す。962は大和型で、外面のヘラ

ミガキはほとんど省略化されており、内面には粗い圏線ミガキが施されている。皿―Dに

属する。

SP-244(第 127図 )

緑釉陶器 (963)が出上 している。焼成は軟質で胎上の色は赤橙色を呈する。洛北産で

あろう。

SP-260(第 127図 )

黒色土器B類 (964)、 土師器皿 (965・ 966)が出土 している。964は内外面とも密なヘ

ラミガキが施され、見込みの暗文はジグザグ状に隙間無く施されている。畿内系 V類に属

する。965。 966は「て」の字状回縁を呈する。

SP-270(第 127図 )

土師器皿 (967)が 出上 している。
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SP-269(第 127図 )

土師器甕 (968)が出上している。球形の体部から短い口縁部が直立気味に立ち上がり、

日縁端部は外反 してやや斜め上方向に尖り気味に終る。端部の上面には平坦面を持ち、体

部外面に指押さえの痕が残る。

SP-280(第 127図 )

土師器鍋 (969)が出土 している。

SP-320(第 127図 )

鉄製の鍬先 (970)が 出土 している。

SP-322(第 127図 )

須恵器杯 (971)カミ出土 している。 V型式のものか。

SP-408(第 127図 )

土師器甕 (972)、 土師器皿 (975)が出上している。975の 回縁部は「て」の字状を呈する。

SP-425(第 127図 )

瓦器椀 (973)が出上 している。深い椀形態を呈 し、内外面に不定方向の太いミガキが

施されている。口縁端部に沈線は無く、和泉型と考えられる。

SP-426(第 127図 )

須恵器杯身 (974)が 出上 している。断面四角形の高合が外側に向かって「ハ」の字状

に付く。

SP-433(第 127図 )

.        
土師器皿 (976)、 瓦器椀 (978)が 出土 している。976は 日縁部がやや屈曲気味に伸び、

端部は肥厚 し丸く納める。「て」の字状口縁の一種か。978は外面の分割ヘラミガキは密

I       で、内面の圏線ミガキも密に施されている。見込みは粗いジグザグ状の暗文が施されてい

|       る。楠葉型で、 I-2に属する。

I        SP-434(第 127図 )

I       土師器皿 (977)が 出土 している。「て」の字状日縁を呈する。

SP-436(第 128図 )

土師器甕 (979～ 981)、 土師器杯 (982・ 983)、 黒色土器A類 (984～ 990、 992)土錘

|      (991)な どが出上している。979・ 981は 球形の体部に短い口縁部が付き、端部は外反気

味に開き端部上面には平坦面を持つ。体部の外面には指押さえの痕が顕著に残る。980は

1       端部が肥厚し、水平方向に伸びて丸味を帯びて終る。982・ 983は 日縁部はヨヨナデにより
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外反 し、体部下半には指押さえの痕が残る。黒色土器A類はやや浅めの椀形態に、小さな

輪高合が付く。992には底部外面には線刻で「廣」の字が彫られている。畿内系Ⅲ類に属する。

SP-439(第 128図 )

土師器杯 (993)が出上 している。

SP-721(第 128図 )

土師器皿 (994)が出土 している。

SP-593(第 128図 )

土師器杯 (995)、 瓦器椀 (999)が出土 している。瓦器椀は楠葉型で、法量の縮小化が

みられ、外面のヘラミガキは省略されている。内面には粗い圏線 ミガキが施されている。

Ⅳ-2に属する。

SP-558(第 128図 )

土師器皿 (996)が出土 している。「て」の字状日縁を呈する。

SP-537(第 128図 )

大和型瓦器椀 (997)が出土 している。外面には粗いヘラミガキが施され、内面にもや

や粗い圏線ミガキが施されている。見込みの暗文は連結輪状のようである。皿―A(新 )

～Bに属する。

SP-604(第 128図 )

鉄釘 (998)が出上している。断面長方形を呈しており、頭部を折り曲げている。

SP-672(第 128図 )

紡錘形の土錘 (1000)が 出土 している。

SP-734(第 128図 )

鉄釘 (■01)が 出土 している。断面は長方形で、頭部は欠損 している。

SP-757(第 129図 )

埋納ピットと考えられる遺構で、土師器皿 (1002～1016)が一括で出土 している。

SP-766(第 129図 )

土師器皿 (1017)が 出土 している。

SP-770(第 129図 )

土師器皿 (1018・ 1019)が 出土 している。

SP-799(第 129図 )

埋納ピットと考えられる遺構から土師器皿 (1020～ 1044)が一括で出土 している。
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SP-803(第 129図 )

瓦器椀 (1045・ 1050・ 1051)、 土師器皿 (1046～ 1043)、 土師器杯 (1049)が 出土してい

る。瓦器椀は1045が大和型で、外面の分割ヘラミガキは省略化され、内面には粗い圏線ミ

ガキが施されている。Ⅲ―Bに属する。1050・ 1051が楠葉型でそれぞれⅢ-3、 Ⅳ-2に

属する。

SP-805(第 129図 )

土師器皿 (1052)、 土師器杯 (1053)、 瓦器椀 (1054)んミ出土している。1054は大和型で、

Ⅲ一B～ Cに属する

SP-812(第 129図 )

瓦器椀 (1055～ 1057)が 出土 している。いずれも大和型で、1055が Ⅲ一B～ C、 lo56が

Ⅲ―C～ D、 1057が Ⅲ―Bに属する。

SP-823(第 130図 )

黒色土器A類 (1058・ 1059)が 出土 している。1058は畿内系 III類、1059が畿内系H類に

属する。

SP-826(第 130図 )

土師器皿 (1060～ 1062)、 土師器中皿 (1063・ 1064)が 出土 している。

SP-835(第 130図 )

土師器盤 (1065)が 出土 している。

SP-873(第 130図 )

土師器中皿 (1066)、 土師器皿 (1067)が 出土している。

SP-883(第 130図 )

土師器杯 (1068)が 出上している。

SP-919(第 130図 )

埋納 ピットと考えられる遺構で、土師器皿 (1069～ 1073)が一括で出土 している。

SP-1095(第 130図 )

和泉型瓦器椀 (1079)が 出土 している。Ⅳ-1に属する。

SP-1164(第 130図 )

黒色土器A類 (1080)が 出土している。内面に連結輪状の暗文が施され、見込みはジグ

ザグ状の暗文が隙間なく施されている。畿内系皿類に属する。
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SP-1178(第 130図 )

土師器杯 (1081)が 出土 している。無高合で、日縁部は肥厚 し内側に向かって丸く納め

ている。

SP-1078(第 130図 )

土師器杯 (1082)が 出上している。低い高合が付き、口縁端部は肥厚 し内側に向かって

丸く納めている。

SP-1189(第 130図 )

埋納 ピットと考えられる遺構から土師器皿 (1083～ 1094)が一括で出土 している。

SP-1193(第 130図 )

埋納ピットと考えられる遺構から土師器皿 (lCJ95～1104)が一括で出土しており、いず

れも「 て」の字状日縁を呈する。

SP-1304(第 131図 )

黒色土器B類 (1106)が 出土している。細く低い高合が付き、畿内系Ⅳ類に属する。

SP-1228(第 131図 )

土師器杯 (1105)が 出土 している。

SP-1383(第 131図 )

土師器皿 (■07)が 出土している。

SP-1403(第 131図 )

瓦器椀 (1108)、 土師器甕 (1109)が出土 している。■08は大和型で、m― A(新)～

Bに属する。

SP-1438(第 131図 )

瓦器釜 (■10)が出土している。「 く」の字形に屈曲する日縁部に短い鍔をめぐらし、

日縁端部は肥厚 し内側に折り返 している。大和 Bl型に属する。

SP-1436(133)(第 131図 )

平瓦 (11■ )が出土 している。凸面は菱形文に横線が交差する2重線のタタキメが施さ

れており、凹面には板ナデの痕が残る。万富瓦窯産である。

SP-1440(第 131図 )

瓦器椀 (■12)が出上している。大和型で、外面のヘラミガキはほとんど省略化されて

おり、内面には粗い圏線 ミガキが施されている。皿―Cに属する。
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SP-1583(第 131図 )

瓦器椀 (1113)が 出土している。日縁端部は尖り気味にやや丸く納め、沈線はやや下がっ

た位置に施されている。外面は密な分割ヘラミガキが底部付近まで施されており、内面に

は密な圏線ミガキと、見込みにはジグザグの方向を変えた斜格子状の暗文が施されている。

楠葉型で、 I-2に 属する。

SP-1515(第 131図 )

平瓦 (1114)が 出土している。凸面は菱形文に横線が交差するタタキメが施されており、

凹面には板ナデの痕が残る。 万富瓦窯産である。

SP-1509(第 131図 )

平瓦 (■ 15)が出土 している。凸面は、菱形文に横線が交差する2重線のタタキメが施

されており、凹面は板ナデと布目痕が残る。万富瓦窯産である。

SP-684(第 131図 )

紡錘形の土錘 (■16)んミ出上している。

SP-1142(第 131図 )

紡錘形の土錘 (■ 17)が出土している。

SP-1305(第 131図 )

紡錘形の土錘 (■ 18)が出土 している。両端部は欠損 している。

SP-407(第 131図 )

投弾 ?(1119)が出土 している。卵状を呈する自然石であるが、形は整っており表面は

滑らかである。

包含層出土遺物 (第132図 )

黒色土器A類 (1120)、 土師器皿 (1121)、 土師器壺 (1122)、 灰釉陶器椀 (1123)、 緑釉

陶器椀 (■24～ 1126)、 緑釉陶器皿 (1130)、 土錘 (■27～■29)、 土師器杯 (■32)、 紡錘

車 (■31)、 小型の瓦器椀 (■33)な どが出土 している。1129は 両側縁に濤が切られ、断

面が「工」字形を呈する土錘である。
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第 5節 出土銭貨

調査を通 して数は少ないが銅銭が出土 している。その主なものは初鋳年代を北宋時代に

求められる渡来銭であるが、他に皇朝十二銭も出土 している。 (第133図 )

1134は「皇宋通宝」で、真書体・対読、初鋳年は1038年 (北宋)である。MttS K-08

から出土している。1135は「嘉祐通宝」で、真書体・対読、初鋳年は1056年 (北宋)であ

る。MttS P-146か ら出土 している。1136は L区包合層からの出土であるが、遺存状態

は悪 く判読不能である。■37は「隆平永宝」で、真書体・順読、初鋳年が796年の皇朝十
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二銭の一つである。 LttS E-31か ら出土 している。1138は「皇宋通宝」で、象書体・対

読、初鋳年は1038年 (北宋)である。 LttS P-1593か ら出土 している。1139も「皇宋通

宝」で、象書体・対読。K区包合層出土。■40は「天繕通宝」で、真書体・ 順書、初鋳年

1017年 (北宋)である。K区包合層出土。
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第 6章 木製品

第 1節 出土木製品の概要

木製品は古墳時代から近世のものまで出土 しており、量的には中世 (12世紀から13世紀

代)の ものが全体の約 8割を占めている。ほとんどが遺構からの出上であるが、完形より

もむしろ破片の状態で出土する場合が多い。 したがって、破片によっては製品名の把握が

困難な場合も多々ある。ここでは主に古墳時代から中世のもので、実測可能で製品名が判

るものはもちろんのこと、破片であってもその製品名が推定できるものや、一部不明品も

含めてできる限り図化 した。また製品名が判るものでも、本来の用途とは違う使用のされ

方の状態で出土 している場合もあるので、注意が必要である。特に中世の木製品には、こ

のような転用品が多いので、出土木製品を遺構ごとに表にまとめたが、製品名と特徴の他

に遺構での使用のされ方も示すことにした。

近世

近世では水路の護岸用として使用されていた杭や燭合が出土 している。杭は径 4～ 6 cn

の丸木や自然木の先端を斧状工具のようなもので尖らせている。

中世

中世では前述のように、多くの木製品が出土 している。これらの木製品を大まかに分類

すると、日常生活全般にわたって使用されていた生活用具と建物やその他の構造物に用い

られていた構築部材に分けられる。

1.生活用具

ひとくちに生活用具といってもその種類は多岐にわたっている。以下、調査で出上 した

製品名の判っているものについて簡単に説明する。

曲物

曲物がいつ頃から使用され始めたのかは、未だ明確にはされてはいないが、平城京跡か

らまとまった量の出土が報告されているので、奈良時代には既に、ある程度使用されてい

たようである。中世になるとさらに普及 したようで、広く一般に使用されていたというこ

とは、各地の中世遺跡から出土する曲物の量が物語っている。

曲物は通常、側板と呼ばれる薄板に刃物で刻み 目を入れ円形に曲げ重ね合わせて樺皮で

綴 じたものと、円形の底板から成る。底板は 1枚のものや、2枚以上合わせたものがあり、

―-180-―



樺皮や木釘などで側板に固定される。円形の他に、四隅の曲がり角だけに刻み目を入れた

角形のものも存在する。曲物は側板と底板から構成されるのが普通であるが、強度を高め

るため側板を2重にしたり、さらに側板の外側に帯状に薄板を巻いて締め付けているもの

もある。この帯状の板はマワシと呼ばれている。また、マワシと側板とをしっかりと固定

させるために、側板とマワシの隙間に薄板を差 し込む場合があるが、この薄板をヘギと呼

んでいる。ヘギは側板とマワシを固定させるだけでなく、同時に強度を高める役割もして

いる。文献や絵巻物などに散見されるように、曲物は当時の一般的な容器であったがその

使用方法は様々で、調査では容器の他に柄杓の筒部や、側板だけを使用することが多い井

戸の水溜、井筒に利用された状態で出土 している。

折敷

折敷は方形若 しくは長方形の薄板の四方に、折りまわ した縁を付けたもので、食器や神

餞を載せるのに用いられたもので、四隅を切り落とされているものが多いので隅切り盆、

または角切り (すみきり)折敷ともいう。調査では完形品は出土しなかったが、破片であっ

ても薄板のへりに縁を取り付けるための綴 じ皮を通す穴のあるものは、折敷と判断した。

箱

板材を四角に組んで底板を付けたもので、板材を組むために両端を加工 して、さらに釘、

木釘、樺皮などを使用 して組み合わせている。中には表面に漆を塗布 しているものもある。

調査では井戸に使用されていたものが多く、底板を外 して箱枠の状態にしてその内側に曲

物を入れ、水溜用として井戸の底に置いたり、解体 して井戸側の縦板に転用された状態で

出土している。

漆器

当時は土器とともにかなリー般的な食器として使用されていたと考えられるが、調査で

は椀が 2点出土 しているだけである。

櫛

横櫛、竪櫛があり、用途によって解き櫛、流き櫛などがある。調査では横櫛が出土している。

下駄

下駄には一木製の連歯下駄と、合と歯が別材で作られる差歯下駄があるが、調査では連

歯下駄が出土 している。

草履状木製品

いわゆる金剛板と呼ばれるもので、左右対称をした薄板を2枚継ぎ合わせて、これを芯
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板にして、外側に藁を編んで緒を付けたものである。素材の性質から芯板のみの出土例が

多いが、草戸千軒町遺跡では藁が付着 した状態のものが出土 している。形態の特徴として

は端部に穴があり、外縁にあたるところにlヶ 所の切り込みがある。調査では芯板の片方

が出土している。

編具

俗にツチノコと呼ばれるもので、菰などを編むときに使用される錘である。

球 (毬)状木製品

木片を球状にに削り整えたもので、表面が粗削りなものと、丁寧に丸く仕上げられ中央

に穴が貫通 しているものが出土 している。前者は当時の遊戯の一種である打毬に使用され

た毬であろう。後者は用途不明である。

木製挽き自

円柱形の材に中心から放射上に濤を切ったもので、凹形と凸形のものを重ねて回転させ

て使用した。材自体が頑丈なので、断ち割って礎板に使用されていた。

栓

角型の頭部と穴に差 し込む棒状の部分を一木で作っている。桶などの穴に差 し込んで使

用されたものか。

俎板

俎板そのものの出土は確認されていないが、折敷などに多数の刃物傷が残るものがあり、

これらを転用 して俎板として使用されていたのであろう。

2.構築材

構築材としては井戸側の隅柱、縦板、横桟などに使用されていた角材、板材があり、柄

穴を切っているものもある。柱穴からは柱根、礎板が出土 しており、柱根には 6角形に成

形 してあるものなどがあり、礎板には普通板材が使用されているが、よく観察すると他の

製品の板材を転用 していることが多い。鼻繰は材木を運搬する際に縄などを掛けるための

穴を木材の端部に削り出したもので、材木を使用する時に切り落とされたもので、形状は

合形を呈 しており、 ドーナツ状の穿孔がある。調査ではピットから出上 しており、礎板に

転用されていたようである。

奈 良時代～平安時代

この時代の木製品としては、井戸 (SE-18)よ り水溜に使用されていた曲物側板が出

上 しており、大型で方形のものと円形のものがある。曲物の形状自体、中世のものと変わ
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りはないが、側板内側の刻み目の方向が斜めに入っており、古い様相を示 している。

古墳時代

河川 (SR-02)の護岸用の杭や、河川に接 して検出された土坑 (SK一 M、 S」 -01)

などから出土した杭、板材のほか菰状、木樋状のものが出土 しているが、その用途は明ら

かではない。

第 2節 K区の出土木製品

SD-87(第 134図 )

燭合 (1)カミ出土している。円形の板の中心部に釘状の金属が刺 してある。周縁部には

削り出しによって段がある。

SE-34(第 134図 )

井筒として使用されていた曲物側板 (4)が出土 している。側板は2重で 1枚のマワシ

が付く。

SE-36(第 134図 )

折敷 (2・ 3)、 曲物側板 (5・ 6)が 出土 している。曲物側板は井筒に使用されてい

たもので、 6には底板を取り付けるための木釘穴があるので、もともとは容器として使用

されていたのであろう。 5。 6と も 1重の側板から成り、木質や刻み目の様子から同一個

体のものと考えられる。 2・ 3は ともに破片で、片面に無数の刃物傷が残っており、俎板

としても使用されている。 3には墨書があるが意味は不明である。

SE-41(第 135・ 136図 )

箱材 (7～ 9)、 杭 (10～13)が出上している。箱材は井戸側の縦板に使用されていた

もので、端部には組み合わせるために凹凸状の加工が施 してある。組合せ部分には釘穴が

あり、樺皮も残っている。杭も井戸側に使用されていたものである。

SE-42(第 137・ 133・ 139図 )

曲物底板 (14～ 16、 23・ 24)、 曲物側板 (17・ 18)、 曲物 (底板付き)(26)、 角材 (19～

21)、 不明品 (25)が 出上 している。曲物底板は、井戸底面の曲物側板を使用 した水溜と

井戸側の間に敷きつめられていたものである。14・ 15は周縁部から約1.5cn内 側に等間隔

で綴 じ穴があり、樺皮も一部残っており、表側に側板の跡が着く。また、刃物傷が無数に

みられるので、俎板として使用されていたらしい。16・ 23・ 24は底板を三日月状に削り、

曲線を作っている。これは水溜と井戸側の間に敷く時に、水溜の曲物側板とうまく隙間な

く合うようにするためであろう。16・ 24に は縁に木釘穴の跡が残り、23に は綴 じ穴、樺皮
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と側板の痕跡が残る。23は俎板として使用されており、両面に刃物傷が無数にみられる。

25は隅丸方形に整形 してある板材であるが、やはり湾山状に削られている。周縁部から約

3 cm内側で段状の円形の削りだしが施されており、中央に円形の穴が開けられている。穴

は貫通しておらず、削り端が残っているので制作途中で転用されたものかも知れない。円

形の削りだ しは、そこに側板が取り付くことを意識 して作られたと考えられるが、底板に

なるのか蓋になるのかは不明である。17は 1重の側板に幅広の2枚のマワシから成り、側

板はマワシに隠れて外側からは見えない。側板内面の刻み日は、縦方向と上部に 1部に斜

め方向のものが見られる。底部に木釘穴がある。18は 1重の側板と幅広のマワシ 1枚から

なり、内側下部にも補強のためのマワシがある。外側のマワシと側板の間にはヘギが差 し

込まれている。側板内面の切り込みは縦方向である。261よ 1重の側板に幅広のマワシ2枚

からなり側板はマワシに隠れて外側からは見えない。側板内面の刻み日は、やや斜め方向

で、底板は厚みのある円形板を側板の内側にはめこむいわゆる落とし底である。上段のマ

ワシの綴 じ皮の横に「 +(井 ?)」 の記号が刻まれている。17・ 18・ 26を組み合わせて 3

段からなる水溜として使用されており、26が最下段であった。19・ 201よ両端を凸形に、21

は凹形に作 られている。22は片側のみを削り、幅を狭 くしている。これらの角材は、井戸

側の横桟に使用されていた。

SE-43(第 139。 140図 )

用途不明品 (27)、 櫛 (28)、 曲物側板 (29)、 角材 (30～34)な どが出土 しているが、

この他に図示はしていないが、井戸側の縦板に使用されていた板材が出土 している。28は

横櫛で、歯の間隔が密なので流櫛であろう。29は水溜に使用されていたもので、 1重の側

板に上下 2枚のマワシで構成され、側板内面の刻み 目は、縦方向である。上下約半分に破

損 したらしく、修繕のためと考えられる綴 じ穴がそれぞれ中間に残っている。30・ 31は井

戸側の横桟に使用されていたもので、両端を凸状に作り出している。32～34は井戸側の隅

柱に使用されていたもので、直角になる2面に横桟を差 し込む穴がが開けられている。27

は円柱状の材に7ヶ 所の長方形の穴があり、中央の穴が最も大きく材を貫通 し、両側にも

穴がある。残り4ヶ所は、中央の穴に対 して角度がほぼ直角で開けられており、そのうち

3ヶ 所には先端を削ってやや尖らせた棒状の材が差 し込まれている。中央の穴に柄を差 し

込み、両側の穴は柄を支える材のためのものとすれば、形状は柄振に類似 している。

SE-44(第 141図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (35～38)が出土している。35は 2重の側板で、

―-190-一
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内面の刻み目は縦方向である。36は 1重の側板に2枚のマワシから成り、内面の刻み目は

縦方向である。37は 1重の側板に2枚のマワシから成り、内面の刻み目は縦方向と斜め方

向がある。38も 同様で、縦方向の刻み目の他に、上下に 1部斜め方向の刻み目が認められる。

SE-46(第 142図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (39～ 41)が 出土 している。39は 1重の側板に 1

枚のマワシが付き、下部に木釘穴が残る。内面の刻み目は縦方向である。40は 1重の側板

で上部に幅広の、下部に細めのマワシが付けられている。刻み 目は縦方向である。41は側

板のみで、下部に木釘穴が残り、内面の刻み日は縦方向と間隔の広い斜め方向のものが施

される。

SK-98(第 142図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (42・ 43)が 出土 している。42は 1重の側板をほ

とんど隠すように幅広の 2枚のマワシが上下に付き、内面の刻み 目は縦方向と 1部に斜め

方向が見られる。43は 1重の側板をほとんど隠すように3枚のマワシが付き、内面の刻み

日は縦方向と斜め方向のものが見られる。

第 3節 L区の出土木製品

SR-02(第 148図 )

杭 (44)と 用途不切品 (45)が出土 している。4は護岸用に打ち込まれていた杭で、他

に10数本出土 しているが、どれも遺存状況は悪い。尖端部に加工の跡が認められる。45は

一木製で、鋏状を呈 し、先端はかなり鋭く尖っている。

SE-23(第 143図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (46)が出土 してぃる。 1重の側板に2枚のマワ

シが付き、ヘギを4ヶ 所に差 し込んでいる。内面の刻み目は縦方向であるが、上部と下部

の 1部に斜め方向のものが見られる。

SE-24(第 143図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (47・ 48)が 出土 している。遺構内での出土位置

関係は、47が上段で48が下段で使用されていた。47は 1重の側板に2枚のマワシが付き、

内面の亥Jみ 日は縦方向である。48は 1重の側板に 1枚のマワシが付き、内面の刻み 目は縦

方向と斜め方向のものが見られる。

SE-30(第 144図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (51)が出土 している。 1重の側板に2枚のマワ
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第142図  SE-46、 SK-98出土木製品
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シが付いている。下段のマワシには側板まで貫通する木釘穴がみられる。内面の刻み目は

縦方向が主であるが、下部に斜め方向のものが見られる。

SK-61(第 144図 )

木製挽き臼 (49・ 50)が 出土 している。49・ 50は後述するSP-1847出 土 (54)と SP
-2108出土 (53)と 同一個体である。これらを合わせると上部が凸状の円柱状を呈 し、上

部中心から外へ放射状に濤が彫 られており、これに凹状のものを上に被せ回転させて使用

したのであろう。礎板に使用されていた。

SK-68(第 144図 )

柄杓 (52)が出土 している。小型の曲物に柄を差 し込んであり、柄の中央部、ちょうど

握り部分にあたるところは、使用によるものか、擦り減りへこんでいる。

SP-2108(第 145図 )

礎板に使用されていた木製挽き臼 (53)が出土 している。 SK-61出土 (49・ 50)SP
-1847出土 (54)と 同一個体である。

SP-1847(第 145図 )

礎板に使用されていた木製挽き臼 (54)が出土 している。 SK-61出土 (49・ 50)SP
-2108出土 (53)と 同一個体である。

SP-2230(第 145図 )

桂根 (55)が出上 している。円柱形で、底部に加工痕が認められる。

SP-1904(第 146図 )

柱根 (56)が出土 している。面取りをされた角材で、柄穴と推定される3方向からの穴

が開けられていたようで、何 らかの構築部材を転用 していると考えられる。柱根ではなく

礎板として使用されていた可能性もある。

SP-1714(第 146図 )

柱根 (57)が出上 している。遺存状態は悪いが面取りをされた角材で、柄穴と推定され

る穴が開けられていたようで、何 らかの構築部材を転用 していると考えられる。柱根では

なく礎板として使用されていた可能性もある。

SP-2164(第 146図 )

礎板に使用されていた鼻繰 (58)カミ出上している。

SP-2173(第 147図 )

柱根 (59)が出上 している。面取りをされた角材で、柏穴と推定される穴が開けられて
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第145図  SP-1847・ 劉08・ 2130出土木製品
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いたようで、何 らかの構築部材を転用 していると考えられる。柱根ではなく礎板として使

用されていた可能性もある。

SP-2004(第 147図 )

礎板に使用されていた板材 (∞)んミ出土している。表面に手斧による加工痕が認められる。

SP-2214(第 147図 )

柱根 (61)が出土 している。円柱形で底部を平坦にしており、加工痕が認められる。

SP-2084(第 148図 )

柱根 (62)が出土 している。柄穴が開けられていたようで、底部に斧状工具による加工

痕が認められる。

SP-1905(第 148図 )

礎板に使用されていた板材 (63・ 64)が 出土している。63は両面、木日とも丁寧に加工

が施されている。64は原木の周縁部を利用 しており、板 目取りである。

SK-84(第 149。 150図 )

杭 (65～ 75、 78・ 79)、 棒状木製品 (76・ 77)、 木樋状木製品 (80)が 出上 している。杭

は自然木の先端を加工 しただけで、樹皮が残存 している。76・ 77は遺存状況が悪く、加工

痕は認められないが、 1部樹皮が残る。80も遺存状況は悪く、丸木の外縁部を割り貫いて

いるようだが、加工痕は認められなかった。

SJ-01(第 151図 )

板材 (81・ 83)、 杭 (82・ 84)が 出土 している。81は薄 くて遺存状況が非常に悪く、加

工痕は認められなかった。83も遺存状況は悪いが、中央部に楕円形の穴がある。杭は先端

部に加工痕が認められ、84には樹皮が残る。

第 4節 M・ N区の出土木製品

ST-01(第 152・ 153図 )

ST-01は池と考えられる落ち込み状の遺構で、水性堆積の砂やシル トの混 じる粘質土

層から多くの木質遺物が出土 しており、遺存状況も良く、その種類も多彩である。主な出

土遺物には下駄 (85。 92)、 編具 (86)、 球状木製品 (87～89)、 毬 (90・ 91)、 栓 (93)、

折敷 (94)、 曲物底板 (95)、 漆器椀底罫 (96)、 柄杓の柄 (97・ 98)な どがある。

85・ 92は連歯下駄である。いづれも合は楕円形を呈しており、92の合表側の爪先部分、

足指のあたるところは磨耗により窪んでいる。86は俗にツチノコと呼ばれる菰などを編み

上げる際に使用される錘である。87～89は木を球状に削り加工 したものである。表面は丁
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寧に仕上げられており滑らかで、いづれも中央に径約 8 alllの 穴が貫通 していた痕跡が認め

られる。使用 目的は不明である。90・ 91は球状を呈するが、削りが粗 く穴はない。当時の

遊戯の一種である「打毬」に使用される毬である。93は一木製で、棒状の穴へ差 し込む部

分と角形の握 り部分からなる。94は破片であるが方形を塁 しており、縁には樺皮が残る。

95は小型の曲物の底板と考えられる。大きさから推定すると、柄杓の筒部分に使用されて

いたものか。96は遺存状態が悪く表面はかなり傷んでいるが、高合の削り出しと黒漆が僅

かに認められる。97・ 98は 同一個体と考えられ、971ま先端部、98が持ち手の方で、端は雲

形に作られている。

ST-05(第 153図 )

曲物側板 (99)、 草履状木製品 (100)が出土 している。99は方形の曲物側板の破片で、

屈曲部にのみ刻み 目が施されているのがわかる。100は「金剛板」と呼ばれている当時の

履物の破片である。左右対称の薄板を合わせて、これを芯板にして藁を編んで緒を付ける。

外湾部に緒を付けるための快り込みがあり、また芯板どうしを繋ぎ合わせるための穴が開

いている。

SK-06(第 154図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (107)が 出土 している。 1重の側板を隠すよう

に幅広の2枚のマワシが上下に付いており、内面の刻み日は縦方向である。

SK-10(第 154図 )

杓子 (104)が 出土 している。粗削りで加工痕がよく残 り、未製品であろう。お玉の部

分が小さく、欠損 しているようである。

SK-14(第 154図 )

(103)は薄い板状で、左右対称に3箇所の快 り込みがあり、断面は両面の中央に僅か

に稜が認められ菱形を呈する。 1部に火を受けて焼け焦げた痕があるが、焦げ痕は片面の

みである。用途は不明であるが、斎串か焦げ痕のあることから火鑽板の可能性もある。

SK-15(第 154図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (101・ 102)が出上 している。101は 2重の側板

に 1枚のマワシが付けられている。内面の刻み目は縦方向で、下部に部分的に斜め方向の

ものが認められる。

SK-40(第 154図 )

板材 (106)が 出土 している。端を削って幅を細 くしており、井戸側の隅柱の穴に差 し
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込み、横桟として使用されたものである。

SD-45(第 154図 )

漆器椀 (105)が 出上 している。低い高台を削り出し、全体に黒漆が塗られている。見

込みには赤漆で笹文が描かれている。

SE-07(第 155図 )

折敷 (108。 110)、 曲物底板 (109)、 曲物側板 (111・ 112)が出上している。108は欠損

しているが110と 同様に方形を呈すると考えられる。110に は縁を固定する樺皮を通すため

の穴が、各辺の中央に4箇所認められる。108・ 110と も両面に多数の刃物傷が認められる

ので、俎板に転用されていたのであろう。109に は側板に固定させるための木釘穴がある。

111・ 112は組み合わされて、井戸の水溜に使用されていた。■1は下半分が欠損 している

が、112と ほぼ同じ大きさのものであろう。 1重の側板に 1枚のマワシで、内面には縦方

向の刻み目が認められる。■2は 1重の側板に上下に2枚のマワシが付 く。内面の刻み目

は縦方向で、上下の 1部に斜め方向のものが認められる。

SE-11(第 156～169図 )

曲物容器 (■ 3)、 曲物側板 (■4)、 箱材 (117～121)の 他、井戸側の構築部材として板

材、角材が出土 している。n3は小型の曲物で、底板が底面から約 5 dlll位 、上げ底気味に

付く。水溜内から出土 しており、水汲み用の容器として使用されていたものと考えられる。

114は水溜に使用されていたもので、 1重の側板に 3枚のマワシが付き、 3枚のヘギが差

し込まれていた。側板にマワシを固定させるための木釘穴があり、また側板の底部には、

下段のマワシから側板を貫通する穴が約20箇所あり、元来は底板が付いていたものと推定

される。箱材は側板 4枚 (117。 118・ 120。 121)が組まれた枠の状態で、底板 (119)は

取り外され、側板の横に立て掛けた状態で出上 している。 5枚を組み合わせると平面形が

長方形の箱になる。側板は両端に組み合わせるため凹凸状に加工が施されており、釦穴が

認められる。底板の側縁部にも釘穴が認められので、箱に組み合わせた場合、底板の上に

側板が載る形状になる。側板、底板の外面には黒漆が塗られているが、短側板には撥形の、

底板には帯状の、長側板には底板から続き舌状におわる、それぞれに漆のかからない木地

の部分があり、そこには釘穴があるので、元々は別材が取り付けてあったことが推定され

る。側板の材は装飾的なものと考えられるが、底板の材は底板外面にある帯状の木地の部

分が長側板のそれに続いており、釘で固定して底板が抜け落ちないための補強材であろう。

このように底板に何 らかの材が取り付けてあったとするならば、箱自体に脚がなければこ
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第161図  SE-11出 土木製品 (6)
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のままでは不安定である。ところが底部には、四隅にも四辺にも脚を取り付けていた形跡

が認められないので、側板に取り付けてあった別材が脚の機能を兼ね備えていたのではな

いかと考えられる。板材 (■5・ 116)は井戸の底面に敷かれていたもので、その上に曲物

側板 (114)が載せてあったので、側板の跡が円形に残 っている。角材 (131・ 132・ 142・

143)は 井戸側の隅柱に使用されていたもので、 2方向か ら横桟を差 し込むための穴が開

けられている。井戸側は 1度作り直されているようで、この他にも隅柱と思われる穴があ

る角材 (129・ 130・ 140)が出土 しており、こちらが最初に作 られた井戸側の部材である

と考えられる。この他に穴のない角材 (122・ 141)が出土 しているが、井戸側には使用さ

れておらず、井戸側のさらに外側で検出されているので、井戸の覆屋の柱根の可能性も考

えられる。板材 (125・ 128・ 134)は 横桟で、隅柱の穴へ差 し込むため端部を加工 してい

る。板材 (123・ 124・ 126・ 127・ 133、 135～ 139、 144～151)は井戸側の縦板に使用され

ていた。大きさ、形状の様々なものがみられ、井戸側を作るため色々な材を寄せ集めてい

るようで、なかには縦板そのものの機能には必要のない加工が施されているものもあり、

何 らかの部材からの転用材であろう。127・ 135・ 147の 端部には枠を組むような加工が施

されている。150に は側面の両側に長方形の穴が開けられており、151は片面に両側面から

の快り込みがみられる。その他の板材には特に加工は認められないが、124・ 136・ 137・

149に は、横桟によって擦れた痕跡が残る。

SE-13(第 170・ 171・ 172図 )

井戸側の縦板に使用されていた板材 (152～ 157)が出上 している。157は 他と比べると

大型で厚みがあり、片側の長側辺に反りを持たせるように作られており、何らかのの部材

からの転用材であろう。

SE-18(第 172図 )

井戸の水溜に使用されていた曲物側板 (158・ 159)が 出土 している。158は ほぼ楕円形

を呈しており、内面には格子状の刻み目が四隅の曲がり角にだけ認められる。1591こ は縦

方向と格子状の刻み目が認められる。

SP-157(第 173図 )

連歯下駄 (160)が 出上している。合は楕円形で、表側は爪先の足指のあたる部分が、

使用のため擦り減り、窪んでいる。裏側にはノミ状工具の痕が顕著に残る。

SP-1104(第 173・ 174図 )

柱根 (161・ 166)が出土 している。161は面取り加工がなされ、明確ではないが断面正
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六角形に近い形状に仕上げ られている。166も 同様にして、ほぼ正方形の形状に仕上げ ら

れている。

SP-619(第 173図 )

礎板に使用されていた板材 (162)が出土 している。遺存状態は悪いが、別の材が密着

していた痕跡が、木 目に対 して直角に認め られる。

SP-515(第 173図 )

柱根 (163)が出土 している。 7面取 りの加工が施されている。

SP-451(第 174図 )

礎板に使用されていた板材 (164・ 165)が 出土 している。両方とも穴のような加工が施

されていたようで、転用材である。形状か らすると鼻繰であった可能性もある。

SP-1152(第 174図 )

柱根 (167)が出土 している。 8面取 りの加工が施され、断面形が隅切 りの正方形に近

い形状に仕上げ られている。

SP-1134(第 174図 )

桂根 (168)が 出土 している。面取 りはされずに、円柱形である。

SP-1327(第 174図 )

柱根 (169)が出土 している。 6面取りの加工が施され、断面正六角形に近い形状に仕

上げ られている。

SP-1221・ 1222・ 1223(第 175図 )

重複 した 3個のピットか ら、礎板に使用されていたと考えられる板材 (170。 173)、 角

材 (172)が出上 している。

SP-1176(第 175図 )

礎板に使用されていた板材 (171)が出土 している。

参考文献

市川秀之・鈴木寛子「第Ⅳ章第2節 西ノ辻遺跡出上の中世木器」『神並。西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調

査概要・Ⅳ』1987大阪府教育委員会

『革戸千軒町遺跡発掘調査報告書 I』 1993広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編

『草戸千軒町遺跡発掘調査報告書H』 1994広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編

『草戸千軒町遺跡発掘調査報告書Ⅲ』1995広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編

『草戸千軒町遺跡発掘調査報告書Ⅳ』1995広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編

小谷方明『大阪の民具・民俗誌』1982文化出版局

西村歩「天川村曲物考」『大阪府埋蔵文化財協会研究紀要 2』 1994

―-233-一



第 7章 まとめ

第 1章第 2節で述べているように住宅敷地内では、既に調査会による第 1・ H期調査、

そして市教育委員会による都市計画道路部分の調査が実施されており、古墳時代～近世の

遺構面が検出されている。今回の調査においても大方は同様の調査成果が得られているが

若干相違点などもあるので、ここでは各時代ごとの遺構と遺物について既往の調査と比較

し述べることでまとめとしたい。

1.縄文時代

この時期の遺構は、既往の調査と同様に検出されておらず、また遺構面も存在 しなかっ

た。基本層序Ⅵ層の黒色粘土より下位の土層堆積状況は、シル ト、砂層そしてまた黒色粘

土という交互に推積が繰り返されていることが観察され、この層は河内潟、河内湖による

水性の堆積作用によって形成されたものと推定される。遺物は自然河川内やⅦ層を構成す

る砂層から縄文土器が出土 しているがいづれも磨耗が激 しく上方からの流れこみによるも

のであり、北東側にこの時期の遺構が存在するものと推定される。

2.弥 生時代

この時期の遺物は各包含層中に破片が散見する程度であり、既往の調査よりもさらに遺

構面の存在する可能性は低いと考えられる。縄文時代と同様に、今のところ北東側に遺構

の存在が推定されるに過ぎない。

3.古墳時代

この時期の遺構は調査区を北東から南西方向に流れる自然河川や、単発的に上坑が検出

される程度で、水田跡も南側のM区で辛うじて畦畔が検出されたに過ぎない。建物跡など

の遺構は検出されず、第Ⅱ期調査区と比較 して遺構、遺物の量は希薄になる傾向があるの

で、集落の中心からは外れるようである。自然河川はその出土遺物から古墳時代を通 じて

流れていたと推定され、後期になるとその幅を縮小 している。河川内からは庄内式～布留

式に比定される遺物が出土 しているので、北東側にこの時期の集落の存在が推定される。

水田跡は遺存状況が悪く、所属時期を明確にできるような出土遺物がほとんど無いため、

時期の決定はし難いが、畦畔内から出土 した土器から、今のところ古墳時代前期頃の時期

を考えている。
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4.奈 良時代～平安時代

この時期は、単一の遺構面としては検出していないが、M区で検出したSE-18が その

出土遺物が 8世紀後半頃の時期を示している。奈良時代末頃と考えられるが、この時期の

遺構はこれだけであり、調査区全体としてはこの時期の遺構は欠落 しており、既往の調査

結果と同様の状況を示す。

平安時代の遺構も単一の遺構面として検出していないが、次の鎌倉時代の遺構面と同一

面で検出されている。出土遺物の内容は黒色土器、緑釉、土釜などであり、その時期は10

世紀末～■世紀頃を示 しており、このことは集落の成立を平安時代の終わり頃に求めるこ

とができよう。なおこの時期の遺構、遺物が検出されるのはM区に顕著であり、K・ L区

ではほとんど検出されなかった。

5.鎌 倉時代～近世

今回の調査で最も多くの遺構、遺物が検出されたのが鎌倉時代である。遺構としては井

戸、土坑、柱穴などが検出されており、柱穴などは無数あり、何回も建物が建替えられた

ことを物語っている。遺構の検出のされかたを見ると調査区の西側半分に集中しており、

東側は鋤濤が見られ主に耕作地として利用されていたようで、居住地と耕作地とが明確に

区別されていたが、その境界は深い濤によって区画されるわけではなく、浅い濤によって

隔てられていたに過ぎない。集落の存在 した時期であるが、出土遺物から推定すると平安

時代末には既に集落は成立しており、途中廃絶されることなく引き続き13世紀末から14世

紀初頭頃まで存続 したことが出土遺物から推定される。14世紀代の遺構、遺物がほとんど

検出されてないのでこの時期には廃絶されたようである。出土遺物を見ると調査区の北側

のK・ L区に行くほど新 しくなる傾向を示 しており、平安時代終わり頃に成立した集落が

鎌倉時代に入ってから、北側にその範囲を広げていったことが推定される。集落の範囲で

あるが、近隣での発掘調査の結果から、さらに南西方向に広がっていることが考えられる

が、当時、西側一帯には深野池が存在し、かなり池に近い場所で営まれた集落といえよう。

M区で検出された池状の落ち込み ST-01や N・ L区で検出された水路 ST-02は 、川船

程度の大きさであれば十分通行可能な規模を持ち、深野池に続いていたのではないかと推

定される。

この時期を代表する土器である瓦器椀は、黒色土器B類から発展する初現期 (■世紀)

のものから、衰退化に向かう (14世紀初頭)のものまで出土している。近くに産する楠葉

型瓦器椀は古い段階で現われるが、12～13世紀代では大和型瓦器椀が主流を占めるようで
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ある。ただ細部を見ると共型的な大和型瓦器椀と必ず しも一致するわけではなく形態は大

和型に酷似するが、細かい手法において異なる点があるようでる。

また、M区のSK-06で は「東大寺」の刻印のある平瓦が出土しているが、この瓦は平

安時代末 (■80年)に平重衡の南都攻めによって焼失 した東大寺を再建するため、大勧進

職に任ぜられた俊乗坊重源が、東大寺造営料国となった備前国万富 (岡 山県赤磐郡瀬戸町

万富東大寺瓦窯跡一国史跡)で焼かせたものである。同じくSK-06か ら出土 した他 2点

の平瓦や、 SP-1509・ 1515で礎板に使用されていた平瓦も、刻印は見られないものの、

タタキメの文様から同窯で焼かれたものと考えられる。このように、東大寺で使用される

はずの瓦が当地で出土したことは、当地と東大寺との間に何 らかの関係があったのかも知

れない。因みに調査区の西側の小宇名が「東大寺 (ひ が しおおてら)」 、「西大寺 (に し

おおてら)」 と称するのは興味深い。

13世紀末～14世紀初頭頃で廃絶された以後は集落が営まれた様子は無く、近世末までは

田畑として不J用 されていたようである。

以上、既往の調査結果との比較で各時代ごとの遺構と遺物についてまとめたが、今回の

調査では、当遺跡の集落が少なくとも平安時代終わり頃には成立し、鎌倉時代末まで存続

していたという新知見が得られ、第 H期調査で報告されている古墳時代中期の建物跡を考

え合せると、少しずつ場所を変えながらもさらに長期間にわたって集落が継続的に営まれ

ていたことが明らかになった。今回の報告は、終始遺構と遺物の説明の羅列になった感が

否めないが、各時代の遺構の性格の把握、遺物の検討や地理的・歴史的背景を含めたこれ

ら遺跡の総合的な検討は、来年度刊行予定の最終報告書 (第Ⅳ期の調査報告)において行

ないたいと考えている。御容赦を乞う次第である。
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遺 物 観 察 表

器 種 安二(IB) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

腑
Ｌ

1 瓦 器 栃

(構葉 )

■-1

56

15 0

⑪⑮

灰 色

底部から外上方に開き1/2く らいのところから急勾配で上

方に伸び端部は丸く終る 沈練あり 高合は逆三角形

外面

内面

口緑部にヘラミガキ SE-3,

圏線ミガキと見込みに連結輪状のヘラミガキ

2 瓦 器 栃

(楠葉 )

I-3

58

14 8

⑪D9

灰 色

器壁に厚みがない 底部から外上方に開き端部は丸く終る

端部やや下に沈線あり 高合は合形

外面

内面

指押さえの痕 細い分割ヘラ ミガキ SE-3,

密な圏線ミガキ 見込みに連結輪状のヘラミガキ

3 瓦 器 椀

(楠葉 )

I-3

50

14 8

OD⑤

灰 色

底部から外上方に需いたのちとから1潟位のところから垂直気味に伸び増

部は丸く終る 小きな火ぶくれの象Jとあと残る 高會は逆三角形

外面 3分割のヘラミガ辛 口縁部にナデによる鈍い稜籍 制-32

SE-32

内面 圏線 ミガキと見込みに連結輪状のヘラミガキ

4 完高31

盗50

OD⑤

灰白色

体部底部から外下方へ下り端部は丸く終る

杯部形態不明

外面

内面

ヨヨナデ

74

5 瓦 器 椀

(楠葉 )

II-3

53

140

④
音オリーブ灰t

⑮④灰色

底部から外上方に開いたのち13tの ところから外上方にやや急匂己で伸

びる 日緑部で厚みをもち鳩部は丸く終る 沈機あり

外面

内面

3分割のヘラミガキ 指押きえ SE-34

粗い圏線ミガキと見込みに簡単な連結輪状ヘラミガキ

6

翻臓
‐・３

瓦

く

Ｉ

52

14 7

00

灰 色

底部からゆるやかに伸びV劉立のところから垂直気味に立ち上がり端部は

丸く終る 日FEIは厚あ 沈練あり 高合はいびつ

外面 日縁部に粗いが分割性のあるヘラミガキ SI-34

内面 圏線ミガキと見込みに連結輪状のヘラミガキ

7 78

48

⑪⑮

灰白色

「ハ」の字に開く脚部 内反する日縁部を有する 外面 脚杯部ともに多数の指押え SE-35

内面 口縁部にヨコナデ

8 須恵器壼 完高58

主径77

のO⑬

緑灰色

平底から内湾して立ち上がる体部を有する 外面

内面

SE-36

ナデ

瓦 器 栃

(楠葉)

H-2

51

148

⑪⑮

暗灰色

器壁は厚め ゆるやかに開いたのちやや急勾配で伸び端部

は丸く終る 端部に沈練あり 高台は台形 完形

外面

内面

4分割の粗いヘラミガキ SE-3(

密な圏線ミガキと簡単な連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

皿―A(古 )

53

14 8

④⑪D

灰 色

底部からゆるやかに外上方に開き口縁部は直立気味で

端部は短 く外反 して終る 浅い沈線

外面 粗いヘラミガキ ロ縁部にナデによる鈍い稜線 SE-3`

内面 圏線ミガキと連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

皿―A(古 )

51

13 6

①⑥9

灰 色

底部からゆるやかに開いたのちやや角度をもって外上方に

立ち上がり端部は丸く終る 端部上位に沈線あり

外面

内面

悟押さえとわずかなヘラミガキ ロ縁部にナデによる稜繰 SE-39

圏線ミガキと連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅱ―A(古 )

51

14 6

⑪99

灰白色

底部からゆるやかに開いたのち角度をもって外上方に立ち

上がり端部はやや上向きに終る 端部に沈線あり

外 面 指押さえと省略化された粗いヘラミガキ SE-39

内面 密な圏練 ミガキと連結輪状のヘ ラミガキ

瓦 器 椀
(楠葉 )

H-3

52

15 2

⑮⑪9

灰 色

底部からゆるやかに伸びやや角度をもって外上方に開く

端部は丸く上位に沈線あり 高台は逆三角形

外面 指押さえと口縁部に粗いヘラミガキ SE-3(

内面 圏線 ミガキと省略化された連結輪状のヘラミガキ

75
瓦 器 栃

(楠葉 )

H-3

54

14 6

④Θ

灰 色

底部よリロ縁部の方が器壁が浮い 外上方に伸びたのちやや急勾

Eで立ち上がり端部は丸く終る 沈繰はやや下に巡る

外面 指押さえ 風化のためヘラミガキは不鮮明 配 -3〔

内面 圏線ミガキと連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ш―A(新 )

51

13 6

OD
時オリーブ灰建
⑤灰自色

底部より外上方に開いたのちやや角度をもって外上方に伸びる 日縁部は

やや肥厚し培部は丸く終る 高台は逆三角形 沈線あり

外面

内面

指押さえ ヘラミガキは認められない SE-4℃

隙間の大きい粗い圏線ミガキ

76

88

瓦 器 椀
(大和 )

皿―A(新 )

46

141

④Θ

灰

丸底より内湾気味に外上方へ伸びたのち短く外反し端部は

丸く終る 沈線あり 高合より底部が突出 完形

外面

内面

指押きえと粗いヘラ ミガキ SIE-4(

やや隙間のある圏線 ミガキと連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

nl― A(新 )

45

13 8

④O

灰

丸底から内湾気味に外上方へ伸びたのち短く外反 し端

部は丸く沈線を有する ややいびっな器形 完形

外面 指押さえと粗しヽヘラミガキ

内面 やや密な圏線 ミガキと連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 楊

(大和 )

III― B

43

14 6

釣
　
灰

丸底から外上方へ伸びたのち短 く外反 し端部は丸く上

向きに沈線を有する

外面

内面

指押きえと粗いヘラ ミガキ

やや隙間のある圏線 ミガキと連結輪状のヘ ラ ミガキ

SE-43

勒蜘‐‐‐・Ｂ

44

13 8

Φ⑪D

灰

底部から外上方に伸びたのち短く外反し端部は丸く被

線を有する 高合より底部突出するいびつな器形

外面

内面

粗いミガキとナデによる鈍い稜線 高合は雑な貼り付け SE-48

粗い圏線ミガキと連結輪状のヘラミガキ

20 瓦 器 椀

(大和 )

皿―A(新 )

41

144

④Θ⑤

灰

丸底から内湾気味に外上方へ伸びたのちわずかに外反

する 端部は丸く上向きに沈線を有する

外面 粗いヘラミガキ SE-4〔

内面 隙間のある圏線ミガキと連結輪状のヘラミガキ
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遺 物 観 察 表

器 種 去三(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

88

瓦 器 椀

(大和 )

III― B

47

12 8

O③⑤

灰 色

底部より内湾気味に外上方へ伸びたのち短く外反する 端部は丸く上向き 外面 粗いヘラミガキ SI-43

に沈猿を有する 高台より底都が突出するいびつな器形 内面 粗い圏線ミガキと連結輪状のヘラミガキ

22 土師器皿 14

86

⑮⑮

灰白色

偏平で底部から外反気味に口縁へ続き端部は少し角ばる ヨヨナデ ナデによる稜線 SIl-4:

土師器皿 11

76

⑪D

ぶい賞橙建

偏平で底部から外上方に短 く伸び端部は角ばる 日縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 朔-4(

24 土師器皿 15

81

③③

灰白色

回縁は内湾気味 器形はいびつ 完形 口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 観 -4〔

25 土師器 lll 13

86

の⑮⑤

灰白色

浅い平底から短 く外上方に伸び端部は角ばる 口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SI-4(

と師器皿 13

84

④⑪D

灰自色

偏平な器形 日縁部ヨヨナデ 屈曲部にナデによる稜線 SE-41

土師器皿 13

84

O③

灰白色

浅い平底から短く外上方へ伸び端部は角ばる 内外ともにヨコナデ 弼 -4ぞ

76

23 瓦 器 算 ④灰～黒色
O褐内色
0灰也色

逆「ハ」の字に開く口縁部と垂直に伸びる体部をもち

口縁端部は外傾する端面を有する 煤付着

外 面 指押さえ 板ナデ

内面 口縁部に7本/1caの ハケメ 体部板ナデ

瓦 器 釜

却 BI

与高 11 0

]径 250
号径3110

恢白年賊色 口縁部は「 く」の字形に屈曲し端部は内側に肥厚 し鍔

は水平方向に伸び端部は丸い

外面 ナデ 朔 -4〔

脈白色 内面 板ナデ

89

30 瓦 器 椀

(大和 )

m― B

44

141

③⑮⑪

灰白色

浅い器形 外上方にゆるやかに伸び口縁部はやや垂直気味

に立ち上がり端部は丸く終る 端部に沈線あり

外面 指押さえ 弼-4ι

内面 粗い圏線ミガキと省略化された連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

m― B

45

13 2

④Θ

灰 色

いびつな形 浅 く開いたのち口縁でやや外反 し端部は 外面 指押さえ 4分 割ヘラミガキ 朔-4と

丸く終る 内面 強い板ナデ 圏線 ミガキと連結輸状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

m― B

41

14 1

⑪⑮⑤

灰 色

丸味をもつ底部から内湾気味に外上方に伸びたのち外 外 面 口縁部に強いナデ 粗いヘラ ミガキ

反 し端部は丸 く上向きに沈線あり 内面 やや密な圏線 ミガキと連結輪状のヘラミガキ

33 土師器皿 15

84

の⑪働

こぶい黄橙t

やや丸い浅い底部から外上方へ伸びたのち短 く上方ヘ

立ち上がり端部は丸い

内外ともに口縁部はヨコナデ SI-42

34 土師器皿 14

80
⑤

い

凹凸のある平底から外上方へ伸びたのち外反 し端部は

角ばる

内外ともに日縁部はヨコナデ 底部に指押きえ SD-42

土師器皿 41

81

O⑮⑪

灰白色

平底から外上方に短く伸び端部は角ぼる 日縁部に厚

みをもつ

口縁部にナデによる稜線 底部に指押え SE-4ワ

土師器皿 13

82

⑪⑪9

灰白色

平底から屈曲して外上方へ短く伸び端部は角ばる 内外ともに口縁部はヨヨナデ SE-42

土師器エ 15

85

00⑪

灰白色

偏平な器形で平底か ら上方へ短 く立ち上がり端部は丸 V 摩耗 している ナデによる鈍い稜線 SE-42

38 土師器皿 13

82

④⑤D

灰白色

平底か ら内湾気味に外上方へ伸び端部は丸い 内外ともに日縁部ヨコナデ 底部に指押え SE-42

土師器Il 14

80

⑪⑬⑬

浅黄笹色

全体に厚みがある 底部よりゆるやかに外上方へ開き

端部はやや角ばる

口縁部にナデによる稜線 司-4,

40 土師器皿

82

④⑪9

灰 色

浅い平底から短く外上方に開き端部はやや角ばる

内面擦付着

内外ともに口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 朔-44
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遺 物 観 察 表

器 種 法 量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

89

土師器皿 1 3

84

⑪DD

Eぶい橙色

浅い平底か ら短 く外上方に開き端部はやや角ばる 内外ともに日縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SE-44

瓦 器 椀

(大和 )

HI一 B

41

14 2

D⑮灰色

D灰白色

底部からゆるやかに外上方に開きV2位からやや上向きに

伸び端部は外反して終る 高合は低く雑な作り

外面 指押えと粗いヘラミガキ SE-44

内面 条繰間に除間のある粗い圏線ミガキと輸状のヘラミガキ

43 瓦 器 椀

(大和 )

Ш一A(新 )

41

140

④⑮灰色

⑮灰自色

ゆるやかに外上方に開き口縁部は上向きに伸び端部は

丸く終る 端部に沈線あり 高合は低 く雑な作り

外面 指押さえと粗いヘラミガキ SE-44

内面 除間のある粗い圏線ミガキと太い速結輪状のヘラミガキ

℃

44 瓦 器 椀

(大和 )

Ш―A(新 )

43

14 2

⑪⑩灰色

⑤灰白色

浅く開いた器形 器壁はうすいが回縁部はやや厚みを

もつ 端部に浅い沈線あり

外面 指押さえと粗いヘラミガキ SE-45

内面 隙間のある圏線ミガキと省略化された連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

44

14 4

外面 指押さえとわずかなヘラミガキ SE-45

⑮灰白色 反する 端部に上向きの沈線あり 高合逆三角形 内面 やや密な圏線 ミガキと連結輪状のヘラミガキの 1部

46 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

45

14 0

④⑪③

灰 色

かなりいびつ 底部から外上方に伸びたのちやや角度をもって立

ち上がり端部は外反して丸く終る 端部の沈線上向き

外面 指押きえと粗いヘラミガキ SE-45

内面 やや粗い圏線ミガキ 省略化きれた連結輪状のヘラミガキ

47 土師器皿 13

80

④⑪働

灰白色

浅い平底から外上方に短 く開き端部はやや角ばる 口縁部にヨコナデ 強いナデによる稜縁 底部に指押さえ SE-45

48 土師器皿 18

84

砂浅黄色

D灰白色

少しいびつ 底部からほぼ直線的に伸び端部は丸く終る 内外 ともに口縁部はヨヨナデ 底部に指押さえ SE-45

埒 土師器皿 10

84

の⑮

灰白色

底部か らゆるやかに外上方に開き口縁は内湾気味に端

部は丸 く終る

内外ともに回縁部はヨコナデ 底部に指押さえ

土師器皿

78

の⑪9

灰自色

平底からゆるやかに外上方に開き端部は丸く終る 内外ともに回縁部はヨヨナデ 底部に指押 きえ

土師器皿 15

84

⑪⑮⑤

灰白色

平底からゆるやかに外と上方に開き回縁は内湾気味て

端部はやや角ばる 完形

内外 ともに口縁部はヨコナデ 底部に指押 さえ SE-45

土師器皿 15

84

⑪⑮ 偏平な器形 平底から短 く外上方に開き口縁へ伸びる 内外 ともに口縁部はヨコナデ 底部に指押さえ SE-45

土師器皿 13

80

009

こぶい黄笹住

平底か ら短 く外上方に開き端部はやや角ば って終 る 口縁部はナデによる凌線 底部に指押 きえ )E-45

76

35

86

⑪Э③

灰白色

底部から外上方に開き口縁端部は丸く終る

脚部は外反する 器壁は全体に厚い

内外 ともにヨコナデ

杯部に合部を貼 り付け

SE-47

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

41

130

ODD

暗灰色

底部から外上方に開き口縁部で角度をもって立ち上がり端

部はやや外反して丸く終る 端部に上向きの沈線

外面 多数の指押え 粗いヘラミガキ SE-4(

内面 やや密な圏線ミガキ 見込みに連続稀伏のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

43

12 3

DΘ
ξオリーブ灰(

D灰白と

底部から外上方に開き日縁端部はやや外反 して丸く終

る 端部に上向きの沈線

外面 指押さえ 粗いヘラミガキ SK-9j

内面 やや密な圏線 ミガキ 形状不明のヘラミガキが残 る

瓦 器 椀

(楠葉 )

皿-2～ 3

36

11 2

砂○
まオリーブ灰(

D灰白色

底部から内湾気味に立ち上がり端部は丸く終る 沈線

なし

外 面 ミガキは認められず SK-94

内面 隙間のある粗い圏線 ミガキが見込みまでお りる

84
背 磁 碗 破片

51X36

OD

オリーブ灰t

器壁は薄 く口縁部は外上方に向い端部は丸 く終る 外面 SK-94

I-2類 内面 片彫 りの草花文

59 土師器釜

河内 BI

残高115

390

③ D 内湾する口縁部に上方に直立 し外に肥厚す る日縁端苛

を有する 鍔は水平に伸びたあと下垂気味

外面 指押さえ 鍔部か ら口縁部にかけてタテハケ SK-94

⑤灰白t 内面 指押さえ 口縁部にナナメハケ

∞ 瓦 器 椀

(和 泉)

H-3

59

14 2

④⑮⑪

灰白色

底部から内湾気味に開き口縁でわずかに外反 し端部は

丸く終る

外面 高台周辺に多数の指押さえ 風化が激 しい SK-9(

内面 わずかの圏線ミガキと見込みにジグザグのヘラミガキ
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遺 物 観 察 表

器 種 法 量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

―
―
庁
―
―
―
―

90

土師吾不明ニ 長さ 57

ほ 128

④①⑬

灰白色

土管様のもの ? 外 面 SK-98

内面 端部にナデ

須恵器褻 残高 57

308
朝

と

啄

飯

班

端部は上方にやや肥厚 し外端面は垂直な面を成す 外面 肩部に斜めのタタキ SK-91

内面

鰤器高台tl 莞高 29

鋒 69

柳D 左右脚部の張 り出 しがいびつ 作 りが雑 外面 貼 り付けた高台と杯部の境に指押え多数 X-97

D灰白と 内面 強い指押さえ

64 党胃27

賂70

⑪DD

灰白色

外 面 指押 さえ 裾部はヨコナデ 杯に脚部を貼 り付け SK-97

内面 指押さえ

65 36

84

)a灰 白色

販白～灰建

杯と合の高さの比1:2 杯の部分は内湾気味に立ち上が

り脚部は外下方に開き杯脚部とも端部は丸い

外 面 内外面 に指押さえ多数 M-97

内面 粘上紐痕

66 瓦 器 椀
(大和)

Ⅲ―B

46

140

働Э灰色

D灰白色

いびつ 平底からほぼまっすぐ外上方に伸び回縁部でややこ直に立ちとが

り端部は丸く終る 底部は厚みがある 外面お土紐痕

外 面 指押さえ 回縁部は強いヨコナデ 粗いヘラミガキ SK-9'

肉面 隙間のある圏練 ミガキ 粗い連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

46

14 0

全体にしっかりした作りで底部がややいびつ 底部から内

湾し口縁で外反し端部は丸く終る 端部に沈線巡る

外面 高台周辺に指押さえ 日縁部に粗いヘラミガキ SK-9「

内面 やや密な圏線ミガキ 複雑な連結輪状ヘラミガキ

68 瓦 器 椀

(大和 )

m― B

46

13 6

底部からゆるやかに伸び口縁内面ナデによる凹面有す

端部に沈線巡る

外面 連続 して日縁へ伸びるHIFさえ わずかなヘラミガキ X-91

⑤灰自ε 内面 隙間のある圏繰ミガキ 省略化された連結軸状ヘラミガキ

77

69 瓦 器 椀

(大和 )

m― B

43

13 4

砂〇灰t

D灰白佳

ゆるやかに底部から外上方に伸びたのち1/2位 のところからやや

上向きに立ち上がり端部は外反する 端部に沈線巡る

外 面 指押 さえ 水平に粗いヘラミガキ X-97

内面 豫間のある圏線ミガキ見込みのヘラミガキは形状不明

70 瓦 器 椀

(大和 )

H一 A(新 )

48

14 4

働③
瞥灰色

D灰白色

ゆるやかに開く体部と外反する日縁を有する 沈線は

上位を巡る

外 面 指押さえ 分割性のヘラ ミガキ SK-97

内画 やや密な圏線 ミガキ 太めの連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

皿―A(新 )

46

131

勘⑮
「リーブ灰ぞ

啄白色

平底からゆるやかに伸び端部は丸く終る 端部に沈線

巡る 楕円でいびつ

外面 指押さえ 分割性のあるヘラミガキ SK-91

内面 隙間の開いた目繰ミガキ 省略化した連結斡状ヘラミガキ

土師器 lll 1 7

43

③⑮

灰白色

丸底で深みもあリロ縁部は厚みをもち角ばる 完形 内外 ともヨヨナデ ナデによる稜線 X-9「

土師器皿 13

82

④⑪

灰白色

均等な厚みで回縁まで続く 端部は丸い 完形 内外 とも口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 Ж-97

74 土師器皿 15 の⑮

こぶい貨桂∈

底部中央がわずかに突出している

日縁部は内湾 し角ばる 完形

内外とも日縁部ヨコナデ 強いナデによる鈍い稜線 SIC-97

土師器皿 15

82

④⑪D

灰白色

平底よりわずかに屈曲し短く外上方へ伸びる

端部は内湾気味で角ばる

内外ともに回縁部ヨコナデ 鈍い稜線 SK-97

上師器 lll 18

84

④⑮

灰白色

ゆるやかに日縁まで伸びる器壁は口縁部に厚みをもつ

端部は内湾 し角ばる 完形

内外ともに口縁部ヨヨナデ 底部に指押え SK-94

77 と師器中] 26

13 4

9D灰黄色

D灰 白色

平底から屈曲して外上方へ開く

口縁端部は内湾気味でやや角ばる

内外ともに日縁部はヨコナデ

屈曲部に指押さえ

X-91

78 土師器皿 15

78

⑪⑥D

こぶい笹色

平底か ら短 く伸び端部はやや内湾気味に丸 く終る 内外とも日縁部ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 X-97

79 土師器皿 13

78

⑮O⑤

灰白色

平底から伸び口縁部はやや角度をもって外上方に開く 内外とも日縁部ヨコナデ 屈曲部にナデによる鈍い稜線 SK-97

80 土師器皿 1 4

82

O③⑤

灰白色

やや橋円形 平底か らゆるやかに伸び端部は丸 く終 る 内外とも日縁部ヨヨナデ 屈曲部にナデによる鈍い稜線 SK-9々
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遺 物 観 察 表

器 種 去二(|| 色 調 形 態 ,特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

90

土節器エ 12

84

OΘ⑪

灰白色

平底か らゆるやかに開き口縁部やや角度をもって立ち

上が り丸 く終る

内外 とも日縁部 ヨコナデ 甑 -9,

32 土師器皿 15

79

〕D灰白t

9
:ぶい黄橙ぞ

ややいびつ 平底か ら短 く開き内湾する日縁をもつ 内外 とも日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 X-9「

83 土師器皿 17

73

③Э

灰白色

精円形で平底からゆるやかに伸び端部は丸く終る 内外とも日縁部ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 Ж-97

84 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ― B 14 4

①Θ灰色

⑤灰白色

形骸化した高台から斜め上方に伸びる体部は回縁でわずか

に直立したのち短く外反する沈線は上端に位置する

外面

内面

日縁部やや強いナデ 1条のヘラミガ辛 指押さえ K-llX

隙間の開いた目繰ミガキ 省略化された連結輪状ヘラミガキ

85 瓦 器 椀

(大和 )

m― A(新 )

51

13 6

9D暗灰色 高合と底部の高さは等しい 口縁部で厚みをもつ 明

瞭な沈線有り

外 面 指押さえ 水平方向のヘラミガキ X-101

内面

土師器Il

84
D灰色

平底からゆるやかに口縁へ続く 端部はわずかに角

ばる

外面

内面

摩耗 している ナデによる稜線 K-10

87 土師器皿 13

86

⑪⑮⑬

灰白色

底部中央がわずかに突出する ゆるやかに口縁へ開き

端部はやや角ばる

外面 摩耗 している ナデによる稜線 K-10

内面

84

88 青 磁 皿 t高 14 OO
時オリーブ灰t

～灰白色
⑤灰白色

体部中位で屈曲して体部と見込みの境に段を有する 外 面 底部は露胎 【-10

I-1類 内面 ヘラによる片彫 り

80 瓦 器 椀

(大和 )

II― A～ B

57

14 6

⑪③
暗灰色

⑤灰白色

底部から回縁まで均等な厚みの器壁は口縁部でわずカ

に外反 し内面に沈線を有する

外面

内面

体部1/2の 高さまで 3分割 ミガキ SK-1観

密な圏線ミガキ 簡単な連結輪状ヘラミガキ

78

瓦 器 椀

(楠葉 )

■-2～ 3

57

14 4

④Θ
オリーブ灰色

⑤灰白色

丁寧なつくりの高合と深さと丸みのある体部を有する

厚い日縁部でわずかに外反 し沈繰は上端に位置する

外面

内面

粗い 3分割 ミガキ 指押 さえ K-lll

やや隙間をもつ圏線ミガキ 連結輪状ヘラミガキ

土師器中皿 26

13 8

⑪⑮

灰白色

平底から直立気味に屈曲し口縁部は内湾 し厚みは均等

である 完形

内外 ともにヨコナデ 屈曲部に指押え 【-lll

92 土師器壌 145

124

DΘ 丸底から内湾し日頸部で「く」の宇に屈曲したのち外上方

に伸び端部は丸く終る 砂粒角閃石ともに目立つ

外面 体部に斜めのハケメ 頚部ヨコナデ )K-1■

D灰自色 内面 指押さえ ヘラケズ リ 2ヶ 所に穿孔

93 土師器覆 ④O

灰自色

はぼ球形の体部から内湾して伸びたのち口顕部で「 く

の字に屈曲し端部は内側に肥厚 し丸く終る

外面

内面

体部 に指押え 斜めのハケメ8本/0 9ca K-11

肩部に原体痕 ヘラケズ リ

小生土器 i高 46

盗82

⑪働③

こぶい黄橙ε

平底か ら外上方へ伸びる

砂粒が 目立つ

外面

内面

風化 している X-1刀

指押さえ 原体痕

95 瓦 器 椀

(大和 )

m― A(新 )

49

146

④Θ

オリーブ黒建

低い高合から内湾し丸みをもって日縁へ続く

細く明瞭な沈線が上位に巡る 器壁は薄目で均等 完形

外面

内面

指押さえ 3分 割 ミガキ X-131

やや密な圏線ミガキと時計回りの連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

m― A(新 )

46

138

D⑪灰色

9灰白色

低く雑な高合から斜め上方に伸び回縁上端に沈線が巡

る

外面 指押さえ 3分 割 ミガキ K-13

内面 粗い圏線 ミガキと時計回りの連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

nl― A(新 )

57

140

DΘ
「リーブ黒モ

D灰白t

いびつであるが厚みのある器壁が口縁まで伸びる

浅い沈線が上端に巡る

外面

内面

斜めに連続する指押さえ 分割性のあるヘラミガキ K-13

密な圏線 ミガキと時計回りの連結輪状ヘラミガキ

98 瓦 器 皿 14

88

④⑮⑤

灰白色

平底から屈曲して短く外上方へ伸びる 端部は外反

する

外面

内面

内外 ともに口縁部 ヨコナデ 底部に指押さえ

太いジグザグのヘラミガキ(2EE幅 )

99 瓦 器 皿 16

86

④DD

灰白色

中央のややふくれた底部から短 く伸び口縁部はやや外

反する

外面

内面

内外 ともに日縁部はヨヨナデ SD-5(

粗いジグザグのヘラミガキ

llXl 瓦 器 皿 18

85

O③灰色

⑤灰白色

平底から屈曲して上方へ短く伸び口縁部は外反 してわ

ずかに水平方向に伸びる 完形

外面 内外 とも日縁部はヨコナデ SD-5C

内面 太いジグザグのヘラミガキ(2nE幅 )
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遺 物 観 察 表

器 種 去量(は ) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

瓦 器 皿 17

95

DΘ灰色

D灰白色

平底か ら屈曲 して上方へ向い口縁は外反 してわずかに

水平方向に伸びる

外面

内面 細いヘラ ミガキがそれぞれ 4往復 し十字に重なる

102 瓦 器 皿 15

96

DΘ灰を

D灰白t

平底か ら外上方へ開き端部は丸 く終る 外面 摩耗 している

内面 判別できず

103 瓦 器 釜

大和 Bュ

勇高 7C
ヨ径 31g

号径 33ぞ

④O⑤

灰白色

内湾する体部から日頸部でくの字に屈曲したのち端部は肥

厚し丸く終る 内側に凹線を有する 鍔は水平に伸びる

外面 鍔と日縁の間に指押さえ 鍔は貼り付けナデ

内面 回縁部 ヨコナデ

ll14 土師器釜

河内 Bl

５

‐９

囲

高

径

径

D灰白t 口縁部内湾気味  回縁端部は外に肥厚 し外に一条の琥

線を成す 鍔は水平方向に伸び端部は丸い

外面 鍔は貼 りつけナデ

D灰色 内面 板ナデ 原体痕がわずかに残る

105 鉄製品(刀 ) И

５

２

誌

幅

繋

D 断面 2等辺三角形

85

1∝ 土   鍾 長さ 4η

駁夫径17

D灰白仁 紡錘形 径0 4emの紐穴

107 瓦 器 椀

(大和 )

m― E

38

98

⑪⑩D

灰白色

丸底か ら外上方に伸び端部やや外反 して丸 く終る

器壁は薄い

外面 指押 きえ 形骸化 した高合

内面 粗い圏線 ミガキ

108 瓦 器 椀

(大和 )

m― B

33

10 0

⑪Θ⑤

灰白色

丸底から外上方に伸び回縁でやや上向きに立ち上がり

端部は丸く終る 端部に沈線巡る 器壁は薄い

外面 指押さえ

内面 隙間の開いた圏線 ミガキが底部へ続 く

と∞ 瓦 器 椀

(大和 )

m― c

38

12 6

外面 指押さえ わずかなヘラミガキ

り端部は丸く終る 端部に沈縁施される 高合は難 肉面

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )
14 6

④Θ⑤

灰白色

偏平 な器形 外上方に開いたのち端部やや上向きに終

る 端部に沈線巡る

外面 指押さえ 数条のヘラミガキ

内面 やや隙間のある圏線ミガキと連結輪状のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

m― c

42

13 4

④O灰t

⑤灰白t

平底か ら外上方にゆるやかに伸びたのち端部はやや外

反 して終る 端部に浅い沈線巡る

外面 分割性のあるヘラミガキ

内面 圏線 ミガキと簡単な連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ― B

44

136

DO灰色

D灰 白色

底部からゆるやかに開いたのちやや角度をもって立ち上がり端部は外反し

丸く終る 沈線上向きに巡る 日縁強いナデによる凹みを内面に有す

外面 わずかにヘラミガキが残る D-5(

内面 隙間の開いた圏線ミガキと省略化された連結輪状ヘラミガキ

113 土師器中皿 24

12 0

④Θ

峻黄色

平底か ら屈曲 して逆「 ハJの字に伸び口縁部は厚みを

もち角ば って終る 完形

内外とも日縁部はヨコナデ 屈曲部に摘甲 さえが顕著 D-51

土師器中皿 23

137

のO⑪

にぶい笹色

平底か ら屈曲 して外上方へ開き口縁部では内湾 しやや

角ばる

内外 とも回縁部はヨヨナデ SD-51

土師器皿 19

11 8

O⑮⑤

灰白色

平底か ら逆ハの字に屈曲 して開き端部は丸 く終る 内外とも日縁部はヨコナデ 指押さえ多数 SD-5(

平  瓦 破片

75× 63
厚さ19

�にぶい☆Ce

期 白也

凹面 布 目の痕

凸面 縄 目の痕

的

主師晋襲塩ヨ 52

40

④

灰白色

丸底か らほぼ垂直に立ち上がる 内外 とも日縁部はヨヨナデ 底部に指押 さえ SD-51

80
土師器皿 15

60

000

淡黄色

平底から内側に屈曲し回縁はほとんど直行 し角ばって

いる

内外 とも口縁部はヨヨナデ

土師器皿 14

77

○〇

灰白色
～浅黄笹色

平底か ら屈曲 し短 ぐ内湾気味に終 る

端部は角ばる 完形

内外 とも回縁部はヨコナデ ナデによる稜線 SD-5(

1211 土師器皿 12

79

のΘ

淡黄色

平底から屈曲して外上方へ向かう 口縁端部は厚みを

もって角ばる 完形

内外 とも日縁部はヨヨナデ ナデによる明瞭な稜線 働 -51
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遺 物 観 察 表

器 種 去lE(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

‐
‐
卜
‐８０
Ｌ
‐
‐
‐
―
―
―
―
卜
脇

92

土師器皿 15

85

の⑮

浅黄橙壱

底部より回縁部の方に厚みをもつ端部は角ばる 完形 口縁部はナデによる稜線

土師器皿 12

77

④⑬

淡黄色

底部中央がやや高い丸底からゆるやかに外上方へ伸び

回縁部は内湾気味で端部はやや角ばる

口縁部はナデによる稜線 SD-5(

123 土師器皿 1 5

82

③Э

浅黄笹色

◎灰自色

平底か ら屈曲 し外反 して日縁へ続 く 端部は角ばる

完形

回縁部に鈍い稜線 D-5(

124 土師器皿 16

86

④Э

淡黄色

平底から屈曲し直立気味の端部を有する 端部は角憾

る 完形

日縁部に鈍い狭線 SD-59

125 土師器 tll 15

79

③Э

淡黄色

丸みをもち端部は内湾気味に終 る 回縁部に鈍い稜線 SD-5e

126 土師器皿 13

84

⑪Э

淡黄色

平底の底部よリロ縁部は外上方へ伸びる ややいびっ 口縁部はナデによる稜線 SD-5(

127 土師器皿 15

82

00

汝黄色

底部中央がすこし高くなり丸みをおびて回縁へ続 く

端部は全体に厚い

口縁部はナデによる稜線 D-5(

l熔 土師器皿 16

80

④D

浅黄笹色

平底から内湾気味に口縁へ続 く

端部は尖る

口縁部はナデによる稜線

129 土師器皿 18

82

④O

灰黄色

平底か ら短 く外上方に伸び端部は上方に伸びる

底部よリロ縁部の方が器壁は厚い

日縁部はナデによる凌線 SD-5(

130 土師器皿 16

77

の⑪D

灰白色

平底か ら短 く上方に伸び端部は内湾気味で丸 く終 る 摩耗している D-5(

土師器皿 1 3

80

⑪⑮
にぶい黄笹色

③浅黄登色

偏平で口縁はごく短 ぐ外上方に伸びる 内外 とも日縁部はヨヨナデ 屈曲部に鈍い稜線

土師器皿

80

⑪⑮

淡黄色

偏平でわずかに屈曲し外上方に伸びる

端部は上方に向かう

内外 とも日縁部はヨョナデ SD-5C

土師器皿 1 6

80

の⑮

浅黄色

⑮灰白色

いびつである 日縁部に厚みをもち内湾気味 端部は

鳥ばる

内外 とも日縁部はヨコナデ D-5(

土師器皿 1 2

78

④⑪D

灰白色

凹凸の激 しい底部か ら浅 く開き端部は丸 く終る 内外とも日縁部はヨコナデ ナデによる稜線 D-5(

土師器皿 1 3

80

D灰 白色
Э淡黄色
D灰白色

楕円形 平底から短く内湾気味に開く 端部は上向き 内外 とも回縁部はヨヨナデ

136 土師器皿 14

81

⑪⑮⑤

淡黄色

凹凸のある底部から浅く開き端部はやや角ぽる 内外 とも日縁部はヨコナデ ナデによる稜線 SD-5(

土師器皿 1 3

82

⑪DD

灰白色

平底か らゆるやかに逆「 ハJの字に開き端部はやや内

湾気味に丸 く終る

内外 とも口縁部はヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SD-5(

138 ェ師器皿 14

82

④O⑪

灰白色

凹凸のある底部からゆるやかに開く 内面底部にナデ

による凹面あり

内外 とも日縁部はヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 SD-59

土師器皿

80

④①灰白色
⑪

平底か らゆるやかに開き端部は丸 く終る 日縁部の器

壁は厚め

内外 とも日縁部はヨコナデ SD-5C

93
瓦 器 椀

(大和 )

m― A(新 )

51

143

砂○灰色

9灰白色

全体にいびつ 底部からゆるやかに外上方に伸びたのち1/2tの 所から急

勾配で立ち上がり端部はやや上向きに丸〈終る 沈線あり

外面

内面

指押さえ 3分 割の粗いヘラミガ辛 D-61

やや密な圏線 ミガキと規則制のない連結輪状ヘラミガキ
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遺 物 観 察 表

遺物lh 器 種 表量(8:) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺帯名

93

瓦 器 栃

(補葉 )

■-3

51

14 3

DO灰色

D灰白色

底部からゆるやかに開いたのち回縁部は器壁肥厚する

端部下部に浅い沈線巡る 高合の断面は合形

外面 指神さえ わずかなヘラミガキ SD-6B

内面 やや密 な圏線 ミガキと太い連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 栃

(補葉 )

m-1

48

14 2

DO灰t

D灰白色

底部からゆるやかに外上方に開き1/劉立のところから急勾巳で立ち上がり

口縁部はほぼ垂直気味に伸び端部は丸〈終る 沈擦あり

外面 指押さえ わずかなヘラミガキ SD-68

内面 密な圏線 ミガキと省略化された連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 榜

(大和 )

III― B

48

14 4

④⑪⑤

灰 色

底部からゆるやかに開いたのち1/2tの 所から垂直気味に立ち上がり琳部

は丸く終る J立に沈線あり 回縁部の恐壁は肥厚する

外面 指押さえ 口縁部のヘラミガキは不鮮明 SD-6g

内面 やや密な圏繰ミガキと省略化された連結輪状ヘラミガキ

1塑 豆 器 椀

(大和 )

H― A(新 )

51

14 4

④D

灰 色

底部か ら内湾気味に外上方に開き回縁部は垂直気味に

立ち上が り端部は下向きに丸 く終る 端部沈線巡る

外面 指押さえ 粗い分割性のあるヘラミガキ SD-6B

内面 やや密な圏線 ミガキと連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

47

14 2

D⑮灰t

D灰白t

ていねいな作り 器壁は厚め 体部1/2位 のところから急

勾配に立ち上がり端部は上向きに終る 端部に沈線

外面 回縁部に粗いヘラ ミガキ SD-6g

内面 密な圏線 ミガキと太い簡単な連結輪状ヘラミガキ

146 豆 器 椀

(大和 )

H― A(新 )

53

13 8

④O

灰 色

全体的にかなりいびつ 日縁部内面ヨヨナデによる凹

面有す 端部上向きに終わる 沈線あり 完形

外面 多数の指押さえ 分割性のないヘラミガキ SD-61

内面 隙間のある圏線 ミガキと長楕円状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

48

138

勘⑮灰t

9灰自t

内湾する体部から1/2位 のところで急勾配に立ち上が

り端部は上向きに丸く終る 端部に沈線巡る

外面 指押さえ 粗いヘラミガキ SD-61

内面 隙間のある圏線ミガキと規則性のない連結輸状ヘラミガキ

148 白 磁 航

W-1舞

尭高 39

差径 57

④⑮⑭

灰白色

高合は垂直ぎみに立ち上が り体部は外上方に伸びてヤ

る 外面高合と底部付近は露胎

外面 SD-61

内面 体部下位に段を有す る

149 L師器中皿 26

13 6

④③⑪

灰白色

平底から逆ハの字に屈曲し口縁は内湾 し端部はやや角

ばる

内外 とも日縁部は ヨヨナデ SD-61

土師器中皿 16

13 6

D⑤
笑白色

Э淡黄色

平底か ら屈曲 して外上方へ開 く 内外 とも回縁部はヨコナデ 屈曲部に指押 さえ顕著 SD-61

土椰器中皿 24

13 5

③⑮⑪

灰白色

薄い平底から外上方へ開き厚い口縁端部は内湾し角ばっ

ている

内外とも口縁部はヨコナデ SD-6モ

瓦 器 皿 17

88

暇

以

妖

底部か ら外上方に伸び口縁部で外反 し端部は上向き大

く終 る

摩耗 している SD-6(

土師器 El 13

87

④浅黄色

灰白色

⑪灰自色

底部中央凹状より外上方へ伸び端部直行 丸 く終る 摩耗 している SD-6t

土師器皿 15

86

O③

灰白色

平底か ら外上方へ短 く伸び口縁は直行 端部はやや尖

り気味 完形

摩耗している

土師器 Ll 14

85

④⑪D

淡黄色

平底より外上方へ短 く伸び口縁部は直行気味 摩耗 している

土師器皿 13

87

の○

そ白色～淡女t

平底より外上方に伸び端部は内湾気味 器形いびつ 摩耗 している

土師器釜

大和 Bl

８

‐９

射

高

径

径

軸廟
器形いびつ 鍔は水平方向に伸び回縁部は内湾 して立

ち上が りその後外反  口縁端部は内側に折 り返 し

外 面 内外の 1部 に媒が付着 輸-61

内面 摩耗のため調整不明

常滑焼寝 完高 6千

34(

DΘ
〔オリーブ色
⊃灰白色

口縁部のみ 短い立ち上が りか ら口縁端部は水平方向

に伸び薄 く尖 り気味に終る

外面 内外 とも日縁部 ヨコナデ

内面

銘

150 須恵器提帰 莞高■ 0

74

Θ④⑤

灰白色

肩部よりやや下方に把手の根幹部が残る

回縁部は直立 したのち外反する

外 面 体胴部にカキ ロ 吼-0,

内面

199 須恵器杯蓄 39

119

④⑮⑤

灰 色

直立す る日縁か ら屈曲をみせ偏平な天丼部へ続 く

口縁端部は内傾す る面を持つ

外 面 回転ヘラケズ リ 屈曲部に稜線あり 吼-01

内面 ナ デ
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遺 物 観 察 表

ほ物‖ 器 種 去二(cB〕 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

82

須恵器杯著 53

140
D灰白色

直立する口縁部から屈曲し丸みのある天丼部へ続く

口縁端部は内傾 し段をなす 厚 く大きい

外面

内面

天丼部回転ヘラケズリ 屈曲部に稜線あり R-01

ナ デ

須忘器杯蓋 52

11 4

④⑮⑬

灰 色

日縁端部は内傾する端面を有す 直立する口縁部から

屈曲して天丼部へ 中央凹状のつまみを付す

外面 天丼部回転ヘラケズ リ 屈曲部の稜線は鈍い SR-01

内面 ナデ

163 須恵器杯身 残高 83

132

④⑮⑤

灰 色

平底からゆるやかに外に続き受部は薄く外上方に伸びる 立ちあ

がりはハの字に屈曲し端部は鋭く内傾する端面を有する

外面

内面

底部は回転ヘラケズ リ 受部立ちあが り回転ナデ 颯-01

ナ デ

164 須恵番杯身 38

12 8

009

灰 色

立ち上がりは短く「ハ」の字に屈曲し端部は鋭く内傾する端面を

有する 受部は水平に短く伸び断面三角形を成す 底体部

外面

内面

底部は回転ヘラケズ リ SR-02

ナ デ

165 土師器杯 50

170

DO灰白 大ぶ りで厚みをもつ ゆるやかに内湾 して伸び端部は

丸く終 る

外 面 内外 とも日縁部ナデ SR-02

蟻 責橙 内面 中心か ら放射状にナデ

166 土師器甕 良高 16(

14て

④①灰白色

⑤灰色

体部から内湾気味に伸び日顕部でくの字に屈曲したの

ち外上方に伸び端部は丸く終る 媒は密に付着

外面

内面

ハケメ (原体幅1 lcn)

回縁部 ヨコ方向にナデ 体部は斜めのヘラケズ リ

83

瓦 器 擁

(大和 )

M― A(新 )

43

132

⑪Θ

灰 色

全体にややいびつ 浅く開いたのち1″位のところから角度をもって立ち

とがり端部は丸く終る 高台は低ぐ雑な作りで風化し剤離

外面

内面

指押さえ わずかなヘラミガキ

粗い圏線 ミガキと規則制のない連結輪状ヘラミガキ

168 上節善中Il 26

12 3

①⑮

灰白色

凹凸のある平底から外上方へ伸びたのち口縁部は上方

に伸び角ばる 完形

摩耗 しているが口縁部にナデのあと SP―別

169 土師器皿 14

81

④O

灰黄色

平底か らゆるやかに日縁に続 き端部は内湾 して角ばる

完形

内外 ともに日縁は ヨヨナデ 鈍い稜線をもつ

'P―

以Ю十

土師器皿 14

81

平底か ら外上方に短 く開き口縁部は直行気味 完形 内外 ともに口縁部はヨコナデ W―剛

土師器 El 1 5

83

⑪⑮⑪

浅黄笹色

平底からゆるやかに外上方に開き端部はわずかに直行

気味

ヨヨナデ SP一 以抑I

172 土師器中皿 19

121

④浅黄澄色

⑮⑤灰白色

平底から屈曲して外上方へ開き端部は直立 し角ばって

いる

内外とも回縁部はヨョナデ 底部に指押さえ lP― 雰滑

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―ム(新 )

43

13 6

④DD

灰自色

ややいびつ 底部からほぼまっすぐに外上方に開く

口縁部でやゃ角度をもって立ち上がり端部は丸く終る

外面 多数の指押 さえ ヘラミガキは不鮮明

内面 一部にヘラ ミガキが残 る

174 土師器Il 12

84

自

　

色

灰

⑤

黄

⑮

⑮

浅

平底か ら浅 く開きやや内湾 して角ばって終る 内外 とも回縁部はヨヨナデ SP-253

175 土師器皿 13

80

⑪⑩⑤

浅黄橙色

底部中央ややふ くらんで日縁は逆「 ハ」の字に開き婦

部は丸 く終 る

内外 とも日縁部は ヨヨナデ SP― 囲 1

土師器皿 13

80

DЭ灰自色

9浅黄灰色

平底から短 く開き端部はやや角ぼる 日縁部は器壁が

やや薄い

内外 とも口縁部はヨコナデ η―別(

83
177 58

14 4

,にホい橙色

オリーブ黒佳

平底か ら外上方に立ち上が り端部は丸 く終る 端部下

方に沈線巡 る 高台は高 く丁寧な作 り

外面

内面

縁部に燻 し SP-267+

路内糸Ⅲ秦
密なヘラミガキ 内面全体に原 し

178 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

51

146

④O⑤

灰白色

平底からゆるやかに伸びたのち1/2位 から急角度で立ち上

がり端部はやや上向きに終る 端部に沈繰あり 高合は低め

面 指押さえ 口縁部に粗いヘラミガキ

密な圏線 ミガキと省略化された太い連結輪状ヘラミガキ

lP-282t

面

83
179 防 錘 車 295

最大径37

⑪

とぶい黄橙建

球状土製 径0 8cmの紐孔

180 土   錘 ⑪

灰白色

紡錘形 径0 6cnの紐孔 SP-2Ю I
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遺 物 観 察 表

器 種 去三(9=) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

箭 銘

上  錘

最大径10

)灰自、賞灰

灰黄色

Ю灰貨色

紡錘形 御 5cmの紐孔 Ⅲ 層

182 瓦 器 椀

(大和 )

III― C

30

13 2

⑪③

緑灰色

⑤灰白色

形骸化した高台から内湾しながら外上方に開く体部と外反 外面 凹凸のある器壁 指押さえと不規則なヘラミガキ ST-01

気味に終る口縁を有する 沈線は上端部に位置する 内面 粗略 な圏線 ミガキが見込みまで続 く

183 瓦 器 椀

(大和 )

m― D

39

11 0

のΘ灰色

⑤灰白色

小ぶり 形をなさない高台から薄い器壁が外上方へ伸

びる 日縁部は外反気味で沈線が 1巡する

外面 指押さえ 口縁部 にわずかに糧いヘ ラミガキ ST― l14

内面 極めて粗略 な圏線 ミガキ

184 瓦 器 栃

(和泉)

Ⅳ-1

35

114

①⑮

暗灰色

⑪灰白色

簡単な高台と厚みをもって終 る日縁をもつ 外面 連続性のある指押さえ 形骸化 した高台 ■-0,

内面 ミガキらしいものは2条

185 瓦 器 椀

(大和 )

m― c

32

12 0

⑮⑮⑤

灰白色

高台より底部の方が低い位置にある 形骸化した高台から

凹凸の激しい器壁が外上方に伸びる 沈線は上位にある

外面 指押 さえ わずかにヘラ ミガキが認め られる ST-02

内面 下半分に圏線ミガキと省略化された連結ta状ヘラミガキ

186 瓦 器 椀

(大和 )

m― E

35

10 4

⑮O灰色

⑤灰白色

形骸化 した高合と底部は等 しい位置にある

均等 な厚みで 日縁 まで続 く 上端部に沈線がある

外面 高合と底部に指押 さえ 翼-02

内面 2～ 3条の圏線ミガキと螺旋状のヘラミガキ

86

187 瓦 器 椀

(楠葉)

111-3

50

12 8

D褐灰色

動③

天自色

低い高合から外上方に伸びわずかに屈曲して上方に伸

びる 薄い口縁は内湾気味

外面 連続性のある指押さえ わずかなヘラミガキ 引T-OZ

内面 数条の圏線 ミガキ 見込みはジグザグのヘラミガキ

188 土師器中皿 25

11 7

DO灰白t 平底から直立に近い立ち上がりをみせ、外反 しながら

口縁部は上方に向かう

内外 ともに口縁部は ヨコナデ ST-02

189 土師器皿 1 4

84

O⑮
淡橙色

⑤灰白t

底部が厚 く丸みがある わずかに屈曲 して外方に伸ひ

日縁部は直行気味で丸 く終 る

強いナデによる稜線をもつ ST-02

190 土師器皿 15

84

⑪①⑪

灰白色

平底か らわずかに屈曲 して短 く外上方に伸びる

端部は丸みをおびる

ヨコナデ ST― C

土師器皿 15

75

③⑮
灰白色韓赤橙{

③浅赤橙色

丸みのある底部か ら屈曲 して外上方に伸び端部は薄 く

丸い

内外 とも日縁部 ヨコナデ ST-0`

土師器皿 16

80

④⑮⑤

とぶい橙色

丸みのある底部 と厚みをもつ 口縁を有す る

端部は角ばる

内外とも日縁部ヨヨナデ 鈍い稜線をもつ ST-02

193 13

76

勢D
又白色

Э浅黄色

厚みのある平底から屈曲し短 く外上方に伸びたのちロ

縁部は内湾気味

内外 とも日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 ST-02

86

194 と師器皿 13

85

⑪Θ

灰白色

平底か らゆるやかに外上方へ開 く 内外 とも口縁部 ヨコナデ ST-02

195 土師器皿 14

79

③Э

灰白色

偏平でいびつ 回縁に厚みがある 平底から屈曲して

短く外上方に開く 端部は角ばる

内外とも日縁部 ヨコナデ ナデによる夜線 ST-0鬱

196 土師器皿 16

76

のO

灰自色

平底から屈曲し短く上方に向かい口縁部は内湾気味に

丸く終る

内外とも日縁部ヨコナデ ナデによる稜線 ST-02

瓦器足釜 ‐６

‐９

И

嫡
醒
擁

の○ 扁平球状の体部にやや上向きの短い鍔を持ち口縁端部 外面 煤が密に不着 調整不明 脚部は魅 り付け W-02

は内傾す る 内面 不 明

198 砥  石 長き■

“幅 58
厚き 16

の○

灰白色

両面使用痕 ST-0′

199 瓦 器 皿 ⑪⑮
暗灰色
⑤灰白色

底部中央がわずかに高く口縁部で反外する 細い沈線 外面 底部に指押 さえ 日縁部に 4、 5周 のヘラミガキ ST-02

が 1条残 る 内面 4往復 ジグザグのヘラ ミガキが十字 に重ね られ る

21Xl 瓦 器 皿 15

92

のΘ灰色

⑮灰白色

平底から屈曲し外上方へ短 く伸び口縁でわずかに外反 外面 回縁部はヨコナデ 底部に指押さえ SE-21

す る 内面 緻密なジグザグのヘラミガキ ロ縁部圏線 ミガキ
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遺 物 観 察 表

器 種 長二(cl) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

瓦 器 皿 21

98

D⑪灰色

D灰白色

深みのある丸底からゆるやかに外上方に向かい口縁即

でわずかに外反する

外面 回縁部は ヨコナデ 底部に指押さえ SE-28

内面 緻密なジグザグのヘラ ミガキ

87

202 瓦 器 皿 20

96

D①灰色

D灰白色

平底から外上方へ開き口縁部は外反する 端部は丸く

終る

外 面 日縁部ヨヨナデ 底部に指押さえ SE-21

内面 隙間のあるジグザグのヘラミガキ

瓦 器 El 116

92

のΘ⑤

灰 色

平店か ら屈曲 して外反 し日縁端部はわずかに水平方向

に伸びる

外 面 回縁部 ヨコナデ 弼―憂

内面 回縁部 に 6～ 7条の圏線 ミガキ

21M 瓦 器 椀

(大和 )

II― B

53

14 8

⑪Э働

灰白色

「ハ」の字に開く高台は低い 厚みのある体部は内湾しな

がら上方へ開く 口縁部でわずかに外反する 沈線は有り

外面 指押さえ 分割性のあるヘラミガキ SE-2E

内面 陳間のある圏繰ミガキ 見込みに粗いジグザグがわずかに残る

86

205 須恵器褒 破片

137X7

④⑪灰色

⑤赤褐色

肩部のみ 外面 縄蒲文 把 -21

内面 ナデ

21B 上師器皿 18

86

④①
淡黄色
⑤灰白色

肉厚で日縁まで均等に続 く

端部はやや角ばる

内外とも回縁部 ヨコナデ SE-2と

92
土  鍾

３

径

０

き

大
⑪灰白色

～灰色

紡錘形 径0 25caの経孔 SE-31

87

208 熙色上懸A緑

機内系Ⅲ類

⑪ ⑮ 塁書「福 (?)」 あり大ぶりな器 内湾気味に立ち上オ

リ日縁は直行 端部は丸く終る

外面 日縁部わずかに燻 し 貼 り付け高台 饂 -31

⑤黒褐色 内面 密な圏線ミガキと見込みのジグザグヘラミガキ 全面燻し

209 黒仕 署A顆

畿内糸Ⅲ類

残高 2(

底径 10(
馳
轍

墨 書「西」あ り 外 面 底部近 くまでヘラミガキ 』-31

内面 見込みは密なジグザグに連結輪状のヘラミガキを重ねる

土師番中皿 22

12 4

励 難 ～

にぶい橙t

,阪白～灰t

平底より屈曲 して体部が立ち上がる 端部は内湾気味

に終る

内外ともに口縁部 ヨコナデ SK-5【

と師器中皿 21

128

のΘ⑤ 平底から屈曲して日縁部は外上方に伸び端部は丸みを

もって終る

内外ともに回縁部 ヨコナデ その下に連続 した指押え SK-5(

上師善中□ ④O⑤

淡黄色

平底の底部より口縁部がやや内湾する

端部は丸みをもって終る

内外 ともに回縁部 ヨコナデ SK-5(

褒恵器杯拐 曳高 13

V壬 96

④D⑤

死～級 色

高合は合形で貼 り付け高合 外 面 貼 り付け高合 M-5(

内面 ナ デ

瓦 器 槻

(楠葉 )

皿-1

39

125

例

灰白～灰色

働又自色

体部は内湾 して日縁に続 く 端部内部に沈線一条巡る

高合は断面逆三角形 全体にいぴつ

外面 日縁部わずかにヘ ラミガキ X-5(

内面 隙間の開いた圏線ミガキ 省略化された連結輪状ヘラミガキ

鍋 瓦 器 競

(大和 )

m― c

42

13 2

00灰白～

オリーブ灰建

9灰白色

やや外反する端部上方に浅い一条の沈線

断面逆三角形の貼りつけ高台

外面 多数の指押さえ 口縁部にわずかのヘラミガキ Ж-56

内面 隙間の開いた圏線 ミガキ

土師器皿

(墨書 )

10

88

D⑮灰白 平底よリロ縁部が短 く外上方に伸びる 端部は尖 り

気味

回縁部ナデによる鈍い稜線 底部に塁書が認め

ら″tる

Ж-56

白 磁 碗

剛-1類

残高40:

13奄

⑮⑮⑤

灰自色

口縁で外反 し端部は上向き面を成す 外 面 ヘラケズリ Ж-51

内面

土師器 lll 15

87

D淡黄佳 平底底部よりななめ前方へ内湾に伸びる口縁部に至そ

端部は内側へ】B厚 器形は整 っている

内外ともに回縁部 ヨコナデ 盟 -5(

土師器ll 14

86

④淡 黄色

⑤灰白色

ややいびつ 平底から屈曲し外上方へ伸び端部はわサ

かに外反する 均等に肉厚である

内外ともに日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5(

220 土師器 Ll 11

82

④褐灰色

⑤褐灰色

平底から屈曲し短く外上方に伸びる 端部は丸く

終る

内外 ともに口縁部は ヨヨナデ X-5(
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遺 物 観 察 表

器 種 去量(|=) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

96

と師器皿 崚 黄橙色 やや肉厚 端部は丸い 内外 ともに回縁部はヨヨナデ SK-5(

222 土師器I 14

84
D浅黄橙ど

全体に肉厚である

日縁部は外上方に伸び端部は丸い

内外ともに日縁部はヨコナデ SK-56

土師器皿 14

82

恢 白色 平底か ら屈曲 して外上方に伸び端部は丸 く納 まる 内外 ともに日縁部は ヨコナデ SK-5℃

224 土師器皿 14

81

⑬④⑤

浅黄橙色

半底か ら屈曲 して日縁部が外上方へ伸び端部は直行気

味で丸 く納 まる

内外ともに日縁部はヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 甑 -5(

225 土師器皿 13

70

⑪臼D

淡黄色

平底からは外上方に伸び端部は丸く終る 器形

いびつ

内外ともに日縁部はヨヨナデ X-5(

226 土師器皿 10

81

③③⑮

浅黄橙

平底から外反 しながら口縁ヘ ロ縁ではわずかに水平

方向に伸び端部は丸く終る 底部浅い

内外ともに回縁部は ヨヨナデ X-5(

土師器 El 15

82
にぷい女置色

底部より日縁部が外上方へ伸びる 端部は角ば って肉

厚である

内外 ともに回縁部は ヨコナデ ナデによる稜線 Ж-56

228 土師器 lll 15

84

00灰白色

灰褐色

④灰白色

底部がすこし突出し口縁部は外上方に伸び端部直行気

味で丸 く終る

内外 ともに日縁部はヨコナデ X-56

229 土師器 El 15

83

⑤

↑
色

鎚
購
級

底部中心からゆるやかに外上方の口縁部に続き端部は

厚みをもって丸く終る

内外 ともに口縁部はヨヨナデ SK-51

230 土師器皿 15

80

O崚黄桂色
⑥浅黄橙色
③灰白色

平底の底部より屈曲 して立ち上がる

端部はやや丸みを帯びている

内外ともに口縁部は ヨコナデ SK-51

231 土師器皿 14 O⑮
にぶい橙と

⑤灰白∈

丸底気味の底部から日縁部にゆるやかに外上方に伸つ

端部は丸く終る

内外ともに回縁部はヨヨナデ SK-5(

232 土師器皿 14

80

隅灰～黒色

)研穏灰～掏

媚色

回縁部がやや内湾する 肉厚 内外ともに日縁部はヨコナデ ナデによる鈍い稜線 Ж-5(

土師器皿 13

84

④⑮⑤

浅黄橙～

褐灰色

平底の底部 口縁部と体部の境に甥瞭な段がつく 内外ともに口縁部は ヨヨナデ X-5(

234 と師器皿 13

81

O③⑪

淡黄色

底部より外上方へ伸び端部は尖り気味である 内外ともに日縁部はヨコナデ ナデによる稜線 SK-5て

235 上師器Ⅱ 15

79

④09

淡黄色

平底か ら口縁部は外上方に伸び端部は丸 く納め られて

いる 器形はいびつ  口縁部肥厚

内外ともに日縁部はヨヨナデ SK-5(

土師器皿 ⑮⑮⑮

浅黄色

平底か ら屈曲 して外上方に伸び端部は上方に向かう 内外 ともに日縁部はヨコナデ SK-5℃

237 土師器皿 15

82

砂〇
失静級 t

D黄灰と

平底か ら屈曲 して日縁部は外上方へ伸び端部は角ばる

全体に肉厚

内外ともに日縁部は ヨコナデ X-5(

238 土師器皿 17

82

D
:ぶい難 ～以

丸底から口縁部へとゆるやかに外上方に伸び端部は尖

りぎみ 肉厚

内外ともに回縁部はヨヨナデ ナデによる稜線 X-5(

239 土師器皿 15

80

⑪③⑤

灰自色

底部から外上方へ伸び口縁部は内湾し端部は丸く

終る

内外ともに口縁部はヨヨナデ ナデによる稜線 X-5て

240 土師器皿 12

83

ゆ淡黄色

⑮⑤

浅黄橙色

底部から短かく屈曲し口縁端部は尖る 内外 ともに口縁部は ヨコナデ ナデによる稜線 Ж-56
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遺 物 観 察 表

器 種 法 量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

96

塞 1 土師器皿 13

85

⑪⑪働

曳黄橙色

平底か ら外上方へ伸び端部は丸い 内外 ともに日縁部 ヨコナデ 屈曲部に鈍い稜線 Ж-51

242 土師器皿 13

86

O⑮⑤

虻紫|→完課薩建

平底か ら外上方へ伸び口縁部はわずかに内湾 し端部は

丸い

内外 ともに回縁部 ヨヨナデ

郷 土師器皿 14

80

)灰白色

城黄色
p灰白～灰

平底か ら外上方に伸び口縁部は内湾 し端部は丸い 内外ともに口縁部ヨコナデ SE-5(

麹 土師器皿 10

82

OD淡澄～

にぶい橙色

9灰黄色

平底からゆるやかに外上方に伸び端部は丸い 器高は

低く器壁は薄い

内外ともに回縁部ヨヨナデ SE-5(

245 上師器 ul 15

80

④⑮⑤

苺黄～灰白ど

底部からゆるやかに外上方に伸び端部は丸く終る 全

体的に肉厚

内外ともに日縁部ヨヨナデ ナデによる鈍い稜繰

226 と師器皿 14

78

③D

表黄笹色

全体にいびつ 平底から外上方へ仲ぴ端部は直行気味

丸く納まる

内外ともに日縁部ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 弼-56

247 土師器皿 12

82

④Θ

灰自色

全体にいびつ 平底から外上方に伸び端部は丸く終る 内外ともに日縁部ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 SE-56

89

猶 土師器皿 13 OD淡黄色

淡赤、橙色

にぶい笹色

平底から外上方へ伸び端部は丸い 内外ともに日縁部ヨコナデ 屈曲部にナデによる鈍い稜線 制 -5℃

249 土師器皿 13

85

④Θ⑤

淡黄色～

浅責笹色

底面がやや凹凸 している

日縁部は外上方に伸び端部はやや尖り気味

内外ともに日縁部ヨヨナデ 屈曲部にナデによる鈍い稜線 観 -5G

89

250 土師器皿 14

82

⑪D

虎黄笹佳

肉厚で平底から屈曲して外上方へ伸び端部は丸く終る 内外ともに日縁部ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SE-5(

土師器皿 13

78

⑪⑮⑤

浅黄笹t

底部より屈曲 し口縁部へ続 く

器形はいびつ

内外ともに日縁部ヨヨナデ 屈曲部にナデによる鈍い稜線 SE-5(

252 土師器皿 13

82

)灰黄色

)にぶしヽ

恢白色

平底より外上方へ立ち上がる 内外 ともに日縁部 ヨコナデ SE-5(

258 土師器皿 10

84

⑪Θ

灰白色

底面は少し凹凸が見られる 日縁は外上方へ仲ぴ端部

は丸い

内外ともに日縁部ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 �-5(

254 土師器 ll 16

78

O⑮⑤

浅黄笹色

丸底か ら外上方へ伸び端部は丸 く終 る 内外ともに日縁部ヨコナデ ナデによる抜絡 翅-56

255 土師器皿 14

81

のO 平底から屈曲し外上方へ短かく伸び端部は内湾 し尖り

気味

内外 ともに日縁部ナデ ナデによる稜線 SE-5(

上師器皿 11

77

恢 白色

Dにぶい

恢 白色

厚みのある平底から屈曲し外上方へ開き回縁部は内湾

し端部は丸く終る

内外ともに口縁部ヨヨナデ 屈曲部にナデによる稜線 饂-5(

257 土師器エ 12

80

嵯 寅笹色

働にぶい笹

粥灰色

平底からゆるやかに外上方に伸び端部は丸く納められ

る

内外 ともに口縁部 ヨコナデ SE-5(

258 土師器皿 1 2

78

④⑩⑤

そ白色～浅黄橙t

平底であるが底部中央部がやや上がり気味

口縁部が短 く外上方へ伸びる 端部は丸く終る

内外 ともに回縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SE-5(

89
土師器皿 14

77

の⑪D

灰白色

平底より短 く外上方へ伸びる

端部は丸みがあり肉厚である

内外 ともに口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 胡 -56

260 土節器皿 14

80

D灰白色
Э黄褐色
D灰 白色

器形いびつ 平底か らゆるやかに外上方に伸び端部は

丸い

内外 ともに回縁部 ヨコナデ 翻 -56
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器 種 美登(li) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名
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ヨ
判
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261 土師器皿 13

84

0にぶい黄と色
にぶい慨、程色

00溌費慢色

平底から外上方へ伸び端部は丸く納まる 内外ともに口縁部ヨヨナデ SK-5t

262 土齢器皿 16

81

蜘 淡黄色

貰褐色

鰈 黄色

丸底か らゆるやかな立ち上がりを見せ回縁部へ続 く端

部は上方へ伸び丸く納められている

内外ともに口縁部ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5t

263 上師器皿 15

76

明知即隧B
引角部E～
にぶい橙色

平底から屈曲して外上方に伸び口縁部は内湾 し端部は

丸い

内外 ともに口内縁部 ヨコナデ  ナデによる稜線 SK-5て

264 土師器皿 15

82

色白

　

色

Ｍ
∞
賤

肉厚 平底から外上方に伸びる

日縁端部は丸い

内外ともに口縁部 ヨコナデ SK-5(

265 土師器皿 14

84

⑪ D⑤

灰自色

底部より外上方へ開 く 内外ともに口縁部ヨコナデ 屈曲部にナデによる稜線 甑 -5(

266 土節器皿 15

77
齢 色

)にぶい橙色

底部より外上方に伸びる 内外ともに口緑部ヨヨナデ 指押え ナデによる鈍い稜線 SK-5て

267 土師器皿 12

83

④O⑤

浅黄橙色

丸底からゆるやかに外上方に仲ぴ口縁はわずかに上ヘ

尖り気味

内外ともに日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5て

268 土師器皿 12

82

90淡橙色

D明褐灰色

平底か ら短か く屈曲 し回縁は内湾気味 端部は丸い 内外 ともに口縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5(

269 土師器皿 11

83
配
組

販

競

中央部が突出する底部から短かく屈曲し端部は丸し 内外ともに日縁部ヨコナデ 屈曲部にナアによる鈍い稜線 SK-5(

270 土師器皿 12

82

砂淡橙色

D灰白色

働灰自色

中央部が突出す る底部か ら屈曲 し外上方に伸び端部は

丸い

内外ともに口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5(

土節器皿 12

82

9D灰自～

穏灰色

9灰白色

丸底か ら日縁部はゆるやかに外上方に伸び端部は丸ヤ 内外 ともに口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5(

272 土師器皿 10

32

①⑮
にぶい笹t

⑮灰白七

器形はいびつ 内外ともに口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5て

273 土師器 ul 13

85

OD

天白色、渤織ぞ

中央の突出 した底部か ら屈曲 し端部はやや尖 る 内外ともに口縁部ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5(

274 土師器皿 14

84

④③D

灰白色

底部中央が突出しなだらかに内湾しながら口縁部へ続

く 端部は上方に尖る

内外ともに口縁部 ヨヨナデ M-5て

275 土師器皿 15

82

内外ともに日縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5て

浅黄糧モ
D浅黄橙と 尖 る

276 土師器皿 12

79

OD⑤

灰白色

器壁は均等に薄い 丸底からゆるやかに外上方に伸び、

日縁端部は角ばる

内外ともに口縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-5(

277 土師器皿 13

75

O⑮⑤

完黄色^
死白色

平底か ら短 く屈曲 し口縁はやや角ばる 内外 ともに口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-5て

278 土師器皿 13

80

⑪⑮⑤

淡橙色

肉厚で 口縁 まで均等に続 く ややいびつである 底部

にワラ ?状の跡あり

内外 ともに日縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5て

279 土師器 El 11

80

麟 、灰白

黄灰も

琢白色

器形いびつ 平底か ら外上方に伸び端部は直行気味で

丸 く終 る

内外 ともに日縁部 ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 SIC-5(

230 12

84

④⑪D

曳黄笹t

今 伝 に いがつ  虐部 中楽 部 茂や や 窄 出  日縁 部 l■衛 内外ともに回縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-5て

外方へ伸びる
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遺 物 観 察 表

器 種 法 長(但 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

96

281 土師器皿 13

81

捌 灰白色

鰈 黄桂色

丸底、口縁部は短 く外方に伸びる 端部はやや内側に

湾曲する

内外 ともに回縁部 ヨコナデ SK-51

282 土師器皿 16

83

⑪⑮⑤

淡黄笹色

雑 な作 り 丸底か ら短 く外方に伸びる 内外 ともに日縁部 ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 菫-5(

283 土師器皿 13

78

OD⑤

突黄橙色

平底の底部、口縁部は短 く外上方に伸びる 内外 ともに口縁部 ヨコナデ X-5(

97

284 と師善中] 19

12 1

③⑮⑤ 底部か らなだ らかに内湾 端部は丸 く終 る 内外ともに日縁部ヨヨナデ 屈曲部にナデによる稜線 SK-5(

285 19

11 8

の09 平底から屈曲 tフ て外上方に伸び端部は尖り気味 器壁

肉厚

内外ともに日縁部ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5(

286 土師器中皿 15

115

③⑪⑤

貨灰～灰黄t

中央が突出する底部から屈曲して口縁部が外上方に伸

び端部は丸く終る

内外 ともに口縁部 ヨコナデ 底部に多数の指押え SK-5て

287 土師器中皿 25

12 2

⑪99

灰白色

平底から屈曲して外上方に伸び端部は丸く終る 器形

はいびつ

内外ともに口縁部ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5℃

∞
　
　
一

288 土師器中皿 21

122

⑪D⑤

灰白色

平底から屈曲して外上方に伸び、端部は丸く終る 全

体に肉厚

内外ともに日縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 底部に指押さえ X-5(

289 土師器皿 17

86 諏
闘

肉厚で端部は丸みがある 内外ともに日縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 Ж-5(

290 土師器皿 13

82 朗射策隆色

平底から屈曲し外上方へ伸び回縁部は内湾し端部は丸い 内外ともに口縁部ヨコナデ ナデによる明瞭な稜線 甑 -56

291 土師器皿 11

84 淡貨色

恢 白色

平底か ら短 く屈曲 し日縁端部は丸い 内外 ともに日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-5て

土師器皿 11

80 〕明穏灰色

阪白色

平底から屈曲し立ち上がる

日縁部は丸い

内外 ともに口縁部 ヨコナデ SK-5(

298 土節器皿 17

76

妙⑮
k白～淡黄t

雖責～縛t

丸底から外上方に開き端部は丸し

器壁に厚みをもつ

内外 ともに日縁部 ヨヨナデ X-5(

294 土師器皿 13

82

③⑮⑮

灰白色

平底か らゆるやかに屈曲 し端部は丸い 内外 ともに口縁部 ヨコナデ SK-5(

土師器皿 13

79

④⑮③

こぶい笹色

器形はいびつ 底部からゆるやかに内湾 しながら立ち

上がる 端部は丸く納められている

内外ともに口縁部ヨコナデ SK-5(

296 +節器 m 12

79 噛黄橙色～

灰白色

丸 底 内外ともに日縁部ヨヨナデ 指押え ナデによる明瞭な稜繰 SK-5(

297 土師器 lll 14

78 黒穏色

丸底か らゆるやかに外上方へ開き端部は丸 く終わ る 内外ともに日縁部ヨヨナデ SK-5℃

298 土師器皿 13

80

柳0浅黄

嵯賞桂

灰白色

高さはなく肉厚

端部は丸い

内外とも日縁部ヨコナデ ナデによる稜線 X-5(

299 土師器皿 15

82 躙醜囃

平底 より屈曲 し短 く立ち上がる

日縁部は丸い

内外ともに日縁部 ヨヨナデ X-5(

31Xl 土師器皿 13

78

)にぶい橙遭

琢粛馳

販白色

平底より外上方へ短か く開 く

日縁端部は丸 く終 る

内外ともに回緑部ヨヨナデ ナデによる明瞭な稜線 SK-56
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酌 H 器 種 去量(|| 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

97

301 と師器 lll 13

82

勘D
〔自～淡黄C

恢白～灰建

底

　

る

平

　

終

体部が内湾気味に立ち上がる 口縁端部は丸く 内外とも口縁部 ヨヨナデ Ж-51

302 上節器狙

80 廟職噸

丸底よリロ縁部が内湾 端部丸 く終る 肉厚 内外とも日縁部ヨコナデ Ж-51

303 と師器皿 16

84

O③⑤ 丸底より体部が内湾する 日縁端部は丸く終る やや

いびつ

内外 とも日縁部 ヨヨナデ ナデによ る鈍い稜線 Ж―Ы

304 土師器皿 13

79

DO灰白色
～黄灰色

鹸 灰色

肉厚で偏平 口縁部はなだらかに立ち上がり端部は丸

く終る

内外 とも日縁部 ヨヨナデ Ж-51

305 土師器皿 10

82

00
灰白色

⑮灰色

平底から屈曲し短かく外上方へ伸び端部は丸く終る 内外 とも回縁部 ヨコナデ X-51

306 土師器皿 13

76

⑪99
灰白～

褐灰色

内面は摩耗 し調整不明 内外 とも日縁部 ヨコナデ X-51

307 と師器El 13

84

引ЭO灰自宅
～灰黄将ぞ
～浅費笹℃

平底より内湾する口縁端部は丸く終る ややいびつ 内外とも日縁部ヨヨナデ Ж-51

308 土師器皿 12

81

③⑮③

灰自色

平底か ら日縁へ と内湾 し端部は上方につまむ 内外とも口縁部 ヨコナデ X―Ы

309 土師器皿 10

81 麟醐脚

浅い平底か ら外上方に伸び日縁はやや角ばって直行サ

る

内外とも口縁部ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 X-5(

土師器皿 12

82 一納
搬

平底から屈曲して外上方に伸び端部は丸く終る 内外とも日縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 Ж-5(

土師器皿 14

81

①⑮⑬ 丸底から外上方に伸び端部は尖る 器形は偏平 内外 とも日縁部 ヨコナデ K-5(

土師器皿 13

80

⑪⑮⑪

灰白色

丸底からゆるやかに外上方に伸び端部は丸い 内外とも口縁部 ヨコナデ X-51

土師器皿 17

78

⑪⑮⑪

灰白色

丸底の底部口縁部はゆるやかに外上方に伸びる 内外とも日縁部ヨコナデ 望-5(

土師器皿 12

78

購 決女饉色 平底から短 く外方に伸びる やや精円形 一部口縁苛

に燦の付着

内外とも日縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5(

jHX色

土師器皿 16

77

④O⑮

灰白色

丸底から外上方に伸びる やや橋円形 口縁部に煤ガ

付着

内外とも口縁部 ヨコナデ SK-5(

89
土師器皿 14

78

め明褐版t

～緋 宅

販白色

平底から外上方に伸び端部は丸く終る 煤付着 内外とも日縁部ヨコナテ 指押え 屈曲にナデによる稜線 SIC-5(

土師器皿 14

80

OD

灰白色

全体に肉厚 平底から短 く外上方に伸び端部は丸く終

る 煤付着

内外とも日縁部 ヨコナデ SK-5(

土師器皿 16

82

⑪⑮⑭

灰白色

平底から屈曲し外上方に伸びる 端部は丸く終る 内外とも口縁部ヨコナデ X-5(

土師器皿 14

82

⑪⑮⑤

灰白色

丸底か らゆるやかに外上方に伸び端部は丸 く終る

肉厚

内外とも口縁部 ヨコナデ X-5(

3211 土師器皿 12

78

瞬 黄橙色

拗 淡笹色

いびつである 平底から短く外上方に伸び端部は丸く

終る

内外とも日縁部 ヨコナデ X-5(
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遺 物 観 察 表

は物H 器 種 去量(ca) 色 調 形 態 ,特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

97

土師器皿 13

78

⑪99

淡責色

平底か ら屈曲 し端部は内湾する 内外 とも日縁部ナデによる稜線 X-5(

土師器皿 11

82

践競 色

阪白い 褐恢

賊鑓 色

平底から屈曲し外上方へ短く伸びる 内外とも日縁部ヨヨナデ ナデによる明瞭な稜線 SK-5(

323 土師署皿 13

80

⑪勧9

こぶい橙色

底部か ら屈曲しゆるやかに外上方へ開 く 端部は丸 く

終る

内外とも口縁部ヨヨナデ ナデによる明瞭な稜線 SK-5t

324 土師器 lll 13

84

③D

灰白色

中央の突出 した底部か らゆるやかに外上方 に伸び端部

は丸 く終 る

内外とも日縁部ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 SK-5(

土師器皿 11

81
内外とも日縁部ヨコナデ ナデによる明瞭な稜線 X-5(

班 白色

326 土師器皿 12

76

猟引幻卸E色

再灰色

嵯黄笹、灰イ

底部中央が高い 口縁部は外上方へ開き、端部は丸ヽ 内外 とも日縁部 ヨコナデ Ж-56

327 土師器 El 16

76

⑪Э働

浅武僅、灰自色

いびつな底部か ら屈曲 し短 く外上方へ開き端部は丸い 内外とも日縁部ヨコナデ ナデによる明瞭な稜線 SK-56

32B 上師器 lll 14

86

⑮⑮⑤

鎖 橙色
こぶい笹色

平底から屈曲し短 く外上方へ伸びる 端部は丸 く終る 内外 とも日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5(

329 土師器皿 16

80

④⑮⑤

淡黄色

丸い底から外上方に開き端部は上方へ尖る 内外とも日縁部 ヨコナデ X-5(

330 土師器皿 14

74 蜘瀧聴

いびつな底部から外上方へ開き端部は尖る 内外とも日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5て

89
土師器皿 13

82

⑪勧9

灰白色、にぷいほ色

肉厚 平底からゆるやかに外上方へ開く 端部は丸く

わずかに内湾する

内外 とも回縁部 ヨコナデ SK-56

332 土師器皿 13

82

⑪⑮

浅黄笹色

平底から短 く外上方に開き端部は丸く終る 内外 とも口縁部 ヨヨナデ SK-5℃

333 上師器Il 125

82

④⑤D

淡笹色

器形偏平 底部より回縁部の方が肉厚 端部が上方に

尖る

内外 とも日縁部 ヨコナデ X-5(

90
334 土師器中皿 22

117

の⑮⑤

灰白色

平底から屈曲して外上方に伸び端部は丸 く終る 内外とも口縁部ヨコナデ 底部に指押さえ X-5(

土師器中皿 20

118

O③⑤

灰白色

平底か ら屈曲 してゆるやかに外上方に伸び端部は丸 く

終る

内外とも日縁部ヨコナデ ナデによる凹みと明瞭な稜線 SK-56

386 瓦 器 椀

(大和 )

m― B～ c

37

12 9

④⑬晴灰～

灰白色

0灰自色

器壁肉厚 端部が外反 し不明瞭な沈線一条巡る 高台

がわずかに貼り付いている

外面

内面

凹凸のある器壁に指押え 分割性のあるヘラミガキ SK-51

粗い圏線ミガキと簡略な連結輪状ヘラミガキ

90

337 瓦 器 椀

(大和 )

m一 B

42

12 8
lll白也

体部は内湾して日縁に続 く 端部は上向きの沈線が一

条に巡る 高台は雑で断面は低い逆三角形

外面 高合から放射状に伸びる指押さえ 粗いヘラミガキ

やや隙間のある圏線ミガキ 簡略な連結輪状ヘラミガキ

Ж-5(

内面

338 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅱ―C～ D

38

120 熙
醜
隠
恥

体部は内湾 して回縁に続 く 端部に沈線が一条巡る

底部に断面合形の高合

外面

内面

連続 した指押さえ わずかなヘラミガキ SK-5(

隙間の開いた圏線 ミガキと太い連結輪状ヘラミガキ

90
339 瓦 器 栃

(大和 )

IΠ ― B

4 25

13 6

④O

灰 色

体部内湾 して日縁に続 く 端部に上向きの沈線一条巡

る 断面逆三角形の簡単な貼り付け高合

外面

内面

横方向へ連続 した指押さえ わずかなヘラミガキ SK-5(

雑な圏線ミガキと粗略な輪状ヘラミガキ

3411 瓦 器 新

(大和 )

Ⅲ―C

3 95

13 1
D灰白と

体部は内湾 して立ち上がり口縁でやや外反する 端苛

に上向き沈線一条巡る

外面

内面

連続する指押さえ わずかなヘラミガキ SK-5て

隙間の大きく開いた圏線ミガキが見込みまで降りる
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遺 物 観 察 表

器 種 去量(cB 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

瓦 器 栃

(大和 )

m― B

40

128

①⑮

灰白～灰色

⑮灰白色

体部は内湾 して口縁に統 く 端部に沈線が一条巡 る

断面は逆三角形の雑な貼 り付け高台

外面 指押さえ 粗いヘラミガキ SK-5て

内面 隙間のある圏線 ミガキと太い連結輪状ヘラミガキ

342 土師器皿 13

76

⑪Θ

浅黄橙t

平底か ら外上方へ伸び端部は直行気味で丸 く終 る 零

形は橋円形に近い

内外 とも日縁部 ヨコナデ SK-56

343 土師器皿 17

77

内外 とも日縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 SK-56

縁端部は尖 り気味

344 土師器皿 1 2

82

増灰白～にぷ

瑣e‐X黄縦

,灰白～褐灰～

中央の突出す る底部か ら屈曲 し外上方へ開 く 端部イ」

丸 く終る

内外とも回縁部 ヨコナデ ナデによる明瞭な稜線 SK-56

345 土師器皿 16

76

)e浅貨灰ヘ

こぶい黄橙住

動浅黄笹色

平底より屈曲 し端部は丸 く終 る 深さがある 内外 とも回縁部 ヨコナデ SK-56

346 土師器皿

85

平底か ら内湾 し回縁へ続 く

口縁端部は丸い

内外とも日縁部 ヨコナデ SK-56
)に 郎い競0

際霞～灰白も

347 土師器皿 12

81

⑮⑮⑪

淡黄色

平底か ら屈曲 し短 く外上方へ開き回縁端部は丸い 内外とも日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜練 SK-56

348 土師器皿 13

80

触

一

財

一

丸底よりゆるやかに立ち上がる

端部は丸い

内外とも口縁部 ヨヨナデ SK-56

349 土師器皿 14

83

底部より屈曲し外上方へ開く

端部は丸く終る

内外とも口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SK-56

350 土師器皿 13

84
9灰自～浅貢悽
色
阪白～葛灰t

底部よりゆるやかに立ち上がる

口縁端部は尖る

内外とも口縁部 ヨコナデ 屈曲部にナデによる稜線 SK-56

土節器皿 15

79
笹色

311自 ～に細
霞色
幡雑灰色

平底か ら屈曲 し短か く開 く 端部は角ばる 内外とも回縁部 ヨコナデ SK-56

土師器皿 13

83
鯨

販

平底より短か く外上方へ開 く

日縁端部は丸い

内外とも日縁都ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-56

土節器皿 1 2

77

9③
浅黄橙色

③灰白色

平底か ら短か く外上方へ開き回縁端部は丸い 内外 とも口縁部 ヨヨナデ SK-56

土師器皿 12

84

00
淡黄色

9灰白色

平底より内湾 し口縁端部は丸い 内外とも日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-56

土師器皿 14

78

D灰 自色
D淡黄色
D灰 自色

平底より外上方へ開く

底部にナデの際の爪痕が円形に残る

内外 とも回縁部 ヨヨナデ SK-56

89
土師器皿 13

81

D灰 白色

D淡黄色

平底より口縁部は短かく外上方へ伸びる 全体にいつ

つである 端部丸く終る

内外とも日縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-56

土師器皿 13

82

④⑮⑤

灰自色～

淡黄色

平底で器形は精円形 端部は丸く終る 内外 とも口縁部 ヨコナデ SK-56

土師器皿 12

80

00

浅黄橙色

平底から屈曲し短かく伸びる日縁 端部は丸い 外蔵

底部に雑な粘土接合痕

内外 とも回縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 kSK-56

359 土師器皿 12

88

④Θ⑮

灰白色

平底より短か く屈曲する日縁は角ばる 内外とも口縁部ヨコナデ ナデによる狭線 SK-56

3∞ 土師器皿 13

81

のΘ⑤

浅黄橙色

丸みのある底部より外上方に伸びる 底部に爪痕が数ヶ

所点在する 端部は丸く終る

内外 とも日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-56
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遺 物 観 察 表

器 種 無量(ci) 色 調 形 態 。 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

土師器皿 11

81

DO
:ぶい笹とヽ

美糧色

底部中央が突出す る 日縁部は短 く外上方に伸び端苗

は直行 し尖 り気味

内外とも口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-5℃

362 瓦 器 栃

(大和 )

III― B

36

123

④⑮⑤

〔色～灰白t

体部は内湾 して回縁に続 く 端部に沈線が一条巡る

断面逆三角形の貼り付け高合

外 面 わずかにヘラミガキが残る SK-5℃

内面 隙間の開いた圏線 ミガキと雑な輪状ヘラミガキ

363 瓦 器 栃

(大和 )

III― B

38

130

DO灰色

9灰 白色

体部は内湾 し回縁部で上方へ立ち上が る 端部に上虎

きの沈線一条巡 る

外 面 水平方向にヘラミガキが数条 SK-51

内面 摩滅 した圏線ミガキと太い連結輪状ヘラミガキ

364 瓦 器 椀

(楠葉 )

Ⅲ-1～ 2

39

12 9
灰白色

体部は内湾 して日縁に続 く 端部に沈線一条巡 る 断

面逆三角形の小さめな高合

外 面 連続性のある指押 さえ ヘラミガキは認め られず SK― 馴

内面 隙間の大きい圏線 ミガキと太い螺旋状ヘラミガキ

365 瓦 器 栃

(大和 )

m― c

37

131

⑪99

灰白色

体部は外上方へ開 く

端部に沈線が一条巡る 貼 り付け高台

外 面 指押さえ 水平方向のヘラミガキが数条 SK-51

内面 隙間の大きい圏線 ミガキ 粗略な連結輪状ヘラミガキ

366 土師器中皿 23

11 8

責

”

淡

黄

色

捌
帥
灰

平底か ら屈曲 して立ち上が り端部は直行 し丸 く終 る 内外とも日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-5(

367 土師器中』 22

11 7

①⑪⑮

灰白～

浅黄掻色

平底か ら外上方に伸びる

口縁端部は内傾す る

指押さえ ナデによる稜線 M-5(

368 土師器中』 21

120

のΘ⑤

【白～浅☆慢

底部から口縁部へゆるやかに立ち上がり端部は直行タ

味で丸く終る

内外とも口縁部 ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 M-5(

869 土師器中皿 26

12 0

自

黄

色

珈
淡
艶

平底から屈曲して外上方に伸び端部は内径 器形は ,

びつ

指押さえ ナデによる鈍い稜線 SK-5(

と師器中Il 21

116

D淡黄色
①浅黄桂t

9褐灰色

平底からゆるやかに内湾気味に立ち上がる 端部は々

ばる 器壁底部は薄く体部は厚い

指押さえ ナデによる鈍い稜線 M-5(

上師器中皿 21

11 7

⑪DD 器形いびつ 平底の中央器壁は非常に薄い 端部は広

湾する

内外とも口縁部 ヨコナデ 指押え ナデによる稜線 SK-5(

土師器中皿 23

11 8

艶 黄色 平底か ら屈曲して外上方に伸び端部は丸 く終 る 指押さえ ナデによる鈍い稜線 SK-5(

90
瓦 器 椀

(楠葉 )

ΠI-3

35

12 8
i、灰白～灰色

販白色

内湾 して立ち上がる体部

口縁端部上位に浅い沈線が 1条巡る

外面 水平方向のヘラ ミガキが数条 SK-5℃

内面 隙間の大きい圏線ミガキと粗略な連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―B

41

124

のO

灰 色

いびつ 底部か らゆるやかに外上方へ開き回縁部では

直立気味 端部で外反する 上向きの沈線

外 面 高合より放射状に指押さえ 分割性のあるヘラミガキ SK-5(

内面 隙間の開いた圏線 ミガキが見込み まで降 りる

瓦 器 椀

(大和 )

III― C

46

12 9

④⑮⑤

灰 白

ゆるやかに開く体部 浅い沈線が1条 底部に厚みガ

あり、雑なつくり

外面

内面

指押きえ わずかなヘラミガキ SK-5(

隙間の大きい圏線ミガキと組略な太い綸状ヘラミガキ

88

376 瓦 器 椀

(大和 )

III― C

41

12 2

①⑪

褐灰色

⑤灰白色

いびつ 底部か らゆるやかに外上方へ開き、日縁部は

上方へ伸びたのち端部で外反す る

外面

内面

粗いヘラミガキ SK-5(

隙間のある圏線ミガキと太い簡略な連結輪状ヘラミガキ

377 土師器皿 1 7

82

⑮⑮

灰白色

⑮黄灰色

いびつな器形

丸底より内湾 し立ちあがる 回縁端部は角ばる

内外とも口縁部ヨヨナデ SK-5(

378 土師器皿 15

82

⑪③
浅黄橙色
⑤灰白色

平底 口縁部は内湾し端部は角ばる 内外とも日縁部 ヨコナデ SK-5(

379 土師器皿 15

80

の⑪

庶白～淡黄建

底部より屈曲し口縁部は短かく開く

口縁端部は丸く終る 肉厚

内外とも口縁部ヨコナデ 底部屈曲部はやや角ばる SK-5(

380 土師器皿

81

平底か ら屈曲 して口縁部が外上方へ伸びる 端部は丸

く終る

内外とも日縁部 ヨコナデ SK-5(

―-255-―



遺 物 観 察 表

器 種 浜二(||) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

―
―

―

―

に

98

38] 土師器皿 16

81

④⑮⑤

灰白色

丸底でゆるやかに口縁部外上方に伸び端部は丸 く納め

る 底部より口縁部の方が肉厚

内外 ともに口縁部 ヨコナデ SK-5(

382 土師器皿 13

76

⑮⑮
淡黄色

灰白色、灰将色

底部から外上方に伸び端部は丸▼ 内外 ともに口縁部 ヨコナデ

ナデによる鈍い稜線

SK-56

89

383 土師器 lll 11

32

⑪99 平底底部中央が高い 器壁薄く浅い 口縁部は外上方

に伸び端部は丸く終る

内外 ともに回縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 X-5G

384 土師器皿 13

86

④⑪D

〔白色～浅黄El

底部から外上方に伸び端部は尖っている 内外 ともに日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 Ж-5(

385 土師器皿 1 5

80

①O

灰自と、費色

丸底か らゆるやかに日縁部へ続 きわずかに内湾す る

日縁端部は丸 く終 る

内外 ともに回縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 K-56

―
―
―
―
に
に
ド

386 土師器皿 16

82

④Θ

灰白色

丸底で全体に肉厚 口縁部はなだらかに外上方に伸び

る 端部直行気味に丸く終る

内外 ともに回縁部 ヨコナデ SK-56

387 土師器皿 17

87

④⑮

灰白色

体部から口縁部にかけていびつ 底部中央が高い 尼

部に粘土紐痕あり

内外ともに日縁部ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 X-5(

388 16

79

⑪⑮

灰黄色

全体に厚みが均―である 端部は丸 く納め られ る 内外 ともに口縁部 ヨヨナデ SK-5(

380 土師器 lll 13

82

④O

灰白色

平底から屈曲し短かく外上方に開く

端部は上へ押される

内外 ともに口縁部 ヨヨナデ SK-5て

390 土師器皿 1 5

80

④⑮⑤

浅黄笹色

底部凹凸あり

いびつな平底から屈曲し外上方へ短かく開く

内外 ともに日縁部 ヨコナデ 縣 -56

土師器皿 14

81

のΘ⑤

灰白色

平底より外反気味に上方へ開き端部は上へ向かう

肉厚 楕円に近い

内外 とも日縁部 ヨコナデ X-5C

392 土師器皿 15

82

⑮①⑪

灰白色

丸みをおびた底部  口縁部は外上方へ伸び端部は肉厚

で上方に押 される

内外 ともに日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 X-5(

393 土節器 lll 13

78

Θの⑤

髄伊緋

器壁に凹凸がある 端部は上方に押され尖る 内外 ともに日縁部 ヨヨナデ 蛛 -56

394 土師器皿 12

78

④⑪9

灰白色

全体に肉厚である 平底 内外ともに回縁部 ヨコナデ SK-5て

395 土師器皿 11

91

⑪⑪⑮ 中央の突出した底部から外上方へ開き端部は上へ押さ

れる 浅く大きめの器形

内外ともに日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 X-5(

3鍋 土師器皿 13

79

0灰白色
0峻黄、褐灰も
0灰白色

楕円形に近い

丸底か ら短か く外へ伸びる

内外ともに口縁部 ヨヨナデ SK-5(

99

397 土師器中皿 21

11 7

⑮⑮⑤ 平底からゆるやかに24・上方に伸び端部は丸ぐ終る 器

形いびつ

指押さえ ナデによる稜線 SK-5(

308 土師器中皿 20

111

00灰 白～浣黄
捜色
0灰白‐le灰 と

平底か ら屈曲 して回縁部はゆるやかに外上方に伸び端

部は丸 く終 る 器形いびつ

内外とも日縁部ヨコナデ 底部に指押え ナデによる稜線 X-5て

399 土師器中皿 20

12 4

00③

浅黄橙色

中央の高い平底か ら屈曲 して口縁部は外上方に伸び端

部上方に押され る

内外ともに口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 X-5(

400 土師器中皿 24

12 0

④⑮⑤ 上げ底気味の平底から緩やかに外上方へ伸び端部は内

湾する

内外 ともに日縁部 ヨコナデ SK-56
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遺 物 観 察 表

置獄 器 種 法 量(||) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

401 土師晋中皿 20

12 1
動辮

平底か ら外上方へ伸び口縁に至る 端部は内湾す る 内外 とも日縁部 ヨコナデ ナアによる稜線 X-56

402 土師番中皿 22

119

一
色

橙

色

只
掲

黄

白

一
黒

瞬

倣

底部ほとん ど欠損 端部は丸 く終 る 内外 とも日緑部 ヨヨナデ ナデによる稜線 X-5℃

403 土師番中皿 23

114

④⑪9
:ぷい赤優～

:ぷい笹～黒掲1

平底か ら外上方に伸び日縁部に至 る 端部は丸 く終 る 内外 とも口縁部 ヨコナデ Ж-5(

404 土師器中皿 21

12 2

⑪③③

浅黄怪色

平底から緩やかに外上方に伸び端部は丸く終る 器形

いびつ

内外とも回縁部 ヨコナデ 連続する指押さえ 甑 -5(

405 土師器中皿 23

〔16

④⑪D

浅黄橙色

丸みを帯びた底か ら外上方へ伸び日縁部に至る 端部

は丸 く終 る 日縁部肉厚

内外とも日縁部ヨヨナデ 連続する指押さえ SK-56

406 土師器中皿 22

12 2

のO⑩ やや底面が凹状を成 している平底か ら外上方に伸び 回

縁端部は丸 く終る

内外 とも口縁部 ヨコナデ 指押さえ SK-56

40i 土師器中皿 17

107

④⑪
淡黄色

9灰白色

平底か ら外上方に伸び回縁部に至る

端部は上方に押される

内外 とも口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 X-5C

llX

408 青 磁 椀

(鷺泉窯糸)

I-2類

残高25

底径57

帥オリーブ黄
～灰オリーブ色

⑤灰白色

高合断面は合形 細かい貴入 外 面 高合内露胎 SK-5(

内面 見込みに片彫 りの革花文

409 土師器皿 12

70

の⑪9

浅黄橙色

平底より内湾 して短か く伸びる 端部は丸 く終る 内外 とも口縁部 ヨヨナデ SK-5(

土師器皿 13

78

④⑮

淡黄色

⑤灰白色

平底か ら外上方へ伸び端部は丸 く終る 全体にいびつ 内外 とも日縁部 ヨヨナデ SK-5(

土師器 Il 11

83

⑪⑪D

灰白色

平底より外上方に伸びる 全体にいびつ 内外とも日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 M-56

412 土師器皿 14

79

④Θ⑮

灰白色

平底より外方へ伸びる 少し精円形である 端部は丸

みがあり平均的に全体がハ厚である

内外とも日縁部 ヨヨナデ X-56

土師器皿 12

79

OO⑤

淡黄色

平底の底部より口縁は外上方へ伸び端部は厚みがあり

やや尖り気味 厚みがある

内外 とも日縁部 ヨヨナデ ナデによる凌線 Ж-5C

土師器皿 13

76

④Θ

浅黄笹色

作 りが粗雑 底部に強い粘土紐の痕残 る 内外 とも日縁部 ヨコナデ Ж-5(

土師器皿 15

78

D浅黄橙色

Э灰白色

丸底から内湾 して伸びる

端部は丸く納められている

内外 とも日縁部 ヨコナデ ∝-5(

上師器皿 15

83

④O

灰白色

いびつで厚みのある形 端部は丸 く終 る 内外とも日縁部 ヨヨナデ SK-56

土師器皿 1 3

86

④O

灰白色

中心が高い平底か ら肉厚で外上方へ伸びる端部は上方

へ押され る

居外とも口縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-56

土師器 lll

猛|

の⑪

浅黄橙色

丸みを帯びた底部器壁は肉厚  口縁部はゆるやかに外

上方へ伸び端部は丸 〈終る

内外 とも日縁部 ヨヨナデ X-5(

上師器皿 12

82

④O
灰褐色～

にぶい褐色

浅い平底 端部は上方に押される 内外とも口縁部ヨコナデ 屈曲部にナデによる明瞭な稜線 SK-5(

土師器皿 15

82

の⑪

浅黄橙色

底部中央やや高セ

端部は丸 く終 る

内外とも日縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-5(
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澄 物 観 察 表

器 種 去登(ci 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

一　

　

鵠

　

　

一

土師器 lll 14

80

販白～黒色 平底から屈曲し短かく伸びる 端部は角ばる 内外 とも日縁部 ヨヨナデ

屈曲部にナデによる稜線

Ж-5(

422

一‐４２３‐
‐
卜
４２４
　
　
一４２５
　
　
一明
　
　
一４２７
　
　
一切

429

430

431

432

土師器皿 1 5

79

⑪Θ

灰白色

底部か らなめ らかに外上方へ開き端部は丸 く終る 内外 とも回縁部 ヨコナデ Ж-56

土師器皿 15

82
襦灰色

平底か ら屈曲し短かく上方へ伸びる 端部に厚みをもつ 内外とも口縁部ヨヨナデ 屈曲部にナデによる鈍い稜線 Ж-56

土師器皿 10

82

①Θ⑮

灰白色

底部か らゆるやかに外上方に伸び端部は丸 く終 る 内外 とも日縁部 ヨヨナデ

屈曲部にナデによる鈍い稜線

塁 -56

土師器皿 15

80

③Э③
灰白～

浅黄橙t

底部中央が高い

内湾 して口縁部へ続 き端部は上へ押され る

内外 とも日縁部 ヨコナデ SK-56

瓦 器 栃

(構業 )

m-2

39

124

DΘ
天白～灰佳

D灰 白と

体部は内湾気味に日縁に続 く 端部に沈線一条巡る

器形は小ぶ り 断面逆三角形の貼 り付け高合

パ面 多数の指押さえ 駅 -56

内面 隙間の大きい圏繰 ミガキ 粗略な輪状ヘラミガキ

90

瓦 器 椀

(大和 )

m― c

36

124

DO灰t

D灰自t

体部は外上方へ伸び口縁は外反 し端部に上向きの沈線

一条巡る 断面逆三角形の貼 り付け高合

外面 指押 さえ 連続性のないわずかなヘラミガキ SK-5(

内面 隙間の大きい圏繰ミガキ ぎこちない連結輪状ヘラミガキ

瓦 器 栃

(大和 )

III― B

38

〔33

⑪⑮

灰白色～

灰色

体部は外上方に開き日縁部で垂直に立ち上がる 端部

は上向きの浅い沈線一条巡 る

外面 分割性のないヘラミガキ SK-5(

内面 隙間の開いた雑な圏線ミガキと粗略な連結輪状ヘラミガキ

寛 器 椀

(大 411)

III― C

30

13 0

D黒～灰t

D灰色
9灰白色

体部は外上方に開き口縁で外反 端部に上向きの沈線

一条巡る 雑な断面逆三角形の貼り付け高台

外面 指押 さえ X-5(

内面 隙間の方が大きい圏線 ミガキと粗略な輪状ヘラミガキ

瓦 器 核

(大和 )

Ⅲ―B

41

12 9

勘⑮灰色

D灰白仁

体部は外上方に開き端部に上向きの沈練一条巡る 器形い

びつ 断面逆三角形の貼り付け高合がわずかに残る

外面 指押 さえ ヘラミガキは 2～ 3条のみ X-5(

内面 圏線 ミガキは10周する程度 粗略な輪状ヘラミガキ

88
瓦 器 椀

(大和 )

m― B 12 9

啄白～灰セ

以色

阪白色

体部は外上方に開き回縁部でやや垂直に立ち上が り回

縁で外反 端部に上向きの沈線一条巡 る

外 面 指押 さえ ヘラ ミガキは数条 Ж-5(

内面 隙間の方が大きい圏線 ミガキ 形状不明のヘラミガキ

瓦 器 椀

(大和 )

1lI― B

37

12 8

.0魃オ,一ブ灰イ
0灰色
0灰白色

体部は外上方に開き口縁部でやや垂直に立ち上が り回

縁で外反 端部に上向きの沈線一条巡る

外 面 指押 さえ 分割性のあるヘラミガキ Ж-5(

内面 体部下位に10周程の圏線ミガキ 粗略な輪状ヘラミガキ

土師器中皿 21

11 4

0灰白～減☆霞(

e浅態 にれ
荒陵色0掲灰色

平底か ら外上方に立ち上が リロ縁部に至る 端部は力

く終る

内外 とも口縁部 ヨコナデ 屈曲部に指押え SK-5(

90
土師碁中皿 22

12 4

恢白～淡費と 平底から外上方に伸び口縁部に至る 端部は尖り気味

器形ややいびつ

内外とも口縁部ヨコナテ 指押さえ ナデによる明瞭な稜線 SIC-56

上師器中皿 23

120

⑪⑮⑤

こぶい黄笹ど

平底か ら屈曲 して外上方に伸び口縁部に至る 端部は

尖る

内外 とも日縁部 ヨヨナデ ナデによる明瞭な稜線 SK-56

436 土師器中皿 20

11 6

④O⑪

灰白色

平底から外上方へ内湾気味に伸び口縁部に至る 端部

は丸く終る

内外 とも日縁部 ヨコナデ 指押さえ ナデによる稜線 SK-56

437 土師器中皿 19

12 0

勤0灰占も

働灰白～褐灰t

平底か ら屈曲 し外上方に伸び口縁部に至る 端部丸 く

終 る

内外とも口縁部ヨコナデ ロ縁端部に粘土接合反 指押え ナえ よる凄線 SK-5て

土師器中皿 20

119

⑪④⑮

灰白離 色

平底から緩やかに外上方に伸び口縁に至る 端部は丸

く終る

内外 とも日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-5℃

土師器中皿 23

116

閣灰白色

琢白～浅黄,

平底か ら屈曲 して伸び日縁に至る 端部は丸 く終る

粗雑な作 り

内外とも日縁部ヨヨナデ 指神え ナデによる鈍い稜繰 SK-5(

440 土師番中」 22

■ 6

lle白 色 平底か ら外上方に立ち上が り肉厚の日縁部に続 く 端 内外とも口縁部ヨヨナデ 指押きえ ナデによる明瞭な稜線 X-5(

賊黄色 部は角ばる

―-258-―



遺 物 観 察 表

遺物h 器 種 養長(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

90

llXl

44】 土師器中皿 22

12 1

吸

坂

版

中央が突出す る底部か ら屈曲 して外上方へ開き口縁部

に厚みをもち丸 く終る

内外とも日縁部ヨコナデ 指押きえ ナアによる稜線 SK-5て

■師器中皿 1 9

118

O灰 白～

灰黄色

◎③灰白色

平底か ら緩やかに外上方に伸び口縁に至 る 底が浅い

口縁は内湾気味で端部は丸 く終る

内外 とも回縁部 ヨコナデ ナデによる明瞭な稜線 Ж -5(

443 土師器中皿 19

117

阪白～淡☆色

恢白～浅資橙

,灰 白色

平底か ら内湾気味に立ち上が リロ縁に至る

端部は上方につまみあげる

内外とも回縁部ヨコナデ ナデによる稜線 Ж-5(

444 土師器中ll 40

120
珈
却
蜘

平底か ら内湾気味に立ち上が り日縁に至 る 端部は内

側につまみ出 し尖 っている 底が深い

内外とも回縁部 ヨコナデ ナデによる鈍い稜線 Ⅸ -56

445 土師器中皿 18

12 1

④Θ
灰白色

平底から体部が大きく逆ハの字形に開く日縁は端部は

上方に角ばる 器形いびつ 内面煤付着

内外とも口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜練 SK-5(

土師器中皿 22

12 1
財難色

残難も

平底から内湾気味に立ち上がり回縁に至る 底部に激

しい凹凸があり雑な作り 口縁端部内側に折 り返す

内外とも回縁部ヨヨナデ ナデによる明瞭な稜線 X-5(

447 察恵器杯身 33

13 6

④⑪D

灰 色

平底から逆「ハJの字に立ち上がる 日縁は端部で光

ずかに内湾 し丸みをもって終る

外面

内面

回転ナデ SK-5(

指ナデ

83

448 瓦 器 椀

(大和 )

lII― C

39

131

903色～ 体部は外上方へ開き回縁は外反気味 端部に上向きの

沈線一条巡る 断面逆三角形の貼り付け高合

外 面 雑 なヘラミガキ SK-56

9灰白色 内麗 隙間の大きい圏線ミガキと粗略な連結輪状ヘラミガキ

449 瓦 器 栃

(大和 )

m― c

34

122

9D灰白～

暗灰色

D灰白

体部は外上方に開き日縁は外反 端部に沈線一条巡 る

断面逆三角形の貼 り付け高合

外面 数条のヘラ ミガキ

曲間の大きい圏線 ミガキと重なる連結輪状ヘラミガキ

SK-5(

内面

土師器皿 13

81

④⑮⑤
浅黄色～

灰自色

平底か ら外上方に伸び端部は丸 く終る 内外とも口縁部 ヨコナデ X-5(

土師器皿 10

78
珈
浅
随

平底か ら短か く日縁部が立ち上がる 端部は丸い 内外 とも回縁部 ヨヨナデ 8K-5(

土師器皿 11

78

⑪O⑪

灰白色

平底か ら短 く外上方に伸び端部は丸 く終 る 内外 とも日縁部 ヨヨナデ SK-56

土師器皿 15

80

⑪⑮⑤

灰自色

丸底か らゆるやかに回縁へ内湾 し端部は丸 く終る

器壁均等に肉厚

内外 とも口縁部 ヨヨナデ X-5(

454 土師器皿 1 3

80

④O⑬

灰自色

底部から外上方に伸び口縁端部は肉厚で角ばる 内外 とも回縁部 ヨヨナデ 強いナデによる稜線 Ⅸ -5(

土師器皿 14

84

⑪Θ

灰白色

平底から外上方に伸び口縁は内湾 し端部角ばる 内外 とも日縁部 ヨコナデ SK-5(

456 土師器皿 16

75

0◎
暗灰色～

にぶい黄笹

肉厚で丸底からなだらかに外上方に伸び端部は丸く終

る

内外とも口縁部 ヨヨナデ SK-5て

土師器 ll 12

84

のO⑤

灰白色

底部より短 く外方に伸びる 底部中央が高い 端部は

丸 く終る

内外 とも口縁部 ヨコナデ X-5G

458 土師器皿 12

82

DO
〔白～黄灰色

)にぶい賞橙建

平底か らゆるやかに屈曲 して外上方へ開き端部は上方

へ押され角ばる

内外 とも回縁部 ヨコナデ X-5(

土師器皿 12

84

DO
完黄怪色

砂浅黄橙色

平底か ら屈曲 して短か く外上方へ開き口縁端部は

角ばる

内外 とも日縁部 ヨヨナデ 強いナデによる稜線 駅 -56

460 土師器皿 10

74

のΘ⑤

こぶい黄笹荏

いびつな器形

丸底か ら外上方へ伸び端部はわずかに角ばる

内外とも口縁部 ヨヨナデ SIC-5(
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翻 器 種 法 量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

OC

461 土師器皿 1 2

84

⑪O⑤

灰白色

平底から屈曲し短かく外上方へ開き口縁端部は厚みを

もちわずかに角ばる

内外とも日縁部に強いナデによる稜線 SK-5(

462 土師器皿

見|

④淡赤笹色
⑥淡黄橙色
⑪橙色

平底か ら屈曲 し極端に短か く外上方へ開き屈曲部は角

ば り端部は丸 ぐ終る

内外 とも日縁部 ヨコナデ 屈曲部に稜線 X-5(

463 土師器皿 14

74

OOr白色

⑤灰白～

明褐灰色

平底か ら内湾 し口縁部へ続 く

日縁部は肉厚で丸 く終る

内外 とも口縁部 ヨコナデ X-5(

464 土師器皿 13

76

⑪③

灰白色

⑤灰色

いびつな器形 平底か らゆるやかに屈曲 し外上方に開

き、日縁端部は丸い

内外 とも日縁部 ヨコナデ 強いナデによる稜線 Ж-5(

46b 土師器皿 12

84

④O

黒褐色

平底より屈曲 し短か く外反 し口縁端部は丸 く終 る 内外 とも口縁部 ヨヨナデ X-5(

90

466 瓦 器 椀

(大和 )

m― c

38

12 9

И ～黒色

凱 ～嗜灰ぞ

阪 白色

器形はいびつで外面凹凸があり雑な作り 端部には■

向きの一条沈線巡る

外面 指押 さえ 数条のヘラ ミガキ X-5(

内面 下方 に隙間のある圏線 ミガキと螺旋状ヘラミガキ

88

467 瓦 器 椀

(大和 )

III― C

37

12 6

⑪働⑮

灰 色

口縁部は厚みがなくわずかに外反する 高合は低い断面逆三角形 全4に

小ぶりである 沈練は上向きに端都巡る

外 面 指押 さえ 分割性のある粗いヘラミガキ X-5(

内面 隙間のある圏線ミガキ 時計回りの連結輪状ヘラミガキ

468 瓦 器 椀

(大和 )

III― C

36

12 5

飯白、IHEx色
0灰白、灰色
0灰白色

体部は外上方に開き回縁で外反 端部は上向きの沈筋

一条巡る 高合は逆三角形の貼り付け高台

外面 指押きえ 分割性のある数条のヘラミガキ X-5(

内面 隙間の大きい圏線 ミガキと連結輪状ヘラミガキ

469 土師器皿 16

86

④淡橙色

⑮⑤淡黄と

ていねいな作り 平底からゆるやかに外上方に伸びロ

縁部は垂直に立ち上がりやや角ばった端部で終る

内外 とも H縁部 ヨコナデ 強いナデによる稜線 Ж-5〔

470 土師器皿 ⑮99

灰自色

底部か ら外上方のび端部は直立 し尖 って終る いび= 内外 とも口縁部 ヨヨナデ Ж-5〔

土師器皿 11

74 呻∞螂

平底からまっすぐ伸びたのち口縁は内湾し端部は折返

し角ばっている 器壁は摩耗している

内外 とも口縁部 ヨヨナデ ナデによる鈍い稜線 Ж-5〔

瓦 器 釜

河内 Bl

５

努

３‐

高

径

径

残

日

鍔

⑪Э

灰自色

⑤黒褐色

内湾する体部か ら口縁部はくの字に短か く屈曲 し端樹

は外に肥厚す る

外 面 風化のため 回縁部調整不明 鍔部は貼 り付けナデ Slt-5[

内面 板ナデ(腹体幅1 3cE)

473 上師器皿 18

80

の⑮

淡黄色

平底より屈曲 し短か く立ち上がる 端部は丸 く終 る 内外 とも日縁部 ヨコナデ 8K-61

瓦 器 椀

(大和 )

Ш―A(新 )

40

13 8

の⑮

灰 色

器壁は薄い 平たく浅い 底部から外上方にゆるやかに開

く 日縁上位に沈線あり 高合は逆三角形で低い

外面 高合より放射状に伸びる指押さえ 数条のヘラミガキ SK-61

内面 隙間の開いた圏線 ミガキと違結輪状ヘラミガキの一部

土師器皿 11

80

④Θ

浅黄色

底部中央ふくらみ口縁は逆「ハ」の字に開く 端部は

やや角ばる

内外 とも口縁部 ヨコナデ SK-6(

476 土師器中皿 26

11 8

⑮⑪D

灰白色

平底より体部が外上方に立ち上がる 日縁部はやや月[

厚 し、端部は角ばる

屈曲部 に指押さえ SK-64

土師器皿 14

76

の○

灰白色

日縁は逆「 」の字に短か く開き端部は丸 く終 る 内外 とも日縁部 ヨヨナデ SK-67

土師器皿 14

80

30峻黄色

⑪
にぶい責笹建

小さな底部か らゆるやかに逆「ハ」の字に開き端部は

丸 く終る

内外 とも日縁部ヨコナデ SK-6,

479 残高 93

"0

⑪O⑮

灰 色

外面 回転ナデ

内面 横方向へのナデ ロ縁部強ナデで凹面をもつ

SK-6,

(東播糸 )

480 土師器壷 残高 150

最大径133

①⑥⑤

灰自色

丸底から内湾気味に立ち上がる 上から1/3く らいの所で最大径

をなし内湾して日頸部へと続く 端部残存しない

外面 調整不明

内面 ヘラケズ リ 指押さえ 粘土紐巻きあげの痕

甑 -7C
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遺 物 観 察 表

器 種 去三(1:) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

481 土師器褒 294

17B

最大径2i℃

④O⑪

こぶい赤穏ぞ

丸底から上外方に伸び1/2く らいの所で最大径をなし内湾したのち口頸部

で垂直に立ち逆ハの字【伸び培部は丸く終る 両脇に黒班あり

外面

内面

調整不明 8K-70

底部に指押さえ ヘラケズリ ー部剣離

482 臼 玉 径 04

厚さ 03

⑪

暗緑灰色

碧玉製 SK-7(

483 臼 玉 径 042

厚さ 04

の

暗緑灰色

碧玉製 X-8(

484 上師器高杯 125

17 0

⑪⑤

浅責笹色

⑮灰白色

杯部は平底からやや外反しながら外上方にllき 端器は丸ぐ終る 脚部はこ

直に下向し下1/3位のところからハの字に脚き丸〈終る

外面

内面

杯底部に稜線をなす 杯か ら脚部にハケメの後ナデ SK-8(

ヘラケズ リ ー部に黒斑

48D 韓式土器 破片

,OX7

④⑪9

こぶい笹色

外面

内面

格子 タタキ Ⅸ -8,

102

486 土師器壷 ⑮⑮灰褐
～ F白 待

2重口縁を成すが端部の形状不明 外側に明瞭な稜線

内面のみ赤色物質塗布

外面 摩耗が激 しく調整不明 M-84

9褐灰色 内面

487 小生土器霊 150

76
0掲灰(

直立に近い頸部か ら外反 し回縁部は斜め上方へ屈曲 外面

内面

頸部 にヘラミガキ 回縁部 2段の櫛形列点文 X-8J

頸部 に板ナデ ロ縁部に指押さえ

488 土師器甕 59

17 2

④Θ
灰白～灰支色

9灰白載 灰t

頸部か ら「 く」の字に開き端部は折 り返 し尖 る 外面

内面

体部は斜め方向のハケメ 頸部 回緑部はヨヨナデ X-84

指押え ヘラ ミガキ 粘土巻 きあげの痕

489 石 61

■ 2

の

褐灰色

中央に凹面がありその個所は組成粒がなめ らかになっ

ている 下半分に焼けた痕がある

M-84

490 土  鍾 長さ 5t

最耀 34

D
【オリーブ̂
トリーブ黒モ

円柱形 径0 7caの 紐孔 M―&

491 土師器壷

23

D灰自
Э褐灰色

回頸部逆「 ハJの字に開き端部丸 く終る 外面 風化が激 しくヘラミガキがわずかに残 る X-84

内面 稼 部 は IIt万 回 の ナ テ相 土紐 螢 合 部 分 に指 r・Tさ え

492 土師器重 312

最大径あ G

⑮⑮⑪

にぶい笹色

丸底から上外方に伸びたのち1/2tで 歳大径をなし内湾して日畷部でくの

字に屈由する 口緑部の形状は破損のため不明 底部に黒盛

外面

内面

体部は縦方向のヘラミガキが全面 に施される SK-84

底部は縦方向ヘラケズリ胴部は横方向ヘハケメ 指押え

493 土師器皿 16

103

④Θ
浅黄橙色
⑤灰色

幽凸のある平底から屈曲して外上方へ伸び口縁部は丸

く終る

内外 とも日縁部は ヨコナデ 指押さえ SD-39

494 土師器I 1 3

84

のΘ

浅黄橙色

⑤浅黄色

底部中央がやや高く浅い平底からゆるやかに短 く外上

方へ伸び端部は丸い

内外 とも口縁部 ヨコナデ SD-39

90
土師器皿 20

10 3

④⑮⑮

浅黄掻色

厚みのある平底から屈曲して厚みをもって外上方へ伸びる

端部は尖り気味

内外 とも国縁部 ヨコナデ 指押 さえ D-3(

496 瓦 器 榎

(大和 )

III― C

30

101

抄④
又色

D灰 白色

見込みか ら外上方へ伸びたのち口縁部でわずかに外反

し端部は丸い 高合は逆三角形で雑な作 り

外面

内面

調整不明 D-3(

隙間の開いた圏線ミガキが見込まで降りる

瓦 器 椀

(大和 )

nl― B～ c

139

残高 33

のΘ⑤

灰白色

体部は緩やかに外上方に伸び端部でわずかに外反 し丸

く終わる 体部外面にンダの葉の痕

外面 ンダの葉先が押 しつけ られた痕

内面 隙間の大きい圏線 ミガキ

498 丸 瓦 破片

142X8(

④⑮⑤

llE色 ～浅黄棧ぞ

凹面凸面とも摩耗が激 しV IqD-3(

石  鍋 曳高 53

314

⑪O
黄灰色
⑮灰白を

鍔か ら口縁部のみ残存 口縁部は内湾気味 端部は封

みをおびた面を成 し終 る 滑石製

外面

内面

鍔部先端欠損 】D-3(

50Э 瓦 器 椀

(楠葉)

T,I-1

45

13 7

の⑤

灰白色

⑪灰色

体部、日縁部は外上方へ伸び端部は丸い 見込みは平らで高台は

逆三角形 いびつな器形 日縁端部に一条の沈繰が施される

外面

内面

指押 さえ

隙間の開いた圏線ミガキと連結輪状ヘラミガキ

―-261-―



遺 物 観 察 表

器 種 去豊(" 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

"

lC〔

501 土節器霊 残高62

128

④O⑤

淡笹色

頸部 か ら口縁部 は外上方 に体部 は外下方 に伸 び る

体部器壁は薄い 端部は内側 に肥厚す る

外面 摩耗している SR-01

内面 肩部にユ ビナデ  くヘラケズ リ

502 須恵器杯蓋 43

124

④O灰色

⑤灰白色

平坦な天丼部から内湾 して下がる口縁部は端部に内傾

する浅い凹面を有する 稜は鈍い

外面 天丼部に回転ヘラケズ リ ロ縁部とのあいだに凌線 SR-01

内面 ナデ

503 須患巻杯蓋 51

130

④Θ⑤

灰白色

丸い天丼部からほぼ垂直に下ったのち内傾する凹面を有す

稜は短いが鋭 く下方に沈線巡 る

外面 天丼部に回転ナデヘラケズ リ 回縁部は ヨコナデ 配 -01

内面 指押 さえ ナデ

馴D4 須恵器杯蓋 45

120

⑪Θ⑤

灰白色

平らな天丼部から緩やかに外下方に下り短く丸い稜を有し

たのちほぼ垂直に下り端部は内傾する凹面をなす

外面 天丼部は回転ヘラケズ リ ロ縁部はヨコナデ SR-01

内面 指押 さえ

505 須恵器杯身 52

11 2

の灰白色

Θ③灰色

立ちとがりは内傾して伸びる 端部は内傾する面をもち内憾に洸繰が施される

受部は断面三角形をなし端部は鋭い 底体部は深く丸みをもつ

外面 底部は回転ヘ ラケズ リ ロ縁部はヨコナデ 醗 -01

内面 ナデ

5∞ 須恵器杯身 52

98

④Θ

灰白色

深く丸みのある底部より外方に開いたのち屈曲して立ち上がる

口縁端部は内額する凹面を有する 受部は短かく鋭い

外面 底部は回転ヘ ラケズ リ ナデ SR-01

内面 ナデ

須恵器杯身 ⑪Э⑩

灰 色

丸い底部から外上方へ開き屈曲して立ち上がり日縁端部は

内傾する凹面を有する 受部はわずかにはね上がる

外面 底部は回転ヘ ラケズ リ SR-01

内面 ナデ 受部の内側は強いナデで凹む

93

508 須恵器杯雷 50

12 6

のO⑮

灰 色

丸い天丼部か ら下外方へ下 りゆるやかに屈曲し垂直に

伸びる 口緑は端部でわずかに外反す る

外面 天上部に回転ヘ ラケズ リ ロ縁部との境に稜線 SR-01

内面 ナ デ

500 須慮器杯蓄 51

28

のO⑤

灰白色

平坦な天丼部か ら内湾 して下 り口縁部ではほぽ垂直に

伸び端部は丸 く終る

外面 天丼部は回転ヘラケズ リ ロ縁部 ヨコナデ 醗 -01

内面 粗いナデ

須恵器杯畜 45

12 0

④⑥⑤

灰 色

天丼部か らゆるやかに外下方に下 り浅い鋭い稜をなし

たのちほぼ垂直に下 り端部は内傾する凹面をもつ

外 面 天丼部は回転ヘラケズ リ SR-01

内面 丁寧 なナデ

須恵器杯身 46

104

DO灰色

D灰白色

立ち上が りは内傾 して伸び端部は丸 く受部は外上方に

伸び端部は丸い 底体部は深 く丸い

外面 底部は回転ヘ ラケズ リ ロ縁部 ヨコナデ SR-01

内面 ナデ

須恵器杯身 45

98

ODD

灰 色

平らな底から内湾して伸び立ち上がりわずかに内傾する 端部は

内傾する凹面を有す 受け部は水平に伸び端部は鋭い

外 面 底部は狭い範囲に回転ヘラケズ リ SR-01

内面 ナデ

土師器菫

l12

最大径182

の

浅黄橙を

体部は精円形の丸みをおびる 日頸部で「 く」の字に

屈曲 し日縁は薄 く直行する 底部は厚みがある

外面 肩 と体胴部 に3本のヘラ描沈線 と2本の波状文 (5条 ) 肌 -01

内面 回縁部 ヨコナデ

土節器甕 兌高62

1径 32

DΘ
:ぶい貨橙モ
Э褐灰t

底部内面 に黒斑が見られる 外面 斜めのタタキ(3本 /1 ca) m― ol

内面 ヘラケズリ(原体幅 l cm)

土師器変 身高32

1径47
)にぶい趣色

'明

掲灰色

逆「 ハ」の字に開 く体部 を有す る 底部中央 は凹む

黒斑有 り

外面 底部の くびれ に指押さえ 訊 -01

内面 板ナデ  (原体幅1 6cm)

土師器器台 85

108

④

浅黄橙t

杯部は上外方に伸び直行 端部は丸い 脚部は受部から外反気味

と外下方に伸びる 端部は丸い 脚部中位に円形の透かし孔

外面 脚部にわずかにハケメが残る 観 -01

内面 ヘラケズ リ 指押さえ

86
砥  石 長

幅

厚 灰白色

表襲の中央が少 し凹状になっている 表裏 とも使用痕 SR-01

tl1/

残高 7℃

10C

∽ 灰白～

明灰褐色

勧浅黄橙色

球形 の体 部 と逆「 ハ Jの 字 に開 く日縁部 を有す る

底部欠損

外面 縦 +横十斜めのハケメ SR-01

内面 板ナデ ヘ ラケズ リ ロ縁部は横方向の粗いハケメ

と師器髪 曳高 65

26C

④⑬⑮ 体部か ら内湾 し、口頸部で「 くJの字に屈曲 したの老

内湾す る口縁端部は内傾す る端面をもつ

外 面 体部にハケメ(原体幅13c皿 ) SR― l14

内面 ヘラケズリ

520 と師器高杯 ⑮⑤

明褐灰t

円錐型に広がる脚部に脚部上方に4つ の透かし孔が捌

される

外 面 杯、脚部の境 に指押さえ 訊 -01

内面 杯底部に原体痕 透か し孔は外→内
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遺 物 観 察 表

器 種 差量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

[04

土師器菱 宅高50

1443

D灰白～

黒穏色

拗 灰白色

黒斑あ り 突出 した底部は中央部が凹む 外面 斜めのタタキメ 配-0:

内面 ヘラケズリ

闘 署 51

42

⑪⑮⑤

吹黄褐色

手捏ね 黒斑あり 底部か ら内湾気味にはば垂直に伸 外面 手浬ね 指押ドア

び端部は丸 く終 る 内面 指押え

523 土師器高杯 曳高 90

壼径 64

④灰白
⑪9
淡赤橙色

脚部のみ残存 柱状部から裾部にかけて屈曲して開き

黒斑あり

外面 脚部の屈曲部に指押さえ 配-02

内面 柱状部にヘ ラケズ リ

朗

524 土師器高杯 107
15 4

110
色

ヽ

褐ヽ

〓

廼
酬
一

杯底部で細くくびれ脚福部が大きく開き杯目縁部は商

く外反する

外面 杯部に横方向のヘラミガキ 脚部に縦のヘラケズ リ R-02

内面 杯部はナデ 脚部にわずかな布目のあと

小生土器

高 杯

日径

“

3

残高 43

色

唯

倣

飩
日縁部は屈曲して端部に明確な面を有する 外面 摩耗のため調整不明 配 -02

い赤褐色、赤Xぞ

0明 Rll色
内面 屈曲部にユ ピナデ

526 砥 石 ⑪③⑤

淡黄色

石英安山岩製 上面の使用痕は顕著 SR-01

527 弥生■器重 破片

,OX5
麟

・にぶい黄色

顕部、肩部にヘラ描き沈線が施されている 外面 内外とも指押え SR-01

内面

94

528 と師番丸底: 90

77

③DD

灰自色

頸部から「 く」の字に開く

体部は内湾 しながら底部へと続く 底部は丸セ

外面 底部から体胴部にハケメ ロ縁部はヨヨナデ

内面 指押えと板ナデ

105

529 土師器褒 2K15

140

のΘ⑤

灰黄色

球形の体部とくびれたのち逆「ハ」の字に開く口縁老

有する 端部は内側に肥厚する

外面 体部に横十斜めのハケメ ロ縁部はヨコナデ 吼-0と

内面 指押 さえ ナデ ヘラケズ リ

96

530 敲 石 長

幅

厚

⑪DD

灰 色

逆三角形で下端部はすり減った痕が認められることオ

ら531と セットと考えられる

下端に使用痕

礫岩

SR-0,

531 凹み石 径 105

厚き 86

⑪⑮⑤

灰白色

中央表裏共も凹状 (直径 2～2 5cm)に なっている 中央部に凹み

砂岩

SR-02

94
532 手悠 り形

土 器

残高 166

最大径お4

⑪⑮
蕩 曽 搭 缶

やや平らな態部からゆるやかに外上方にひらき内湾したのちくの字に開き再び船し天蓋へとのぴる

建はや部Vつ 全面Mく 開く天蓋の左右のつけ根に葉状の装館を施す

外面 天蓋と体部にナデ 突帯 と高合は貼 り付け SR-0鬱

⑤橿色 内面 天蓋屈曲部に指押さえが続 く

石 匙 ④Θ
暗灰色

⑤黒色

サヌカイ ト製 盟-01

98

106

534 瓦 器 窒

河内Dl

曳高 71

ヨ径 昴 |

部 36`

熊傷色 鍔か ら上が残存  口縁部は「 ハ」の字に開き端部は上

方凹状の面を成す 鍔は水平に伸びている

外面 日縁部か ら鍔部にかけて段状にヨコナデ P― I側 |

邪黒
販 内面 板ナデ 指押 きえ

535 破片

オ8X21

⑪⑮⑤

桂 色

体部破片 外面 格子タタキ lP― 射 4

内面 ナ デ

536 静式上器 破片

17X3`

④⑮⑩

種 色

体部破片 外 面 格子タタキ ,P― 雰И7

内面 ナ デ

537 土師怒中皿 21

13 9

顔證～にボい

橙、灰白じ

隆～にぶい懐

賜将色

底部よりゆるやかに屈曲 して立ち上がり日縁に続 く

端部は丸く終る

内外とも口縁部ヨコナデ

ナデによる稜線

翌-lω
`

97

538 土師吾中皿 21

11 5

⑪Θ⑪

淡黄色

平底から屈曲して外反気味に立ち上がり日縁は直行する 内外 とも日縁部 ヨヨナデ 屈曲部に指押 さえ SP-193

539 土師器中皿 ④99

淡黄色

内外とも日縁部ヨコナデ 屈曲部に指押さえ

ナデによる稜線

土師器皿 15

81

厳黄色

恢白～浅☆色|

lX白 色

丸底より外上方に伸び端部はやや尖る 内外とも日縁部 ヨコナデ

ナデによる明瞭な稜線

P-lm,
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Bth 器 種 揆量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

106

541 上師器皿 15

82

顔瞳～浅黄桂

)にぶい授～渡,

輸☆40浅 黄a

ややいびつ 平底より外上方に伸び端部は丸 く終 る 内外 とも口縁部指神 さえ SP-1781

542 土師鶏皿 12

88

朧 灰白

幻

G貯�洩荒色

平底より外上方に伸び端部は厚い 口縁部ナデによる稜線 SP-182

543 土師器皿 15

86

醸
燦
恥

平底より外上方に伸び端部は内湾 し丸 く終る 肉厚 口縁部ナデによる稜線 サー1821

544 土師器皿 13

79

④99

灰自色

浅い平底から内湾気味に外上方へ伸び端部は丸い 日縁部ヨヨナデ 底部に指押さえ P-1947

Ⅳ
Ｌ

545 土師器皿 15

80

の⑩9

淡黄色

深さがある平底から屈曲して外上方へ伸びる 端部は

丸く終る

内外とも日縁部 ヨヨナデ P-1側 7

546 土師器皿 20

76

⑪⑪③

浅黄橙色

凹凸のある底部から屈曲して外上方に伸び端部は丸い

いびつな器形 完形

内外 とも口縁部 ヨヨナデ かなりいびつ lP-1931

土師器皿 12

80

④O⑤

浅黄橙色

浅い平底か ら外上方に短 く伸びたのち口縁端部は上方

に押され角ばる

日縁部ヨコナデ ナデによる稜線 P-193

548 鉄  釘 ⑪⑮⑤ 銹の部分は少ない 頭部欠損

断面長方形

W-1841

549 鉄  釘 髭き 38
団 08
語さ 06

⑪⑮⑤

☆灰～浅貰ヽ

明赤再色

頭部 と先端部欠損

断面長方形

SP―煎爛

550 不明鉄製品 長

幅

厚

DOにぶい黄ど

ah諧 抹癌魯

円筒形 SP-192

551 不明鉄製品 長

幅

厚

∞
麟

丸い傘形の不明鉄製品 非常に薄ラ 飾 り金具 ? ツー加

鉄  釘 断面長方形 顕部 と先端部欠損 P―以取

不明鉄製品 長き 6(
幅  11
厚き 04

薄 ↓ ノミ状工具の刃先か ?

554 鉄  釘 114

10
15

DΘ黄色

船赤褐色

頭部を折 り返 し先端部は欠損

断面長方形

W-2お 1

555 と師器Ⅱ 15

82

⑪⑩9

淡黄色

浅い平底から外上方へ伸び端部は丸い 完形 日縁部ナデ SP― 國ИI

556 12

78

⑪⑪⑤

完黄笹色

底部中央がやや高い浅い平底部から内湾気味に短く外

上方へのび端部は尖り気味 いびつな器形 完形

回縁部ヨコナデ 底部に指押さえ ナデによる稜線 ツー210

557 土師器皿 12

80

90褐色

9浅黄橙色

浅い平底か ら内湾 して短 く立ちあが り端部はやや尖 り

気味

口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 η-219

558 土師器皿 13

80

④⑮⑮

浅黄色

平底から外上方へ伸び端部は角ばる いびつな(楕円

形)器形である

口縁部ヨヨナデ P-2121

559 土師器皿 12

80

④⑮⑤

浅黄色

浅い平底から外上方へ短く伸び端部は角ばる 日縁部 ヨヨナデ ナデによる段有 り P-2121

560 土師器皿 14

84

⑪⑪9

灰白色

中央がやや高い平底から外上方に内湾気味に伸び端部

は角ばる 完形

口縁部 ヨヨナデ 屈 曲部に指押 さえ
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遺 物 観 察 表

器 種 去量(cl) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

tα

561 と師器皿 16

81

④O⑬

灰白色

平底から内湾気味に外上方へのび端部は角ばる 肉厚 口縁部 ヨコナデ 屈曲部に指押 さえ ツー21Ы

562 土師器 El 16

81

①⑮

淡黄色

⑤灰自色

平底 か ら外上方 にゆ るやか にのび端部は角ば る

全体に厚い器壁 いびつな器形

口縁部 ヨヨナデ 屈曲部に指押 さえ lP-21Ы

563 ■師寒m 15

83

④D
黄灰色

⑤灰自色

凹凸のある浅い底部から外上方へのび端部は角ばる

いびつな器形

口縁部ヨコナデ 底部に強い指押さえ

98

107

564 土師器甕 残高 88

節 0
↓ヽ雲碑尋雀

動桂色

「 く」の字に屈曲す る日縁部をもつ 端部は丸い 外面 顕部 ヨヨナデ 胴部は指押さえ SP― 181

内面 口縁部板ナデ 原体痕あり 粘上の接合痕

565 土師器甕 駆 48

15 2

)にぶい褐也 口縁は外方に肥厚 し上方に面を有す 外面

内面

雑な粘土紐のあと 指押さえ 翌―lD

峨絶 色 ヨコナデ 板ナデ(原体痕)

566 瓦 器 椀

(大和 )

m― D

32

97

⑪⑮⑤

灰白色

端部は外反 し沈線を有する 外面

内面

口縁部 ヨコナデ 指押さえ 形骸化 した高合 攣-1981

6月す るのみの圏線 ミガキ

567 瓦 器 胡

(大和 )

III― E

32

10 3

⑪⑪働

「リーブ灰t

外面

内面

指押さえ 高合にほとん ど高さはない

く沈線を有す る 見込みに近い位置に数周する圏線ミガキ

568 瓦 器 栃

(大和 )

Ⅲ―B

40

12 9

)rリーフ灰

灰白、演黄色

琢白～灰色
腕白■

底部からゆるやかに外上方に開き回縁部では垂直に立

ちあがり端部で外反する 端部上位に沈線が巡る

外面 雑なつ くり SP 184:

内面 隙間の多い圏線 ミガキ

86
5∞ 砥  石 驚き 84

厨 36
評き 48

雅軸
表裏に便月痕 W-1841

98
瓦 器 釜

大和 Bl

残高 8η

口径 協 l

鰐径 25℃

熙 ～

にれ追導色

OG～れ輩t

gにぷい證色

日縁部は逆「ハ」の字に開き端部は内側に折り返 し匹

状の線を成す 鍔は水平に伸び体部は薄い

外面

内面

媒が付着 体部調整不明 鍔は貼り付け P-179

調整不明

97

瓦 器 釜

ATHIBJ

院高 14

日径 閉 5

路 雰 4

販 絶

恢白韓 黄

内湾する体部から口縁部は「ぐ」の字に開き口縁端部は内

側に折り返す 鍔はほぽ水平 その先端はやや下がる

外面 頸部に段状のナデが巡る 鍔は貼 り付け P-167千

内面 指押 さえのみ

572 瓦 器 釜

摂津 E

完高183

ヨ径あ 0

V廷 322

韓殿 1

911白 色

体部はわずかに内湾して日縁へと続く 口縁は内傾する端

面を有する 鍔は短かくはねあがり端部は丸い面を有する

外面 連続する指押さえ 粘上の接合痕 サー167

内面 板ナデ

573 瓦 器 掃 完高 ■ 6

摯径 ■ 4

④灰 白色

⑮⑤灰色

平底 内面剣落が激 しい 外面

内面

わずかに指押さえが残る SP―区潮

ナデによる凹線

108

574 勾  玉 最大幅30

厚さ 14

乳自緑色 ヒスイ製 中央より少しずれたところに穿孔 径0 6em強 の紐孔 V層

土  馬 最大樹 |

厚き 31

頭部脚部尾の一部を欠失 体胴部全体に指押さえ Ⅳ層

92
576 土 錘 発さ 55

受透 2 1

④

〔白～黄灰℃

径0.6cmの組孔 m層

577 石 鏃 発さ 37
扇  24
要さ 06

色

色

∞
嗽
鏃

有茎式 やや大型 サヌカイ ト製 I層

587
縄文土器 破片 黄褐色～

暗黄褐色

外面

内面

Ⅵ層

洸トレンテ

99

囲 完高 2,

磁径 80

―ブ色、褐色

′リータ黒色

やや高めの高合は「 ハ」の字形に開き端部は内傾する

凹面をもつ

外面 有段の輪高合 全体に施釉 包割唇

内面

589 縁釉陶器萌

'高

2 7

罐55
D灰 白色

見込みに丸味をもつ 外面

内面

高合は削 りだ しのベ タ高台 IΠ 層
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遺 物 観 察 表

器 種 賃量(c= 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

99

108

590 白 磁 碗

Ⅳ類

完高 5.J

]径 16C

④⑮⑤

灰白色

底部欠損 体部は玉縁状 内面底部近 くに沈線一条巡る 外面 日縁部 より1 5cm～ 2 8cmま で施釉 皿層

内面 全面施釉

須恵器皿 免高

矮魂
底部より外上方に伸び日縁部へと続 く 端部は直行 し

丸く終る

外面 回転ナデ ロ縁部 に自然釉 Ⅲ層

内面

86

592 震意善杯望 23

13 2

④⑮

灰白色

⑪灰色

低く平らな天丼部より外下方に下がり回縁部で屈曲し直下

に伸びる端部は丸い 上面凹状偏平な擬宝珠つまみ

外面 回転ナデ つまみは貼 り付け Ⅲ層

内面

593 土師器鉢 65

126

④⑮⑤

:ぶい黄笹t

やや厚めの底部から外上方に伸び2/3位のところから

やや外反 し口縁部は直行 し丸く終る

外面 摩耗 しているが全体に板ナデ V層

内面

86

594 完高 6観

244

外面 頸部に縦のヘラ描きが 6本残 る ■層

灰白色

躙 色 肥厚 して断面長方形を呈し一条の沈繰を成す 内面 不 明

102

1∞

595 と師器Ⅱ 13

83

⑪⑪⑤

完黄橙色

平底から屈曲して逆「ハ」の宇に短 く開く

日縁端部は薄く丸味をもって終る

摩耗 している 立ちあが り部分に強いナデによる

凹面が残 る

W-01

506 と師器皿 14

96

O⑮⑬

灰白色

中央部が少 し盛りあがった平底と屈曲して短 く伸びる

日縁部を有する 端部は厚く角ばる

日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 ST-01

597 土師器皿 23

45

①⑪D

灰白色

丸底か らわずかに屈 曲 して日縁部へ続 く

端部は厚みをもち外反す る 完形

口縁部強いナデ ST-01

598 土師器皿 20

91

④⑮⑤

灰白色

高さがあり丸底から口縁へゆるやかに続 く

口縁部で厚みを増 し丸味をもって終る

口縁部 ヨコナデ ST-01

土師器皿 15

84

O⑮⑤

灰白色

平底から口縁部は短 く屈曲して端部は丸く終る 完形 口縁部ヨコナデ ST-01

GXl 土師器皿 18

96

⑪99

灰自色

丸底からゆるやかに口縁部へ続 く

端部は丸く終る 完形

ヨヨナデ ST-01

骸

∝

6C11 土師器皿 16

96

⑪⑮⑮

灰白色

平底から逆「ハ」の字に開く口縁部を有する

端部は外反 し丸く納められる 完形

日縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 ST-01

102

∞ 2 土師器皿 15

86

のO⑪

灰白色

平底で高きもなく偏平な器形である

器壁 もうすい 日縁部はわずかに外反す る 完形

口縁部 ヨヨナデ ST-01

a13 18

98

丸みのある底からゆるやかに日縁部へ続 く

端部はわずかに外反 し丸みをもって終る 完形

口縁部ヨヨナデ 底部に指押さえ ナデによる稜線 ST-01

脚 責色

ω 4 土師器皿 16

95

④O⑤

灰白色

丸底か らゆるやかに外上方に開き口縁部ですこし外反する

完形

日縁部 ヨヨナデ

ω 5 土師器皿 18

95

OOr白 色

③灰貰色

平底か ら屈曲 して外反気味に日縁へ続 く

端部は丸 く終る 完形

口縁部 ヨコナデ

内面見込に平行ナデ

ST-01

6tB 土師器 Ll 20

93

⑪⑮⑪

灰白色

丸底からわずかに外反する口縁部を有 し端部は水平方

向にすこし伸びて薄い

日緻部 ヨコナデ ST-01

607 土師器皿 18

90

④③⑭

灰自色

丸底からゆるやかに口縁部へ続き端部は厚みをもって

丸く外反気味である 完形

日縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 ST-01

608 土師器 ll 18

03

弼 灰白色

0浅黄橙色

丸底か らゆるやかに立ちあがリロ縁部へ続 く

厚みは均等で 日縁部で外反 し丸みをもって終る

口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 ST-01

∞ 9 土師器皿 16

91

①⑮⑤

灰白色

平底からわずかに屈曲して回縁へ伸びる

器壁の厚みは均等 口縁部も厚くやや角ばる

口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 ST-01
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遺 物 観 察 表

器 種 資畳(|=) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

102

1(Ю

土師器Ⅲ 15

90

00働

浅黄橙色

少しいぴつではあるが丸底からなだらかに日縁部へ続

きわずかに外反し端部は丸く納められる 完形

口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 ST-01

土師器皿 11

76

⑪DD

灰自色

摩耗剖離 完形 口縁部 ヨヨナデ ST-01

土師器皿 18

92

⑪①⑤

浅黄怪色

丸底か らゆるやかに外上方に開いたのち口縁の端部は

厚みをもち丸 く終 る 完形

口縁部 ヨコナデ

土師器皿 1 7

73

⑪⑮⑮

灰白色

底部中央がやや高 くなった底部か らゆるやかに日縁苗

へ続 く 端部は丸みをもって終 る

内外 とも口縁部は ヨコナデ ST-01

土師器 lll 18

92

O⑮⑤

灰白色

丸底からゆるやかに口縁部へ続き端部は厚みをもって

角ばる

口縁部 ヨコナデ ST-01

土師器皿 16

90

の⑩9

灰白色

平底か ら屈曲 し短か く伸びる日縁部は端部でやや上方

に押され る 完形

口縁部ヨヨナデ 強いナデによる鈍い稜線 ST-01

磁

０３

土師器皿 13

80

⑪99

灰白色

平底か ら逆「 ハ」の字に屈曲 して短 く伸びる日縁を割

有す る 中央にオヽ穴あり 完形

日縁部ヨコナデ ナデによる稜線 ST-01

土師器皿 24

10 0

④⑮⑤

灰白色

中央のやや高くなった底部から直立したあと大きく逆

「ハ」の字に開く 端部は丸く終る 完形

斜め方向に指押さえ一月 A面見込みにジグザグ状のナアが残る 】T-01

上師番中皿 32

141

O⑮⑤

灰白色

丸底からゆるやかな立ち上がりを見せ口縁部へつづく

端部は直行気味で丸く納められる 厚みは均等である

口縁部 ヨコナデ 底部に指押え ナデによる稜線 ST-01

土師器中皿 31

15 6

の灰自色
⑮灰黄色
⑤灰白色

平底からゆるやかに屈曲し外上方に開き端部はややお

湾する 内面に煤が付着

指押さえ 強いナデによる稜線

6al 土師善中皿 D灰黄色
D暗灰色
9灰白色

口縁端部は丸みをおびている 内面に煤が付着 強い指ナデ ST-01

621 土師器中皿 22

13 8

D①
伯t―販 建

D灰白色

平底からゆるやかに日縁部へ続く 端部は丸く納めら

れる 内面は全体に媒けている

内外とも日緑部ヨコナデ ST-01

1031

622 土師器中皿 30

14 8

)D灰 白色

③浅黄色

平底から内湾 して立ち上がり端部は肉厚で丸く終る 日縁部ヨヨナデ 強いナデによる稜線 ST-01

623 23

15 8

⑪DD

灰自色

中央が盛りあがりを見せる底部から屈曲したのち外上

方へ伸びる 端部は丸く終る

口縁部ヨコナデ 強いナデによる稜線 ST-01

624 土師番中1 26

14 0
D灰白壱

口縁部は外上方に向かって開き端部は丸い 底部の形

状は不明 1部媒が付着

ナデ十指押 さえ 器壁 に凹凸が 目立っ 翌-01

62D 土師器中皿 27

142

④⑤③

灰自色

なだらかな立ち上がりを見せる体部とやや角ばった口

縁を有する

口縁部ヨヨナデ 底部指押さえ多数 ST-01

626 土師善中皿 24

14 6

④⑪D

浅黄色

平底か らゆるやかに外上方へ伸びる日縁を有す る

端部は丸 く終 る

底部に径0 4cDの押捺痕が不規則に残る ST-01

[駁

627 紡 錘 草 上辺径24

下辺径41

⑪勧D

オリーブ灰雀

側面は7個の鋸歯文(中に数本の条線)、 底面は6個の鋸歯文の ST-01

組み合わせで帯威 069こ の芯穴は■辺下辺より施す

628 鬼  瓦 破片

78X6〔

D⑮灰色 ほぼ半分欠損 立体感があるが仕上げは粗い 表 目玉、鼻など貼 り付け ナデ 細部はヘラ描 き ST-01

9灰白色 裏 板ナデ

104

629 瓦 器 椀
(大和 )

Ⅱ―A～ B

56

15 0

獅⑮灰色

D灰白色

高台から内湾 して体部は伸びる

端部で外反する 内側上位に沈線あり

外面

内面

放射状の指神さえ 分割性のあるヘラミガキ ST-01

ナデのあと圏線ミガキと時計回りの連結輪状のヘラミガキ
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遺 物 観 察 表

器 種 法 量(m 色 調 形 態 。特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

6311 瓦 器 椀

(大和 )

Π―A～ B

54

14 8

D③灰色

D灰白色

底部より口縁の方が厚みをもつ

口縁端部にも厚みがあり丸い 沈線は下位にある

外 面 指押きえ 分割性のあるヘラ ミガキ 翌 -0,

内面 やや密な圏線 ミガキと複雑な連結輪状のヘラミガキ

631 瓦 器 椀

(大和 )

II― B

55

14 2

D⑮灰色

D灰白色

深くしっかりしたつくりである 沈線あり 外 面 分割性のあるヘラミガキ 高合は貼 り付け ナデ W-0よ

内面 隙間のある圏線ミガキと簡単な円状ヘラミガキ

632 瓦 器 椀
(大和 )

H― A

働⑮
トリーブ黒t

D灰白色

大きいが高さのない高合から内湾する体部が続 く

口縁内側上位に沈線が 1条巡る 端部は丸く終る

外面 分割性のあるヘラミガキ ST-01

内面 密な圏線 ミガキと時計回 りの連結輪状ヘラミガキ

633 瓦 器 椀

(楠葉 )

II-1～ 2

57

15 2 ∞蜘蝉

底部より厚みのある日縁部に沈線は認められず 高台

に高きはないが丁寧なつくり

外面 体部2/3ま で 3分割ヘラ ミガキ ST-01

内面 タテ、ヨコの板ナデ 綾密な圏線と大い速結輸状のヘラミガキ

傲 瓦 器 椀

(補葉 )

■-1～ 2

59

15 0

引9医白色
～鷲灰建

D灰白色

深く器壁は薄い 沈線がやや下方に巡る 外面 2割性のあるミガキ 高合は貼り付けナデ形成 ST-01

内面 密な圏線ミガキと丁寧な連結輪状ヘラミガキ

t04

63b 瓦 器 椀

(大和 )

■-3

DO灰色

D灰自色

大ぶりで器壁の厚みが均等である 沈線有り 外面 指押さえ 粗い 3分割ヘラミガキ ST-01

内面 隙間の少しある圏線 ミガキ 太い連結輪ヘラミガキ

636 瓦 器 椀

(大和 )

H― B

51

14 8

柳D灰色

D灰白色

断面合形の高合と底部との高きは等 しい

回縁部でやや外反 し端部は丸い 沈線が 1条巡る

外 面 分割性のあるヘラミガキ ST-01

内面 密な圏線ミガキと太い時計回りの連結輪状ヘラミガキ

637 瓦 器 椀

(補葉)

H-2

DO灰色

D灰白色

大ぶ り 器壁 に厚みがある 高合は しっか りと した

くり 口縁部に 1条の沈線巡 る

外面 指押さえ 分割性のあるヘラ ミガキ ST-01

内面 やや密な圏線ミガキと太い連結輪状ヘラミガキ

638 瓦 器 椀

(大和 )

エーA

55

15 0

働⑮灰色

D灰白色

広い高合と外反す る日縁部をもつ

口縁端部は丸 く納め られ沈線は上位に巡 る

外面 指押さえと 3分割ヘラミガキ ST-01

内面 細く密な圏線ミガキと太 く粗いジグザグのヘラミガキ

639 瓦 器 椀

(補葉 )

II-1

働⑮灰色

D灰自色

丁寧なつ くりの高合と口縁部にむかって厚みをもつ4

部 回縁端部は丸く沈線はやや下方に位置する

外面 体部2/3ま で分割ヘラミガキ ST-01

内面 密な圏線 ミガキと太い連結輪状ヘラミガキ

6411 瓦 器 椀

(大和 )

m― A(古 )

49

15 0

O③
黒褐色
⑤灰白色

回縁部は外上方に向かって開く 外面に重ね焼の痕が

みられる 日縁部沈線巡る

外面 粗い 3分割のヘラミガキ 体部に指押さえ ST-01

内面 やや隙間のある圏線 ミガキと単純 な輪状ヘラ ミガキ

641 瓦 器 椀

(大和 )

I― C

61

15 2

勘③灰色

D灰白色

広 く高い高合から均等な厚みをもつ体部が口縁まで内

湾 して続 く 内面には浅い沈線有り

外面 体部2/3ま で密なヘラ ミガキ ST-01

内面 緻密な圏線ミガキとジグザグのヘラミガ辛が格子に重なる

642 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(古 )

46

15 2

勘③灰色

9灰白色

広い高合に対 して、器高はない 均等な厚みで日縁ま

で達 し、端部はわずかに外反 し内側に沈線が巡る

外面 体部～底部まで粗いミガキ 丁寧な高合は貼 り付け ST-01

内面 隙間の少しある周線ミガキと簡単な連結輪状ヘラミガキ

t03

643 瓦 器 椀

(大和 )

II― B

57

15 2 色

色

自

櫛
破
班

高きはないが増正な高台 底部より日緑部の方が厚みをもつ ロ

縁端部はわずかに外反し丸く納められる 沈線が1条巡る

外面 高合～体部へ放射状 に指押 さえ  4分 割ヘラミガキ ST-01

内面 タテヨコのナデ 細い回線ミガキ 見込みに時計娼りの速倍輸状ヘラミガキ

644 瓦 器 椀

(補葉 )

H-2

負高58 柳⑬
又白色

D灰 白色

浅い沈線を有する日縁は丸みをもつ

高合は剖落 している

外面 体部2/3位に4分割のヘラミガキ ST-01

内面 隙間のある回線ミガキ 形状の判別できないヘラミ才キがわずかに残る

645 瓦 器 椀

(楠葉 )

Ⅱ-2～ 3

54

152

⑪③

暗灰色

⑤白色

日縁部の器壁がやや厚い

沈線巡る

外面 分割性のあるヘラミガキ 断面逆三角形の貼り付け高合

内面 細い緻密な圏線ミガキと太 目の連結輪状ヘラミガキ

646 瓦 器 椀

(補葉 )

■-2～ 3

勘③灰色

D
「リーブ灰色

「ハ」の字に開く高合のつくりは丁寧である 体部は

ゆるやかに外上方に開く 沈線は 2条残存

外面 体部1/2に 分割性のあるヘラミガキ ST-01

内面 鞍密な圏線ミガキ 見込みに時計廻りの連結軸状ヘラミガキ

647 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―C

31

123

D⑪灰色

D灰色

形骸化 した高合は底部 に等 しい高さになる

ゆるやかに外上方につづ く体部と丸みのある日縁部

外面 粗い ミガキがわずかに残 る ST-01

内面 円辺から見込にかけて0 3cm幅 の太い圏線ヘラミガキ

648 瓦 器 椀

(大和 )

m― c

31

12 0

D⑮灰色 偏平で小ぶ り 回縁部浅い沈線が巡る 外面 体部にヘラ ミガキがわずかに残 る ST-01

内面 隙間の大きい圏線 ミガキ

649 瓦 器 椀

(大和 )

nI― c

DO
瞥灰色

D灰 白色

小さくていびつな形 器壁が薄い 外反する端部上方

に02m幅 の沈線巡る

外面 口縁部に強い横ナデ ST-OJ

内面 粗い圏線 ミガキ
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遺 物 観 察 表

器 種 資畳(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

650 瓦 器 核
(大和)

Ⅲ―B

36

13 1

砂D灰笙

D灰白色

隔平な高さのない器形は高合高と底部がほぼ等 しい

口縁はわずかに外反 し沈線が 1条巡る

外面 重ね焼きの痕が残る

ナデの上に日縁部～底部に時計廻りの粗いヘラミガキ

ST-01

内面

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―C

36

12 0

動⑮

折リーブ灰モ

D灰 自色

底部から日縁まで器壁厚は均等である

口縁端部上方に沈線有 り

外面

内面

指押さえ わずかなヘラミガキ ST-01

圏線ミガキと簡単な輪状のヘラミガキ

652 瓦 器 椀

(大和 )

ΠI― C

36

124

DO灰色

D灰白色

日縁部は外上方に向かって開く 端部は上向きで沈筋

らしきものあり 形骸化した高台

外面

内面

日縁部ナデ 体部指押えと数条のヘラミガキ ST-01

隙間の大きい圏線 ミガキと簡単な輪状のヘラミガキ

653

勒嘲ｍ・Ｃ

35

13 6

の⑮
黒灰色

○灰白色

偏平な器形 日縁部は外上方に向かってゆるやかに開

く 高合は雑なつくり

外面 日縁部ナデ 体部に指押さえ yT_0]

内面 圏線ミガキと連結輪状ヘラミガキ

654

］卸ｍ・Ｃ

43

12 8

囲 灰色
～灰白佳

拗灰白色

形骸化 した高合 沈線あり 内面に煤 外面 回縁部はヨヨナデ わずかにヘ ラミガ辛が残る W-01

内面 隙間の開いた圏線 ミガキと簡単 な輪状ヘラミガキ

655 瓦 器 椀

(大和 )

■―A

完高14

勇径60

抄⑮灰色

D灰白色

底部のみ残存 大きな高合で整っている 外面

内面

調整不明 ST-01

見込みにジグザグのヘラミガキが格子に重 なる

656 瓦 器 椀

(楠葉 )

■-2

見高19

i径54

柳③灰色

D灰白色

断面三角形の張り付け高合で高さはあるが作りは雑 外面

内面

調整不明 ST-01

見込みにジグザグのヘラミガキが鮮明に残 る

657 瓦 器 覇

(大和 )

H一 B

見高29

,径45

勘③灰色 器壁は均等な厚み 外面 わずかにヘラミガキが残る 理-OJ

内面 丁寧な連結輪状のヘラミガキ

658 瓦 器 栃

(大和 )

II― B

④Θ⑤

灰白色

口縁部欠損 ゆるやかに丸い体部と「ハ」の字に開く

高台を有する

外面

内面

ヘラミガキがわずかに残る ST-OJ

大きな連結輪状のヘラ ミガキ

659 瓦 器 研

(大和 )

ΠI― B

42 00⑮

灰自色

体部か ら口縁に向か って外上方に開き目縁部で外反する 外面

内面

口縁部は横ナデによる稜線 ST-01

隙間の少 しある圏線 ミガキ

6al 須恵器甕 ⑪③⑤

灰白色

日縁部は外傾する端面を有す 端部は上方に押される 界 面 日縁部は強いナデ 体部にわずかな格子タタキ ST-01

内面 体部板ナデ

[償

661 須恵器斑 党高9 4

384

販オリーラ
販オリーラ
黄灰色
打灰角

回頸部は上外方に伸び端部はつまみ上げ肥厚外端面は

垂直な凹面を成す

外面 体部に自然釉が残 る ST-01

内画

662 瓦 器 lll 22

97

③⑮⑮

灰白色

底部中央がわずかに高い底部から日縁部は外反 し端部

は上向きの面をもつ

外面

内面

底部に指押さえが顕著 屈曲部に稜線 ST-0」

見込みに密なジグザグのヘラミガキと日縁部に圏練ミガキ

663 瓦 器 皿 18

91

D⑮灰色

D灰白色

平底から屈曲したのち短かく開く

日縁端部は肉厚で角ばる

外面

内面

口縁部は横ナデ ST-01

隙間の開いたジグザグのヘ ラ ミガキ

664 瓦 器 皿 19

96

DO緑灰色
～灰色

倣 色

丸底か ら立 ち上が りは角度をもつ 外面 口縁部は強い横ナデ 屈曲部に稜線 ST-01

内面 見込みは細かいジグザグと周辺は5～ 6条 の圏線ミガキ

665 瓦 器 皿 18

98

DΘ灰色 平底から屈曲して立ち上がりわずかに外反する口縁部

を有する

外面 口縁部に強いヨヨナデ 底部 に指押 さえ yT_OJ

D灰白色 内面 ナデの上に02c皿 幅のジグザ グのヘラミガキ

666 瓦 器 狙 ていねいなつくり

丸みのある底部から外反して立ち上がる

外面 底部に指押 さえ 屈曲部に稜線 ST-01

内面 幅のあるジグザグのヘラミガキ

10て

667 白 磁 覇

Ⅳ類

1 ④O⑮

灰白色

口縁は玉縁状 外面

内面

回縁部 1～ 2 cm下位 まで施釉 ST-01

668 上師器算 縞 182

■ 4

⑪O⑤

灰黄色

回頸部よりゆるやかに「 く」の字に開き端面は外傾する 外面 全体に煤付着のため調整不明 ST-01

内面 ナ デ

669 瓦 器 釜

山城 F

曳高 57
母径252

▼径制 4

勘④灰色

D灰白色

底体部欠損 口縁部は内傾しながら端部は平坦面を有

する 鍔は水平方向に伸びる

外面

内面

鍔貼 り付け ナデ ロ縁部ヨヨナデ 】T-01

板ナデ

―-269-―



遺 物 観 察 表

意捌 器 種 善長(|=) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

670 瓦 器 皿 18

96

勘Э灰色

D灰 自色

平底か ら口縁部は外上方に伸び端部は角ばる 外面 口縁部はヨヨナデ ST-01

内面 ナデの上にジグザグのヘラミガキ

671 瓦 器 皿 15

90

D灰色

D灰白色

平底から屈曲し日縁部で外反する

雑なつくり

外面 口縁部はヨヨナデ 屈曲部に稜線 ST-01

内面 見込みにジグザグのヘラミガキが格子 に重なる

672 瓦 器 ll l 17

96

D⑩灰色 底部から直立して日縁部で外反する 外面 口縁部強いナデ 屈曲部に稜線 ST-01

内面 粗いジグザグのヘラミガキ

673 瓦 器 皿 20

90

砂⑮灰色

9灰白色

火ぶくれで剣落 した部分が多い

口縁部外反

外面 日縁部はヨコナデ ST-01

内面 見込みに太いヘラミガキが不規則に残 る

105

674 ⑪③⑤

灰白色

ムふパム か Iで rドカ■のち外 外面

内面

ナデ 林聰指押声タ ナ デ ST-01

へ伸び端部は厚みをもって丸 く終 る ナ デ

675 i高41

盗66
色

色

∞
難
飯

脚部は外下方に開き端部は丸 く終 る 外面 杯底部中央よりに穿孔が lヶ 所 ST-01

内面

676 44

1径92
色

色

廼
願
鉄

外 面 ナデ ■-01

内面 ナ デ

677 瓦器高合 彙高 4?

箋径 104

D灰色
Э灰黄t

器種は不明 基部から脚部は下外方に向かってまっす

ぐ伸び端部は丸く終る

外面 高合部分に連続する指押さえ デT-01

内面 指押さえ

ll13

678 土師器皿 10

82

⑮⑤9

灰自色

平底か ら「 ハ」の字に短か く屈曲 した異形の皿

端部は丸 く見込みは平 らである

外面 底部に指押さえ ナデ ST-01

内面 日縁部内側に折り返 しナデ

105

679 瓦器不明岳 完高 1lI

箋径 ■P

④灰色

Θ⑮

灰自色

体部は底部からほぼ直立する

粘上紐の痕が残る

外面 ナデ及び板ナデ(幅 は1 2cm位 ) ST-0,

内面 体部ナデ 底部は強い指ナデ

680 砥  石 ④⑪D

灰白色

使用面は凹状になっている ST-01

681 砥  石 O③⑤

灰白色

四面に使用痕残 る 103と 同 じ石 ST-01

10昭

682 瓦器火鉢

49 3

色

ヽ
灰

色

剛
囲
随

端部は内傾する平坦面を有す る 外面 横方向のヘラミガキ ST-01

内面 丁寧なヘラミガキ

l19

683 瓦 器 椀

(大和 )

皿―B

52

15 8

り⑬灰色

9灰色

大きい器形は高合を欠損する 底部より日縁部の方が

厚みをもつ 日縁端部は丸く内面に浅い沈線が巡る

外面 指押さえ 分割性のあるヘラミガキ yT_0,

内面 ナアのあと密な目線ミガキ 見込みに3日嶺速結輸状ヘラミガキ

684 瓦 器 椀

(大和 )

m― c

抑
ヤリーブ黒ぞ

動灰白色

小ぶりで日縁へと厚みを増す 高合より底部の方が低い位

置にある 日縁は外反し沈線は上端部に位置する

外面 高合貼 りつけナデとわずかなミガキ ST-0,

内面 月辺～底部へ目線ミガキ 見込み埓計廻り3日嶺10 2ca幅)ヘラミガキ

∝

685 土師器釜

摂津 E

残高 95
]径 282

語 338

垢貢橙～

にぶい糧(

引更白
衛F也～霧七

日縁端部は内傾す る端面を有す る 鍔は上方にそる

器形は大ぶ り

ハ面 鍔下に指押さえ 摩耗のため調整不 明 yT_c

内面 ナデ 調整不明

686 土師器釜

大和 Bl

42

26 4

琢

琢

阪

頸部より「 く」の字に開き端部は内側に折 り返 し、体

胴部に張 りがない

外面 ナデ ST-0,

内面 ナデ

687 瓦 器 皿 15

11 6

⑪99

灰白色

底部欠損  口縁部で逆「 ハ」の字に屈曲 し口縁端部は

少 し角ばる

外 面 日緑部ヨヨナデ 底部に指押さえ ST-0と

内面 口縁部致条の圏線ミガキ 見込みにジグザグのヘラミガキ

∝

688 須意器褻 彙高 68

ヨ径 188

の灰白色
OO
灰白～灰色

回顕部で垂直に立ち上が りその後外反 口縁端部は■

方につ まみあげ

外面 体部はタタキ ST―α

内面 体部、胴部は板ナデ

689 瓦 器 椀

(大和 )

m― B～ c

43

13 8

の⑮灰色

⑮灰白色

均等な厚みが底部から回縁まで続き口縁部はわずかに

外反 し内面上位に浅い沈線が 1条巡る

外面 高台は丁寧な貼り付けナデ ロ縁部にヘラミガキ ST-01

内面 円辺か ら底部へ隙間のあるヘラ ミガキ

―-270-一



遺 物 観 察 表

器 種 無量(c:) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺結名

690 瓦 器 椀

(大和 )

HI― D

31

12 0

の○
オリープ黒モ
⑤灰白を

ゆるやかに底部か ら回縁へ続 く器形は小さい ほとん

ど高さのない高合 日縁上端面に沈線が巡る

外面 凹凸の激 しい体部、日縁部にわずかにヘラミガキ

内面 円辺か ら底部へ隙間の大きい圏線 ミガキ

106

土師器中皿 20

15 6
⑤
にぶい桂佳

平底か ら屈曲 し逆「 ハ」の字に広がる 端部はわずか

に角ばる 屈曲部にナデ

W-02

692 土師器皿 1 5

95

④⑩9

とぶい黄毯t

平底か ら外上方へ短 く伸びる 回縁部はいびつである

端部は丸 く終 る

ナデ ロ縁部ヨヨナデ ST-03

603 土師器皿 20

104

の○

灰白色

⑤灰黄色

丸底か ら外上方へ開き口縁部は外反す る 端部は丸 く

終 る 偏平 な器形

口縁部ヨコナデ 底部に指押さえ

ナデ

ST-03

604 土師器中皿 24

142

)③桟責笹ヽ

灰白色

恢自色

端部は丸 く終 る 回縁部に強いナデ 指押さえ多数

屈曲部に稜線

ST-04

605 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―B～ C

35

122

④⑪D

灰白色

高台を有 し内湾 して伸びる体部に厚みをもつ  口縁は

外反 したのち直行す る 沈線有 り

外面

内面

口縁部にヘラミガキ

やや密な圏線 ミガキ 見込みのヘ ラミガキは形状不明

ST-04

107

696 瓦 器 奎

摂津 Cl

2

口径 22

D黒色
Э灰色
D灰白色

口縁部は垂直に伸び上端面 にナデによる浅い構が残 る

鍔は短かい

外面

内面

ヨヨナデ ST-04

須恵器褒 曳高 67

241

211

OΘ⑤

灰白色

頸部から逆「ハ」の字に開き日縁端部で上方につまみ

あげる

外面 肩部に格子 タタキ ロ縁端部は上方 につまみあげ ST-04

内面 ナデ

698 土師器皿 24

78

⑮⑬
にぶい黄橙

⑤灰☆色

底部中央が高い底部から内湾気味に外上方に伸び回縁

部は丸い

口縁部 ヨヨナデ 底部に指押 さえ ST-04

699 土師器皿 18

92

⑪③⑤

灰白色

丸底から外上方へ伸びる体部 回縁部に厚みをもち端

部は外反 し丸く終る

ナデ 回縁部 ヨヨナデ ST-04

71Xl 瓦 器

奈良火鉾

破片

115× 20

⑪③
灰白～灰t

⑤灰白色

外面

内面

菊花紋(径36℃ a)

ナデ

ST-OJ

701 土師器中皿 20

12 8

①Θ

灰白～

浅黄橙t

平底か らゆるやかに外上方へ伸びる日縁を有す る

端部は角ばる

口縁部ヨコナデ 底部に指押さえ 翌 -05

土節器皿 13

88

のO⑤

とぶい貨笹t

器壁に厚みがあり平底から屈曲して外上方に伸び端苗

も厚みをもって丸く終る

口縁部ナデ 底部に指押さえ

ナデ

ST-01

矧D3 土師器皿 14

92

④⑪9

灰白色

平底から屈曲して外上方に伸びる体部と組雑なつくり

の角ばった端部を有する

回縁部ヨヨナデ 底部に指押 さえ ST-01

704 土師器皿 12

84

のO

浅黄橙色

平底から屈曲したのち短 く外上方へ伸びる日縁を有す

る 端部はやや角ばる

回縁部ヨコナデ 強いナデによる稜線 ST-0〔

705 土師器皿 16

86

OΘ⑤

浅黄色

完形 平底から屈曲して外上方に伸びる 底部に厚み

をもちしっかりしたつ くり 柳痕あり

口縁部 ヨヨナデ 底部に指押 さえ 抑 -0〔

706 土師器皿 1 7

92

④Θ◎

!ぶい黄橙t

完形 接合痕が鮮明に残 る 平底か らなだ らかに日縁

へ と続 き厚みをもって終 る

ヨコナデ 指押さえ ST-05

107

『蜘‐‐‐・Ｃ

38

130

DΘ
嗜灰色

形骸化した高合と底部はほぼ等しい位置にある 器壁は均

等の厚きを保ち口縁部で内側に肥厚する 沈線は日立に巡る

外面 指押さえ わずかなヘラミガキ ST-05

内面

708 瓦 器 栃

(大和 )

III― C

40

12 6

D⑮
瞥黄褐t
D灰色

高台より底部が低い 均等な厚みで回縁部まで続 く

端部は丸 く納め られ沈線は浅 く下位にある

外 面 連続する指押さえ 数条のヘラミガキ ST-05

内面 隙間の開いた圏線ミガキ 連結輪状ヘラミガキ

700 瓦 器 釜

摂津 E

残高 42

226

③③
灰白色

⑤灰色

日縁部はわずかに内傾 し平坦面を有 し鍔は水平に伸びる 外面 鍔は体部に貼 り付けナデ SE-01

内面 板ナデの原体痕

―-271-―



遺 物 観 察 表

器 種 去量(") 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

710 土師番中皿 22

14 8

働⑮
天白色

9灰白色

口縁部の形状いびつ 日縁内側に強いナデによる凹線

口緑部内湾

粘土紐の痕 ナデによる稜線

口縁部ヨコナデ 体部はナデを指押きえ

1儀

土師器皿 13

86

⑪Э
浅黄極色
⑮灰白色

平底と屈曲したのち短 く開く口縁を有する 端部はや

や角ばる

口縁部ヨコナデ SE-0,

瓦 器 皿 18

94

④DD

灰白色

丸みをおびた底部からゆるやかに口縁へ続く 端部は

わずかに水平方向に伸び丸く終る

外面 口縁部ヨコナデ 底部に指押さえ 配-02

内面 見込みに不規則なジグザグのヘラミガキが格子に重なる

賓恵番片口斜

(東播系 )

完高 64

昴 1

①灰色

口帥 販 色

体部から口縁部にかけて上外方に開く

口縁端部は外に肥厚 し凹面を有する

外 面 日縁部強いナデ SE-02

内面 ヨコナデ

1“

瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ-8～ C

39

12 8

D③灰色 偏平で小ぶり 回縁部は垂直に伸び浅い沈線が巡る 外 面 連続する指押さえ わずかなヘ ラ ミガキ SE-02

内面 際間の大きい圏線 ミガキ

土師器皿 09

76

a灰白～

灰黄色

D③灰白色

平底から屈曲し短かく開く日縁部端部は丸く終る ナデ 底部屈曲部に稜線 制 -03

土師器皿 14

76

⑪⑮⑤

灰自色

体部か ら口縁にかけて外上方に伸びる ナデ ナデによる稜線 S8-鶴

土師善中皿 27

13 0

⑩99

灰白色

丸底か らゆるやかに外上方に開き日縁部で外反す る 日縁部強いナデと指押さえ SE― l14

土師器中皿 17

13 0

⑪DD

灰白色

偏平な底部から逆「ハ」の字に開き口縁端部はやや角

ばる

口縁部 ヨヨナデ SE-04

土師器皿 17

85

OO灰白色

⑤明褐灰色

凹凸のある底部からゆるやかに外上方に開き口縁端部

は角ばる

口縁部 ヨヨナデ

屈曲部に稜線

SE-04

720 土師器皿 18

92

⑪⑮⑤

灰白色

丸底からゆるやかに外上方に開く 日縁端部は厚みを

もち丸く終る

日縁部 ヨコナデ 団 -04

砥 石 長

幅

厚

Э③灰色

⑤灰色

両面使用 使用痕が条線状に残る SE-0`

722 土師吾中皿 ⑪DD

灰白色

浅いが大ぶり 器壁は薄い 端部は上方につまみあり 口縁部 ヨコナデ 指押え  「 て」の字状 口縁 朔-04

723 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅱ―A(新 )

42

14 3

D暗灰t
③灰色
D灰白t

やや浅 く口縁部にかけてゆるやかな広が りを持 ってロ

縁部沈線は上位 を巡 る

外 面 体部に指押さえ 分割性のみられる組いヘラミガキ SE― l14

内面 やや密な圏繰ミガキと太く簡単な連結輪状ヘラミガキ

109

724 椀

う器
様

庇

く
⑪⑮⑮

灰自色

体部2/3位から上方に立ち上がる 沈線あり

完形

外 面 1条 のヘラミガキが 口縁に残 る 弼-04

内面 やや密な圏練ミガキ 1重の輪状ヘラミガキ

tlll

725 豆 器 椀

(楠葉)

I-3

67

151

90灰色～
暗灰色

9灰白色

深 く大ぶ りで器壁が厚 く重い 丸みのある器形 外面 密な 3分割 ミガキ 高合は貼り付け ナデ 断面台形 SE― llg

内面 緻密な圏線 ミガキと見込みはジグザグのヘ ラ ミガキ

!α

726 瓦 器 覇

(大和 )

I― D

57

15 0

D黒色
D灰色
D灰白色

深く大ぶり 端部上方に明確な沈線を施す

口縁部でわずかに外する

外面 3分割 ミガキ SE-01

内面 密な圏線 ミガキと曲線的なジグザグのヘ ラ ミガキ

tllC

727 瓦 器 椀

(楠業)

■-1～ 2

59

15 6

90灰色～

暗灰色

動灰FH色

深く日縁部に厚みをもつ

やや下位に沈線を有する

外面 1条のヘラミガキ 高合断面合形 諷 ― lll

内面 密な圏線ミガキとジグザグのヘラミガキ

728 土師器Ⅱ 14

92

O③⑤

灰白色

緩やかに開いた日縁部 端部は上方につまみあげ ヨヨナデ十ナデ 指押さえ

「て」の字状口縁

認-01

729 土師器皿 15

96

O⑥D

灰白色

底部から体部に粘土接合の痕が残る ヨコナデ十ナデ 朔 ― lll

―-272-―



遺 物 観 察 表

器 種 煮量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

730 土師器皿 1 7

93

⑪勧D

灰白色

底部から日縁にかけてゆるやかな曲線で外上方に開く

口縁部でわずかに外反する

ヨコナデ+ナデ 体部に指押さえ

398

色

哺

嘘

Ｍ
瑯

螂

口縁部のみ残存 粘土紐の痕あり 回縁端部は三角形

となリナデによる凹線をもつ

外面 ナデ 飢 -0〔

内面 指押さえ

732 須忘器杯身 31

14 6

⑪Э⑤

灰白色

平底か ら屈曲 し外上方に開き日縁端部は直行す る 外面 ヨヨナデ+ナデ SE一∞

内面

土師器皿 19

104

の⑪⑤

灰白色

平底から屈曲し外上方へ開く 口縁端部は上方へ押さ

れる

ヨコナデ+ナデ SE-09

734 土師器皿 16

82

③DD

灰白色

底部中央が高くなりゆるやかに回縁部伸びる 日縁錦

部は厚みがあり上方へ押される

調整不明 SE-09

735 瓦 器 椀

(大和 )

Hl― A(新 )

39

13 8

の⑮⑤

灰白色

偏平で体部から日縁にかけてゆるやかに外上方に開く

端部沈線あり

外面 回縁部にわずかにミガキ 指押さえ SE-09

内面 隙間のある太めの圏線ミガキ

736 土師器皿 14

84

009

灰白色

偏平でいびつ 端部は丸 く器壁がやや厚め ヨヨナデ 体部に指押さえ 朔 -1(

瓦器足釜 見高 130

閉 2

①淡笹色
⑬灰白色
⑤灰白色

底部から下V3位から張り出し2/8位から内湾する 内外底・体部

に媒付着 端部は丸い 三脚は三方に魅り付けられていた

外面 底部近くに指押さえ 朔 -1(

内面 口縁部に板ナデ

[∞

738 土 師 器

足付き鍋
240

④淡橙色
Θ灰白色
⑤灰白色

体部は半球形で内湾するH縁部に内傾する端面をもつ 預部で

「く」の字【屈曲する 三脚は三方に貼り付けられていた

外 面 脚部つけ根に指押きえ 体部は斜めのハケメ SE-10

内面 日縁部ヨコナデ 体胴部は斜めのハケメが切 りあう

739 瓦 器 椀

(大和 )

HI― A(古 )

43

14 2

OD灰色

⑤灰白色

偏平で浅い 端部に沈線あり 外面

内面

体部V2にヘラミガキ 指押さえ数個 SE-10

隙間のある圏線ミガキ 見込みのヘラミガキは形状不明

740 瓦 器 椀

(楠葉 )

II-1

52

14 6

D褐灰色 厚い器壁 端部に浅い沈線あり 高合は高さもあり形

も整っている

外 面 体部2/3に ヘラミガキ 魅 り付けた断面台形の高合 SE-10

内面 密な目練ミガキ 見込みはジグザケのヘラミガキが格子に重なる

[∞

741 白 磁 碗

W-2類

73

151

④⑮

灰白色

体部器壁は薄い 口縁部は玉縁状 外面 口縁より2/3の 位置まで施釉 SE-1(

内面 見込み部分に段を有する

742 土師器甕 4 瞬 黄笹色

凱 白色

飯 白色

体部から口頸にかけて内湾 し「 く」の字に開く 端部

は丸い

外面 連続する指押さえ 口縁部に強いナデ SI-11

内面

743 土師器ヨ 曳高 41

16(

D灰色

餃 灰色

D灰 白色

顕部は「 く」の字に屈曲する

日縁端部は外に肥厚する

外面 ヨヨナデ 指押さえ SE-11

内面 ナ デ

744 土師器褒 ■

206

O⑮⑤

灰 色

日縁部は外反 端部は上向きに面を成 し中央わずかに

四状を呈する

外 面 ヨヨナデ ナデ SE-11

内面

76 土師器褒 D黒色

D黒褐色

助疇鵡 建

口頸部と体部の境から器壁が薄い 顕部から「 く」の

字に開き端部は角ばる

外面 調整不明 SI-1]

内面

746 i高46

:径90

OΘ⑤

灰 色

中央の高い底部は体部の器壁に比べてかなり薄ヤ 外面 強いナデ SE-11

内面 ナ デ

2G

747 縁釉陶器碗 塙43

勇径81

⑪⑮
オリーブ灰モ
⑤灰色

底部は平 らで厚 く体部外上方に伸びる

高合はやや斜めに開き高めである 断面合形

外面 全体に施釉 配 -11

内面 ナデ

748 須恵器壼 残高 4E

底径 10G

紗D灰色

D灰白色

底部は平らで「ハ」の字型の高合 高台端面は水平な

平面を成す

外 面 回転 ナデ SE-11

内面 回転ナデ

749 黒色土善A舞 51

15 2

D褐灰色

働D灰色

かなりいびつ 底部は広い 熱を受けた痕あり 高そ

より底部が低い位置にある

外面

内面

指押 さえ SE-11

織内系Ⅲ類 摩耗 して調整不明 燻 し
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遺 物 観 察 表

器 種 法 旦(cl) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

10

750 土師器皿 16

102

⑪⑪D

灰白色

器壁薄く端部は上につまみ上げ丸く終る 内外とも口縁部 ヨコナデ

「 て」の字状 口縁

SE-11

土師暑中皿 20

13 4

IE色

,に ぷい磯～捜{

〕オリープ灰色

器壁薄い

上向きに面を成す

内外とも口縁部 ヨヨナデ SE-11

752 土師器杯 ★高09

蛋径64

Э淡笹色

Э9灰白色

高合表裏に指押えの痕が残 る 高合外側底面 に墨書

「廣正 ?Jと 書かれている

外 面 貼 りつけ ナデの高合 SE-11

内面 ナ デ

753 瓦 器 椀

(大和 )

皿―B

55

15 0

④①灰色

9灰白色

底部から体部へゆるやかに開き口縁部は直立 し端部で

外反する 端部に太い沈線が施される

外面 粗いヘラミガキと指押さえ 断面逆三角形の貼り付け高台 SE-12

内面 密な圏線 ミガキ 太い 3回転の連結輪状ヘラミガキ

754 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ一A(新 )

49

14 6

④灰色
⑮黒色
9灰白色

器壁が厚 くしっか りした作 り 太めの沈線あ り 外面 3分宮Jの粗いヘラミガキ SE-12

内面 やや密な圏線 ミガキと太い簡単な連繕輪状ヘラミガキ

755 杯の部分は形態不明 脚部は内湾して外下方へ下りたのち

1/3位 より外反気味に下り端部は丸い いびつな器形

外面 脚基部に多数の指押さえ 裾部に強いヨコナデ SE-12
色

叡

恢

恢 内面 裾部に指押え

15

756 土節器皿 1 4

90

DΘ
とぶい黄笹色

瞬 黄橙色

平底か ら屈曲 し外上方へ伸びたのち外反 して端部はや

や角ばる

内外 ともヨコナデ SE-12

瓦 器 皿 18

96

④⑪9

灰 色

平底か ら屈曲 し外上方へ伸びたのち外反 して端部はや

や角ばる

外面 回縁部にナデによる稜線 SE-12

内面 見込みにジグザグのヘラ ミガキ

109

土師器中皿 26

15 7

④①
こぶい黄笹と

③灰白色

平底か ら屈曲 し水平に開いたのち日縁部は水平方向r

伸びる 端部ははねあげ

ナデ 指押え 1部煤付着 SE-13

11

土師器中皿 22

12 6

00灰白色

⑤浅黄笹色

平底か らゆるやかに外上方に開き口縁部でわずかにお

湾する

口縁部 ヨコナデ 指押さえ SE-16

7ω 土師器皿 16

84

④O⑤
にぶい橙色
～灰自色

全体にいびつ 底部か ら屈曲 し立ち上が る 端部は■

方に押される

ヨコナデ十ナデ 底部指押さえ 弼 -16

761 土師器皿 16

88

のO⑤

灰白色

いびつな平底から内湾気味に立ち上がる回縁端部はた

ずかに角ばる

日縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 SE-16

7骸 土師器皿 14

84

⑪⑮⑪

灰白色

底部か らゆるやかに外上方に開 く ヨヨナデ■ナデ ナデによる稜線 SE-16

1

7鶴 土師器皿 14

89

引引第謙橙色

Dにぶい黄佳ぞ

平底か ら屈曲 して短 く上方に伸びる日縁 を有す る

端部は内湾気味でやや角ばる

ナデによる鈍い稜線 SE-1℃

764 土師器皿 17

84

⑪③◎

灰白色

底部か ら緩やかに外上方に開き端部は丸 く終 る ヨコナデ ナデによる稜線 SE-1(

1

土師器皿 15

83

④Θ⑮

灰白色

丸底から屈曲して外上方へ開く 日縁端部はややつま

みあげ 完形

回縁部 ヨコナデ 底部指押え SE-1(

766 土師器皿 14

82

④⑮⑤

灰白色

底部からゆるやかな曲線で外上方に開く 端部は上方

に押される

ヨヨナデ十ナデ SE-1(

767 土師睾皿 12

86

④⑪9

灰白色

底部からゆるやかに外上方に開く 底部は薄 く体部か

ら回縁にかけて厚みをもつ

口縁部 ヨコナデ SE-1(

7鶴 瓦 器 椀

(大和 )

肛―B～ C

38

12 5

⑪灰自色

⑪灰色

偏平でいびつ 端部に沈線が上向きに施 され る 底部

が高合より低い

外 面 体部1/2ま で 3分害1ミ ガキ SE-1(

内面 隙間の開いた圏線 ミガキと簡単な連結輪状ヘラミガキ

769 瓦 器 椀

(楠葉 )

1-2～ 3

のO⑮

灰 色

しっかりした作りで器壁も厚い 底部からゆるやかに

外上方に開き回縁へ直行 端部に沈線はなし

外面 体部に連続す る指押さえ SE-17

内面 緻密な圏線 ミガキ 曲線的なジグザグのヘラミガキ
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遺 物 観 察 表

器 種 法 長(cl) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

1

7紹Э 瓦 器 釜

河内 BI

71 ④明褐灰色
Θ褐灰色
③黒穏色

体部から回縁にかけて内湾気味に伸び端部下 2 cn位 の

所から直立する 鍔はやや水平 下に蝶が付着

外面 わずかに指押さえ 鍔は賠り付けナデ SE-16

内面 密な斜めハケメ

瓦 器 釜

大和 Bl

見高6

27 0

④⑮

灰白色

⑤灰色

体部から口縁にかけて内湾し「くJの字に開く 口縁は端部で肥

厚し丸い 鍔は少し上がり気味 端部ナデによる凹線

外面

内面

回縁部ヨコナデ 鍔は貼り付け ナデ SE-16

ヨコナデ

772 瓦 器 箋

河内 BI

7

あ

色

内

色

恢

Ｘ

販

外面

内面

回頚部に多数の指押さえ 鍔は貼 り付けナデ SE-16

密な斜めハケメが切 り合う

瓦 器 算 54

22 0

③◎

灰白色

⑤灰色

体部から上外方に向かって立ちあがり端部から下2c=位 の所で水

平に短く伸び再び上外方に開く 外端部は外額凹面を有す

外面

内面

粘土紐の痕  回縁部 ヨコナデ SE-1(

774 土師器皿 16

92

④⑪⑤

灰白色

底部からゆるやかに外上方に開き端部は上方につまみ

あげ

内外とも口縁部ヨコナデ 端部はつまみあげ 体部に指押さえ

「てJの字状口縁

SE-17

11

土師器皿 18

93

のO⑤

灰白色

丸底からゆるやかに外上方に開き水平方向に外に伸び

たのちにつまみあげ 端部はやや角ばる

内外とも日縁部ヨヨナデ ロ縁端部つまみあげ 体部に指押さえ

「て」の字状 口縁

SE-17

776 土師器皿 13

88

④Θ

浅黄桂t

全体にいびつ 底部か らゆるやかに外上方に開 く 内外 とも日縁部 ヨコナデ SE-17

777 上師器皿 1 6

9 1

⑪③⑬

灰自色

平底か らゆるやかに外上方に開きわずかに水平方向に

伸びたのち端部は上方につまみあげ

内外とも日縁部ナデ 強いナデによる稜繰 端部つまみあげ

「 て」の字状 口縁

SE-17

778 土師器I 13

92

④O⑤

とぶい責桂C

平底からゆるやかに外上方へ開き水平方向に伸び端部

は上方へつまみあげ

内外 とも日縁部 ヨヨナデ 強いナデによる稜線

端部はつ まみあげ  「て」の字状 口縁

SE-17

779 土師器皿 17

88

④⑪⑤

灰白色

底部か ら口縁にかけてゆるやかに開き水平方向に伸び

たのち端部は上方にわずかにつまみあげ

口縁外面に強いナデによる凹面をもつ

「 て」の字状 口縁

SE-17

I

土師器杯 30

138

のΘ⑤

灰白色

平底か らゆるやかに外上方に開き回縁部でわずかに外

反 して端部は厚みをもって丸 く終 る 完形

内外 とも口縁部 ヨヨナデ 底部に指押さえとナデ SE-17

瓦 器 椀
(楠葉)

I-2

62

152

③⑮灰色

⑤灰白色

器壁は厚く全体に深く大ぶり ゆるやかに外上方に隣

く

外面

内面

体部2/3に 太いの 3分割 ミガキ 貼 り付け高合 SE-11

太く密な圏線ミガキ 038:幅 の平行ミガキが見込みに並ぶ

782 瓦 器 椀

(楠葉 )

I-2～ 3

64

14 6

砂⑮灰荏 器壁厚く深い 底部から外上方に開く 口縁部はほぼ垂直

に立ち上がる 沈線は浅い 高合は合形

外面

内面

円辺から底部まで緻密な 3分割 ミガキ 貼 り付け高合 SE-17

密な圏線 ミガキと長楕円の輪状ヘラミガキ

783 瓦 器 椀

(構葉 )

1-2～ 3

57

14 6

DΘ灰色

D灰白色

体部か ら口縁にかけて外上方に開 く 口縁部は直行

高台は合形で しっか りした作 り 沈線は浅い

外面 体部2/3に 太めの 3分割 ミガキ SE-17

内面 密な圏線 ミガキ 簡単な連結輪状ヘラミガキ

7割 瓦 器 皿 98

23

D⑮黒色 丸底で器壁は厚い 回縁部は rdt・ゃかに外上方に伸び端

部は外反 し丸 く終る

外面

内面

回縁部にミガキ SE-17

底部にジグザグのヘラミガキ

785 瓦 器 椀

(大和 )

I― C

61

14 6

9オ

'一

ブ黒ぞ
～暗灰色
ひ灰色色

いびつな形 器壁厚く深い 体部から口縁にかけて外上方に開く

口縁部はやや垂直気味に立ち上がる 沈線有り 高台は台形

外面

内面

多数の指押 さえ 体部2/3に 3分割のヘラミガキ SE-17

級密な圏練ミガ辛 ジグザグのヘラミガキが斜め格子に重なる

786 須恵器杯蓋

(墨書 )

20

166

④Θ⑮

灰白色

天丼部は低く平らで中央に宝珠つまみ

天丼部に①の墨書

外面

内面

回転 ナデ SE-18

回転ナデ

Я恵器杯身

(墨書 )

43

150

④⑬⑤

灰自色

平底 体部から口縁部にかけて外上方に伸び端部はわ

ずかに外反 高合は「ハJの字型 底部高台にOの墨書

外面 回転ナデ SE-18

内面 回転ナデ

788 須恵器鉾 防リブ黒～,

3 飯白{

恢と

底部か ら体部にかけて内湾 口縁端部は内傾角ばって

いる 端部に細い沈線有 り

外面

内面

ヘラケズ リ(1 8cm幅 )にヘラミガキが施 される SE-1遇

ナ デ

土師器甕 17 3

21 4

⑮Θ⑪

灰白色

丸底から外上方に伸びたのち体部はまっすぐ伸び日頸部は

逆ハの字に屈曲し外上方に伸び端部は上方に押される

外面

内面

体部上位組いハケメ(5本/121け下部異なる工兵(11本 /1 2ca) SI-1〔

指押さえ 指ナデ 斜めのハケメ
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遺 物 観 察 表

遺物h 器 種 去三(ca) 色 調 形 態 。 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

790 土師器盤 24

21 0

の⑪9

灰白色

器壁薄 く日縁でわずかに外反 し端部は尖 る

ハケメがわずかに残る

SE-18

自 磁 j

W-1毒

65

166
色

色

⑤

白

灰

④

灰
⑮

口縁部は外へ月8厚する 外 面 内外 とも口縁部か ら体部に施釉 SE-20

内面 見込みに浅い沈線が巡 る

792 瓦 器 慨

(大和 )

I― C～ E

59

150

D灰白色
D暗灰色
め灰白色

体部から回縁にかけて外上方に開く 日縁部はほぼ垂直に伸び端

部でやや外反 沈繰あり 高台は「ハ」の字に開く

外 面 隙間の開いた分割性のあるヘラミガキ 指押 さえ SE-20

内面 密な圏線ミガキ見込みは曲線的なツグザグのヘラミガキが格子に重なる

1

793 瓦 器 蕩

(大和 )

I― D

59

14 2 色自

○

色

灰

の

灰
⑤

直立 した 回越部か ら端部は外反す る 器壁は厚 く外面

は凹由が激 しい 沈線は上位に位置す る

外 面 体部2/3ま での 3分割 ミガキ SE-20

内面 密な圏線ミガキ 簡単で曲線化したジグザグのヘラミガキ

794 瓦 器 胡

(大和 )

I― D

の○
オリーブ黒色

⑩灰自色

底部か ら端部へゆるやかに開 く 沈線あ り 外 面 体部2/3ま でのヘラミガキ SE-20

内面 密な圏線 ミガキ 細いジグザグのヘラミガキ

1

795 瓦 器 椀

(大和 )

■―A～ B

58

15 0

D黒色
D灰色
9灰 白色

底部か ら外上方にゆるやかに開き2/3位 か らやや直立

気味に開 く 沈線あり

外面 円辺か ら高合までまば らなヘラミガキ 指押さえ SE-20

内面 密な圏線 ミガキ 連結輪状ヘラミガキ

796 土師器 lll 14

84

④Θ

淡黄色

⑤灰白色

底部か らゆるやかに外上方に開 く

端部は丸 く終 る

日縁部内外 ともヨヨナデ SE-20

t∝

797 土師器皿 D⑪灰白

D淡黄色

丸底から外上方へ開く 底部から口縁まで厚みは均等

である 完形

日縁部は内外ともにヨヨナデ SE-20

798 土師器皿 19

94

の⑪働

淡黄色

中央の高い底部から外上方へ開きやや角ばった厚い口

縁を有する 完形

口縁部は内外ともヨコナデ 指押さえ SE-20

799 土師器中皿 28

144

④Θ⑤

浅黄糧色

丸底か らゆった りと外上方に開き口縁部は厚みをもっ

て丸 く終る

口縁部は内外ともヨコナデ 底部に指押さえ SE-20

800 土師器中皿 28

158

④O⑤

灰白色

ややいびつ 平底か らゆるやかに外上方に開き端部は

丸 く終 る

口縁部 ヨコナデ 底部体部に指押さえ 胡 -20

801 瓦 器 皿 ⑪Θ⑤

灰 色

深みのある丸底からゆるやかに属由し外上方へ開く

日縁端部は丸く終る

外 面 口縁部 ヨヨナデ 底部に指押さえ SE-20

内面 口緻器立ち上がりに密な目擦ミガキ見込みはジグザグのヘラミガキが荘子に重なる

802 瓦 器 皿 20

10 8

⑪Θ

オリーブ黒建

平底か ら垂直に立ち上が リロ縁部では水平に伸びる輪

部は丸 く終る

外 面 底部に指押さえ SE-2C

内面 日縁部立ち上がりに圏線ミガキ 見込みにジグザグのヘラミガキ

ユ

803 瓦 器 皿 20

10 0

⑪Θ⑤

暗灰色

凹凸の激 しい平底か ら屈曲 して垂直に短 く開 く日縁ヨ

を有す る

外 面 回縁部 ヨヨナデ 底部に指押さえ SE-2C

内面 日縁部立ち上がりに圏線ミブキ 見込みにジグザグのヘラミガキ

804 平 瓦 き450
55

き 28

④⑪⑤

暗青灰色

凹面両辺に面取 りが施されている 凹面 ヘラケズリ SK-0て

凸面 菱井桁のタタキ

805 平 瓦 長さ 260

幅 174
厚さ 27

④Θ⑤

黒褐色

熱を受けた痕があり媒が付着 凹面 ヘラケズリ X-0て

凸面 菱井桁のタタキ

806 平  瓦 初

弱

２

⑪D
暗青灰色

⑤青灰色

凹面の両辺は面取りが施される

「東大寺」刻印有り 帯状に黄鉄鉱付着

凹面 ヘラケズ リ 「 東大寺」刻印 lヶ 所 弘 -0て

凸面 菱井桁のタタキ

807

(東播系 )

96

26 0

①⑮⑤

灰 色

体部は外上方に伸び端部は外へ月巴厚 し丸 く終 る 外面 ナ デ X-0℃

内面 ナデ 指痕

808 R感器片日勢

(東播系)

完高63

304

OΘ⑮

明青灰

底部か らまっす ぐ口縁に伸びる 日縁端部は外へ肥厚

上方へ押され丸みをもって終る

外面 ナ デ X-OC

内面 ナ デ

809 瓦 器 鍋 完高33

27 6

⑪暗灰色
○灰色
⑤灰白色

段状 口縁 外傾す る端面は凹状を成す 外面 調整不明 X-OC

内面
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遺 物 観 察 表

器 種 ☆量( 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

‐
‐‐８Ｅ

‐
‐・６卜
‐

卜

‐
‐‐‐６
‐

卜

‐
‐

‐

―十
日

同

国

20

常滑焼箋 縞 540

520
卿ぷヤ‐責雌飩

、
た

ゃ
販

肩部内湾 して外下方へ張 り出す 端部は上方 に凋巴厚 し

外端面はほぼ垂直な平面を成す

外面

内面

縦のハケメの上に横移動の手法で押印 (体部に 3段 ) SK-0(

ナデ 指押さえ

土師器皿 15

83

④⑩⑭

淡黄色

中央が高くなった底部から屈曲して短 く上方に伸びる

端部はわずかに内湾 し丸みをもって終る 完形

強いナデによる稜線 屈曲部に明瞭な稜線 X-0て

812 土師器皿 16

80

⑪D
浅黄橙色
⑤灰白色

底部中央がやや高い平坦な器形 日縁部 ヨコナデ Ж ― lll

土師器「l 15

78
∞
一

深きのある丸底か らゆるやかに屈曲し回縁部でタト反する 日縁部 ヨヨナデ SK-06

土師器皿 15

82 粥睡蝉

平坦な器形 口縁部ヨコナデ X-0て

土節器皿 13 OD⑤
にぶい黄鶴
～灰白色

平底からゆるやかに屈曲し外上方に開く 口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 甑 -0(

ELE器皿 1 5

77

のO⑤

浅黄橙色

底部か らゆるやかに外上方へ開 く 日縁部 ヨヨナデ SK-0(

と師器皿 14

77

OD⑮

浅黄色

平店から屈曲しゆるやかに広がる 日縁部 ヨヨナデ SK-06

818 土師器中皿 25

122

9D灰白t

D浅黄橙t

平底より屈曲し外反 して日縁部に続 く 端部はわずか

に上方に押される

口縁部ヨコナデ 端部はわずかに上方につまみあげる X-OG

鉄  釘 ⑬

曹赤褐色

頭部は折 り返 し先端部は欠損 断面長方形 SK-0(

82Cl 土師器皿 O③⑤

浅黄橙色

底部からゆるやかに外上方に開いたのち口縁部で水平

に伸び上方につまみあげ

口縁部ヨコナデ 体部指押さえ

「 て」の字状口縁

SK-07

821 土師器Il 16

96

⑪③⑤

浅黄橙佳

平底から外上方に開き端部は水平に短かく伸び丸く終

る

日縁部ヨヨナデ 指押さえ X-01

土師器皿 16

97

の⑮⑤

浅黄橙色

平底か ら屈曲 し外上方へまっす ぐ立ち上がる 日縁部 ヨコナデ SK― lll

823 土師器皿 lS

92

のΘ9

浅黄色

平底からなだらかに開く 口縁部ヨヨナデ SK― llC

824 土師器皿 18

94

の灰黄色 中央がすこし高くなった丸底から日縁へ内湾 して続 く

端部は丸い 器壁の厚みは均等である

日縁部ヨコナデ 強いナデによる稜線 X-08

825 16

88

④⑮⑤

灰白色

ややいびつ 平底から口縁へ内湾 して開く 口縁部 ヨヨナデ SK― Ol

826 土師器皿 16

90

④⑪D

完黄橙色

器壁は少し厚め 底部中央はやや高くゆるやかに外上

方に開く

口縁部 ヨコナデ SK-08

827 土師器皿 17

10 0

009

浅黄橙色

全体にいびつ 口縁までの高さが余りなく全体に開い

た形

回縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 Ж ― lll

828 土師器皿 18

88
色

①

黄

の

淡
平底より内湾気味に伸びる体部とやや角ば った日縁を

有する

ナデ 回縁部強いナデによる稜線 SK-0モ

土師器 Ll 13

85

の⑮⑬

にぶい笹を

厚めの底部か らゆるやかに開 く 完形 口縁部はヨョナデ 端融 まわげかに上方へつまみあげる

「て」の字状口縁

SK-08
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遺 物 観 察 表

器 種 去三(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

830 土師器皿 1 7

92

⑪D⑤

浅黄橙と

中央が高くなった底部から内湾気味に口縁へと続 く

端部はわずかに角ばる 完形

ナデ ナデによる鈍い稜線 Ж-08

土師器楊 29

重径90

のO⑤

淡黄色

器の全体像は不明 外面 高合は厚さ高さがあり貼り付けナデ 接合部に強いナデ Ж-08

内面 調整不明

瓦器足釜 完高 ⑪③

灰黄色

⑤灰色

口縁部は内傾 し上方に端面を有する 鍔は短かくはね

あげ斜め上方に端面を有する

外 面 回縁部 ヨコナデ 鍔は貼 り付け ナデ X-08

内面 板ナデ

1(

瓦器足釜 曳高121

138

○O⑤

灰白色

底からゆるやかに外上方に開き屈由したのち上内方へ内額し靖部

は丸く終る 倍は末平方向に伸び内傾する端面をもつ

外 面 鍔脚部姑 りつけナデ 指押さえ Ж-08

内面 板ナデ

834 瓦 器 椀

(大和 )

“

―A(古 )

49

1 2

⑪O
オリーブ黒建
⑤灰色

体部か らゆるやかに伸び丸い端部で終る 沈線あ り

高合ややいびつ

外 面 指押さえ 敷条のヘラミガキ 断面逆三角形の魅りつけ高合 Ж -1(

内面 密な圏線 ミガキと簡単 な輪状のヘラミガキ

20

835 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(古 )

53

150

⑪⑮◎

灰 色

底部か ら体部にかけ外上方に開 く 回縁部はやや外反

し端部に沈線あり

外 面 体部2/3に 組い 3分割ヘラミガキ X-1(

内面 密な圏線 ミガと簡単な連結輪状のヘラミガキ

836 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

52

15 0

DΘ灰色

D灰 白色

体部か ら外上方に開き口縁部はやや外反す る 沈線は

上向き

外面 体部1/2に 雑 なヘラミガキ X-1(

内面 やや密 な圏線 ミガキ 整 った連結輪状のヘラミガキ

土師器皿 の⑪⑮

浅黄橙色

丸底から屈曲して短く外上方へ伸び口縁は外反気味で

端部はやや角ばる

口縁部 ヨコナデ 屈曲部にナデによる稜線 Ж -1(

I

838 土師器皿 14

86

⑪⑮⑤

明黄褐色

平底か ら短 く外反気味の日縁が続 く 回縁部 ヨヨナデ 弘 -1(

839 土師器皿 10

110

①O⑤

完黄笹色

平底か ら内側に屈曲 して短いハの字に折 り返 した異形

最大径の位置でわずかに稜線をもつ

折 り返 し内面は強いナデ X-1(

840 土師器中皿 18

14 0

④⑪D

灰白色

平 らな底部か ら屈曲 し外上方に開き端部は丸 く終る 日縁部 ヨヨナデ X-1(

底部弱い指押さえ

841 土師器釜

大和 Bl

髭高 6ι

]径 17,

署径 珈 モ

)に ぶい優～橙(

|に ぷい笹色

)明 掲灰と

口縁部は上外方に伸び端部は上方に凹面をもつ 鍔は

長 くはぼ水平に伸びる

外 面 口縁部立ち上が り強いナデ 鍔部は貼 り付けナデ X-1(

内面 ナデ

842 砥  石 ④O⑮

月緑灰佳

使用痕あり 四面使用 したと思われる Ж -11

843 灰 釉陶奉

合  子

7 ④⑪③
にぶい責橙
～灰自色

立ち上がりは直立 受部断面は三角形を成 し水平方向

に短く伸び受部端は鋭い

外 面 ヘラケ支 リ SK―■

内面 ナデ

844 土師器皿 17

83

⑪Э⑤

浅黄色

偏平で内湾 して口縁へ続 く体部 端部は丸 く終 る 口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 駅 -lJ

845 土師器I 16

78

のO⑮

とぶい黄笹t

底部か らゆるやか外上方に開き端部は丸 〈終る 器壁

は厚い

口縁部 ヨヨナデ SK-14

846 瓦 器 椀

(大和 )

m― A(新 )

44

14 0

DO
ξオサーブ灰℃
9灰白色

端部はわずかに外反する 沈線は上向きに巡る 外面

は凹凸が激 しい 高合より底部の方が低い

外面 指押さえ 太い数条のヘラミガキ SK-1

内面 やや踪間のある圏線ミガキ 規則性のない蓮結輪状ヘラミガキ

847 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新〕

45

140

DO
「リーブ黒住

D灰色

底部からゆるやかに外上方に開き口縁部で高合は底部の方

が低い位置にある 内面部日縁端部に一条の沈線を有する

外面 口縁部に数条ヘラミガキ SK-14

内面 療耗しているが密な圏繰ミガキと簡単な連結輪状ヘラミガキ

848 瓦 器 椀

(大和 )

m― B

40

140

D⑪
rリ ーブ黒色

9灰 白色

底部か らゆるやかに外上方に開 く 沈線は上向きに巡る 外面 回縁部に数条のヘラミガキ 指押え SK-14

内面 隙間の開いた圏線ミガキと簡単な輪状ヘラミガキ

20

849 土師器中皿 のO⑤

灰白色

平底より屈曲し外上方へ開き口縁部は丸 く終 る 回縁部 ヨヨナデ 底面はナデ SK-1
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遺 物 観 察 表

渤 h 器 種 善量(εl) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

12(

850 土師署中皿 のO⑤

浅黄色

ほぼ平らな底から外上方に開き端部は丸く終る 日縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 指押さえ X-14

851 土師器中皿 27

12 4

⑪⑮⑮

灰白色

平底よりほぼ直立する屈曲をみせ立ち上がる 日縁は

丸く終る

日縁部 ヨコナデによる鈍い稜線

底面 に指押さえ

X-14

852 瓦 器 釜

河内Dl

4

297

鉤

灰黄色

⑤褐灰色

体部は半球形で回縁部は内債する 先端の下向きになっ

た鍔をめぐらす

外面 回頚部に段状のナデ 鍔は貼 り付けナデ Ж-14

内面 回縁部ヨコナデ 体胴部斜めのハケメが切りあう

853 瓦 器 椀

(大和 )

皿―A(新 )

45

13 6

④Э⑦

灰 色

底部から外上方に開き端部は外反する 沈線は上を向

いて巡る

外 面 連続する指押さえ 数条のヘラミガキ

隙間のある圏線 ミガキが円辺か ら見込みにおりる

盟 -15

内面

2C

854 土師器皿 12

82

④⑮⑤

灰自色

平底から屈曲して短く外上方に開く体部とやや角ばっ

た口縁を有する

ヨコナデ 屈曲部にナデによる鈍い稜線 SK―

誘 5 土師器 lll 16

78

④DD

灰白色

丸底からゆるやかに回縁部へ続く 端部は丸 く終る

底部の小穴は焼成時の異物混入と考えられる

日縁部 ヨコナデ X-1(

856 土師署中皿 25

■ 6

④Θ⑤

灰白色

平底より屈曲 し外上方に伸び端部はわずかに外反する 回縁部強いナデによる稜線 Ж -1(

857 土師器中皿 20

116

の3D

灰白色

平底から外上方へ開き端部はやや角ばる 口縁部ヨヨナデ ナデによる稜線 回縁部は肥厚する SK-1(

853 瓦 器 椀
(大和 )

m― c

39

12 8

④⑮灰色

⑮灰白色

ゆるやかに外上方に開いて日縁部へ続 く

端部に浅い沈線が一巡する 高合は底部より高い

外 面 指押さえ 数条のヘラミガキ SK-1(

内面 隙間のある圏線ミガキと簡単な連結輪状ヘラミガキ

859 瓦 器 椀

(大和 )

m― c

9灰白～灰ど

働暗灰色

引死色

ゆるやかに外上方へ開き口縁部へ続 く

端部上位に沈線が巡る 高合は底部より高い

外面 指押 さえ 数条のヘラミガキ SK-1て

内面 隙間の開いた圏線 ミガキ

860 土師器釜

河内 Dl

残高 103

日径 348

盟 442

り税貢琶B
玖 自色
動にぶい黄軽
灰色

鍔上か ら内湾 し口縁部続 く 日縁端部は丸 く終 る

鍔ははねあげ、端部は丸く終る

外面 鍔の下方に煤が付着 SK-1て

内面 ハケメが施 されているが摩耗 して不鮮明

122

861 土師器 El 15

80

④⑪⑤

浅黄色

平底からゆるやかに外上方へ伸び端部はやや角ばる 口縁部 ヨコナデ X-21

862 土師器 lll 13

81

09D

とぶい黄橙t

底部中央は少し高くゆるやかに外上方へ伸び内湾気味の日縁部で

端部は丸く終る 底部より端部の方が器壁に浮みがある

口縁部 ヨヨナデ Ж-21

863 土師器Ⅲ 1 2

85

⑪勧⑮

灰白色

偏平で短 く立ち上がる口縁は内湾 してやや尖る 口縁部 ヨヨナデ Ж-21

864 土師器皿 13

82

⑮⑮⑤

淡黄色

底部中央がわずかに高 くなり、内湾 して立ち上がる日

縁を有す る

口縁部 ヨヨナデ X-21

865 土師器皿 14

80

の⑮⑤

こぶい賞橙t

平底から外上方へ開き回縁は内湾気味にやや角ばる 口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-2

866 土師器皿 1 3

82

③劉D

灰白色

底部より口縁部の方が厚みをもつ 端部は上方へ押される 口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 X-21

867 土師器皿 15

81

④⑮⑭

明褐灰色

薄い器壁で深きもある 日縁は内湾 しやや角ばる 回縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 X-21

868 土師器皿 1 7

70

⑪⑮⑤

灰白色

丸みがあり底部より回縁の方に厚みをもつ 回縁部は

角ぱる 完形

口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 SK-21

869 土師器「 l 15

80

④勧D

灰白色

底部より日縁が厚みをもつ 端部は角ばる 完形 日縁部ナデ ナデによる稜線 SK-21
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遺 物 観 察 表

器 種 去量(い 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

122

870 上師器Il 14

83

④DD

灰白毎

底部中央が高くなり器壁も薄い 口縁部は内湾ぎみて

厚みをもって尖る 完形

口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 Ж-21

と師善中□ 19

125
拗

働ヽ灰自色

平底からゆるやかに開き口縁部は内湾気味で端部は引

く納められる

底部に指押 さえ Ж-21

872 と師番中」 19

121

⑪⑮◎

浅黄笹色

平底か ら外上方に開 く 口縁部に厚みをもつ 体部中位にナデによる稜線 底部に指押さえ SK-21

873 上師器中] 21

122

④⑮◎ 中央 が少 し高 くな った平底 と屈 曲 し開 く日縁葛

端部は上方に押される

内外とも日縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SK-2】

874 上師暑中」 17

14 9

⑪⑪⑤

て白～淡貰1

平底から屈曲し短い立ち上がりをみせ内湾気味の口縁苗 口縁部 ヨコナデ ナデによる稜線 SK-2J

875 厄 器 胡

(大和 )

HI― B

45

13 4

④⑪⑤

黒 色

平底からゆるやかに開き端部は丸く終る 浅い沈線有り

ややいびつな形である

外 面 連続性のある指押さえ 数条のヘラミガキ SK-21

内面 隙間のある圏線ミガキと小さい連結輪状ヘラミガキ

876 15

81

⑪⑪9

灰白色

難 ナ や や 高 口縁部 ヨヨナデ ナデによる稜線 Slt-26

く終 る

877 豆 器 栃

(大和 )

m― B

40

148

勘Э灰色

D灰白色

ゆるやかに外上方に開き口縁部へ続 く

端部上位に沈線は巡 る

外面 規則性のないヘラミガキ 駅 -26

内面 隙間のある圏繰ミガキ 見込みのヘラミガキは形状不明

878 瓦器足窒 Ｂ

‐８

２

塙

韓

確

O⑮⑪

灰白色

内湾する体部に内傾面をもつ 口縁部が続 く

三脚のうち一脚欠失 鍔は上方に短 く伸びる

外面 鍔貼り付けナデ つけ根と体部に指押さえの痕 SK-21

内面 ヨヨハケ(9本/1 2cm)

879 土師器税

29 0

DD浅黄橙
�明黄悟色

嵯 黄橙色

口頚部は大きく逆「ハ」の字に開き端部は上方につま

みあげ、外端面を有する

外面 肩部にハケメ(9本/1 0cn) SK-2(

内面 板ナデ

880 上師器皿 14

81

の⑩9

灰自色

中央がわずかに高くなった底部と、屈曲して短く内湾

する口縁 端部はやや角ばる

ヨヨナデ ロ縁部ナデによる稜線 X―雰

881

『硼Ⅲ・Ｃ

39

12 4

④Θ⑤

灰 色

底部から浅 く開き器壁は四凸がある 沈線あリ ヤヽぴつ 外 面 連続性のある指押さえ かすかにヘラミガキ ? X-27

内面 隙間の大 きい圏練 ミガキが 日縁より見込みへお りる

121

882 瓦 器 椀

(大和 )

皿―ム(新 )

47

14 4

柳⑮
兎～灰自色

9灰 白色

底部から口縁部にかけてゆるやかに外上方に伸び端部

で外反 端部は上向きの沈線巡る 器壁は薄い

外 面 指押 さえ 数条のヘラミガキ X-2(

内面 やや隙間のある圏練ミガキ見込みヘラミガキは形状不明

383 土師器褒 5
賎鑢～

にANい 黄燈色

口縁部は外上方に伸び端部は内傾する平面をもつ 外面 体部に指押さえ 口頚部と体部の境に粘土経の痕 Ж-2〔

内面 指押さえ

122

884 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―C

47

126

⑮O

灰 色

底部からゆるやかに外上方に開き端部は丸く終る

浅い沈線が上向きに巡る 完形

外 面 連続性のある指押さえ 数条のヘラ ミガキ X-29

内面 隙間の開いた圏線 ミガキが日縁より見込みへおりる

885 土師器中皿 22

12 5

⑪DD

灰白色

平底からゆるやかに口縁端部に続く 端部は厚く丸み

をもつ

口縁部ヨヨナデ ロ縁部肥厚する Ж-34

886 土師器皿 17

82

の⑮⑤

灰白色

平店か ら内湾 して続 く口縁 端部はやや角ばる 口緑部 ヨヨナデ Ж-34

887 108

27 1

平底から外上方に伸び端部で垂直ぎみに外方に肥厚す

る外端面を成す 器中央に lヶ 所注ぎ口をもつ

外面 回縁部から体部 ナデによる鈍い稜繰 SK-3:

(東播系 )
騨Ｄ」 内面 口縁部はヨコナデ 指押さえ

888 鉄 釘 ⑪Θ⑤

唐赤褐色

頭部は折 り返 し先端部は欠損 断面長方形 SK-41

889 瓦 器 椀

(大和 )

m― A(新 )

45

15 0

⑪DD

灰 色

器壁は厚い 底部か らゆるやかに開き口縁部はわずか

に外反す る 沈線は一巡せず

外面 体部1/3ま で粗い 3分割 ミガキ SK-4(

内面 やや隙間のある圏線ミガキ 簡単な連結輪状ヘラミガキ
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遺 物 観 察 表

器 種 去量(||) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

123

890 瓦 器 皿 21

96

⑪⑮⑤

灰白色

平底から垂直に立ち上がり口縁端部は外反 して丸く終

る

外面

内面

回縁部 ヨコナデ Ж-54

見込み にジグザグのヘラミガキ

891 瓦 器 椀

(大和 )

nl― A(新 )

47

15 8

勘D灰～
「リーブ灰ど

D灰白色

高合は欠損 内湾気味に外上方に伸びた後直立 沈線

一条巡る

外面 体部2/3ま で分割性のあるヘラミガキ 指押さえ M-55

内面 やや密な圏線 ミガキ 見込みは欠損

802 瓦 器 栃

(大和 )

m― B

40

13 4

④灰色
ex‐ォ,プ尉
⑤灰白色

底部欠損 外上方に伸びたあと口縁部で直立気味にた

ち上がり端部で外反する 一部に二重の沈線みられ

外面 連続性のある指押さえ 粗いヘラミガキ SK-51

内面 やや隙間のある圏線ミガキ 見込み欠損

898 瓦 器 椀

(大和 )

m― ■(新 )

51

14 8 叫脚晦

高台部欠損 外上方に伸びる日縁部周辺に厚みがある

沈線は高い位置にある

外面 指押 さえ 分割性のあるヘラミガキ SK-5(

内面 やや密な圏繰ミガキ 見込みの大目のヘラミガキは形状不明

804 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―B

44

154

引0オ リーブウ
～灰色

Dlk白 色

高合部欠損 内湾ぎみに外上方に伸び口縁部でわずか

に外反 上位に沈線一条巡る

外面 指押さえ 分割性のあるヘラミガキ X-5(

内面 やや隙間のある圏線ミガキ 見込み欠損

船 5 瓦 器 椀

(大和 )

H― B

48

14 4

販色

lIリ ーブ灰t

llk白色

高合欠損 内湾ぎみに外上方に伸び口縁部で外反 胡

線一条巡る

外 面 不規則 なヘラ ミガキ Ж-5t

内面 雑な圏線 ミガキ 見込み欠損

朗 土師器中皿 26

14 6

〕D灰白色

9浅黄橙色

凹凸のある底部からやや垂直に立ち上がり端部は外反

する

口縁部ヨコナデ ナデによる稜線 SK-55

122

897 27

14 2

朋 白色

D
とぶい黄笹雀

平底から屈曲しゆるやかに立ち上がる 端部は丸い 回縁部ヨコナデ 底部に指押さえ SK-5[

898 土師器皿 16

90

④③⑤

茨責色

丸底からゆるやかに外上方に開き口縁ではわずかに外

反 し端部は丸く終る

口縁部 ヨヨナデ SK-55

899 土師器皿 18

89

④O⑤

灰白色

丸底からわずかに屈曲して短 く外上方へ開く口縁 端

部はやや角ぱる

口縁部 ヨコナデ ナデによる凄線 Ж-5t

91Xl 土師器皿 16

85

勘⑮

曳黄笹色

D灰 白色

平底からわずかに屈曲し外上方に開き端部は丸く終る 口縁部 ヨコナデ X-5t

123

901 瓦 器 釜

却 B2

宅高 86
ヨ径 240
辱径 努 4

ゆ⑬
鷺灰～灰自色

D灰 白色

EI縁部は「 く」の学に屈曲し端部は内側に折り返 し鍔

は水平方向に伸び端部は下方に月巴厚

外 面 顕部 くびれに指押さえ 鍔は貼り付け ナデ Ж-55

内面 板ナデ

902 瓦 器 釜

大和 B2

i高 50

E358

⑪勧D

明褐灰色

体部は大きく内傾 し回縁部へ続 く 端部は破損 して形

態不明 鍔は少 しはね上がる

外面 鍔は貼 りつけナデ SK-5[

内面

903 瓦 器 釜

山城 F

‐４

努

諺

高

径

径

砂⑮ 回縁部は上内方に伸び端部は水平の面を成し中央でわ

ずかに凹面を成す 鍔は短かい

外面 調整不明 鍔下方に指押さえ SK-51

D灰白色 内面

124

124

∞ 強 土師器 lll 26

10 8

④O③

こぶい橙t

中央がやや突出した底部から屈曲して外上方に開く体

部と外反気味に丸く終る口縁を有する

外面 回縁部 にナデによる稜線 口縁部肥厚 SD-2(

内面

905 土師器皿 37

15 0

④⑮⑤

浅黄桂と

丸底からゆるやかに外上方に向い口縁部で外反 し端部

はやや角ばって厚みをもつ

外面 日縁部 にヨヨナデによる稜線 D-3(

内面

906 平  瓦 皮片

L9X104

要き 19

⑪③⑤

灰 色

凹面 布 目の痕 め-31

凸面 縄 目の痕

907 土師器釜

辮 C2

残高 73
日径 172

雛 211

峨

色

光

厳

体部は直立して伸び鍔は日縁端部と同位置にあっては

ねあがる 鍔上面は凹状

外面 指押さえ顕著 SD-31

内面 粘土接合痕

908 土師器皿 18

78

の⑮⑤

灰白色

平底から屈曲して回縁部に向かって大きく外反する ヨコナデ ナデによる稜線 体部に指押さえ SD-31

朗 :師善脚‖□ 42

11 3

のΘ

灰白色

ゆるやかに外上方に開く杯部と貼り付けた三方の脚を

有する

外面 体部中位にナデによる稜線 脚貼り付け部に指押さえ SD-31

内面
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遺 物 観 察 表

器 種 歯長(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

124

124

瓦 器 皿 19

91

⑪⑮⑬

灰 色

丸底か らゆるやかに外上方へ開き端部は丸く納められる 外面 指押きえ ナデ SD-32

内面 ジグザグのヘラミガキ

土節器皿 25

10 4

助D
完黄橙色

D黄燈色

平底からゆるやかに立ち上がり回縁部は外反 して端部

は丸く終る

口縁部にヨコナデ ナデによる稜線 底部に指押さえ SD-3g

土師器中皿 22

10 4

O⑮⑤

曳黄橙色

平底からゆるやかに外上方に開き口縁部は内湾気味

端部はわずかに角ばる

回縁部にヨヨナデ ナデによる稜線 SD-39

灰釉陶器研 t高 36

盗68

④DD

灰白色

見込みは平 らで「ハ」の字型の高台 外面 外内面 とも風化 している SD-39

内面

土節器皿 13

80

⑪ЭD

淡黄色

中央のふくらんだ底部から外上方に開き端部は丸く終る 日縁部にヨコナデ SD-39

土師器皿 14

86

⑪DD

淡黄色

中央ふ くらんだ底部よりゆるやかに外上方に伸び端部

は丸 く終 る 器壁は厚い

口縁部にヨコナデ SD-39

916 土師器皿 14

83

④Θ⑤

淡黄色

平底から屈曲して短く外上方へ伸びる 端部は内湾気

味でやや角ばる

日緑部にヨコナデ SD-39

土師器皿 09

85

のO⑤

淡黄色

中央が高い平底から内湾する口縁部が続く 端部は角

`よ

る

日縁部にヨコナデ 風化 している SD-3(

124

瓦 器 椀

(大和 )

m― B～ c

38

12 7

のO⑤

灰 色

平たくいびつ 底部から外上方にゆるやかに伸び端部

へ続 く 上位に沈線

外面 数条のヘラミガキ S13-3(

内面 隙間の開いた圏線 ミガキ 簡単な連結輪状ヘラミガキ

土師器皿 16

84

④⑮褐色

9
にぶい笹色

丸底か ら屈曲して短 く外上方へ伸びる 端部は丸く終る 口縁部にヨヨナデ SD-4(

920 と師器Ⅲ 15

82

⑪D⑤

淡黄色

平底からゆるやかに外上方へ伸び内湾気味の日縁 端

部はやや角ばる

口縁部にヨコナデ SEl-4(

921 18

12 2

)D灰自色 口縁部にヨコナデ 底部に指押さえ SD―■

や外反 し端部へと続 く

922 21

110

90灰白 少々いびつな平底から屈曲し日縁は上方につまみあげ

端部はやや角ばる

口縁部にヨコナデ 勤 -4′

閉

923 20

115

∽ 灰白t 平坦な器形で平底からゆるやかに外上方へ開く 端部

は外反 し丸く終る 器壁は薄い

日縁部にヨヨナデ SD-4`

922 瓦 器 椀

(大和 )

皿―B～ C

38

128

④DD

灰 色

底部からゆるやかに外上方に開く 端部にある沈繰は浅く上向き

に巡る 全体にややいびつ 高合もいびつで低い

外面 指押さえ 規則性のないヘラミガキ SD-41

内面 日縁から見込みまで除間の大きい圏線ミガキがおりる

925 瓦 器 椀

(構葉)

コー1～ 2

38

126

⑪DD

灰 色

底部から外上方にゆるやかに開く 沈線は不明瞭 外面 連続性のある指押さえ ヘラミガキは認められず SD-4′

内面 隙間のある圏線ミガキ 連結輪状のヘラミガキ

926 瓦 器 朝

(大和 )

Ⅲ―C

38

12 8

⑪99

灰 色

いびつ 底部よりゆるやかに外上方に開き端部で外反

する 沈線は上位に巡る

外 面 規則性のないヘラ ミガキ SD―■

内面 隙間の大きい圏線ミガキ 太い連結韓伏のヘラミガキ

927 20

14 4

の⑪D

褐灰色

中央がやや高い底部から外上方に開きやや角ばった端

部で終る

内外とも日縁部ヨコナデ ナデによる稜線

底部に指押さえ

め-4:

928 29

14 4

④⑮⑤

灰自色

回縁部にヨコナデ ナデによる鈍い稜線 D-4〔

もって丸 く終 る

929 ヱ高55 脚部 (?)不明 外 面 指押さえ D-4〔

販白～得灰色

賊灰～裾灰色 内面 指押さえ
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遺 物 観 察 表

遺物h 器 種 資量(cI) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 離 名

125

930 黒色土吾B録

段内系V類

52

15 8

④O⑤

灰 色

見込みから内湾気味に外上方に伸び端部は外反し丸い 沈繰かど

うか判断つかない凹線が有る 高台は低く「ハ」の字型

外面 分割性のあるヘラミガキが口縁か ら高台まで施される 観-01

内面 大いヘラミガキが密に周回する 見込みはツグザグのヘラミガ

931 ミ色土器B編

後内系V類

59

174

④⑪9

暗灰色

深くて大ぶり暑壁も厚い 見込みからゆるやかに外上方に開き増部はやや外反

して丸く終る 増部に浅い沈猥が上位に巡る 高合は頭丈で大ぶりである

外面

内面

太いヘラミガキがわずかに残る Sl-01

外面 と同様の大いヘラミガキ

932 土師器 Ill 13

88

⑪D
灰白色

底部中央部はややくばんでいる 日縁部はゆるやかに

外方向に広がり端部は上方につまみあげる

日縁部にヨヨナデ ナデによる稜線

「 て」の字状口縁

Sl-01

125

933 土師器皿 14

98

⑪99

灰白色

平底か ら屈曲上方に伸びたのち水平方向に開しヽて端部

は上方につまみあげる

口縁部ナデによる稜線 指押さえ

「 て」の字状 口縁

SI-01

934 土師器皿 13

96

④Э

灰自色

⑮淡黄色

平底から屈曲して水平方向に伸び端部は短 く上方へつ

まみあげる

日縁部ナデによる稜線  「 て」の字状 日縁 Sl-01

935 土師器皿 15

96

OD浅黄色

⑤灰白色

平坦な底部 やや凹凸が激 しい 外上方にゆるやかに

開き水平に伸びたのち端部は丸く終る 完形

口縁部ヨコナデ 強いナデ

ロ縁部底部に指押さえ  「 て」の字状口縁

Sl-01

936 瓦 器 椀
(大和 )

Ⅱ-3～ C

44

13 6

⑪⑮⑤

灰自色

底部か らゆるやかに外上方に開く 高合は低 く雑な作 り 外面

内面

連続性のある指押さえ 分割性のあるヘラミガキ

除間の開いた圏線ミガキ 簡単な連結輪状ヘラミガキ

Sl-01

937 土師器窒

撲津 C2

勇高 81
ヨ径 192

箋登240

)にぶい黄燈(

lr占 ■
体部直立ぎみ 鍔端部はわずかにはねあがる 日縁部

短 く内傾する

外面 縦方向に工呉のあと 鍔は貼 りつけ 説-01

)に ぶい費犠t 内面 ナデ

938 土師器釜

摂津 Cヮ
188

⑪⑮⑤

月褐灰色

口縁部端部は内側へせり出す 鍔は水平方向へ伸び端

部はやや上向きに反 っている

外面

内面

胴部に指押さえ 鍔に粘土接合あととヨコナデ Sl-01

989 土師器釜

河内 BI

曳高 60
ヨ径 314

盤 404

跡Dにぶいほ
～灰褐建

恢褐色

回縁部は「 く」の字に屈曲 鍔は水平方向に伸び端苗

はやや肥厚

外面

内面

ヨヨナデ 鍔は貼り付けナデ Sl-01

ナ デ

940 瓦器足釜 曳高■,

18℃

①⑮⑮

灰 色

内湾する体部と水平に短 く伸びる鍔を有する 日縁端

部は中央わずかに凹状の面をなす 媒付着

外面 脚基部 に指押え顕著 鍔は貼 り付けナデ Sl-02

内面 指押さえ数 ヶ所

126

941 平 瓦 皮片

14X80
要き 24

④⑮⑤

にぶい桂t

砂粒が 日立つ 凹面凸面 とも風化が激 し立 P-37

942

中硼ｍ・Ｂ

45

13 6

の⑪灰色

⑤灰白色

簡単な高合とゆるやかに外上方に伸びる体部を有する

日縁はわずかに外反し沈線は上端に位置する

外面

内面

指押さえ SP-75

やや隙間のある圏線ミガキ

943 瓦器足釜 残高 111

望 7

Э③橙色
⑫
浅黄笹色

短い鍔が水平に伸び口縁部は内湾 し内にやや肥厚する

脚は 3方向に付くと考えられる

外面

内面

脚基部に指押え顕著 鍔は貼 り付けナデ P-111

指押さえ 板ナデ(ハ ケメ)

944 瓦 器 皿 18

85

⑮⑮⑤

灰～灰白色

丸底から屈曲して外上方に開く 端部は丸く終る 外面 指押さえ 口縁部 ヨヨナデ IP-lll

内面 見込みにジグザグのヘラミガキ

945 瓦 器 lll 17

88

④⑪

灰自色

⑤灰色

丸底からわずかに屈曲して短 く外上方に伸び日縁端卸

は外反する

外面

内面

日縁部 ヨコナデ P-101

見込みに4～ 5回のジグザグのヘラミガキが十字に重なる

127

946 土師器皿 16

85

①⑮

灰白色

,にぶい黄担

丸底からゆるやかに口縁部へ続く 端部はやや角ばる 口縁部ヨコナデ 底部に指押さえ P-10(

947 土師器皿 14

88

9D灰白色 底部中央部がわずかに高くなっている 回縁部は内湾

気味にやや角ばる

口縁部 ヨコナデ 底部に指押さえ P-10

948 土師器皿 13

77

⑪勧9

灰白色

偏平な器形  口縁部は丸 く終る 日縁部 ヨヨナデ P-10

949 土節器Il 15

84

④Э③

浅黄橙色

器壁は厚めで平底からゆるやかに立ち上がる 端部は

丸く終る

回縁部 ヨヨナデ P-101
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遺 物 観 察 表

器 種 法 量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

12C

950 土師器皿 14

82

⑪99

浅黄色

底部中央がやや高 くなる ゆるやかに外上方に開き端

部丸 く終 る

回縁部 ヨヨナデ P-lll

土師器皿 15

81

のO⑤

浅黄橙色

平底からゆるやかに内湾 し短 く上方へ向かう 端部は

やや尖り気味

口縁部 ヨコナデ P-lll

952 土師器皿 14

80

④⑩⑤

灰白色

偏平な器形で屈曲 したのち外上方へ開 く 端部は丸 く

終 る

日縁部 ヨヨナデ P-101

953 土師器皿 14

82

⑪③⑭

淡黄色

偏平な器形で屈曲して外反気味に端部へ続く 端部は

丸く終る

口縁部 ヨヨナデ P-101

138

954 紡 錘 車 直径■44
上遡径24

下辺解 4

④⑪9

灰 色

滑石製 表裏とも摩耗 している 0 75cmの 穿孔 サー43

133

955 完騨 0

箋径72

00D

浅黄橙色

裾部が外反す る 端部は丸 く終 る 外面 風化している 内外ともに指押えのみ認められる Pゞ-38

内面

956 土師器皿 15

81

④Θ⑤

曳黄橙t

底部中央が高くゆるやかに外上方に開き端部は丸く終

る

口縁部にヨコナデ W-75

瓦 器 皿 16

91

勘Dttt

D灰白t

平底からゆるやかに外反 し短く上方に伸びる 端部は

尖り気味

外面 底部に指押きえ 日縁部ヨヨナデ P-13

内面 見込みに5往復のジグザグのヘラミガキが十字に重なる

958 土師器皿 12

80
色

白

的
態
敬

平底か らゆるやかに外上方に開き日縁端部は角ばる 回縁部にヨコナデ 指押 さえ P-15

959 土師器皿 16

81

⑪⑮

淡黄色

平底から屈曲し口縁端部はわずかに内湾 し尖る

完形

口縁部にヨヨナデ 屈曲部に鈍い稜線 P-16

127

9al 土師器皿 18

94

のO⑤ 丸底からゆるやかに外上方に開き水平方向に伸びた¢

ち端部はわずかに上方つまみあげる

口縁部はヨヨナデ 端部はわずか上方につまむ

底部に指押さえ  「 て」の字状口縁

P一 鈎

961 土師器褒 1 勘⑮ 口顕部は短 く直立 し端部は外反 して稜線を有す る 外面

内面

連続す る指押さえ 目頸部ヨヨナデ 十P― 刀|

D橙色 不明 粘土紐のあと

127

962 瓦 器 椀

(大和 )

m― D

44

12 6

勘③灰色

D灰白色

高台より底部の方が低い位置にある ゆるやかに外上

方に伸び口縁部で外反する 沈線は上端部に位置する

外 面 口縁部にわずかなヘラミガキ 多数の指押えで器壁に凹凸 P-201

内面 円辺から見込みまで隙間の開いた圏線ミガキ

t26

963 尿釉陶基 見融 0

盗88

④Θ⑤

験色～黄也

短 く「ハ」の字に開く高台から内湾気味に立ちあがる

体部を有する

外 面 高合は貼 り付け P一И

内面 ナ デ

964 53

14 0

④⑮⑤

黒 色

灼 隼 涯庫み の鶏 壁 が 内湾 1′ たが ら回綴 へ た締 ぐ 沈 線 外面

内面

全体が摩耗 しているが密なヘラミガキ 両面 に燻 し

密な圏線 ミガキ 見込みはジグザグのヘラ ミガキ

P-261

織内秦V は端部よりやや下に位置する 端部は丸い

965 土師器皿 17

10 2

⑪Э③

灰白色

平坦な形で口縁部で水平方向へ伸び端部でわずかに上

方へつまみあげる

口縁部はヨコナデ 底部に指押え

「てJの字状 口縁

P-26

12ク

966 土師器Il 18

102

⑪⑪⑤

浅黄桂色

器壁は薄く日縁部で水平方向へ伸び端部は短く外上方

へ向う

日縁部はヨコナデ 底部に指押え 「て」の争伏口縁 P-261

967 16

93

のO⑤

浅黄笹色

口縁部に厚みをもち内湾する 日縁部 ヨコナデ 底部に指押え IP―

"(

28

968 土師器斑 2

220

眸

，ヽ褐

難

ｗ

瑯

部

口縁部で逆「 ハ」の字型に開き端部は外反 し上向きの

平面を成す

外面 体部に指押え多数 P-26(

内面 不 明

960 土師器鍋 曳高 10

狩

)陵～灰掲色 体部は直立気味回頸部で大きく屈曲

外端面は外傾 しわずかに凹面を成す

外 面 日縁部 に指押 さえ多数

,優～縣絶 内面 板ナデ
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遺 物 観 察 表

器 種 贅量(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

1要

127

鉄製鍬先 景大幅172

刃幅 30

U字型

971 須恵器杯 顔 2

75

⑪⑮⑤

灰自色

外上方に仲ぴたのち短 く外反 し端部は丸く厚みがある 外面

内面

回転ナデ SP-322

回転ナデ

972 土師器整 )⑮
こぶい笹t

D笹色

端部は外に肥厚 し上部に面をなす 外面

内面

ナデ(布地のあと)指押さえ
'P-411

ナデ

973

『∽‐・２

63

15 8

の⑮灰色

⑤灰自色

高合は高さのある断面形 厚みがあり底部から回縁ま

で均等 端部直行 沈線無し

外面 高合の上方に太めの ミガキが不規則に残る ツー42

内面 外面同様のヘラ ミガキが見込み近 くに認め られ る

974 須忘善杯身 45

108

④⑩D

青灰色

「ハ」の字に開く高合と外反気味の回縁部を有する

端部は丸い

外面

内面

高合は貼 り付け 体部 口縁部はナデ

ナ デ

土師器皿 10

92

のO⑪

浅黄笹色

体部 日縁部は外上方に伸びたのち短 くほぼ水平に開き

端部は上方につまみあげる

回縁部ヨコナデ 端部はわずかに上方へつまむ

「て」の字状口縁

サー4破

12B

976 t師器 Il 17

94

④Θ⑮

灰白色

いびつではあるがわずかに屈曲し口縁は上方につまみ

あげる

口縁部ヨヨナデ 端部はほんのわずか上方へつまむ

「 て」の字状口縁

SP-4&

土師器■ 17

96

④Θ⑤

浅黄色

平坦な器形で回縁部は水平方向に伸びたのち上方へ短

くつまみあげる

口縁部ヨヨナデ 端部上方へつまみあげ

「て」の字状口縁

SP-434

978

中崚‐・２

58

15 8

Э⑩灰色

D灰白色

厚みのある器壁は「ハ」の字に開く高台から、外反気味の

日縁まで均等である 端部よりやや下に細い沈線が一条巡る

外面

内面

表面に密な4分割ヘラミガキ

大めで隙間のある圏線ミガキ 見込みはジグザグのヘラミガキ

サー4a

129

128

979 土師器甕 完高 158 ④③⑤

【ぶい構色

体部内湾 しなが ら伸び口縁部立ち上が り部に面をもち 外面

内面

体部 に多数の指押 きえ 】P-431

外反する 端部も上向きに凹面を有する 外面に煤付着 板ナデ

30

980 土師器襲 完高50 ④DO

橙 色

口顕部で「 く」の字形に開き日縁部で短 く外反 端部

は丸い

外面 調整不明 ,P-431

内面

981 土師器褒 党高 94

望 2

体部は内湾しながら伸び回頸部は外上方へ 端部は内

傾する面を成す

外面 無数の指押 さえ SP-43

9にぷい橙ぞ 内面 板ナデ

!塞

982 土師器材 35

119

④劉D

にぶい橙色

平底か ら外上方へ開いたのち口縁端部は外反 し丸く終る 外面

内面

日縁部はヨコナデ 強いナデによる稜線と凹面 SP-431

屈曲部に指押さえ

t領

983 土師器杯 5 ④⑤9

浅黄橙色

外上方に伸び口縁部でわずかに直立その後外反 し端H

は尖り気味

外面

内面

口縁部に強いナデによる稜線 指押さえ ,P-4よ

不 明

1褒

9割 R色土器A籟 51

14 9

高い高台から内湾 して立ち上がる体部と直行する

日縁を有する 細い沈線あり

外面 連続する指押さえ
「リーブ黒∈

攪内系nl類
内面 粗い圏線 ミガキ 見込みはジグザグのヘラミガキ

985 黒色土器A煽

畿内系Ⅲ類

42

127 灰黄～鳥(

D黒色

器壁薄 く小ぶりである 端部内側に沈線一条巡る 外面

内面

体部に指押さえ 口縁部のみ燻す SP-4貿

見込みジグザグ暗文 全面に燻 し

t塞

986 黒色土器A奏

畿内系m舞

47

15 0

Юにぶヤ燈ヘ

リーブ黒も

D褐灰色

大きな器形 断面逆三角形の小さな高合 内湾する4

部と外反気味の口縁を有する 細い沈線が巡る

外面

内面

指押さえ 口縁部に燻 し

圏線 ミガキ図化不可 全面に燻 し

13C

987 黒色土器A秦

礎内系Ⅱ霧

ｒ
肺

絶
群

ホ

器壁は薄い 内湾気味に外上方に伸びる端部内面に浅

い沈線一条巡る

外面 連続する指押さえ
'P-4よ

内面 密な圏線ミガキ 丁寧なジグザグのヘラミガキ 全面燻す

988

践内系m録

ヽ
褐

色

笹

黒

黒

Ｄ

　

Ｄ

薄い器壁で見込か ら端部に直行す る 外面

内面

指押さえ 体部2/31こ燻 し
'P-43

見込みに粗 いジグザグのヘラミガキ 全面に燻 し

989 53

13 6

内湾気味に外上方に伸びる 端部内側下位に沈線一雰

巡る

外面

内面

体部に指押さえ多数 回縁部のみ燻 し

圏繰ミ′キと見込みのジグザグのヘラミガキがわずかに残る全面に嫌し

SP-431

段内系Ⅲ顕

☆E‐黒色
)に ぷい賞餞色
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遺 物 観 察 表

翻 器 種 法 量(IB) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。手 法 遺構名

130

990 ミ色土器A菊

駐内系Ⅲ葬

41

15 0

外面 指押さえ 日縁部わずかに燻し W―靱
環

版 一条巡 る 高合わずかに残 る 内面 見込みのジグザグのヘラ ミガキは太い 全面に燻 し

142

991 土 錘 長さ 52

最大級 0

⑪⑪

灰白～

にぶい橙色

紡錘形 中心に径0 4cmの 紐孔が穿たれる SP-431

129

902 黒色土善A夷

畿内系Ⅱ葬

i高07

醒75

厳

絶

監

内面が黒 く燻 きれ ミガキが施 きれている

底部外面に文字「 廣」が刻まれてヤヽる

外面 底部にヘラ状工具で文字を刻む W-4割

内面 見込みにジグザグのヘラ ミガキ

993 上師器材 36

15 6

⑪⑮⑤

黄褐色

丸底か ら外上方へ向かい日縁部は外反す る 端部はや

や角ばる

口縁部は内外ともにヨヨナデ 強いナデによる稜線

連続する指押さえ

P-48

994 土師器中皿 30

14 2

④⑪D

灰白色

少 しいぴつな平底からゆるやかに外上方へ伸び外反気

味に日縁部へ続く 端部は丸く終る

底部 に指押さえ P―脅1

30

905 土師器杯 34

152

DD
l赤穏色～

:ぶい賞笹麹

底部か らゆるやかに外上方に伸び端部で内傾 尖 り気

味 外内とも指押えが多 く残 る

摩耗 している IP-591

996 土師器皿 16

96

⑪⑪D

灰白色

底部か らゆるやかに外上方に伸び回縁部で水平に開▼

たのち端部は丸 く終 る

口縁部にヨヨナデによる凹面

指押さえ  「て」の字状 回縁

997 瓦 器 椀

(大和 )

服I一 B

45

14 6

DΘ
死自～灰色

9灰白

底部か ら口縁部へゆるやかに外上方に伸び口縁端部で

垂直ぎみに立ち丸 く終 る 底部が高合より低い

外面 指押さえ 分割性のある粗いヘラミガキ lP-5♂

内面 やや隙間をもつ圏線 ミガキと連結輪状ヘラミガキ

138

998 鉄 釘 長

幅

厚

O⑮
明黄褐色

銹が多量 頭部を折り返 している

断面長方形

lP― 帥

129

900 瓦 器 椀

(楠葉)

Ⅳ-2

DO灰色

D灰白色

形骸化 した高台か ら内湾 しなが ら口縁へ続 く

端部は尖 り気味で沈線は無 し

外面 指押 さえ 口縁部はヨコナデ P-59

内面 口縁より底部へ 7周 回のヘラミガキ

ttXX 土 錘 長さ 7 ④⑪D

褐灰色

紡錘形 中心に御 3emの紐孔が穿たれる

1∽ 1 鉄 釘 詑さ 9t
尋  le
Iさ  1℃

⑤

曽赤褐色

頭部欠失 ,P-734

129

tlXl, 土師器皿 13

83

O⑮
灰白色

⑮淡黄佳

平底よりゆるやかに短 く内湾 し端部は丸 く終る 日縁部にナデ

10α 土師器皿 18

80

⑪DD

淡黄色

平底より屈曲し短 く立ち上がり端部は丸く終る 口縁部にヨコナデ
'P-757

1004 土師器皿 16

80

⑪③

灰白色

底部よりゆるやかに外上方に開 く 端部は九 く終る

日縁部に厚みをもつ

口縁部にヨコナデ ,P-751

t3欲 土師器皿 17

80

⑪⑮⑤

淡黄色

深さのある底部から外上方に伸び端部は丸ヤ 日縁部にヨコナデ ,P-751

[0∝ 土師器皿 16

82
色

⑮

白

⑪

灰
平底より屈曲 し外上方へ伸びる 完形 口縁部にヨヨナデ )P-757

[a17 土師器皿 ④⑮⑭

灰自色

底部から端部まで肉厚で均質 口縁部にヨヨナデ W-751

1008 土師器皿 18

81

⑪D⑤

淡黄色

底部から鈍 く屈曲し外上方へ伸びる 日縁部に厚みが

あり端部は丸く終る

日縁部にヨヨナデ P-757

10∝ 土師器Il 19

80

O⑮⑤ 底部か ら鈍 く屈曲 し外上方へ伸び端部は上方に押される 口縁部はヨコナデ ナデによる鈍い稜線 P-7V
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遺 物 観 察 表

器 種 去量( 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

と師器皿 15

81

⑮Θ⑤

浅黄橙色

隔平で小さい 口縁は内湾気味 摩耗 している SP-7=

上師器Ⅱ 18

81

④Θ⑤

淡黄色

ゆるやかに日縁へ立ちあがり端部は丸く内湾する 口縁部はヨヨナデ

土師器 Il 18

82

④Θ⑤

`ぶ

い責橙t

いびつ 口縁部はヨヨナデ W-757

101モ と師器狙 17

80

④⑪⑤

淡黄色

肉厚で 回縁は内湾する 口縁部はヨヨナデ ,P-75i

土師器IE 1 4

82

④⑮⑤

:ぶい☆色e

回縁部で内湾 し端部はやや角ばる 口縁部は ヨヨナデ ナデによる稜線 ,P-757

土師器皿 15

79

⑪⑮⑤

浅黄色

底部より回縁部の方が厚みをもつ 口縁部は内湾す る 回縁部はヨコナデ ロ縁部に厚みをもつ P―否7

土師器皿 19

79

⑮⑪⑤

浅黄色

小さく丸みがある 器形は整っている ナデ ナデによる稜線 回縁部から底部にナデ ,P-7師

土師器 lll 15

82

④Θ⑤

lぶい費橙建

平底か ら短 く内湾す る 端部は尖 り気味 回縁部はヨヨナデ SP-761

土師器皿 )D浅賞橙也

うにぶい黄糧

平底か らゆるやかに外上方へ開き日縁部へ続 く 端部

は丸 く終 る

口縁部はヨコナデ 底部に指押え SP―ηC

土師器皿 20

10 0

の⑮⑮

浅黄橙色

少 しいびつな丸底か らゆるやかに外上方へ伸び口縁部

は丸 く終る

口縁部はヨヨナデ 底部に指押え SP-7矧

102C 土師器皿 17

81

③③⑤

灰白色

厚みをもち底部 に凹凸は見 られるが深さがある 摩耗 しているが 日縁部にナデによる稜線 SP一的(

1021 土師器皿 17

82

④⑮⑬

灰自色

丸みのある底部と内湾する日縁を有する 摩耗 しているが 口縁部 にナデによる稜線 SP― i01

102つ 土師器皿 14

84

⑪⑪D

灰白色

器壁は薄い 屈曲し短く立ち上がる口縁部 その端ヨ

はわずかに内湾する

口縁部はヨコナデ ナデによる稜線 】P-791

t023 土師器皿 14

81

⑪O⑤

灰白色

偏平で底部はうすい 口縁は内湾ぎみ 摩耗 している 翌-70(

1024 土師器皿 15

80

O⑮⑤

灰白色

いびつ 器壁の厚みは均質ではない 日縁部はヨヨナデ ナデによる稜線 SP-799

土師器皿 14

81

④Θ⑤

灰白色

偏平である 日縁は内湾 し角ばる 回縁部は ヨヨナデ ナデによる稜線 !-799

土師器皿 12

82

の⑪D

灰白色

偏平 底部 より日縁の方に厚みをもつ 摩耗 している ,P-799

1027 土師器皿 14

81

⑪⑮⑤

灰白色

橋円形  日縁部は内湾する 摩耗 している ,P-79

tO愛 土師器皿 16

84

①Θ⑤

淡黄色

偏平な器形で 回縁は短か く内湾す る 摩耗 している lP― i9

1029 土師器 Ll 15

80

④⑪D

灰白色

偏平な器形 短く立ちあがる日縁は内湾する 回縁部はヨコナデ SP-79
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遺 物 観 察 表

器 種 去量(cI 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

132

129

10Ⅸ と師器 IIl 13

79

躙 ⑤

淡黄色

丸みがあリロ縁部は内湾する 摩耗 している わずかにナデのあと

'P-799

1031 上師器 IIl 17

80

躙 ⑤

浅黄橙色

丸みのある器形で口縁部は内湾する 日縁部はヨコナデ lP-709

tO説 と師器 IIl 14

81

④⑮⑤

灰白色

偏平で底部から屈曲し短 く外上方へ開く 端部は丸い 摩耗 している lP-7儀

1033 15

79

⑪⑮⑤

灰白色

底部か ら外上方へ開 く 端部は丸い 完形 口縁部はヨヨナデ SP-79

ll134 土師器皿 13

85

④99

灰白色

平底か ら屈曲 し垂直な立ちあが りをみせる 摩耗 している W-79

lC135 土師器皿 14

80

00⑮

灰白色

厚みは均等 丸みがあり回縁部はやや角ばる 摩耗 している W-79

103て 土師器皿 13

70

⑮OD

淡黄色

偏平で 口縁は厚みをもつ 摩耗 している

1037 土師器皿 17

79

00D

灰白色

丸底から内湾 して日縁部へ伸び端部は尖る 日縁部はヨヨナデ ナデによる稜線 SP-79

132

1038 土師器皿 13

82

の⑮⑤

灰白色

平底から短 く屈曲する偏平な形 口縁部はヨコナデ ナデによる明瞭な稜線

1∝e 土師器皿 14

79

⑪⑮⑤

灰自色

偏平で回緑は内湾する 回縁部は ヨコナデ 屈曲部にナデによる稜線 ,P―昭

1(4C 土師器 El 15

84

009

灰自色

整 った器形  口縁部は内湾する 口縁部はヨコナデ 屈曲部にナデによる稜線 サー器

1041 土師器皿 16

81

④⑪D

灰白色

偏平な器形 器壁は薄い 口縁は内湾ぎみで尖る 口縁部はヨコナデ P-7Ⅸ

[042 土師器皿 14

84

④⑮⑤

灰白色

隔平で厚みは均等  口縁端部は上方に押される 口縁部はヨヨナデ 屈曲部に明瞭な稜線 SP― 審

[凹 土師器皿 15

81

⑪⑮⑪

灰自色

整った器形 口縁は内湾 回縁部はヨヨナデ 屈曲部に鈍 い稜線 W-7蟹

1044 土師器皿 15

81

④09

灰自色

丸みのある整った器形 回縁は内湾 し丸く終る 口縁部は ヨヨナデ 屈曲部に稜線 SP-7蟹

104 〔瓦 器 椀

(大和 )

nI― B

40

12 2

砂D灰色

D灰白色

形骸化した高台と底部は等しい高さにある 内湾しながら立ち上

がりわずかに屈曲をみせて外反する 沈練は上位に位置する

外面 不規則なヘラミガキ ロ縁部はヨヨナデによる鈍い稜線 SP-8∝

内面 隙間のある目攘ミガキ 見込みは輸状のヘラミ
'キ

がわずかに残る

1041 土師器皿 12

82

の⑮⑤

灰白色

平底から屈曲して短く立ち上がり回縁部は犀みをもつ 回縁部 ヨコナデ

1047 土師器皿 12

74

⑪Э③

灰自色

平底からゆるやかに内湾 して短く立ち上がる

日縁は薄 く尖り気味

底部に指押え 回縁部ヨヨナデ

104t 土師器皿 14

80

OD⑤

灰白色

底部中央がわずかに突出しゆるやかに屈曲したのち短

く上方に伸びる 口縁端部はやや尖る

底部に指押 さえ 口縁部にナデによる鈍い稜線

10□K 土師器杯 曳高3 6 の⑪9

灰褐色

底部欠損

内湾する体部とわずかに外皮する日縁を有する

指押さえが連続する E縁部はヨコナデ
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遺 物 観 察 表

器 種 去畳(ca) 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

129

10開 瓦 器 楊

(楠葉)

m-3

37

12 4

④⑥晴灰色

③灰白色

いびつ

底部欠損 沈線あり

外面 指押さえ 規則性のないヘ ラ ミガキ

内面 粗い圏線 ミガキが周回す る

1051 瓦 器 椀

(楠葉)

Ⅳ-2

37

12 2

D⑮灰色

D灰白色

形骸化 した高合と内湾 しながら伸びる体部 わずかに

外反する日縁部を有する 明瞭な沈線が一巡する

外面

内面

指押さえ 数条のヘラ ミガキ

日縁か ら見込み まで 5周回す る圏線 ミガキ

105と 土師器 ll l 12

80

⑪DD

灰白色

平底から短 く外上方へ伸び端部は角ばる 口縁部は ヨコナデ ロ縁 と立 ち上が り屈 曲部に稜線 P-30

主師器杯 39

133

〕D淡橙色

瞬 黄橙色

平底から逆「ハ」の字に屈曲したのち外上方へ伸びロ

縁に続 く 端部はやや角ばる

外面

内面

体部に指押きえ 回縁部に強いナデによる凹面が生じる P-80

1054 瓦 器 椀
(大和 )

皿―B～ C

40

12 6

の⑮⑪

灰自色

均等な厚みで日縁まで続 く 形骸化 した高台と外反す

る日縁部を有する 端部上位に沈線一巡

外面 指押さえ 数条のヘラミガキ P-80

内面 隙間のある圏線ミガキ 簡単な連結輪状ヘラミガキ

1055 瓦 器 椀

(大和 )

Hl― B～ C

50

12 5

紗Э
ξオリーブ灰e

D灰白色

高合より底部が低い位置にある 簡単な高台と凹凸の

ある器壁 日縁上端部に浅い沈線が施される

外面

内面

指押さえ

やや隙間のある圏線ミガキ蓮結輪が外周する珍しいヘラミガキ

P-81

〔05C 瓦 器 椀

(大和 )

皿―C～ D

39

12 2

か③灰t

D灰白t

器壁は薄い 高合より底部の方が低い

口縁部で外反 し沈線は上端部に位置する

外面

内面

連続する指押さえ 数条の不規則なヘラミガキ P-81

隙間の大きしヽ圏線 ミガキが 日縁より底部におりる

105; 瓦 器 椀

(大和 )

m一 B

D①灰色

9灰白色

高台と底部が等しい位置にある 厚みのある底部から外上

方へ開く体部 口縁部では外反気味 沈線は上位にあり

外面 不明瞭なヘラミガキ P-81

内面 やや際間のある圏線ミガキ 簡単な連結la状ヘラミガキ

!llbl 黒色土器A邦 鳥高24

七径82

)にぶい橙ど

環色

販白色

器壁は薄い 内湾気味に外上方に伸びる 高合は低く

小さめ

外面 指押さえ 高合は貼り付け P-82+

隆内系Ⅲ翔 内面 見込みにわずかにヘラミガキ 内面に燻し

1∞9 30

14 8

高合に高さがある ゆるやかに外に伸び端部は直行 し

丸く終る

外面

内面

高合は貼り付け ナデ

畿内系Ⅱ

オリーブ黒色

⑮灰自色 わずかにヘラミガキ 内面 に燻 し

llXXl 鏑 鶏 m 20

78

⑮⑩9

こぶい黄笹ど

底部中央が突出し口縁部は外上方へ向かう 端部は引

く納められる 完形

口縁部はヨコナデ

1∝ 1 土師器皿 OD⑤

浅黄怪色

底部中央が突出し回縁部は外上方へ向かいわずかに外

反 したのち端部は丸く終る

口縁部はヨコナデ ナデによる稜線 P-821

106と 土師器皿 18

77

O⑮⑤

浅黄色

底部中央がわずかに突出 し日縁部は外上方へ伸び端剖

は丸 く終 る

日縁部はヨヨナデ ナデによる稜線 P-821

106〔 と師番中□ O⑮⑤

曳黄橙色

平底から内湾気味に外上方へ伸びたのち短 く外反 し端

部はやや角ばる

底部に指押さえ 回縁部にヨコナデによる凹面

口縁部 ヨヨナデ

lP-821

1聰 と師器中ll 27

11 0

⑪DD 平底から外上方へ伸び口縁部は外反気味で端部はやや

角ばる

底部に指押さえ 口縁部にヨコナデによる稜練

[0∝ 上師番大皿 26

222

砂⑮橙t

拗にぶい桂竜

平底から屈曲し外反 して日縁へ続 く 端部は外へ肥厚

し外傾する端面を有する 内面に沈線あり

底部 に指押さえ 口縁部 ヨヨナデ P-83

ttBl 土師器中皿 ①⑪9

灰白色

平底か らゆるやかに外上方に伸び端部は厚みをもって

丸く終 る

底部に指押さえ P-8η

1067 土師器皿 14

80

偏平 な器形で端部は内湾す る 指押 さえ

9にぶい橙麹

1068 上師器杯 完高 3G

髪径 197

④浅責橙

DD橙色

平底から内湾気味に外上方に伸びる 外面

内面

高合は貼 り付け 断面台形

斜めのヘラミガキ 見込みは2周回する連結軸状ヘラミガキ

134

10鶴 土師器皿 15

84

の⑪9

灰白色

底部から屈曲して外上方に短 く開き端部は内湾気味で

角ばる

日縁部はヨヨナデ ナデによる稜線 P-91
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遺 物 観 察 表

器 種 去三(|: 色 調 形 態 ・ 特 徹 調 整 ・ 手 法 遺構名

134

[07( 土師器皿 16

85

⑪③⑪

灰白色

平底からゆるやかに日縁部に続 く 端部は丸 く内湾す る 日縁部はヨコナデ ナデによる稜線 ,P-91〔

1071 土師器皿 17

85

の⑪D

淡黄色

底部中央が少 し高 くなっている 屈 曲 して外上方に短

く開き口縁は内湾す る

口縁部はヨコナデ ナデによる明際 な稜線 P-01(

107, 土師器皿 15

84

④Θ⑮

灰白色

底部中央が少 し高 くなり屈曲 して外上方に短 く開きロ

縁は直立

回縁部はヨヨナデ 屈曲部にナデによる明瞭な稜線 ?-91(

107C 土師器皿 15

83

①O⑤

淡黄色

底部中央がわずかに高い 屈 曲 して外上方に伸びたの

ち回縁部は内湾する

口縁部はヨヨナデ ナデによる稜線

1074 上師器皿 13

84

⑪⑮⑤

灰白色

底部中央が少 し高 くなっている 屈曲 して外上方へ伸

びたのち目縁は内湾

回縁部はヨコナデ SP-91(

1075 土師器皿

84

④Θ

灰自色

⑪淡黄色

平底か らゆるやかに外上方へ短 く伸びる 日縁は内湾

1076 土師器I 13

88

のΘ⑤

灰白色

底部中央がわずかに高 くなりゆるやかに外上方に伸び

る 日縁は内湾

SP-91(

1077 土師器皿 15

84

のΘ⑮

灰白色

底部中央がわずかに高くなり屈曲 したのち日縁部は直行 回縁部はヨヨナデ SP-91(

1078 土師器皿 14

98

紗Э

吸白色

9淡黄色

平底より屈曲 して外上方に短 く開 く 日縁は直行 立ち上がり屈曲部にナデによる稜線 SP-91(

1079 瓦 器 椀

(和泉 )

Ⅳ-1

39

140

④⑪9

灰白色

形骸化 した高合と偏平な器形 口縁に沈線は無 し 端

部は外反する

外面 指押え 凹凸のある器壁  口縁は強 い ヨヨナデ P-109

内面 0 3cШ 幅の太いヘラミガキが残 る

tOⅨ 黒色と器A舞

織内系Ⅲ類

43

168

①Θ⑮

暗灰色

浅い高台と内湾 しなが ら外上方に伸びる口縁部を有す

る 見込みの広いもの 端部は薄 く丸い

外面 連続す る指押さえ 貼 り付け高合 P-116

内面 圏線と連結輪の重なる体部 見込みはジグザグヘラミガキ

1081 土節器杯 26

15 2

④O
にぶい笹色

0淡怪色

平底か らゆるやかに屈曲 し外上方に開 く体部は薄 く日

縁で外反 して端部は丸 く終 る

外面 口縁部はヨコナデ P-117

内面 日縁近くにわずかにヘラミガキが認められる 沈繰あり

朝

tO& 土師器杯 35

153

の○

明赤褐色

⑤種色

低い高合 ゆるやかに逆「 ハ」の字に開き口縁部は外

反気味で端部は上方へつまみあげ

外面 口縁部はヨヨナデ 数条のヘラ ミガキ P-ll17

内面 斜めのヘラミガキがわずかに残る

10暖 と師器 Il 1 4

81

①⑮⑪

淡黄色

底部より口縁の方が厚みがある

平底から屈曲して外上方へ向い端部は丸い

口縁部はヨコナデ 屈曲部に明瞭 な稜線 P-118

1034 土師器皿 15

82

④⑥9

灰白色

平底か らゆるやかに外上方へ開き口縁部は内湾気味で

丸く終 る

口縁にヨコナデ P― ■8

108 〔土師器皿 15

84

①⑪

灰白色

⑮淡黄色

平底か ら屈曲 し短 く直行す る 摩耗 している P― ■8

1081 土師器皿

80

④Θ⑮

そ白～瀧   (

偏平な器形で短 く外上方へ伸び 口縁は内湾する 口縁部ヨヨナデ P-118

1037 土師器皿 14

78

④⑮⑤

淡黄色

平底か ら屈曲 し外反気味に口縁へ続 く 立ちあがり屈曲部に稜線 P― ■8

1081 土師器皿 13

77

⑪⑮⑤

淡黄色

偏平な器形  口縁部は内湾 し丸 く終る 摩耗 している P― ■8

t08 土師器皿 16

78

⑪⑮⑤

淡黄色

凹凸のある底部から屈曲し外上方へ伸び端部は内湾す

る

口縁部はヨヨナデ 屈曲部に稜線 P―■8
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遺 物 観 察 表

底窮測b 器 種 埃量(ci 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

109C 土師器皿 13

78

⑪⑮⑪

淡黄色

底部中央が少 し高 くなり器壁は薄ヤ 口縁部はヨコナデ

1001 土師器皿 15

78

①⑮⑤

浅黄橙t

丸底よりわずかに屈曲をみせ口縁端部はわずかに内湾

する

口縁部はヨコナデ 屈曲部に稜線 IP-119

100と 土師器皿 13

84

④Θ⑤

浅黄怪色

器形はいびつ 口縁部は ヨヨナデ IP-119

tl10 〔土師器皿 13

78

④Θ⑤ ゆるやかに内湾 して日縁 に続 く 摩耗 している P-118

1004 上師器皿 18

82

⑪O⑤ ゆるやかに内湾 しなが ら日縁へ続 く 摩耗 している P-118

10 〔荘 土師器皿 16

96

⑪⑮③

灰白色

大ぶ りな器形

ゆるやかに外上方 に開き口縁端部は上方へつまみあげる

底部に指押さえ 口縁部はヨコナデ 端部は上方に

つまみあげる 「て」の字状口縁

P-11儀

100 ( 土師器皿 18

96

⑮⑪⑪

灰白色

平坦な底部か ら屈曲 したのち外上方に開 く

回縁端部は上方へつまみあげる

底部に指押 さえ 口縁部にヨコナデ

「 て」の字状 口縁

P―■0

1097 土師器皿 19

96

⑮⑮⑤

灰白色

深さのある丸底からゆるやかに外上方へ開き口縁端苗

は上方へつまみあげる

底部に指押 さえ 口縁部にコヨナデ

「て」の字状 口縁

P― ■9

1∞8 土師器皿 18

96

④⑮⑮

灰白色

深い平底か ら屈曲 し外上方へ立ち上が り口縁端部は上

方へつまみあげる

底部に指押 さえ 目縁部にヨヨナデ

「 てJの字状 回縁

P-119

lαン9 土師器皿 18

96

⑪O⑤

灰白色

深さ厚みあリ ロ縁部に段をなす 端部は上方へつま

みあげる

回縁部ヨコナデ ナデによる明瞭な稜線

「て」の字状回縁

P-119

1llXl 土師器皿 22

10 0

O③⑪

灰白色

丸みのある底部より口縁部が外上方に伸びる 端部は

厚 く丸 く終る

口縁部はヨヨナデ 底部に指押さえ P-119

136

土師器皿 17

94

のΘ⑤

灰白色

丸みのある底部と外反する日縁を有する 端部は厚み

がありやや角ばる

口縁部はヨヨナデ

土節器 Ill 19

103

④⑪9

灰白色

平たい底か ら外反気味に回縁が伸びる 端部は上方に

押され る

口縁部はヨコナデ

土師器皿 21

10 1

⑪O⑤

灰白色

丸みのある底部からわずかに屈曲し外反する日縁部

端部は角ばる

口縁部はヨヨナデ 立ちあが り屈 曲部に稜線

[36

110H 土師器皿 14

96

の⑪⑪

灰白色

丸みのある底部と段をなす口縁部を有する 端部は■

方につまみあげる

口縁部はヨコナデ ナデによる明瞭な稜線

「て」の字状口縁

P-119

土師器杯

11 4

⑪④橙～

灰白色

0にぶい笹佳

内湾する体部 と直行す る口縁をもつ 外面 ハケメ(7本 /1 3cm) P-122

内面

1lα 黒色土恐B好

後内系V類

詫高41

主径68

④Θ
オリーブ黒t

⑤灰色

高合は丸みのある合形で内湾 して体部は立ち上が る

日縁部欠損

外面 密なヘラ ミガキ 貼 り付け高合 全面 に燻 し P-130

内面 密な圏線 ミガキ 見込みはジグザ グ 全面に燻 し

1lα 土師器皿 15

81

⑪③⑩

灰白色

平底か ら屈曲 して外上方へ開 く

口縁部でわずかに外反 端部は角ば っている

口縁部 ヨコナデ 屈曲部に明瞭な稜 線 P-138

1llll 瓦 器 椀

(大和 )

Ⅲ―A(新 )

148

砂③灰色

9灰白色

底部欠損 内湾 して立ち上が る体部と外反す る日縁部

を有す る 端部上位に沈線は位置す る

外面 連続する指押えの上に分割性はあるが雑なヘラミガキ

内面 風化しているが密な圏線ミガキ 見込みに連結輪状ヘラミガキ

1lα 土師器憂 残高45

160

柳0暗褐色

砂にぶい桂℃

密な胎上で 口縁上端部に面 をなし内側に肥厚する 外面 口縁部 ヨコナデ 肩部に指押 さえ

内面 回縁部 ヨコナデ 体部ユ ビナデ
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遺 物 観 察 表

器 種 法 量(εa) 色 認 形 態 ・ 特 徴 調 整 ・ 手 法 遺構名

131

瓦 器 釜

大和 Bl

6

31 6

⑪DD

灰白色

短い鍔は上方に反り口縁は「 く」の字に屈曲し端部は

内側に折り返 し肥厚する

外面 頸部に指押さえ 日縁と貼り付けた鍔はヨコナデ -143

内面 板ナデ 原体痕あり

平 瓦 ‐７

２

２

勢D
嘗灰色

D灰白色

燦付着 凹面 ヘラケズリ 側面に面取り ・‐４３
　
⑭凸面 菱井桁のタタキ

136

瓦 器 椀

(大和 )

III― C

37

118

働D
磨灰色

D灰白色

高合より底部が低い位置にある 日縁部でわずかに外

反 し沈線は上端部に細く存在する

内面 指押さえ とぎれとぎれの雑なヘラミガキ P―脚

内面 隙間の大きい圏線 ミガキが日縁 より底部へお りる

瓦 器 椀

(補葉 )

X-2

61

15 0

働⑮灰色

D灰白色

しっかりとした高台から均等な厚みの体部が内湾して立ち

上がる 沈線は日縁¬立に明瞭に一巡する 端部は丸く終る

外 面 高台貼り付けナデ 3分割ミガキ 底部に X印 P-158

内面 密な圏擦ミガキ 見込みはジグザグのヘラミガキが格子に重なる

平 瓦 9D暗灰ど

D灰 1館尋色

凹面 ヘラケズリ P-151

凸面 菱井桁に横線が交差するタタキ

111{ 平 瓦 ２

２

２

ひD
「リーブ黒色

DIX白 色

煤付着 凹面

凸面

ヘラケズリ P-lDl

菱井桁に横線が交差 (2重 )の タタキ

142

土 錘 長さ 21

最大御 X

D⑤黒色

Э灰色

紡錘形 中心に御 2cnの 孔が穿たれ る SP-681

土 鍾 誌さ 4(

蔵夫御  (

④⑤怪

浅黄笹色

紡錘形 中心に御 3caの 孔が穿たれる P-114

土 錘 発さ 2( 009

灰 色

紡錘形 中心に径0 3en強の孔が穿たれる -1311

投 弾 誕径 54

豆径 39

④⑪D

灰褐色

卵 形 P-40千

112C 黒色土番A秦

畿内系X瞬

55

14 6

D① 器壁が厚 くしっか りした作 り 体部か ら外上方へ伸び

端部は丸 く終る

外面 内外とも摩耗 している m層

D黒色 内面 高合は貼 り付けナデ 内面に燻 し

土師器中皿 21

12 0

O⑮⑪

灰白色

ややいびつ 平底から逆「ハ」の字の日縁を有 し端卸

は丸く終る

口縁部はヨコナデ m層

1122 土師器壺 ④⑩D

浅黄橙t

口縁部は体部よりくの字に屈曲 し外方に広が り端部は

丸 く終 る

内外とも口縁部ヨヨナデ 摩耗のため他の調整は判

断できず

HI層

112Ю 60

13 0

⑪99

灰白色

内湾ぎみに外上方に伸び口縁でやや外反 端部は丸 く

終る  「 ハ」の字形に開 く高めの高合

外 面 ナデによる鈍い稜線 m層

内面

11″ 輸 陶器研 彙高 36

絶 107

砂灰白t
D黄灰を
D灰白色

高合は低めの輪高合で内傾する端面を有する 外面 高合は貼り付け HI層

内面

112〔 忌釉陶器覇 完高18

:径63

10k白 ～
オ

'一

アX(
,明オリーブ灰(

高めの輪高合をもつ丁寧な作り 外面 高合は姑 り付け Ⅳ層

内面

112( 験釉陶器覇 完高19

墾46

り沃オケープ甑E

9灰オ)― フ～

オサージエ色
恥F悌～破

“

厚みと丸みのある器形 円板状高台をもつ 外面 高合に渦巻状の糸切 り痕 Ⅳ層

内面

t42

112「 土  錘 長さ 55

最大径19
llk寅8

紡錘形 中心に御Э6cm強の孔が穿たれ る II層

11要 土 錘 発さ 44

魔大径19

の

黄灰色

紡鍾形 中心に径0 4cnの 孔が穿たれる 皿層

土 錘 長さ 51

最扶逍46

④

`ぶ

い黄桂寵

断面「工J字形 側面中央にV字の溝がある nI層

―-292-―



遺 物 観 察 表

器 種 景量(") 色 調 形 態 ・ 特 徴 調 整 。 手 法 遺構名

41

1131 魏 陶善皿 24

14 4 恥囃

体部は外方に大きく広がり口縁は外反する

端部は丸く終る 低めの円板状高合

外面 口縁部は回転ナデ 高合は削り出し H層

内面

13t

紡 錘 車 切 働 C

下Z確酪η

厚き 13

④

灰黄褐ヽ

黒褐色

全体に摩耗 している 滑石製 外面 中心に御 6cm強の孔が上辺下辺か ら施され る H層

内面

[班

土師器杯 30

10 6

OD
天自～

曳黄橙色

平底から逆「ハ」の字に屈曲して外上方に伸び端部は

尖り気味

外 面 連続する指押え 日縁部はヨコナデ II層

内面 指押さえが顕著 口縁部に厚み をもつ

[(
1133 瓦 器 椀

(大和 ?)

36

82

鱒

灰白色

⑤灰色

底都から内情気味に外上方に伸び嘴部は丸い 署璧全体厚い 高台は「ハ」

の字型に開く 口縁に浅い沈線―条巡る

外面

内面

体部2/3ま で太いヘラミガキと細いミガキが重なる Ш層

隙間の大きい目線ミガキ 見込みにジグザグのヘラミガキ
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木 製 品 観 察 表

遺物血 器   種 遺 構 名 遺構内での使われ方 法   量 (cn) 特 徴

144

134

〕 燭  合 SD-37 76(径)       03(厚 ) 縁辺が高く、中央に金属が残る

折 敷 SE-36 28 5       7 5        06 曲物内より検出 刃物傷多数

3 折 致 SE-36 31 4       6 6        08 墨書あり 片面に無数の刃物傷

4 山 物 SE-34 水 溜 860(径 )       175(高 ) 内面の刻み目は粗い 綴 じ皮残存

5 曲 物 SE-36 水 溜 284(径 )       92(高 ) 内面に縦方向の刻み目 綴じ皮残存

6 曲 物 SE-36 水 溜 27 2(ぞ ≧)               10 5(干 慧) 5の下段として検出 木釘穴が残る

7 箱 材 SE-41 井 戸 側 39 0       24 5        1 7 箱組の切り込み部分に漆が残る

樹種はスギ

8 箱 材 SE-41 井  戸  側 36 1       23 0        1 5 7、 9と 同仕様

136

9 箱 材 SE-41 井  戸  側 36 6       21 3        1 6 7、 8と 同仕様

杭 SE-41 井  戸  側 492              40(最 大客 先端に加工痕

145

杭 SE-41 井  戸  側 も 3              37(最 大客 先端に加工痕

杭 SE-41 井  戸  側 557              35(最 大客 先端に加工痕

杭 SE-41 井  戸  側 55 4                    8 7 先端に加工痕

137

曲物底板 SE-42 水溜と井戸側の間にしきつめる 48 1       23 5        1 3 綴じ皮が残る 多数の刃物傷残る

曲物底板 SE-42 k溜 と井戸側の間にしきつめる 444      14 5        1 5 綴じ皮が残る 多数の刃物傷残る

曲物底板 SE-42 水溜と井戸側の間にしきつめる 420      240        1 0 木釘穴が縁辺に残る

山 物 SE-42 水 溜 465(径 )      31.6(高 ) 1重の側板に2枚のマワシ

綴じ皮、木釘残存

曲 物 SE-42 水 溜 326(径)             21 2(高 ) 2重の側板と1枚のマワシ

138

角  材 SE-42 井戸側の横桟 85 6       6 2        4 5 両端 に 目違いの柄を切 る

角 材 SE-42 井戸側の横桟 84 9       6 6        59 19と 同仕様

角 材 SE-42 井戸側の横桟 82 0       6 8        5 7 樹種はアスナロ

22 角  材 SE-42 井戸側の横桟 78 6

曲物底板 SE-42 水溜と井戸側の間に敷 く 48 8       24 1        1.4 綴じ皮が残る 弧形にくる

無数の刃物傷

145

24 曲物底板 SE-42 水溜と井戸側の間に敷 く 37 6       21 0        0 9 木釘のあとが縁辺に残る 弧形

25 不明品 SE-42 水溜と井戸側の間に敷く 37 2       30 8        1 3 中央に円形孔 周縁部より3cm内側で

ゆるい段差をつくる

146

曲 物 SE-42 水 溜 222(径 )      152(高 ) 小ぶりだが残存状態良好 底板は厚く、

月縁は斜めにカット 綴 じ皮のそばに

「井(井 ?)Jの刻印 樹種はヒノキ

147

野 不明品

柄振 ?

SE-43 27 3       11 1        3 7 方形の穴に歯が3ヶ所残る 穴は計 7ケ

所 中央は貫通する 破損箇所を補修し

たつる状の木皮がわずかに残る

28 硫  櫛 SE-43 樹種 はツゲ

29 曲 物 SE-43 水 溜 45 2(径 )             228(高 ) 1重の側板に2枚のマワシ

側板を補修した小穴が多数 綴じ皮残存

140

柵 角  材 SE-43 井戸側の横桟 84 9       6 9       44 橘部分が別材とこすれた痕が残る

角 材 SE-43 井戸側の横桟 828 30と 同仕様

角 材 SE-43 井戸側の隅柱 84 1       6 4       6 2 2方向から木組穴が施される

手斧あとが顕著
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コ版激 遣物� 器  種 遺 構 名 遺構内での使われ方 法 量 特 徴

147 140
33 角 材 SE-43 井戸側の隅柱 81 6        8 7        6.0 32、 34と 同仕様

34 角 材 SE-43 井戸側の隅柱 780       8 7       6.5 32、 33と 同仕様

148 35 由 物 SE-44 水 溜 486(径 )      169(高 ) 2重 綴じ皮残存 タテの刻み目

147 36 曲 物 SE-44 水 溜 380(径 )      W.0(高 ) 1重の側板と2枚のマワシ

143
37 由 物 SE-44 水 溜 460(径 )      296(高 ) 1重の側板と2枚のマワシ

縦方向と斜めの刻み目が施される

147
38 由 物 SE-44 水 溜 532(径 )      罰 3(高 ) 1重の側板に3枚のマワシ

縦方向と斜めの刻み目が施される

148

143

39 曲 物 SE-46 水 溜 36.3(径 )      182(高 ) 1重の側板と1枚のマワシ

綴 じ皮、木釘が残存

40 山 物 SE-46 水 溜 336(径 )       182(高 ) 1重の側板と2枚のマワシ

山 物 SE-46 水 溜 33 6(℃ ≧)               15 6(藤 彗) l 重板 木釘穴数ヶ所

42 曲 物 SK-98 水 溜 45 6(径 )             23 0(高 ) 1重の側板と2枚のマワシ

縦方向と斜めの刻み目

43 曲 物 SK-98 水 溜 521(径 )      317(高 ) 1重の側板と3枚のマワシ

丁寧な綴じ

44 抗 SR-02 護津用?(SR-02の 肩) 27 9                  66 SR-02か ら数本検出される

45 不 明品 SR-02 20 8 先端は鋭く尖る

46 由 物 SE-23 水 溜 456(径)      31.6(高 ) 1重の側板に2枚のマワシ

4 8cm幅 のヘギが縦に4ヶ 所

そのうち 1枚は一端が舟形に削られる

47 曲 物 SE-24 水 溜 340(径 )      170(高 ) 1重の側板と2枚のマワシ

48の下段として検出

48 曲 物 SE-24 水 溜 365(径 )      141(高 ) 1重の側板と1枚のマワシ

47の上段として検出

149

144

49 木  臼 SK-61 礎 板 26 2       24 9       10 0 上端に木芯より放射状の濤が残る

木表面上半分に手斧の痕

50、 53、 54と 同個体

木  臼 SK-61 礎 板 26 1       16.4       6 1 49、 53、 54と 同仕様

曲 物 SE-30 水 沼 380(径 )      21.7(高 ) 側板、マワシとも綴 じが丁寧で残存

状態良好

149

柄 杓 SK-68 146(径) ■ 3(高 ) 働 0(柄 ) 曲物から柄が抜けないための木釘が残存

145

柄と由物部のすリヘリから右利き使用痕 ?

木  臼 SP-2108 礎 板 300      24 0       10 0 49、 50、 54と 同仕様

54 木  臼 SP-1847 礎 板 27 4      17 2       0 2 49、 50、 53と 同仕様

55 柱 根 SP-2230 柱 根 647        272(径 ) 木口に手斧痕が顕著

146

56 柱 根 SP-1904 柱 根 24 4       15 6       14 0 三方向から扶りが施される

57 柱 根 SP-1714 柱 根 25 4      11 7       11 2

鼻 繰 SP-2164 礎 板 20 6      17 2       6 9 ドーナツ型

147
59 柱 根 SP-2173 柱 32 3      15 7       10 8

側 板 材 SP-2004 礎 板 766      14 5        40

柱 根 SP-2214 柱 38 6      23 6       19 4 中央 は空洞になっている
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遺物� 器  種 遺 構 名 遺構内での使われ方 法 畳 特 徴

15tl 148

62 柱 根 SP-2084 柱 32 5       17.2       10 6 複雑な扶りが施される

板 材 SP-1905 礎 板 18 0       12 0        3.4

64 板 材 SP-1905 礎 板 240      14 8        6.3 中央部に貫通穴

65 杭 SK-34 42 1                  6.8(ぞそ) 先端に加工痕

66 杭 SK-84 474                  4.6(そ そ) 先端に加工痕

67 杭 SK-84 468                  4.4(ぞ そ) 先端に加工痕

68 抗 SK-34 43 7                  5,3(荏至) 先端に加工痕

69 抗 SK-84 4f25         53(径 ) 先端 に加工痕

149 70 杭 SK-84 35 6                    5 0(ぞ≧) 先端に加工痕

杭 SK-84 23.3         48(径 ) 先端に加工痕

72 杭 SK-84 30.3                  4.0(ぞそ) 先端に加工痕

73 杭 SK-84 28.9         41(径 ) 先端に加工痕

抗 SK-84 30,0                    5 4(ぞ旨) 先端に加工痕

抗 SK-84 40.2                    5 6(ぞ登) 先端に加工痕

150

76 棒状木製品 SK-84 162 0                 8 0(そ ≧) 貫通する小穴が数ヶ所

77 棒状木製品 SK-84 132.0                   5 6(ぞ≧) 76と 対で使用 ?

78 杭 SK-34 30 6                    6 8(ぞ≧) 先端に加工痕

抗 SK-84 35 3                    5 2(ぞを) 先端に細かい加工痕

80 木樋状木製母 SK-84 81 3      308        2 0 木樋の可能性 弧形にくりぬく

板 材 S」 -01 47 2      300        1.6

82 杭 S」 -01 148                  5 2(堆 壬) 先端に加工痕

149 83 板 材 SJ-01 61 2      282       4,0 中央の構円形の穴にttが入った状態で検出

84 抗 S」 -01 52.6                    6 2(宅登) 先端に加工痕 木皮が残る

152

85 下 駄 ST-01 21 8       62        2.9 楕円形の連歯下駄 横結の穿孔は後歯

の前に位置する

86 編  呉 ST-01 14 8        3 9        2.4 中央が細くなり、全体に粗い削りあと

87 求状木製躁 ST-01 52(径 ) 中央に丸い濤がある 浮子 ?

38 球状木製品 ST-01 52(径 ) 中央に丸い濤がある 浮子 ?

89 球状木製罪 ST-01 48(そそ) 球を刃物で切り落としている

90 毬 ST-01 5,2(径 ) 肖Uり が粗↓

毬 ST-01 70(径 ) 削りが粗い

92 下 駄 ST-01 22 5       12 1        4 0 合幅が広い楕円形の連歯下駄

台表に足指の痕 台裏は面取

93 栓 ST-01 57 残存状態良好

153
折 敷 ST-01 21.2       68       o 4 桟 をとめた綴皮が残 る

曲物底板 ST-01 両端欠損

96 漆器椀底部 ST-01

柄わの柄 ST-01 先端部分鶴と同一個体

98 柄杓の柄 ST-01 10 8        1.9 97と 同一個体 雲形に成形

153 99 山 物 ST-05 14.4        5 6        0 2 精円形容器の側板
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遺物No 器  種 遺構 名 遺構内での使われ方 法 量 特 徴

153
153

154

1∞ 草展状木製品 ST-05 21 6        4.6        0 2 2重の板と綴じる小穴が両端にあった

と思われる「金剛板」

曲 物 SK-15 水 溜 35.2(径 )      137(高 ) 2重の側板 縦と斜めの刻み日 102と

組み合わせた状態で検出

102 曲 物 M-15 水 沼 400(径 )      136(高 ) 2重の側板 2重のマワシで構成

103 斎  串 SK-14 上部側面凹凸があり2ヶ所に焦げた

あと

104 わ 子 SK-10 37 6                    5,8 お玉 の部分が小 さい 粗肖Uり

105 漆器椀 SD-45 138(径 )      4.3(高 ) 黒漆地に朱赤でモチーフは笹

1∝ 板 材 SK-40 47 9        9 o        2.8

曲 物 SK一 ∝ 水 溜 380(径 )      路 .6(高 ) 1重の側板と2枚のマワンで構成

上下マワシ板の綴じは逆 刻み日は縦

108 折 敷 SE-07 28 9      21 6        06 無数の刃物傷 俎板に転用 ?

153

1∞ 曲物底板 SE-07 469(径 )      lo やや橋 円形  2つ に割れ ている

折  敷 SE-07 29 2       28 4        0.6 綴皮が 3辺に残る 刃物傷多数

山 物 SE-07 水 溜 46.4(径 )      120(高 ) 2重の側板 刻み目は縦

曲 物 SE-07 水 溜 446(径 )      251(高 ) 1■ と組み合わさって検出

1枚の側板と2段のまわし板

刻み目は縦+斜め

156

曲物容器 SE-11 178(径)       8.0(高 ) 114の曲物内で検出 水汲みに使用 ?

曲 物 SE-11 水 溜 533(径 )      340(高 ) 1重の側板と3枚のマワシ

縦の刻み目 7 5cm幅のヘギが 3枚

下辺に木釘穴残る

出上曲物の中最大を測る

板 材 SE-11 曲物 の底板 55 6       34.4        3 9 116と 組み合わせて■4の曲物の底板と

して検出

板 材 SE-11 曲物の底板 59.5       34 6        4.0 115と 同仕様 曲物のあとが残る

157

箱  材 SE-11 井  戸  側 49 5       30 0        1 o 118、 120、 121と 組み合わせて箱組み

片面のみ黒漆塗布、バチ形に木地が残る

短側板

箱 材 SE-11 井 戸 側 49 6       27.5        1 1 117と 同仕様の短側板

117、 118と 120、 1211ま四凸状の加工

155 箱  材 SE-11 井  戸 側 65 0       29.9        1 1 底板 ?釘穴が残る 帯状に木地が残る

158

120 箱 材 SE-11 井 戸 側 64 8       30 0        1.2 片面に舌状に木地が残る

凹凸状の加工 長側板

箱 材 SE-11 井  戸  側 64 6      300        1 1 120と 同仕様 長側板

122 角 材 SE-11 井 戸 履 屋 70.5      16 0       13 4 底辺に加工痕が残る

123 板  材 SE-11 井戸側縦板 645     180        5 8

159

124 板 材 SE-11 井戸 側縦 板 100 0      28 6 裾部が斜めにカット 下辺より1/3位置

に別材でこすれた痕

板 材 SE-11 井戸 側横桟 58 4

126 板 材 SE-11 井 戸 側縦板 57 2      30 0        4.4
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157 127 板 材 SE-11 井戸 側 横桟 135と 同仕様

12B 板 材 SE-11 井 戸 側 横 桟 両脇を細く削る 125、 134と 同社様

129 角  材 SE-11 井戸 側 隅柱 56 4 130と 同仕様

130 角  材 SE-11 井戸 側 隅柱 58 0 129と 同仕様 2方向から換り

157 159
角  材 SE― ■ 井戸 側 隅柱 132と 同仕様 3方向から換り

角  材 SE-11 井 戸 側 隅 柱 122 0 92 131と 同社様 2方向から換り

lω

板 材 SE-11 井戸 側縦 板 54 2 片面 に手斧あとが顕著 126と類似

155 134 板 材 SE-11 井戸 側 横桟 両端が細く肖Jられる 125、 123と 同仕様

板 材 SE-11 井戸 側 横桟 31 1 相欠きの柄が切られる 127と 同仕様

板 材 SE-11 井戸 側縦 板 845 29.0 片面に,U材でこすれた痕

157 板 材 SE-11 井 戸 側 縦 板 79 4      27 2        2 5 別材で こすれた痕

138 板 材 SE-11 井 戸側縦 板 H17

139 板 材 SE-11 井 戸側縦 板 93 8     25 9       4 2 円形の快りが数ヶ所に残る

159
140 角  材 SE-11 井戸 側 隅柱 70.0      15,0        9 0 複雑な木組穴

角  材 SE-11 井 戸 履 屋 15,8 裾部に加工痕 122と類似

157
142 角 材 SE-11 井 戸側 隅柱 128 1 2方向から換り 132と 対角線の柱

143 角 材 SE-11 井戸 側 隅柱 126 0      14 1       10 0 2方向から決り

155

164

144 板  材 SE-11 井戸 側 縦板 82 4      35 2        5 4 両面に手斧痕が顕著

158 145 板 材 SE― H 井 戸 側 縦 板 100 8      30 4        5.6 木目に平命 して虫喰い穴 ?

165

146 板 材 SE一 H 井戸側 縦板 45 7     20.0       3,7 木口に手斧あと

147 板 材 SE-11 井戸側 縦板 43 6     12 0       5 4 四角い扶り

166

148 板  材 SE-11 井戸側 縦板 88.6      25.2        4 1

156 149 板  材 SE-11 井戸側 縦板 88,7      38 7        3 6 片面に別材の痕

167

150 板 材 SE-11 井 戸 側 縦 板 120 0     262       6 0 両lHl面に四角い扶り、片面に手斧のあと

板 材 SE-11 井戸側 縦板 1076 92 片面に両脇から深い快り

156 168

152 板 材 SE-13 井 戸側縦 板 45 3      11 8        3.0

153 板  材 SE-13 井戸側縦 板 45 5 片面に手斧痕

169

154 板  材 SE-13 井 戸 側 縦 板 49 5 断面カマボコ状

160 155 板 材 SE-13 井戸側 維板 346 12 8

160 156 板 材 SE-13 井 戸側縦 板 511.6 235 厚くL字に屈曲する 転用材 ?

157 板 材 SE-13 井戸側縦 板 596 493

160
惰円形曲物 SE-18 水 潤 693帳④      242(高 ) 丁寧なつくり 隅丸に斜めの刻み目

159 由 物 SE-18 水 溜 3381e1               18,7(干 子) 158の 内部より検出 斜めの刻み目 綴じ皮2列どめ

133 下 駄 SP-157 24 2 情円形の連歯下駄 足指の摩擦痕が台表

に、合裏にノミあと顕著

柱 根 SP-1104 59 6 13 4

162 板 材 SP-619 礎 板 35 2 246 遺存状態悪い 横方向に別材の痕

163 柱  根 SP-515 450

164 板 材 SP-451 礎 板 四角い扶り

165 板  材 SP-451 礎 板 20 0 四角い扶り

166 柱 根 SP-1104 85,3 127
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162 167 柱 根 SP-1152 70.0

168 柱 根 SP-1134 78.0

162 169 柱 根 SP-1327 820

175

板 材 SP―
l男】 礎    板 19.2        9 o        4 7

板 材 SP-1176 礎    板 残存状態良好

172 角  材 SP~1222 31 9

178 板 材 SP― i勧 487 片面に浅い斜めの刻み目
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K区 遺 構 一 覧 表

遺構番号 地 区 遺構面 規 模 平面形 時代 遺構 遺物 備考

挿図 図版 挿 図 図版

SD-03 4、 14 第 1 1 580 近 世 水路 L・ M区へ続く

55 8、 18 第 1 137、  1,6al ～23 近 世 1 水路 SD-90に合流 L区に続 く

87 1、  11 第 1 165、 3,180 12～30 近 世 144 水 路

88 と、 2 第 1 117、 1,71Xl ～25 近世 水路 SD-87に 合流

89 3、 13 第 1 32、 2,1∞ 近世 水路 SD-88に合流 SD-91を分岐

90 14← 18 第 1 511、 3750 ～ 1 近世 SD-03,55に 合流

11、 第 1 38、 1,430 7 近世 鋤濤 ?

8、 18 第 2(上 ) 385、  1,565 5～ 22 盟 2、  4 92
一　
“

一私
弘 排水濤 ?

68 6、 16 第 2(上 ) 182、 1,5ω 3～ 21 は2末～13前 22 93 区画濤 ?

第 2(上 ) 48、    656 7～ 58 中世

SE-34 第 2(上 ) 75、     88 精円形 μ2末～13初 87、 134 74、 144 曲物

35 第 2 (上 ) 102、    95 53 不整 円形 に2末～13初 74 井戸形態残存せず 土坑 ?

第2(上 ) 93、    102 68 不整 円形 に妹～13初 134 144 曲物

37 第2(上 ) 98、 ω 隅丸方形 中世 井戸形態残存せず 土坑 ?

38 第2(上 ) 131、   134 不整円形 12後 87 井戸形態残存せず 土坑 ?

39 7 第 2(上 ) 112、   lC15 不整円形 12末～13前 11 井戸形態残存せず 土坑 ?

40 第 2(上 ) 105、   116 49 不定形 一削 井戸形態残存せず 土坑 ?

第2(上 ) 108、  105 76 隅丸方形 13前 135、 136 144、 145 井戸側と曲物

第2(上 ) 252、    230 122 隅丸方形 13前 89、

137-9
75、

145、 14t

76、 147

147、 148

井戸側と曲物

43 第 2(上 ) 207、    143 94 12末～13前

13前

‐４

一

‐５

5
38、

39、  14C

89、 141

井戸側 と曲物

44 第 2(上 ) 193、  150 76 隅丸方形 曲物、石

45 第 2(上 ) 163、  165 54 不定形 一副 89 76 井戸形態残存せず

46 第 2(下 ) 192、   142 108 不定形 12末～13初 89、 142 76、 148 曲物 5段以上

第 2(下 )

SK-90 第 2(上 ) 半 円 中世

20 第 2(上 ) 155、    43 半 円 中世

92 第 2(上 ) 140、  160 64 円形 13初 17 側

第 2(上 ) 136、   127 円 中世

94 18、 19 第 2(上 ) 135、    88 不定 円 13後 90

1 第 2(上 ) 215、    273 144 隅丸長方形 近世 ? 90 底に枝が束ねられた状態 杭有り

96 9 第 2(上 ) 73、    82 駆 円形 一剛 90

97 18、  19 第 2(上 ) 272、    273 52 隅丸方形 12末～13前 2Cl 4、  7 90 菰状の植物遺体、石
９

１９

８
、

１８
、

第 2(■ ) 187、    215 120 不定形 中世 7 148 井戸構造を有する(由物、2段 )

第 2(上 ) 101、    105 3 円形 12後～13初 | 78

99 第 2(下 ) 140、  168 86 長 円形 中世 24 内部に塔心礎 ?の石

lCX〕 15、  16 第 2(下 ) 612、    254 59 隅丸方形 13初 ～前

101 5、  15 第 2(下 ) 231、    251 64 情円形 一削 8

102 第 2(下 ) 120、 円形 中世
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遺構番号 地 区 遺構面 規模 (cm) 深さ(IB) 平面形 時代 遺構 遺 物 備考

挿 図 図版 挿図 図版

SK-103 5 第2(下 ) 99、      88 49 隅丸方形 中世

104 5 第2(下 ) 90、     89 68 円形 中世

105 6 第 2(下 ) 61、    68 80 円形 中世

1∝ 5 第 2(下 ) 77、    83 円形 中世

第 2(下 ) 72、   67 円形 中世

lC18 第 2(下 ) 158、   178 84 不定形 12後

1∞ 第 2(下 ) 91、     76 円形 中世

第 2(下 )

第 2(下 )

125、  138 円形

不整円形

中世

159、    138 古墳前 8

第 2(下 ) 72、    74 円 中 世

第 3 97、     40 楕 円形 古墳

14 第 3 124、    85 古墳

第 3 65、     58 17 円形 古墳

第 3 173、    83 精円形 古墳

第 3 145、   122 27 楕 円形 古墳

7 第 3 92、     88 40 円形 古墳

7 第 3 88、     159 楕円形 古墳

120 7 第 3 58、    55 17 円形 古墳以前

第 3 83、    100 半円

隅丸方形

古墳

122 19、 20 第 3 132、    206 古墳

123 20 第 3 118、  287 不定形 古墳

閉 第 3 75、     83 8 半 円 古墳

20 第 3 129、   102 隅丸方形 古墳

126 20 第 3 247、     96 隅丸方形 古墳

127 6、 16 第 3 97、    105 円形 古墳

123 第 3 120、  208 楕円形 古墳

129 2 第 3 98、     14 楕円形 古墳

130 4 第 3 42 円形 古墳

SR-01 7、  17 第 2(下 ) 490、  1,545 古墳後

古墳前「、17、 18

1、 2、 3、

13、 14

第 3 690、 1,56Cl 26 82

第 3 196、  3,940 古墳以前

14、  15 第 3 470、   620 47 古墳以前

08 5、  15 第 3 188、  1、 140 ∞ 古墳以前

09 0、 19 第 3 2KXl、 2,0∞ 古墳以前

10、 20 第 3 235、  1,650 26 古墳以前

、13、 14 第 4 195、 1,5∞ 49 弥生以前

第 4 430、  2,200 弥生以前
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L区 遺 構 一 覧 表

遺構番号 地 区 遺構面 規模 (Cm) 平面形 時代 遺構 遺 物 備考

挿 図 図版 挿 図 図版

SD-03 1、  7 第 100、 1,790 3～20 近世 K、 M区に続 く

1～ 6 第 120、  5、 720 6～21 近 世 27 O区に続く 抗列 石

4、 10 第 125、   520 12-25 近世 K区に続 く

4、  11 第 2 上 ) 70、    195 2～20 中性 M区に続 く

3、  9 第 2 上 ) 135、  1,370 5～ 16 13後 102 M区に続 く

第 2 上 ) 20、    380 6～ 1 中世 102

6、  12 第 2 上 ) 42、  1,300 2-8 中世

4、 10 第 2 上 ) 145、  1,870 4-12 中 世

開 11 第 2 _と二) 90、  7al 22～3 13前～後 K区に続 く ST-01に つなが る

60 5 第 2 上 ) 39、    470 3～ 9 中世

11 第 2 上 ) 86、    154 13前～後

62 第 2 上 ) 44、     184 11 中世

1ユ 第 2 上 ) 46、   324 7～ 1 中世

儀 第 2 上 ) 72、    594 5～10 中世

6 第 2 上 ) 22、    180 6 中世

66 第 2 上 ) 50、   432 7-12 中世

67 第 2 上) 34、   4al 7 中世

68 2、  8 第 2 上) 175、  1,960 4-23 中世 K区に続 く

69 3、  4 第 2 下 ) 53、  1,235 6-38 古墳

70 3、  4 第 2 下 ) 50、   446 6-1 古墳

1、 2、 8 第 2 1下 ) 26、 2-1 中世

11、 第 45、 4～ 32 古墳前

SE-22 第 2 上 ) 64、     52 精円形 13後 曲物と石

第 2 上) 98、     88 6b 不整 円形 中世 井戸形態残存せず

11、 第 2 上) 1∝、 102 円 中世 井戸形態残存せず

第 2 上 ) 1∞ 、 1/ 精 円形 中世 井戸形態残存せず

26 第 2 上 ) 87、     32 40 円 中世 井戸形態残存せず

27 5 第 2 上 ) 108、    92 円 中世 井戸形態残存せず

28 第 2 上 ) 224、    195 H8 精円形 12前 30 95 86、  87 井戸形態残存せず 須恵器甕

制 2、  3 第 2 上) 88、     80 円 中世 144 曲物

29 3、  4 第 2 下 ) 132、   128 69 円 中世 37 曲物 黒色土器

第 2 下 ) 172、   140 不整 円形 一削 24 95、  133
９

９７ 曲物 古銭

SK-56 第 2 上 ) 180、    295 101 不定形 32 2Kl 一酢硼一　一

一鱗∞二
廃棄土坑 遺物大量に出土 植物遺体

57 第 2 上 366、  5al 44 隅丸方形 中世

58 第 2 上 ) 78、    138 隅丸方形 13後

第 2 上 1儀、  210 示定形 中世

60 第 2 下 ) 1・22、  106 3 不整 円 中世

3 第 2 下 192、    102 64 不定形 13前 101、 1襲 149 礎板、礎石 3個のピット重複
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L区 遺 構 一 覧 表

遺構番号 地 区 遺構面 規模 平面形 時代 遺構 遺物 備考

挿図 図版 挿 図 図版

SK-63 2、  3 第 2(下 ) 102、    74 6 不定形 中 世

64 9 第 2(上 ) 98、     82 円形 中世

9 第 2(上 ) 1∝ 64 円形 中世

66 第 2(上 ) 86、    90 円形 中世

第 2(上 ) 330、    440 不定形 13前 焼土混 じる

68 第 2(上 ) 75、    70 80 円形 一副 149 柄杓 出土 井戸 ?

ω 第 2(上 ) 40、    86 半 円 一削

2 第 2(下 ) 166、    172 円形 古前 39 以 臼玉出土 植物遺体 炭化材

6 第 2(下 ) 78、     44 49 半 円 中 世

6 第 2(下 ) 116、    164 隅丸方形 中世

5 第2(下 ) 146、   200 船 不整円 中世

74 8 第 2(下 ) 155、   120 隅丸方形 中世

75 7 第2(下 ) 53、    ll19 30 楕円形 中 世

77 6 第2(下 ) 83、     8盟 半 円 中世

79 3 第 3 136、 不整 円 古前

80 3 第 3 105、   90 円形 古前

2 第 3 238、    254 不整円 古前

82 9 第 3 297、    383 不定形 古前

協 9 第 3 193、   198 40 不整 円形 古前

84 9、  10 第 3 990、  7CXl 58～ 10C 不定形 古前 25、  27
102、

49、  150
91、  92

ST-02 ■、12 第 2(上 ) 1,500、 300 13前～後 95 86 水路  SD-59に つ なが る

S」 ―-01 5 第 3 350、    252 49 不定形 古前 ? 44 28 149 杭・板材多く出土

SR-01
５
、

６

‐０
ヽ

第 2(下 ) 168、 5,2KXl 42～66 古後
86、

93-95
93～ 96、

151
02 ヽ

６

０
ヽ

第 3 認 1、 2,6611 4～68 古前 26、  29 104、 143

2、  8 第 4 490、  1,925 林生以前 ? 96
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M区 遺 構 一 覧 表

遺構番号 地 区 遺構面 規模 (cm) 平面形 時代 遺構 遺物 備考

挿 図 図版 挿図 図版

SD-01 9 第 1 95、    120 近世

02 第 1 29、      64 5～ 9 近世 鋤濤

03 2、  11 第 1 115、   158 1～2 近世 K・ L区に続 く

飩 2、  11 第 1 50、  166 近 世

05 11、  17 第 1 80、    595 2～ 27 近 世

∝ 1lf 15 第 1 55、   373 3～ J 近 世

07 6-15 第 1 120、 1,7∞ 7～ 26 近世

08 6、  15 第 1 40、    970 4～16 近世 鋤濤

09 6、  15 第 1 95、  1,422 2～ 8 近世 鋤濤

6 第 1 近世 鋤溝

8、  17 第 1 34、  350 2 近 世 鋤 溝

29 第 2(上 ) 84、 1,684 4～ 10 中 世 1盟 124

罰 7、 16 第 2(上 ) 72、  2,320 9～29 中世 124 124

6、 15 第 2(上 )
105、   775
80、 1,340

8～盟 11末 124 123、 124 L区に続 く

32 6、  15 第 2(上 ) 38、    195 2～20 12後 124 124

33 6 第 2(上 ) 58、  1,020 7～ 40 12後 124 123、 124

34 第 2(上 ) 37、    700 3～ 9 中世

35 5 第 2(上 ) 48、    302 19～ 23 中世

36 第 2(上 ) 47、    456 12～ 20 中世

37 5、  6 第 2(上 ) 60、    514 4-10 中世

38 第 2(上 ) 63、  1,020 5～13 中世

39 4、  13 第 2(上 ) 104、  1,358 16～ 57 一剛 124 124 L区 に続 く

42 第 2(上 ) 130、   306 10～閉 t2末～13前 64 124 124

43 第 2(下 ) 32、    135 8 中世

44 ４、卜
第 3 193、   258 10～ 14 占墳～奈真

4 第 3 122、   342 66 中世 66 124、 154 23、 161

46 第 3 88、    288 10～ 19

47 ヽ
‐４

一

５”８
・２”
一

第 3 135、 5～ 37 古墳前

48 15-17 第 4 38、 1,660 2～ 6 弥生以前

49 、14～ 1 第 4 66、  3,110 7～ 18 弥生以前

50 2～ 3、 12 第 4 70、  2,360 3～ 9 弥生以前

と、2、 10 第 4 75、 4,680 ～ 6 ユＨＩ以生弥

第 4 70、   572 5-12 弥生以前

SE-03 17 第 2(上 ) 206、   218 104 隅丸方形 13前 46 36 由物 石積みの井戸側

04 6、  7 第 2(上 ) 178、    187 182 円形 13初 109 井戸側と曲物

4 第 2(上 ) 334、  221 103 円形 中世 井戸形態残存せず

08 第 2(上 ) 226、    220 66 不整円形 1末 ～12初 50 36 08、 lCXj 曲物

∞ 第 2(上 ) 216、   205 68 長円形 12後～13初 曲物 3段

第 2(上 ) 長円 52 認 109 井戸形態残存せず 上坑 ?
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M区 遺 構 一 覧 表

遺構番号 地 区 遺構面 規模 にさ(ca) 平面形 時代 遺構 遺 物 備考

挿図 図版 挿図 図版

SE― H 第 2(上 ) 167、  170 144 方形 10末～11 53 39、  40
56～ 1“

116

110、

1出-1出 井戸側と曲物 箱枠

第 2(上 ) 185、  243 80 不定形 12後 54 110

1∞、159、
160

井戸形態残存せず 井戸抜き取り跡?

第 2(上 ) 195、    175 半 円 ■後 55
・‐６

、
７０”‐ 井戸側と曲物

第 2(下 ) 151、    143 76 円形 中世 井戸形態残存せず 土抗 ?

第 2(下 ) 73、    205 半円 中世 井戸形態残存せず

第 2(下 ) 139、  240 58 不定形 68 56 由物 3段

17 第 3 192、  188 37 円形 1後～12初 64 11～ 11〔

13、 114、

161

井戸形態残存せず

第 3 280、    220 47 長 円形 8後 65、  67 118、 172 精円形曲物 墨書須恵器蓋杯

第 3 191、   210 開 円 平安 井戸形態残存せず

20 4 第 3 165、  170 64 隅丸方形 ■末～12前 74 67、  68 板材 石 井戸抜き取り跡

4 第 3 130、  13Cl 52 円 75 67、  69 山物と石積みの井戸IHl

SK-01 1 第 1 80、     70 8 円形 近世 野井戸 ?

骸 第 1 75、    120 8 惰円形 近世 野井戸 ?

第 1 60、    199 隅丸方形 近世 野井戸 ?

04 第 1 6Cl、  15kl 隅丸方形 近世

19、 120、

154

野井戸 ?

∝ 17 第 2(上 ) 2イ幽3、    201 126 不定形 13前 56 42、  43 16-119 井戸構造を有する 曲物、看 常冷4の井衡 東大ヤ瓦

l17 第2(上 ) 166、    204 円 中世 120

20、 13308 第 2(上 ) 184、    152 56 不定形 13中～後 44

∝ 第 2(上 ) 84、     143 半 円 中世 58 44 井戸構造を有する 石積みの井戸側?

第 2(上 ) 162、    300 開 情円形 12後 21、  154

第2(上 ) 68、      268 26 中世

7 第2(■ ) 96、     95 隅丸方形 中世

7 第2(上 ) 73、    145 不定形 中世

第2(上 ) 165、  176 半 円 44 121、 154 20、 161 井戸構造を有する 山物 5段 石

第 2(上 ) 98、     92 64 橋円形 13前 ω 44 121、 154 井戸構造 を有す る 山物 2段

第 2(上 ) 117、    138 46 楕円形 13前 19、 120

第 2(上 ) 152、    134 円形 中 世

20 第 2(上 ) 110、    54 62 半 円 中世

第 2(上 ) 183、    173 1311 不整 円形 21、 122

21、 122

井戸構造を有する 曲物 6段

22 第 2(上 ) 1∞、 125 64 隅丸方形 13前 122

第 2(上 ) 81、    40 44 半 円 中世

24

第2(上 ) 110、   98 不定形 一削 62 46 122 井戸構造を有する 由物

26 第2(上) 75、     32 半円 10中 122

27 第2(上 ) 72、     81 66 不定形 13中～後 46 121、 122 井戸構造を有する 山物

28 第2(上 ) 57、     86 211 精円形 中世 122

29 第 2(上) 79、    78 閉 円形 13前 122

30 第 2(上 ) 110、    44 半 円 中世

5 第 2(下 ) 74、   110 45 楕円形 中世
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M区 遺 構 一 覧 表

遺特番号 地 区 遺構面 規模 梁さ(11) 平面形 時 代 遺構 進物 備考

挿図 図版 挿図 図版

SK-32 第2(下 ) 72、    77 26 円形 中世

第2(下 ) 79、    79 円形 中世

第 2(下 ) 58、     55 円形 13後 122

第 2(下 ) 58、    60 円形 13初 122 122

36 第2(下 ) 230、   120 隅丸方形 中世 土壌墓 ?

第 2(下 ) 132、    129 円形 中世

38 第2(下 ) 78、    105 隅丸方形 中世

第2(下 ) 98、    81 楕円形 一剛 井戸構造を有する 曲物 石

第2(下 ) 45、   115 49 楕 円形 中世 122、 154

第2(下 ) 120、  120 不整 円 59 井戸構造を有する 曲物

第 2(下 ) 121、    9 1 精 円形 中世

43 16、  17 第2(下 ) 94、     92 隅丸方形 中世

47 第 3 230、   182 不定形 中世 ?

48 11 第 3 1駆、 1酪 不定形 中世 ?

49 第 3 84、    138 隅丸方形 中世 ?

50 第 3 75、    72 効 円形 中世

第 3 70、    63 円 形 中世

53 2 第 3 72、    60 円形 中世

09～■彦
52、  15こ

ST-01 4、  5 第2(下 ) 1,御 0、 1,000 80 不定形 H末～13後 54、 55

03 第2(下 ) 25Cl、   460 40 不定形 13後

04 4 第 3 498、    426 48 隅丸方形 一剛 107

SF-01 7、  8 第 2(上 ) 404、    356 26～44 下定形 H末～12親 6 48

SI-01 7 第2(上 ) 10末～■前 66

02 第2(上 ) 12後 67 125
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N区 遺 構 一 覧 表

遺構番号 地区 遺構面 規模 雫さ(11 平面形 時代 遺 構 遺物 備考

挿図 図版 挿 図 図版

SD-05 2 第 80、  GXl 2～ 27 近世

1、  2 第 25、   345 2 近世 鋤 濤

l 第 22、   192 近 世 鋤濤

1 第 21、   140 近世 鋤濤

1 第 150 近世 鋤 濤

1 第 20、   178 1～ 23 近 世

17 2 第 22、    80 近 世 鋤濤

第 31、    955 近 世 鋤濤

4、  5 第 33、    315 近世 鋤濤

20 第 35、   403 近世 鋤 濤

第 35、   424 4 近世 鋤濤

22 6 第 89、    550 7～ 16 近 世

8 第 38、   515 5 近世

第 3～ 7 近世

第 143、   359 5～ 7 近世

26 4、  5 第 218、  264 近世 畝状遺構

27 5 第 155、   268 3～ 1 近世 畝状遺構

2 第 2 上 ) 5～ 13 中世

40 第 2 上 ) 125、   400 3～ 6 一削 124 124

4 第 2 上 ) 70、   426 5～ 13 中世

53 5 第 2 上 ) 102、   146 15～ 17 中世

SE-01 1 第 2 上) 222、    239 82 半 円 井戸形 態残存せず

第 2 上 ) 150、    186 隅丸半 円 単削 109 井戸形態残存せず

∝ 1 第 2 上 ) 186、    112 64 不定形 48 36 曲物

07 1 第 2 上 ) 200、    170 不定形 13初 49 88 155 153 井戸側と曲物3段 SE-01に 切られる

SK-05 第 2 上) 90、   122 隅丸方形 中世

5 第 2 上 ) 150、    186 艶 惰円形 一削

第 2 上 ) 130、    172 不定形 12後～13前 22、 123

44 7 第 2 下 ) 不定形 中 世

第 2 下 ) 73、     92 8 半 円 中世

46 第 2 下 ) 83、    89 円形 13初 123 122

ST-02 5、  6 第 2 上 ) 212、   484 3前～後 106、 107

5 第 2 下 ) 26Cl、  4∞ 不定形 工剛 13、 153 107、 153
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0区 遺 構 一 覧 表

遺構番号 地 区 遺構面 規模 梁さ(ca 平面形 時 代 遺構 遺物 備 考

挿図 図版 挿図 図版

SD-54 3、  6 第 1 152、 1,530 13～34 近 世 76 3tl 水路 抗列の跡

6 第 3 37、   CXl 3～ 8 古墳以前

SK-76 3 第 2(下 ) 67、    72 29 不整円形 中世 ?

78 第 2(下 ) 74、    80 隅丸円形 中世 ?

85 6 第 3 71、    76 42 円形 古墳以前

86 5 第 3 120、   135 36 不整円 古墳以前

SR― C13 1、 2、4 第 3 256、  2,250 開 古墳以前

04 1 第 3 2C10、    520 52 古墳以前

P区

遺構番号 地区 遺構面 規模 (cm) 雫さ(tB 平面形 時代 遺構 遺物 備考

挿 図 図版 挿 図 図版

SD-81 2、  3 第 1 95、  105 33 近世 水路

82 1 第 2(上 ) 50、  375 5～ 8 中世

33 1 第 2(上 ) 55、  365 中世

84 2 第2(上 ) 55、  70 中世

85 4 第2(下 ) 20、  165 10～ lt 中世

86 2 第 2(下 ) 100、 140 16～2 中世

SE-32 2 第 3 lCXJ、 100 29 円形 12前～後 87 井戸形態残存せず

SK-88 2 第2(上 ) 160、 lω 35 不定形 中世 板材

89 1 第2(上 ) 125、 165 11 不定形 中世

Q区

遺構番号 地 区 遺構面 規模 (cn) 平面形 時代 遺構 遺物 備考

挿図 図版 挿図 図版

SD-74 4 第 1 17、   期 % 近世

75 3 第 1 180、  23Cl 24 近世

3 第2(下 ) 225、   235 中世

4 第 3 5X〕 0、     335 2B 中世

79 3 第 3 260、   412 31～ 51 年墳以前

80 4 第 4 240、     384 9～21 子墳以前?

SK-87 2 第 2(上) 96 円形 中世
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